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発刊 にあた り

大阪府立大学工学部長 室 津 義 定

昭和24年 に新制大学制度が発足 し、民主主義のもとで大学 は国民に開かれた存在 となりまし

たが、学問の自由 と大学の自治 という名のもとに、社会の要請に十分対応で きず、自ら変革 し

てい く姿勢が乏 しかったことは否定 しがたい事実だ と思います。 しかし、科学技術の急速な発

展、地球環境の悪化、国際化、価値観の多様化、若年人口の減少など、近年大学を取 りま く情

勢 は急激に変化 しています。大学 は教育研究活動 を通 じて、優れた人格 と幅広い基礎学力を持

ち、将来、時代の変化や科学技術の進展に柔軟 に対応で きる能力を有する人材を育成するとい

う、重要な役割 を担っています。 また、生涯学習の一環 として社会人技術者のリフレッシュ教

育の機会を提供することも、大学の大切 な役割 と考えています。さらに、府立大学 として、大

阪府下 の産業に貢献す ることも重要な使命であ ります。

大阪府立大学工学部 は社会 と積極的な関 り合いを持って、自主的な努力を積み重ね、教育研

究の質的充実に取 り組み、時代の要請 に応えて自らの意志で変革 し、個性化する道 を歩み出し

ました。平成5年 度に、これまでの10学 科を13学 科に再構築 し、同時にカ リキュラムも改訂 し

ました。さらに、新 しい制度による第1期 生が卒業する平成9年 度 までには大学院の再構築を

完了できるよう、いま精力的にその検討 を進めています。 また、大学院工学研究科の再構築を

待たずに、平成6年 度から大学院への学部3回 生から受験を認め、さらに社会人特別選抜制度

を発足 させるとともに、教育研究指導体制を一新 しました。

大阪府立大学工学部はその活動状況 を広 く理解 していただ くために、平成3年 に 「大阪府立

大学工学部年報(1990年)」 を創刊 しました。平成3年 に大学設置基準が改正され大網化され、

各大学 に対 し自己点検評価が義務づ けられました。これ は大学が自ら創意工夫を重ねて教育研

究活動 を個性化 し、高度化 し、活性化することによって、その質的向上 を図ることを目的 とし

ています。そのため前報(1991年)か らは自己点検評価のなかで、研究活動の資料 としての役

割 も合わせ持つ ことになりました。本報 は第3号 にあたり、1992年1月 か ら12月 までの大阪府

立大学工学部 と工学研究科の研究活動の記録を収録 したものです。

大阪府立大学工学部は大学設置基準改正の趣旨を生か して適正に自己点検評価 し、大学の進

むべ き方向を自らの意志によって絶えず検討 しなが ら、教育研究活動 を個性化 し、高度化 し、

活性化 してい く所存ですので、関係各位のご支援 とご協力 をお願いいたします。
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大阪府立大学工学部 組織表

匡 務局

匪 生部

ヨ エ 学 部i 機 械 工 学 科(10講 座)

1 一

一

一

…

}

一

一

『

一

一

航 空 工 学 科(5講 座)
一 学 部 ト

電 気 工 学 科(8講 座)

ヨ 農学 部 電 子 工 学 科(6講 座)

応 用 化 学 科(9講 座)
経済学部

化 学 工 学 科(5講 座)ヨ

ヨ 総合科学部

ヨ

金 属 工 学 科(7講 座)

船 舶 工 学 科(4講 座)

1大階 立大学 ト
社会福祉学部

経 営 工 学 科(4講 座)

数 理 工 学 科(6講 座)

共 通 講 座(2講 座)

1
1附 殿 験工場1

機 械 工 学 専 攻(llコ ー ス)ヨ エ学研究科1
一

一

『

一

一

一

　

一

(博士課程) 航 空 工 学 専 攻(5コ ー ス)

一 大 学 院 ト 電気工学専攻(8コ ース)

一 欝 研究科 電 子 工 学 専 攻(6コ ー ス)

応 用 化 学 専 攻(10コ ー ス)

一 繍 学研究科
化学工学専攻(5コ ース)

ヨ 総合科学研究科 金属工学専攻(7コ ース)

ヨ 社会福祉学研究科

船 舶 工 学 専 攻(4コ ー ス)

経 営 工 学 専 攻(4コ ー ス)

1 附属図書館
1

数 理 工 学 専 攻(6コ ー ス)
一

匠 算センタヨ

1 附属研究所
1

※ 工学 部 は平成5年4月1日 に学 科再 編 を行 い ま した。 再編 後 の組織 は次頁 です 。

ヱ



大阪府立大学工学部 組織表

陣 務則

{学 生 部

一1工 学 副
機 械 システ ム工学科(6講 座)

1 一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

}

}

エネルギー機械工学科(5講 座)

一 学 部 ト
航 空宇 宙工 学 科(5講 座)

大阪府立大学 ト 一 農 学 部 電気電子システムエ学科(5講i座)

電 子 物理 工 学 科(5講 座)

一 繍 学部1 情 報 工 学 科(4講 座)

→ 総合科学剖 応 用 化 学 科(6講 座)

化 学 工 学 科(5講 座)

ヨ 社会福祉学剖 材 料 工 学 科(5講 座)

機 能 物 質科 学科(6講 座)

海洋 シ ステム工学科(4講 座)

経 営 工 学 科(4講 座)

数 理 工 学 科(6講 座)

匝殿 験瑞1

一 工学研究科1
(博士課程)

機 械 工 学 専 攻(llコ ー ス)

ヨ 大 学 院 ト
一

一

一

一

一

一

一

一

}

航 空 工 学 専 攻(5コ ース)

電 気 工 学 専 攻(8コ ース)

一 農学研究科1 電 子 工 学 専 攻(6コ ース)

ヨ 繍 学研究剣 応 用 化 学 専 攻(10コ ー ス)

化 学 工 学 専 攻(5コ ース)

H総 合科学研究科1 金 属 工 学 専 攻(7コ ース)

ヨ 騨 細 究科1 船 舶 工 学 専 攻(4コ ース)

経 営 工 学 専 攻(4コ ース)

ヨ 社会観 学研究司 数 理 工 学 専 攻(6コ ース)

総合情報センター
!

函 属研究所



機 械 工 学 科

教 授 伊 東 弘 一

角 田 敏 一

田 中 芳 雄

沼 野 正 博

岩 田 耕 一

川 口 格

谷 川 義 信

小 野 敏 郎

木 田 輝 彦

谷 村 眞 治

助教授 大須賀 公 一

佐 野 孝 郎

仲 谷 仁 志

太 田 幹 郎

菅 野 良 弘

東 健 司

久 保 速 雄

杉 本 正 勝

横 山 良 平

講 師 井 上 久 弘 片 岡 克 巳 加 茂 信 行

助 手 海 津 浩 一

小 森 茂

津 江 光 洋

和 田 光 代

河 村 隆 介

斯 波 敬

中 嶋 智 也

菊 田 久 雄

嶋 橋 安 廣

松 浦 寛 人
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■ImpulsiveForceGeneratedataCorltact

PartinCollisionofTwoBodies

(二 物 体 衝 突 時 の 接 触 部 分 に 発 生 す る 衝 撃

力)

S.Tanimura,Y,ChumanandK.Kaizu

Proc.ofVIIInt.Congr.Exp.Mech.,578-583

(!992).

(Expeimentalstressanalysis,Measurement,

Impu正siveforce,Contact,Plasticity)

■ConstitutiveModelsforDynamicBehavior

ofMaterials

(材 料 の 動 的 挙 動 の た め の 構 成 モ デ ル)

S.Tanimura

Proc,ofInt.Sym.ImpactEngineering,Vo1」,

17-26(1992).

(Constitutivemodel,Strainrate,Tempera-

ture,Copper)

■Two-DimensionalStressWavesinaCir-

cularCylinderofFunctionallyGradient

Materials

(傾 斜 機 能 材 料 か ら な る 円 柱 の 二 次 元 波 動)

K.Kaizu,T.AotoandS.Tanimura

Proc.ofInt.Sym.ImpactEngneering,VoLI,

39-44(1992).

(Numericalanalysis,Stresswave,Function-

allygradientmaterial,Bichracteristics)

■ASensingBlockMethodforMeasuring

lmpulsiveForceanditsApplication

(衝 撃 力 測 定 用 検 力 台 法 と そ の 応 用)

Y.Chuman,K.Kotoh,K.KaizuandS.

Tanimura

Proc.ofInt.Sym.IrnpactEngineering,Vo1.

II,526-531(1992).

(Expeimentalstressanalysis,Impusiveforce,

Contact,Obliqueimpact,Plasticity)

匿SuperplasticBehaviorinMechanicallyAl-

ioyedAluninumCompositeReinforced

WithSiCParticulates

(機 械 化 合 金 さ れ たSiC粒 子 強 化 複 合 材 料 の

超 塑 性 挙 動)

K.Higashi,T.Okada,T.Mukai,S.

Tanimura,T.G.Niehand工Wadsworth

ScriptaMetall.,Mater.,26-2,185-190(1992).

(Positiveexponentsuperplasticity,Large

elongation,Highstrainrate,Hightempera.

ture)

■HighStrainRateSuperpiasticityinan

Al-N卜MischMetalAlloyProducedFrom

ltsAmorphousPowders

(ア モ ル フ ァ ス 粉 末 か ら 製 造 したAl-Ni-Misch

Metal合 金 の 高 速 超 塑 性)

K.Higashi,T.Mukai,S.Tanimura,A,

Inoue,T.Masumoto,K.Kita,OhteraandJ.

Nagahora

ScriptaMetal.,Mater.,26-2,191-196(1992).

(Finegrainedstructure,CrystaIlinealloy,

Largeelongation,Hightemperature)

■5083ア ル ミニ ウ ム 合 金 の 超 塑 性 に 及 ぼ すZr添

加 の 影 響

(EffectofZrAdditiononSuperplasticity

of5083AluminumAlloys)

岩 崎 源,正 木 泰幸,東 健 司,谷 村 眞 治,伊 藤

太一 郎,速 水 哲 博

塑 性 と加 工33-372,87-92(1992).

(Largeelongation,Finegrain,Hightem-

perature,AI3Zrparticles)

■5083-0 .12wt%Zrア ル ミニ ウ ム 合 金 の 超 塑 性

挙 動

(SuperplasticBehaviorof5083Aluminum

AlloyBearingO.12wt%Zr)

岩 崎 源,正 木 泰 幸,東 健 司,谷 村 眞 治,伊 藤

太一 郎,速 水 哲 博

材料41-460,17-22(1992).

(Largeelongation,Highmvalue,Finegrain,

HightemperatureStability)

■SuperplasticBehavioratHighStrain

RatesofaMechanicallyAlloyedAI-Mg-

LiAIIoy

(メ カ ニ カ ル ァ ロイ ドAl-Mg-Li合 金 の 高 ひ ず み

速 度 で の 超 塑 性 挙 動)

K.Higashi,T.Okada,T.MukaiandS.

Tanimura

ScriptaMetall.Mater.,26-5,76!-766(1992).

(Nearnanoscalegrain,Largeelomgation,

Highmvalue,Hightemperature)

■SuperplasticBehaviorinAs-extruded

Al-Cu-MgAIIoyMatrixCompositeRein-

forcedwith20vol%Si,N4Particulates

(20vol%si3N4粒 子 で 複 合 強 化 さ れ たAl-cu-

Mg押 出 材 の 超 塑 性 挙 動)

MMabuchi,K.Higashi,S.WadaandS .

Tanimura

ScriptaMetal1.Mater.,26-8,1269-1274

(1992).

(Largeelongation,Hightemperature,High

3



mvalue,Finegrain,Liquidphase)

■SuperplasticBehaviorinHighStrainRate

Rangeof6061AluminumComposites

ReinforcedWITHSi3N4WhiskersorPa卜

ticulates

(Si3N、 ウイ ス カ ー およ び 粒 子 で 複 合 強 化 され た

6061ア ル ミニ ウ ム 複 合 材 の 高 速 域 で の 超 塑 性

挙 動)

MMabuchi,T.Imai,K.Kudo,K .Higashi,

Y.OkadaandS.Tanimura

J.CeramicSocietyofJapan,too-4,494-498

(1992).

(Morphology,Largeelongation,Hightem・

perture,lnterfaces,Highmvalue)

■ExperimentlnvestigationofSuperplastic

Behaviorina20vol%Si,N4p/5052Alu-

minumComposite

(20vol%si3N、p/5052ア ル ミニ ウ ム 複 合 材 の

超 塑 性 挙 動 の 実 験 的 観 察)

M.Mabuchi,K.Higashi,K.InoueandS.

Tanimura

ScriptaMetall.Matef.,26-12,1839-1844

(1992).

(Largeelongation,Hightemperature,High

mvalue,Flnegrain,lnterfaces)

圏lnfluenceofTemperatureandStrain-rate

onSuperplasticcElongationinaPowder

MetallurgyAl-Zn-MgCompositeRein-

forcedwithSi3N4Whiskers

(Si,N、 ウ イ ス カ ー で 複 合 強 化 され たAl-Zn-Mg

複 合 材 の 超 塑 性 伸 び 値 に 及 ぼ す 温 度 とひ ず み

速 度 の 影 響)

M.Mabuchi,K.Higashi,K.InoueS.

Tanimura,T.ImaiandK.Kudo

Mater.Sci.Eng.,A156,L9-L12(1992).

(Highmvalue,Finegrain,L{quidphase,

Grainboundarysliding,Interfaces)

■HighTemperaturePropertiesatHigh

Strain-ratesinNear¶anoScaleMaterials

(ニ ァ ー ナ ノ ス ケ ー ル 材 の 高 速 で の 高 温 特 性)

K.Higashi,T.Okada,T.MukaiandS.

Tanimura

Proc、oftheInt.sym.onImpactengineering,

ISIE,Sendai,Vol.1,115-120(1992).

(Shapedcharge,Solidstate,Liquidphase,

Largedeformation,Positiveexponentsuper-

Plasticity)

■VeryHighStrainRateSuperplasticityina

MechanicallyAlloyedIN9052Aluminum

Alloy

4

(メ カ ニ カ ル ァ ロ イ ン グ さ れ たIN9052ア ル ミニ ウ

ム 合 金 の 超 高 速 超 塑 性)

K.Higashi,T.Okada,T.MukaiandS.

Tanimura

Mater.Sci.Eng.,A159,LI-L4(1992).

(Liquidphase,Largeelongation,Hightem・

perature,Nearnanograin,Highmvalue)

■MicrostructureControlforHighStrain-

rateSuperplasticityinAluminm-basedAl-

loys

(ア ル ミニ ウ ム 基 合 金 の 高 速 超 塑 性 に お け る ミク

ロ 組 織 制 御)

K.Higashi,T.Mukai,S.Tanimura,A.

Inoue,T.MasumotoandK.Ohtera

Proc.ofthe8thInt.CongressofHeat

TreatmentofMaterials,Kyoto,231-234

(1992).

(Amorphous,Nanoscaletrain,Crystalline,

Largeelongation,Highmvalue)

腫 ↑hermomechanicalHeatTreatmentfor

GrainRefinementinSuperplasticAlumi-

num-basedCompositeswithSi3N4

(Si,N,で 複 合 強 化 され た超 塑 性 ア ル ミニ ウ ム 基

複 合 材 料 の 粒 径 微 細 化 の た め の 加 工 熱 処 理)

M.MabuchiandK.Higashi

Proc.ofthe8thInt.CongressonHeat

TreamentofMaterials,Kyoto,261-264

(1992)、

(Dynamicrecrystallization,Fineprecipitates,

Extrusion,Dislocation)

■ 超 塑 性Al-5 .5Mg-2.4Si合 金 の 変 形 特 性

(DeformationCharacteristicsofSuperplastic

AI-5.5Mg-2.4SiAluminumAlloy)

岩 崎 源,正 木 泰 幸,森 隆 資,東 健 司,谷 村

眞 治,小 松 原 俊 雄

材 料,41-470,163-1629(1992).

(Largeelongation,Hightemperature,High

mvaiue,Finegrain,Grainboundarysliding)

■EffectofStrain-inducedGrainGroWthon

FlowStressinSuperplasticAliminum

Alloy

(超 塑 性 アル ミニ ウ ム 合 金 の 流 動 応 力 に 及 ぼ す

ひ ず み 誘 起 粒 成 長 の 影 響)

H.Iwasaki,SHayami,K.HigashiandS .

Tanimura

MaterialsScienceForum,Vols .94--96,

759-764(1992)。

(Largeelongation・Hightemperature,High

mvalue,Finegrain,Grainboundarysliding)

■HighTemperaturePropertiesofSuper 一



plasticMg-LiBasedAlloys

(超 塑 性Mg-Li基 合 金 の 高 温 特 性)

K.Higashi,K.KubotaandG.Neite

Proc.ofInt.Conf.onMagnesiumAIIoyand

TheirApplications,DGM,293-300(1992).

(Largeelongation,Highmvalue,Finegrain,

Grainboundarysliding)

願1ntegralApproachofAsymptoticExpan-

sionsforLowReynoldsNumberFlow

PastanArbitraryCylinder

(任 意 断 面 の 柱 状 物 体 まわ りの 低 レイノル ズ 数

流 れ の 漸 近 展 開 に 関 す る積 分 か ら の ア プ ロー

チ)

T.KidaandT.Take

JSMEInternationlJournal,Ser.II,35-2,

138-143(1992).

(Asymptoticexpansion,Integralequation,

LowReynoldsnumber)

贋AsymptoticExpansionforLowReynolds

NumberFlowPastaCylindricalBody

(柱 状 物 体 まわ りの 低 レイ ノル ズ 数 流 れ に つ い

て の 漸 近 展 開)

T.KidaandT.Take

JSMEInternationalJournal,Sr.II,35-2,

144-150(1992).

(Asmptoticexpansion,LowReynoldsnum・

ber,CylindericalBody)

道 満 理正,安 富 善三 郎,木 田輝 彦,倉 田 光 雄

津 山 工業 高 等 専 門学 校 紀 要,30,1-5(1992).

(HeatLoss,Floatingsystem,EquilibriumJet

flow)

■ フ ロー テ ィン グ シ ス テ ム 出 入 口 部 の ジ ェッ トカ ー

テ ンの 熱 損 失 に 関 す る実 験 研 究,第 二 報 平 衡

ジ ェットカ ー テ ン の 場 合

(ExperimentalResearchonHeatLoss

throughJetCurtainatthelnletandOutlet

ofFloatingSystem-2ndReport,lnthe

Non-EquilibriumJetFlow-)

道 満 理 正,安 富 善 三 郎,木 田輝 彦,倉 田光 雄

津 山工 業 高 等専 門 学校 紀 要,30,1-5(1992).

(HeatIoss,Floatingsystem,Non-equilib-

riumjetflow)

■ImpactsofTime・-of-UseRatesontheOp-

timalSlzingandOperationofCogenera-

tionSystems

(コ ー ジ ェネ レー シ ョン ・ シ ス テ ム の 最 適 設 計 ・

運 用 に 対 す る季 時 別 料 金 制 の 影 響)

H.Asano,S.Sagai,E.Emamura,K.Itoand

R.Yokoyama

IEEETransactionsonPowerSyetems,7-4,

1444-1450(1992).

(Time-of-userate,Demand-sidemanage-

ment,Mixed-integerprogramming,OptimaI

operation,Cogeneration)

■Horse-ShoeVortexaroundanAirCushion

Vehicle

(ACVま わ り の 馬 蹄 形 渦)

R.Hayashi,T.KidaandZ.Yasutomi

Proc.of2ndInt.Conf,forHigh-Performance

Vehicle,12-1～10(1992).

(ACV,HorseShoeVortex)

厨NumericalSimulationofTransientWave

DragofaTwo-DimensionalACV
昌(二 次 元ACVの 過 渡 時 の 造 波 抵 抗 に 関 す る 数

値 計 算)

T.Kida,T.Nakajima,Z.Yasutomi,H.

MiyaiandM.Tanimura

Proc.of2ndInt.Conf.forHigh-Performance

Vehicle,13-1～9(1992).

(ACV,Wavedrag,Numericalsimulation)

鵬フ ロー テ ィン グ シ ス テ ム 出 入 ロ 部 の ジ ェットカ ー

テ ン の 熱 損 失 に 関 す る実 験 研 究,第 一 報 平 衡

ジ ェットカ ーテ ン の 場 合

(ExperimentalResearchonHeatLoss

throughJetCurtainatthelnletandOutlet

ofFloatingSystem-lstReport,Inthe

EquilibriumJetFlow-)

■ コー ジ ェネ レー シ ョン ・シ ス テ ム の 機 器 規 模 最

適 計 画 法(第2報,機 器 規 模 計 画 へ の 運 用 方

策 の 影 響)

(DeterminingtheOptimalEquipmentCapac-

itiesofCogenerationSystems(2ndReport,jn-

fluenceofOperationalStrategiesonOptimal

EquipmentCapacities))

横 山 良平,伊 東 弘一,松 本芳 一

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C58-548,1092-1098

(1992).

(Designengineering,Systemsengineering,

Optimaldesign,Cogeneration,Equipment

capacity)

■ エ ネ ル ギ ー 供 給 プ ラ ン トの 最 適 運 用 計 画 支 援

汎 用 シ ス テ ム の 開 発

(DevelopmentofaGeneral-PurposeOp-

timalOperationalPlanningSystemfor

EnergySupPlyPlants)

横 山 良平,伊 東 弘一,神 村一 幸,宮 坂 房 千加

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C58-551,2159-2164

(1992).

(Designengineering,Systemsengineering,

CAD,Energysupplyplants,Operational

planning)

5



■ 燃 料 電 池 熱 電 併 給 シ ス テ ム に 対 す る最 適 運 用

方 策 とそ の 実 証 試 験

(AnOptimalOperationalMethodforFuel

CellCogenerationSystemsandItsApPli-

cationtoaFieldTest)

松 本 芳 一,伊 東弘 一,横 山 良平,斯 波 敬

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C58-555,3320-3325

(1992).

(Fuelcell,Systemsengineering,Energysav-

ing,Cogeneration,Optimaloperation)

■OptimalMultistageExpansionPlanningof

aGasTurbineCogenerationPlant)

(ガ ス タ ー ビ ン ・コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョン ・ プ ラ ン トの

多 段 階 最 適 拡 張 計 画)

Y.Matsumoto,R.YokoyamaandK.Ito

Proc.of1992ASMECOGENTURBO

POWER,43--49(1992).

(Cogeneration,Gasturbine,Expansionplan-

ning,Optimization)

■OptimalOperationofaDieselengine

CogenerationPlantlncludingaHeat

StorageTank

(蓄 熱 槽 を 含 む デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン ・ コ ー ジ ェネ

レ ー シ ョン ・プ ラ ン トの 最 適 運 用)

K.Ito,R.YokoyamaandT.Shiba

Trans.ofASME,JournalofEngineeringfor

GasTurbinesandPower,114-4,687-694

(1992).

(Cogeneration,Thermalstorage,Optimal

operation,Dynamicprogramming,Mixed-in-

tegerIinearprogramming)

T.Kadota,K.Kataoka,M.Hata,r.Aoki

JSAE,Review,13-2,10-16(1992)。

(lnternalcombustionengine,Sparkignition

engine,Premixedcombustion)

圏 火 花 点 火 機 関 に お け る燃 焼 ガ ス 温 度 の 測 定 と

予 測

(MeasurementandPredictionofCombus-

tionGasTemperaturesinaSparklgnition

Engine)

角 田敏 一,片 岡克 己,畠 道博,青 木 磯 太 郎

日本 機 械 学 会 論 文集,B58-550,283-288(1992).

(lnternalcombustionengine,Sparkignition

engine,Premixedcombustion)

■横 風 を 受 け る噴 流 拡 散 火 炎 の 温 度 変 動

(TemperatureFluctuationsofJetD肝u-

sionFlameinaCrossFiow)

津 江 光 洋,川 岡 嗣 尚,角 田敏 一

日本 機械 学 会 論 文 集,B58-551,228-233(1992).

(Flame,Diffusioncombustion,Laser,Cross

flow,Temperaturefluctuation)

■ 乳 化 燃 料 の ミク ロ爆 発 に 関 す る研 究(脱 気 時 間

お よび 乳 化 状 態 の 影 響)

(AStudyontheMicroexplosionofEmul-

sifiedFuel(EffectofDegasificationand

EmulsionType))

山崎 博 司,津 江 光 洋,角 田敏 一

愛 媛 大 学 教育 学 部 紀 要,第III部 自然科 学,13-1,

31-37(1992).

(Liquidfuel,Combustion,Evaporation,Mic・

roexplosion,Emulsion)

●TransientNaturalConvectionarounda

HorizontalCircularCylinder

(水 平 円 柱 まわ り の 非 定 常 自 然 対 流)

T.SanoandK.Kuribayashi

FluidDynamicsResearch,10,25-37(1992).

(Transientnaturalcovection,Horizontalcir-

cularcylider)

■PlanarFluorescenceTechniqueforVisu-

allzationofaDieselSpray

(平 面 蛍 光 法 に よ るデ ィー ゼ ル 噴 霧 の 可 視 化)

M.Tsue,H.Hattori,A.SaitoandT.Kadota

SAE.922205,1-12(1992).

(Dieselengine,Fuelspray,Planarfluores.

CenCe,lmageanalySiS)

■乳 化 燃 料 の 蒸 発 と燃 焼(ミ ク ロ爆 発 の 発 生)

(EvaporationandCombustionofEmul-

sifiedFuel(OnesetofMicroexplosion))

山崎 博 司,津 江 光 洋,角 田敏 一

日本 機 械 学 会 論 文 集,B58-546,286-290(1992).

(Phasechange,Microexplosion,Emulsified

fue1,Waitingtime)

暦MeasurementandPredictionofCombus-

tionGasTemperaturesinaSparklgnition

Engine

(火 花 点 火 機 関 に お け る燃 焼 ガ ス 温 度 の 測 定

と予 測)

■EffectofFuelCharacteristicsonthe

CombustionProcessofHomogeneous

MixturesinaαosedVessel

(定 容 燃 焼 器 内 均 質 予 混 合 気 の 燃 焼 過 程 に

及 ぼ す 燃 料 性 状 の 影 響)

K.Kataoka,LGo,T.KadotaandN .

Fukatani

Proc.ofthe2ndJSME-KSMEThermalEn.

gineeringConference,129-134(1992).

(lntemalcombustionengine,Fuel,Premixecl

combustion,Burnigvelocity)

■BurningVehaviorofCoalParticlesina
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HighTemperatureFlow

(高 温 気 流 中 に お け る 石 炭 粒 子 の 燃 焼)

M.Tsue,N.Kondo,K.AsayamaandT,

Kadota

Proc.ofthe2ndJSME-KSMEThermalEn-

gineeringConference,259-264(!992).

(Combustionphenomena,Coalcombustion,

Flame,Interaction,Charcombustion)

磨PlanarRayleighScatteringMethodforthe

VisualizationofConcentrationFieldina

GaseousJet

(平 面 レイ リー 散 乱 法 に よ る 気 体 噴 流 濃 度 場 の

可 視 化)

M.Tsue,K.Inoue,T.Nakamae,H.Hattori

andT.Kadota

Proc.ofthe2ndJSME-KSMEThermalEn-

gineeringConference,453-456(1992).

(Planarrayleighscattering,Concentration

field,Gaseousejet)

■TheoreticalStudyonStructureofJetDif-・

fusionFlameinaCrossFlow

(横 風 を 受 け る噴 流 拡 散 火 炎 の 構 造 に 関 す る理

論 的 研 究)

M.Tsue,T.Kadota

Proc.ofthe2ndJSME-KSMEThermalEn-

gineeringConference,221-226(1992).

(Diffusionflame,Crossflow,Gaseousfuel,

Tubulentflame)

■EvaporationandCombustionofEmul-

sifiedFuel

(乳 化 燃 料 の 蒸 発 と 燃 焼)

H.Yamasaki,M.Tsue,T.Kadota

Proc.ofthe2ndJSME-KSMEThermalEn-

gineeringConference,201-206(1992).

(Combustion,Evaporation,Microexplosion,

Emulsion,Nucleation)

塵MixtureStrengthMeasurementsinthe

CombustionChamberofSIEnginevia

RayleighScattering

(ConcentrationFluctuationinaMotored

Engine)

(レ イ リー 散 乱 法 に よ る火 花 点 火 機 関 燃 焼 室 内

混 合 気 濃 度 の 測 定)

(機関 モー タリング時 の濃 度 変 動)

Fu-Quan,Zhao,T.Kadota,T.Takemoto

JSMEInternationalJournal,Ser,II,35-4,

616-623(1992).

(Internalcombustionengine,S王engine,Mix-

tureformation)

● 非 軸 対 称 加 熱 を 受 け る不 均 質 円 柱 の 非 定 常

熱 応 力 に 関 す る逆 問 題 解 析

(lnverseProblemAnalysisofTransient

ThermalStressesinaNonhomogeneous

SolidCircularCylinderduetoAsymmetri-

calHeating)

大 多 尾 義 弘,谷 川 義 信,笠 井 輝 明,中 西 庸 介

日 本 機 械 学 会 論 文 集,A58-548,567-573(1992).

(Elasticity,Thermoelasticity,Inverseprob-

lem,Nonhomogeneity,Solidcircularcylin-

der,Asymmetricproblern,Unsteadystate)

■局部加熱を受けるクロスプライ積層長方形板の
」

熱 応 力 ・ 熱 変 形

(ThermalStressesandDeformationofa

Cross-PlyLaminatedRectangularPlate

duetoPartialHeating)

谷 川 義 信,大 多 尾 義 弘,高 原 奉 弘

日 本 機 械 学 会 論 文 集,A58-549,712-717(1992).

(Elasticity,Thermoelasticity,Compositema・

teria1,Unsteadyproblem,Cross-plyLami-

nate,Rectangularplate)

■マ イ クロポ ー ラ理 論 に よ る共 焦 点 中 空 だ 円 筒 の

熱 応 力 解 析

(ThermalStressesinaConfocalHollow

EllipticalCylinderBasedonMicropolar

ThermoelaSticity)

菅 野 良 弘,谷 泰徳 矢 野 弘

日 本 機 械 学 会 論 文 集,A58-552,1395-1402

(1992).

(Micropolarthermoelasticprob正em,Couple

stress,Confocalhollowellipticalcylinder,

Analyticalsolution)

■傾 斜 機 能 材 料 をイ ンサ ー ト材 とす る複 合 円 筒 の

熱 応 力 解 析

(ThermalStressesAnalysisinaCompos-

iteHollowCircularCylinderwithanlnter-

layerofFunctionallyGradientMateriaD

菅 野 良弘,濱 崎 浩,谷 川義 信

日 本 機 械 学 会 論 文 集,A58-553,1626-1634

(1992).

(Thermalstresses,Ceramic/metalcomposite

cylinder,FGMinterlayer,Analyticalsolu-

tion)

■ThermoelasticMaterialDesignbySensi-

tivityMethodandOptimization

(感 度 解 析 法 と 最 適 化 法 に よ る 熱 弾 性 材 料 設

計)

V.EPoterasu,K.TanakaandY.Sugano

Rev.Roum.Sci.Techn.,Ser.Mec.App1.,

37-2,147-152(1992).

(Thermoelasticity,Materialdesign,Sensitiv-

itymethod,Optimization,Circularplate)
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■ぜ い 性 材 料 の 三 次 元 す べ り接 触 時 の き裂 進 展

に 対 す る弾 ・塑 性 遷 移 圧 子 半 径

(CriticallndenterRadiusDetermining

Elastic/PlasticTransitionintheThree-dト

mensionalSlidingContactCrackingof

BrittleMaterials)

田 中 芳雄,朴 吉換

材 料,41-461,260-266(1992).

(Slidingcontact,Grinding,Ceramics,Crack

propagation,Elastic/Plastictransition)

■セ ラミック ス 研 削 面 残 留 応 力 の 大 きさと存 在 深

さに 関 す る材 料 除 去 現 象 を もとに した 一 考 察

(AnApPoroachtoResidualStressinthe

GroundLayerofCeramicsfromMaterial

RemovalbyGrinding)

村 田一 夫 水 谷 勝 己,田 中芳 雄

材 料,41-464,624-630(1992).

(Ceramics,residualstress,Grinding,X-ray

stress,Materialremoval)

■セ ラミックス の 研 削 に お け る材 料 端 部 の 欠 け

一二 次 元 単 粒 研 削 時 の 前 下 方 へ の き裂 進 展 に対 す

る研 削 点 の 移 動 を考 慮 した解 析 モデル ー

(ChippingoftheWorkatltsCornerin

GrindingofCeramics-AModelfor

CrackExtensionunderConsiderationof

theProceedingoftheGrindingPointin

Two-DimensionalState-)

山 口勝 己,水 谷勝 己,田 中 芳雄

精 密 工 学 会誌,58-9,105-110(1992).

(ChipPing,Crackextension,Cracklength,

Ceramics,Grinding)

■ 移 動 接 触 問 題 と して のU曲 げ の 弾 塑 性 解 析

(AnElastic-PlasticAnalysisofthe

U-BendingasaMovingContactProb-

lem)

杉 本 正勝,劉 龍 墜

シミュレー ション,11-2,59-65(1992).

(U-Bending,Movingcontactproblem,Com-

binationofFFMandRBSM,Frictionless

condition)

■AnCombinationoftheFiniteElement

MethodandtheRigid-bodySpringModel

forPlaneProblems

(平 面 問 題 に 対 す る有 限 要 素 法 と 剛 体 一 ば ね

モ デ ル 法 の 併 用 解 法)

N.Kawashima,M.KashiharaandM

Sugimoto

FinteelementsinAnalysisandDesign,11,

67-76(1992).

(CombinationofFEMandRBSM,Bending,

Contactproblem)
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■複 屈 折2重 焦 点 レンズ の 光 線 追 跡

(RayTracingofBirefringentDouble

FocusLenses)

菊 田 久雄,岩 田耕 一

光 学,21-4,262-268(1992).

(Raytracing,Birefringence,Doublefocus

lens)

■2ピ ッチ 格 子 投 影 法 に よる3次 元 形 状 計 測

(ProfileMeasurementbyTwo-pitchGrat-

ingProjection)

格 内 敏,岩 田耕 一,斉 藤 伸 一,坂 本 亨

精 密 工 学 会誌,58-5,133-138(1992).

(Profilemeasurement,Gratingprojectlon・

Phaseshiftingtechnque)

■FirstOrderAberrationofaDouble-focus

LensmadeofaUniaxialCrystal

(一 軸 性 結 晶 を 用 い た 二 重 焦 点 レ ン ズ に お け る

一 次 収 差)

H.Kikuta,K.IwataandH.Shimomura

Jour.Opt.Soc.Amer.A,9-8,8!4-819(1992).

(Aberration,Doublefocuslens,Uniaxial

crystaD

■Phase-shiftingCommQn-pathlnterfero-

meterUsingDouble-focusLensesfor

SurfaceProfiling

(表 面 形 状 計 測 の た め の 二 重 焦 点 レ ン ズ を 用

い た 位 相 シ フ ト共 通 光 路 干 渉 計)

H.KikutaandK.Iwata

OpticalFabrication,Testing,andSurface

Evaluation,SPIE-TheIntemationalSociety

forOpticalEngineering,Vo1.1,1720,133-141

(1992).

Surfaceprofiling,phaseshiftingtechnque,

Common-pathinterferometer)

■ScanningForceMicroscopeusinga

Common-pathlnterferometerandits

ForceDetectionMechanism

(共 通 光 路 干 渉 計 を 用 い た 走 査 型 力 顕 微 鏡 と

そ の 力 検 出 メ カ ニ ズ ム)

K.IwataandH.Kikuta

IFToMMInternationalSymosium,Theoryof

MachinesandMechanisms(Nagoya,Japan)

VoL1,69-72(1992).

(SFM・Interferometry,Forcedetection,

Commonっathinterferometer,Surfaceprofil-

ing)

ロス トー クス パ ラメータ測 定 による光 弾 性 非 破 壊

自動 測 定 方 の 研 究L回 転 する2次 主 応 力

の 差 と方 向の 数値 シミュレーション

(PhotoelasticStudiesofAutomaticand



NondestructiveMethodbyMeasuringthe

StokesParametersl.NumericalSimula-
tionofDifferencesandDirectionsof
RotaingSecondaryPrincipalStresses)

H.Kudo

日本 光 弾 性 学 会 論 文 集,VoL12,45-54(1992).

(3Dautomaticphotoelasticity,Photoelastic

CT,Stokesparameters,polarization)

■遠 心 分 離 機 によ る研 削 切 り屑 の 分 離 能 力

喜 田義 弘,川 口 格,崔 桓,大 兼 久 満:精 密 工

学 会 誌,VoL26,No.1,93--98(1992).

(Grindingfluid,Entrifugalseparater,Grind-

irlgchips,Separatingefficiency)

■T/Dを 用 い たMC研 削 に 関 す る基 礎 的 研 究 一

小 径 ビ トリファイ ドCBN砥 石 によ る研 削 一

喜 田 義 弘,川 口 格,崔 桓,坪 田 守 人,垣 野 義

昭,中 川 平 三 郎:精 密 工 学 会 誌,Vo1.26,No.5,

835-840(1992).

(MCgrinding,Tractiondrive,VitrifiedCBN

wheel,Machiningaccuracy)

■一 方 向GFRP材 を 切 削 加 工 した 場 合 の 加 工 表

面 品 位 へ の 繊 維 方 向 の 影 響

井 上 久 弘,弓 削 毅,川 口 格=材 料,VoL41,

No.464,72-77(1992).

(Surfacecondition,Unidirectioralglassfiber

reinforcedplastics,Fiberdirection,Compos-

ite)

■lnterfacialBondingStrenghofGlassFider

ReinforcedPlasticMaterialsMeasuredby

PhotoelasticAnalysis.

(光 弾 性 法 に よっ て 測 定 したGFRP材 の 界 面 接

着 力)

H.Inoue

AdvancedCompositeMaterials,Vol.2,No.3

171-178(1992),

(Photoelasticanalysis,Measuringmethod,

Interfacialbondingstrength,GFRP,

Strain-photoelasticlaw)

■ 走 行 車 両 の 動 的 質 量 計 測

(DynamicMassMeasurementofMoving

Vehicles)

池 田雅 夫,小 野 敏 郎,青 木 伸 夫

計 測 自動 制 御 学 会 論文 集,28-1.5e-58(1992).

(Dynamicmassmeasurement,Vehiclescale,

Movingvehicle,Linearsystemtheory)

■RecentTopicsinDynamicMass

Measurement-ASystem一TheoreticAp-

proach-

(質 量 動 的 計 測 に お け る最 近 の 話 題 一 シ ス

テ ム 理 論 的 ア プ ロー チ ー)

T.Ono

ACTAISMFM'92TheFirstInternational

SymposiumonMeasurementofForceand

MassbetweenChinaandJapan

第!回 日 中 質 量 ・力 計 測 国 際 会 議 論 文 集,16-30

(1992)、

(Dynamicmassmeasurement,Dynamic

weighingproblems,Mass-estimational-

gorithm,System-theoreticapProach)

謄DynamicMassMeasurementforMoving

Vehicles

(走 行 車 両 の 動 的 質 量 計 測)

M.Ikeda,T.Ono,N.Aoki

ACTAISMFM'92TheFirstInternationaI

SymposiumonMeasurementofForceand

MassbetweenChinaandJapan

第1回 日 中 質 量 ・力 計 測 国 際 会 議 論 文 集,

!35-147(1992).

(Dynamicmassmeasurement,Vehiclescale,

Movingvehicle,Linearsystemtheory)

■CAD作 図 され た 機 械 図 面 に 対 す るコン ピュー タ

ー 支 援 寸 法 検 図 シ ス テ ム

(第2報 一 面 図 の 大 局 寸 法 検 図 につ い て 一)

(AComputer-AidedDrawingCheckSys-

temforMechanicalDrawingsDrawnwith

CADSystem(2ndReport)-GlobalDi-

mensionCheckofSinglePianeProjec-

tionDrawings-)

辻 尾 昇 三,李 渥 沫,小 野 敏 郎

精 密 工 学会 誌,58-5,67-72(1992).

(CAD,Drawings,checksystem,Globaldi-

mension,Topologicaldimension,Dimension

Iine)

■ロボ ットマ ニ ピュ レー タ の 高 精 度PTP制 御 の た め

の 軌 道 計 画

(OptimalTrajectoryPlanningforPrecise

PTPControlofRobotManipulators)

逢 坂 一 正,藤 本 真 作,小 野 敏 郎

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C編,58-552,165-170

(1992).

(Robotics,Multi-degree-freedomsystem,

RobotManipulator,PTPcontro1,Trajectory

planning)

■ParametricStabilityofControlSystems

(制 御 系 の パ ラ メ トリック 安 定 性)

T.Wada,D.D.Siljak,Y.Ohta,andM.

Ikeda

Proc.ofInt.SymposiumMTNS-91,Recent

AdvancesinMathematicalTheoryofSys-

tems,ControI,NetworksandSignalProcess一
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ingII,MitaPress,377-382(1992) .

(Parametricstability,Lur'esystem ,Non-

linearsystem,Robuststability)

■FurtherResultsontheldentification

MethodforSerialManipulators

(直 列 マ ニ ピ ュ レ ー タ の た め の 同 定 法 に 関 す る

続 報)

K.Osuka,T.Ono,H.Mayeda

Proc.ofInt.SymposiumMTNS-9!,Recent

AdvancesinMathematicalTheoryofSys-

tems,Control,NetworksandSignalProcess-

ingII,MitaPress,621-626(1992).

(Manipulator,Indentification,Baseparam-

ter)

■異 な る物 理 量 の 同 時 信 号 検 出 に お け るセ ンサ

の 動 特 性 差 違 の 測 定 と補 償

一 改 良 型 二 重 計 測 法 に 基 づ くア プ ロー チ ー

(ldentificationandCompensationofthe

DifferencesinDynamicsBetweenSen-

sorsforSimultaneousSensingofPhysical

Quantities-AnApproachvialmproved

DoubleMeasuringMethod-)

孫 建 新,小 野 敏郎

計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集,28-10,1170-1175

(1992).

(lmproveddoublemeasuringmethod,Dy-

namicsofsensor,Differencesindynamics,

Systemidentificaion)

墨H◎ ◎制 御 に よるホ バ ー クラ フ トの 姿 勢 制 御

(HeaveDynamicsControlofHovercraft

viaH◎o-ConrolTheory)

大 須 賀 公 一,林 良 太,小 野 敏 郎

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 集,5-10,427-434

(1992).

(Heavedynamics,Hovercraft,Hoo-ConroI

Theory,2-d,o.f.controller,Experiment)

■ニ ュー ラル ネ ットに よるロボ ットマ ニ ピュ レー ター の

非 線 形 特 性 の 同 定

(ldentificationoftheNonlinearityof

RobotManipulatorsbyaNeuralNetwork)

逢 坂 ～ 正,前 田 曜 也,小 野 敏 郎

日本 機 械 学 会 論 文 集,C編58-555,3233-3237

(1992).

(Robotics,DynamicMQdelofRobotManipu-

lator,NeuralNetwork,Identificationof

Nonlinearity,TrajectoryTrackingContro1)
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懸2.解説・総説　
■超 塑 性 と超 塑 性 成 形 一その 将 来 と聞題 点 一

東 健司

機械の研究,44-7,8-14(1992),

■渦 法 による流 れ 解 析 の 現 状

木 田輝彦

機械の研究,44,13-20(1992).

■Navier-Stokes方 程 式 か ら渦 法 の 導 出 につ い

て

木 田輝彦,中 嶋智也

ターボ機械,20,781-788(1992).

■コージェネ レー ションの 最 適 計 画

伊東弘一

計測と制御,31-5,566-570(1992).

顧コー ジェネ レーシ ョン/エ ネル ギー有 効 利 用 促

進 の 一 つ の 鍵

伊東弘一

オ ペ レー シ ョン ズ ・リサーチ,37-11,515-519

(1992).

■コージェネ レーションとその 周 辺 技 術

横 山良平

先 端 科 学 技術 シンポジウム テクノ ・フユージョ

ン'92テキスト,38-45(1992).

■エネ ル ギ ー貯 蔵 システ ム に関 する調 査 研 究 活

動 報 告 書(2)

鈴木 絆,伊 東弘一,横 山良平,他:

エネルギー ・資源学会「エネルギー貯蔵システムに

関する調査研究」

プロジェクト,(1992).

肇機 械 工 学 年 鑑 エ ンジンシステム

温 度,流 速 な どの 測 定

角田敏一

日本機械学会論文集,B58-552,2351(1992).

嵐濃 度 の計 測

角田敏一

日 本 機 械 学 会 関 西 支部 第195回 講 習 会教 材,

25-32(1992).

繭噴 流 拡 散 火 炎 の 燃 焼 機 構 に及 ぼ す周 囲 気 体

流 動 の 影 響

角田敏一,津 江光洋

文部省科学 研究費重 点領域研 究 研究成果論文

集,25-32(1992).

■セ ラミックス の 精 密 加 工

田中芳雄

日本ファインセラミックス協会3部会合同大会講演会

要 旨集,23-37(1992),

巳複 屈 折 材 料 を用 い た二 重 焦 点 レンズ と共 通 光

路 干 渉 計

岩田耕一,菊 田久雄

光学,21-5,262-268(1992).

■2一 慣 性 系 型 不 確 実 シス テムのHoo制 御 と2次

安 定 化 制 御

大須賀公一

システム制御情報学会ASP研 究分科会

第10回 研究例会資料,17-27(1992).

■ロボットとロボット工 学 の 未 来

小野敏郎,岩 田洋夫,大 西公平,他12名

FAX技 術 討論会 日本 ロボット学会誌,10,66-75

(1992).

■ロボットにおけるH◎◎制 御

大須賀公一

システム制御情報学会チュートリアル講座'92

-H・ 。制 御の新 しい展開 と応用の実際一 テキスト
,

49-60(1992).

コH∞ 制 御 理 論 によるロボット・メカ トロニクスシス

テムの 制 御

大須賀公一

日本機械学会中国四国支部特別講演会 第4回 山

ロニューロボットフォーラム講 演会資 料集,31-49

(1992),

■最 近 の ロボットマニピュレータの 制 御 につ い て

大須賀公一

日本機械学会P-SC197産 業用 ロボットのキャリ

ブレーション分科会

第10回 研究会資料1-22(1992).
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饗 3.学 術 著 書

■エ ネル ギー貯 蔵 システム

鈴木 絆,伊 東弘一(編 著)

エネルギー ・資源学会,(1992).

■エネル ギー 工 学 ,ム ダの な いエネル ギー ・シス

テムの 構 築

伊東弘一(分担執筆)

「共存 のコスモロジー」(猪瀬博監修)UPU,67-72

(1992).
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顯 4.国 際会議発表一
■1992WinterMeetingofIEEE/PES

,(New

York,U.S.A.,Jan.,1992)

H.Asano,S.Sagai,E.Imamura,K.Itoand

R,Yokoyama:

ImpactsofTime-of-UseRatesontheOp-

timalSizingandOperationofCogeneration

Systems

■lnt.Conf.MagnesiumAiloysandTheir

Applications(Garmisch-Partenkirchen,

FRG,Apr.,1992)

K.Higashi,KKubotaandG.Neite=

HighTemperaturePropertiesofSuperplastic

Mg-LiBasedAlloys

H.KikutaandK.Iwata.

Phase-shiftingCommon-pathInterferometer

UsingDouble-focus

Profiling

LensesforSurface

幽1992Japan-USASymposiumonFlexidle

Automation-APacificRimConference

-(SanFrancisco
,U.S.A.,July,1992)

K.Osuka,R.HayasiandT.Ono:

HeaveDynamicsControloftheHovercraft

ViaHOOControlTheory

K.Osuka,Y.IkawaandT.Ono:

LeggedRobotEmu=DevelopmentofEmu-1

圏TheFirstlnternationalSymposiumon

MeasurementofForceandMassBe-

tweenChinaandJapan(Beijing,China,

April,1992)

T.Ono:

RecentTopicsinDynamicMassMeasure-

ment-ASystem-TheoreticApproach

M.Ikeda,T.Ono,N.Aoki=

DynamicMassMeasurementforMoving

Vehicles

闘Vlllnt .Congr.Exp.Mech.(LosVegas,

U,S.A,June,1992)

S,Tanimura,Y,ChumanandK.Kaizu:

ImpulsiveForceGeneratedataContactPart

inCollisionofTwQBodies

圏1nt.Conf.RareEarths'92(Kyoto,Japan,

June,1992)

K.Higashi,T.Mukai,S.Tanimura,A.

Inoue,T.MasumotoandK.Ohtera:

VeryHighStrainRateSuperplasticityin

Aluminum-basedAlloysProducedfrom

AmorphousPowders

■NatoASIConf.Mech.Propertiesand

DeformationBehaviorofMeterialshaving

Ultra-fineMicrostructures(PortoNovo,

Portugal,June,1992)

K.Higashi:

VeryHighStrainRateSuperplasticityin

Near-nanoScaleAluminumAlloys

圏InternationalSymposiumonOpticalFab-

rication,Testing,andSurfaceEvaluation,

(Tokyo,Japan,June,1992)

■lnt .Conf.RecrystallizationandRelated

Phenomena(SanSebastian,Spain,Au-

gust,1992)

K.Higashi,T.Mukai,S.Tanimura,A.

Inoue,T.MasumotoandK.Ohtera:

FineGrainsandVeryHighStrainRateSu-

perplasticityinAluminum-basedAlloys

ProducedfromAmorphousPowders

M。MabuchiandK.Higashi:

GrainRefinementProcessingforSuperplastic

Aluninum-basedCompositesReinforcedwith

Si3N4

■1992ASMECogenTurboPower,(Hous-

ton,U.S.A.,Sep、,1992)

Y.Matsurnoto,R.YokoyamaandK.Ito:

OptimalMultistageExpansionPlanningofa

GasTurbineCogenerationPlant

■IFToMMlnternaitonalSymposium,Theory

ofMachinesandMechanisms,(Nagoya,

Japan,Sept.,1992)

K.IwataandH.Kikuta:

ScanningForceMicroscopeusingaCom-

mon-pathInterferometeranditsForce

DetectionMechanism

■IMACS/SICEInternalSymposiumon

Robotics,MechatronicsandManufactur-

ingSystems'92Kobe(Kobe,japan,

September,1992)

K.Osuka,S.Endo,M.Tomizuka,T.Ono

andH.Mayeda.

IdentificationofBaseParametersQfaDirect

DriveArmANewExperimentalResult一
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■IEEElnternationalConferenceonSys-

temsEngineering(Kobe
,Japan,Septem-

ber,1992)

S.Tsulio,T.Ono,S.S.Lee:

Computer-AidedDrawingCheckforCAD

System-AMethodfortheCheckingof

DimensionsinMultiviewMechanicalDraw.

ingS一

■SAEInternationalFuelsandLubricants

MeetingandExposition(SanFrancisco,

U.S.A,October,1992)

M.Tsue,H.Hattori,A.SaitoandT .Kadota:

PlanarFluorescenceTechniqueforVisuali・

zationofaDieselSpray

■Proc.ofthe2ndJSME-KSMEThermal

EngineeringConference(Kitakyushu,

Japan,October,1992)

K.KataQka,1.Go,T.Kadota:

EffectofFuelCharacteristicsontheCom・

bustionProcessofHomogeneousMixturein

aClosedVessel

M.Tsue,NKondo,K.AsayamaandT.

Kadota=

BurningBehaviorofCoalParticlesina

HighTemperatureFlow

M.Tsue,K.Inoue,T.Nakamae,H.Hattori

andT.Kadota:

PlanarRayleighScatteringMethodforthe

VisualizationofConcentrationFieldina

GaseousJet

M.Tsue,T.Kadota:

TheoreticalStudyonStructureofJetDiffu-

sionFlameinaCrossFlow

■Sym .lmpactEngineemg(Sendai,Japan,

November,1992)
S.Tanimura.
ConstitutiveModels

ofMaterials

forDynamlcBehavlor

K.Kaizu,T.AotoandS.Tanimura=

Two-dimensionalStressWavesinaCircular

CylinderofFunctionallyGradientMaterials

Y.Chuman,K.Kotoh,K.KaizuandS.

Tanimura=

A.SensingBlockMethodforMeasuringIm-

pulsiveForceanditsApplication

K.Higashi,T.Okada,T.MukaiandS.

Tanimura;

HighTemperturePropertiesatHigh

Strain-ratesinNear-nanoScaleMaterials

■VIIIInt.Congr.HeatTreatmentMater.

(Kyoto,Japan,November,1992)

K.Higashi,T.Mukai,S.Tanimura,A.

Inoue,T.MasumotoandOhtera;

MicrostructureControlforHighStrain-Rate

SuperplasticityinAluminum-BasedAlloys

M.MabuchiandK.Higashi:

ThermomechanicalHeatTreatmentfor

GrainRefinementinSuperplasticAlumi-

num-BasedCompositeswithSi3N4

鰯2ndhternationalConferenceforHigh-

PerformanceVehcles

(Shenzhen,China,Nov.,1992)

R.Hayashi,T.KidaandZ.Yasutomi

Horse-ShoeVortexaroundanAirCushion

VehicIe

H.Yamasaki,M.Tsue,T.Kadota

EvaporationandCombustionofEmulsified

Fue1

■KoreanAutomaticControlConference'92

ぐ92KACC)(Seoul,Korea,October,1992)

C.Y.Park,T.Ono,T,Nishibayashi:

TrajectoryControlofaFlexibleManipula・

torwithaPrismaticJoint

■1stJapanese-FrenchCongressofMecha-

tronics(Besancon,French,October,

1992)

K,Ohsaka,T.Ono:

RobustControlofRobotManipulatorsfor

HighSpeedMotion

T.Kida,T.Nakajima,Z.Yasutomi,H.

MiyaiandM.Tanimura

NumericalSimulat{onofTransientWave

DragofaTwo-DimensionaI

ACV

■WorkshoponThermalShockandTher-

malFatigueBehaviorofAdvancedCe-

ramics.(Stuttgart,Germany,Nov .,1992)

Y.Tanigawa

TheoreticalApproachQfOptimumDesign

foraPlateofFunctionallyGradient

MaterialsunderThermalLoading

叫nternationalSymposiumonMeasurement

andControlinRobotics(ISMCR'92)
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(Tukuba,Japan,November,1992)
K.Osuka,T.Ono:

OntheMaster-Slave-TypeLeggedRobot
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雛5.学術講演発表　
■ 日 本 機 械 学 会 関 西 支 部 第15回NCP研 究

会 ・機 械 の 強 度 と形 態 研 究 懇 話 会(1月,大

阪)

谷村 眞治,東 健 司,向 井敏司,海 津浩一,土 田

信:

広範 囲なひずみ速度域における実用アルミニウム合

金の変形特性

シンポジウム論文集,100-105

海津浩一,青 戸 剛,谷 村 眞治:

縦衝撃を受ける横等方性 円柱の波動伝 ぱ解析

シンポジウム論文集,212-217

東 健司,岡 田孝哉 向井敏司,谷 村眞治

ニャーナノ材料の高速超塑性

シンポジウム論文集,112-117

大 多尾義弘,谷 川義信,赤 井富一

不 均質 中空 円筒の熱弾性的逆 問題解析(非 軸対

称加熱を受ける場合)

シンポジウム論文集,H-3,165-・170.

民秋 実,池 田清彦,谷 川 義 信,井 垣 久:

各種 グラスセラミックスの多 軸 応 力 下 での 疲労 特 性

シンポジウム論 文 集,D-1,69-74.

■ 日本 機 械 学 会 第1回 設 計 工 学 ・システム 部

門 講 演 会(1月,川 崎)

横 山良平,伊 東弘一,神 村一幸,宮 坂房千加:

エネルギ・システム最適運 用計画ユーザ・インターフ

ェースの開発

講 演論文集,125-130.

胴エネル ギー ・資 源 学 会 第8回 エネル ギー システ

ム ・経 済 コンファレンス,(2月,東 京)

伊 東弘一,横 山良平,松 本芳一:

燃 料電池 コージェネレー ション ・システムの最適設

備容量計画

講 演論文集,31-36.

屡N本 機 械 学 会 関 西 支 部 第67期 定 時 総 会 講

演 会(3月,京 都)

谷村 眞治,東 健 司,向 井敏司,海 津浩一,土 田

信=

各種 アルミニウム合金の高速変形挙動

講演論文集,212--215.

大西 浩之,吉 田哲哉,有 福孝智,角 田敏一:

噴射初期におけるディーゼル噴霧の特性

講演論文集,215-217.

ディー ゼル機 関 における噴 霧 形 成 過 程 の解 析

講 演 論 文 集,218-220.

TRANVanNam,服 部 廣 司,太 田幹 郎,角 田

敏 一:

ハ イスキッシュディー ゼル機 関 の研 究

講 演 論 文 集,230-232.

中前貴幸,津 江光洋,服 部廣司,角 田敏一:

レイリー散乱法による気体噴流濃度場 の可視化

講演論文集,257-259.

石橋広行,池 田清彦,谷 川義 信,井 垣 久,足 立

勝重,吉 川 晃:

グラスセラミックスの疲労特性 に及 ぼす複数表面 き

裂の成長と合体の影響

講演概 要集,No.924-1,205-207.

王 堅,池 田清 彦,谷 川義 信,井 垣 久:

異 なる環 境 下 で のグラスセラミックスの混 合 モー ド破

壊(圧 裂 引 張試 験 法 による検 討)

講 演概 要 集,No.924-1,208-210.

民 秋 実,池 田 清 彦,谷 川 義 信,井 垣 久:

各 種 グラスセ ラミックスの多 軸 応 力下 での疲 労 特 性

講 演 概 要 集,No.924-1,211-213.

笠井輝 明,谷 川義信:

任意の組成を持つ不均質平板の非定常熱応力解析

とその組成 の最適化

講演概要集,No.924-1,271-273.

中西庸介,谷 川義信,足 立 誠:

非定常加熱 を受 ける長方形板の圧縮応 力場におけ

るき裂進展挙動

講演概 要集,No,924-1,274-276.

菅野 良 弘,谷 泰 徳 矢 野 弘:

マイクロポー ラ理 論 による共 焦 点 中 空楕 円筒 の熱 応

力 解 析

講 演概 要集,No.924-1,265-267.

蒲生恵 司,伊 東弘一,横 山良平:

マルチエリア協調型エネルギー供給プラントの最適

計画

講演論文集,97-99.

若園武彦,伊 東弘一,横 山良平:

産業用エネルギー供給プラントの最適運用支援シス

テム

講演論文集,100-102.

成宮喜久男,服 部廣司,太 田幹郎,角 田敏一=

ヱ6



薬 師寺 大,横 山 良平,伊 東 弘一:

地 域 冷 暖 房 プラン ト用 運 転 ア ドバイザ リー ・システ

ム の開 発

講 演 論 文 集,106-108.

出井 耕 一,伊 東 弘 一一,横 山良 平,斯 波 敬:

産 業 用ガ スター ビン ・コー ジェネレー ション ・プラン

トの最 適 運転 支 援 システム

講 演 論 文 集,109-111.

田村 潤 司,伊 東 弘 一,横 山良 平,斯 波 敬:

DYNAMOに よるコージェネ レー ション ・システムの

動 特 性 分析

講 演 論 文 集,115-117.

斯波 敬,伊 東弘一,横 山良平.:

未利 用エネルギー活用ヒートポンプシステムの最適

運用計画

講演論文集,118-120.

■応 用 物 理 学 会 第39回 応 用 物 理 学 関 係 連 合

講 演 会(3月,千 葉)

菊 田久雄,岩 田耕一,下 村 広:

複屈折レンズの波面収差1992年3月

予稿集,No.3p.781

巳空 気 調 和 ・衛 生 工 学 会 第21回 近 畿 支 部 学

術 研 究発 表 会(3月,大 阪)

伊東弘一,横 山良平,松 尾光晴:

燃料電池 コージェネレーション ・システムの最適規

模設計計画

講演論文集,7!-74.

加茂信行,広 岡重正,横 手 卓

空気エゼクタの実験的研究(デ ィフユーザ案内部の

形状 が性能に及ぼす影響 について)

講 演論文集,A-8,39--42.

吉村恵司,加 茂信行,井 藤俊之:

タービュレンス ・プロモーターを有する円管まわりの

流れと熱伝達特性

講演論文集,A-9,43-46.

■プラズ マ核 融合 学 会 第9回 年 会(3月,大 阪)

松浦寛人,山 崎寿也,水 内 亨,佐 野史郎,他1

ヘリオトロンEにおける2次元マッピング実験

講演予稿集,149.

■ 日 本 機 械 学 会 第69期 通 常 総 会 講 演 会(4

月,横 浜)

河村隆介,谷 川義信:

非定常加熱を受ける不均質長 方形板の非線形挙動

講演論文集No.920-17,Vo1.A,212-214.

大多尾義弘,谷 川義信,赤 井富一=

非軸対称加熱 を受ける不均質中空 円筒の熱弾性的

逆問題解析

講演論文集,No920-17,Vol.A,215-217.

服部廣司,太 田幹郎,角 田敏一=

画像解析装置を利用した2色法に関する一考察

講演論文集,447-449.

■ 日 本 金 属 学 会1992年 春 期 大 会(4月 ,千

葉)

東 健 司,向 井敏司,谷 村 眞治,井 上明久,増 本

健,大 寺克 昌:

Al-Ni-Mm合 金の高速超塑性

講演概要集,92.

國 日本 材 料 学 会 第41回 期 学 術 講 演 会(5月,

福 岡)

東 健 司,青 木晴雄,久 保 田耕平,海 津浩一,谷

村眞治:

Mg-8.5wt%Li合 金 の組織および機械 的性質 に及

ぼす添加元素の影響

前刷,74-76.

東 健司,櫛 部淳道 海津浩一,谷 村 眞治

TiAlの 高温 での圧縮変形挙動について

前刷,185-187.

馬 渕 守,東 健司,谷 村 眞治,今 井恒道,久 保

勝司:

熱 間押 出しによるアルミニウム基複合材料 の結晶粒

の微細化

前刷,291-292.

馬 渕 守,東 健 司,岡 田義浩,谷 村 眞治,今 井

恒道,久 保勝司:

熱間押 出しにより作製 したA1-Mg-Si基 複合材料の

超塑性挙動

前刷,293-295.

匿 日本 ロボット学 会 第2回 ロボットシ ンポジ ウム(5

月,筑 波)

大須賀公一,小 野敏郎:

マスタースレーブ型二足歩行 ロボットについて

予稿集,139-144,

■ 日本 機 械 学 会 ロボティクス ・メカ トロニクス講

演 会 「92
一インテ リジェントな機 械 システム の 実 現 を 目指

して一(6月,川 崎)

大須賀公一,掘 洋一=
一 般的な制御対象 に対する2自由度H。○制御器 の

一設計法

講演論文集'92(Vol.A),135-!38.

藤岡美博,入 部正継,小 野敏郎
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講 演 論 文 集'92(Vo1.A),1021-1024.

鰯 日 本 光 弾 性 学 会 第14回 研 究 発 表 講 演 会

(6月,東 京)

久保速雄

ストークスパラメータ測定 による非破壊 自動測定法

の研究

lll.2ビーム入射法による数値 シミュレーション

講演論文集,41-44.

■ 日本 繊 維 機 械 学 会 創 立45周 年 記 念 年 次 大 会

(6月,大 阪)

ガラス繊維強化プラスチック材の研削加工 に関する

研究(切 込み量 と成形時の残留応力の加工表面品

位への影響)

井上久弘,山 口 淳 日本繊維機械 学会創立45周

年記念年次大会

講演要旨集,4-5.

纏 日本 機 械 学 会 九 州 支 部 大 分 地 方 講 演 会(7

月,大 分)

中馬康晴,菅 野良弘=

多重連結領域の湿熱応力問題の解析

講演論文集,9-12.

瞑 日本 機 械 学 会 東 海 支 部 三 重 地 方 講 演 会(7

月,四 日市)

森 下博之,菅 野良弘,田 中喜久昭:

傾 斜機能 平板の非定常 熱応力解析(任 意 の不均

質性 と加 熱を有する場合)

講演論文集,106-109.

向井敏司,東 健 司,谷 村 眞治:

アルミニウム単結 晶の変 形挙動 に及 ぼすひずみ速

度の影響

講演論文集,14-17.

■ 自動 車 技 術 会 ・日本 機 械 学 会 共 催 第10回

内 燃 機 関 合 同 シンポ ジウム(7月,横 浜)

太田幹郎,服 部廣司,TRANVanNam,角 田敏

ハイスキッシュディーゼル機関の研究(シ リンダ内の

燃焼状態に及 ぼす諸因子について)

講演論文集,19-24.

服 部 廣 司,太 田幹 郎,TRANVanNam,角 田敏

直 噴 式 ディーゼ ル機 関 におけるすすの生 成 と消 滅

講 演 論 文 集,25-30.

成宮喜久男,服 部廣司,太 田幹郎,角 田敏一:

ディーゼル機関 における噴 霧形成過程 の解析(燃

焼室形状と噴霧の挙動)

講演論文集,349-354.
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片岡克己,呉 逸文,深 谷信彦,角 田敏一=

定容燃焼器 内均質混 合気の燃焼 特性 に及ぼす燃

料性状 の影響

講演論 文集,115-120,

津 江 光 洋,斎 藤 晃,服 部 廣 司,角 田敏 一=

EXCIPLEX法 によるディーゼル 火炎 の構造 解 析

講 演論 文 集,61-66.

大西浩之,吉 田哲哉,有 福孝智,角 田敏一:

多噴孔VCOノ ズルの噴射初期における噴霧挙 動

講演論文集,355-360.

■電 気 学 会 平 成4年 度 電 力 ・エネ ル ギー 部 門

全 国 大 会 シンポ ジウム(7月,豊 中)

松本芳一,杉 山敏夫,山 本文 雄,伊 東弘一,横 山

良平

燃料電池コージェネレーション ・システムの最適計

画について

講演論文集,175-180.

薗 日本 機 械 学 会 第2回 環 境 工 学 総 合 シンポジ

ウム'92(7月,川 崎)

伊東弘一,横 山良平,蒲 生恵司,松 本芳一;

マルチエリア協調 型コージェネレーション ・システム

の最適計画

講演論文集,409-410.

圏第31回 計 測 自動 制 御 学 会 学 術 講 演 会(7月 ,

熊 本)

大須賀公一,掘 洋一:

2一慣性系型不確実システムの外乱制御を考慮 した

二次安定化制御

予稿 集,565-566.

■計 測 自動 制 御 学 会 関 西 支 部 シンポジ ウムrモ

ーションコントロール とセンシングにおける最 近 の

話 題 」(9月,大 阪)

大須賀公一,宮 崎 敏 小野敏郎:

柔軟関節を持つマニピュレーターのHoO制 御

資料,25-30.

■精 密 工 学 会1992年 度 関 西 地 方 定 期 学 術 講

演 会(7月,大 阪)

田中芳雄 岩橋正 英,石 倉一孝:

分子動力学法による理想結 晶の臨界せん断応力の

解析

講演論文集,25-26.

田中芳雄 木村眞一,水 谷勝己,芝 田悟一:

スラスト型静圧空気軸受 の能動制御による高剛性化

講演論文集,127-128.

■日本機械学会

月,長 野)

第70期 全国大会講演会(9



谷川義信:

耐熱 用不均質材料 の熱応力解析に関する動向(最

適材料組成を目指 して)「基調講演」

講演論文集,No.920-78,Vo1.F,1H6.

谷 川 義 信,赤 井 富 一:

任 意 の不 均 質 特性 を持 つ平 板 の一 次 元 非定 常 熱 応

力 問 題

講 演 論 文 集,No920-78,Vol.B,262-264.

中馬 康 晴 菅 野 良 弘=

不 均 質 平板 の非定 常 熱 応 力 問題 の解 析

講 演 論 文 集,No.920-78,VoLB,260-261.

津 江 光 洋,井 上 一 樹,服 部 廣 司,角 田敏 一:

パ ルス レイリー散 乱 法 による定 常 噴流 濃 度場 の可視

化

講 演 論 文 集,145-147.

太 田幹 郎,服 部 廣 司,TRANVanNam,角 田敏

ハ イスキッシュディー ゼル 機 関 の研 究(扇 形燃 焼 室

にお ける燃 焼 過程 の解 析)

講 演 論 文 集,190-192.

服 部 廣 司,太 田幹 郎,TRANVanNam,角 田敏

ハ イスキッシュディー ゼル 機 関 の研 究(キ ャビティ内

にお ける噴 霧 の位 置 と燃焼 過 程)

講 演 論 文 集,193-195.

片 岡克己,廣 岡重正,深 谷信彦,角 田敏一=

ガスエンジンの燃焼特性 に関する基礎的研究(燃

料性状の影響)

講演論文集,208-210

津江 光洋,張 国耀,新 名泰博,山 崎博 司,角 田

敏一=

微小重力場 における乳化燃料液滴の燃焼

講演論文集,556-558.

大 須 賀 公一,掘 洋 一:

2一 慣 性 系型 不 確 実 システムの二 自由度2次 安 定 化

制 御 について

講 演 論 文集,VoLE,251-253.

東 健司,松 村康志,谷 村 眞治;

材料定数を考慮した超塑 性変形 の構成式

講演論文集,34-36.

圏 日 本 機 械 学 会 第70期 材 料 力 学 講 演 会(9

月,札 幌)

河村 隆介,谷 川義信,明 神秀幸:

非 定常 加熱 を受 ける不均質 ビームの非線形挙 動

(座屈 ・座屈後挙動に及 ぼす境界条件 の影響)

講 演 論 文 集,No.920-72,249-250.

大多尾義弘,赤 井富一,谷 川義信

不均質 中空 円筒の熱 弾性的逆問題解析(軸 対称

非定常加熱を受 ける場 合)

講 演論文集,No.920-72,253-254.

菅 野良 弘,中 馬康 晴:

中 空 円筒 の非 定 常 温熱 応 力 問題 の 解 析

講 演論 文 集,No920-72,253-254.

中馬義孝,古 藤和彦 谷村 眞治;

衝撃端力検出装置の改良とその応用

講 演論文集,223-224.

海津浩一,青 戸 剛,谷 村 眞治1

縦衝撃 を受ける横等方性 円柱の二次元波動伝ぱ解

析

講 演論文集,501-502.

■ 日本 学 術 会 議 第36回 材 料研 究 連 合 講 演 会

(9月,東 京)

向井敏司,東 健司,平 野清一,谷 村眞治;

高純度Al-Mg合 金 の一ひず み速 度関係 に及 ぼす

Mg濃 度の影響

前刷集,232-233.

東 健司,櫛 部淳道,馬 渕 守,谷 村 眞治;

高温圧縮 下における金 属間化合物TiA1の 組織変

化

前刷集,234-235.

■ 日 本 光 学 会(応 用 物 理 学 会)光 学 連 合 シ ン

ポ ジ ウ ム 京 都'92(9月,京 都)

菊 田久 雄,那 須康 介,岩 田耕 一1

光 学 顕 微 鏡 を用 い た干 渉 型ScanningForceMi-

c「oscope

講 演予 稿 集,27-28.

岩田耕一,顧 桂華 ニ

シアリング干渉法による屈折率分布再 生

講演予稿集,9-10.

■応 用 物 理 学 会 第53回 応 用 物理 学 会 学 術 講

演 会(9月,大 阪)

久保速雄,岩 田耕一:

3次元複屈折分布の自動測定法1

講演予稿集,779-779.

■プラズ マ核 融 合 学 会 第9回 秋 季 講 演 会(10月 ,

東 北 大 学)

松浦寛人,山 崎寿也,水 内 亨,佐 野史道,他:

ヘリオトロンEに おける2次元マッピング実験(II)

講演予稿集,247.
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匿空 調 調 和 ・衛 生 工 学 会 学 術 講 演 会(10月
,

郡 山)

竹 山良次,田 邑什二,神 村一 幸,宮 坂房千加,伊

東弘一,横 山良平:

都市型地域冷暖房 に関する研究(そ の5)最適運転

アドバイザリーシステムの開発 運転 支援参照値

(基準値)

講演論文集,1105-1108.

圏精 密 工 学 会1992年 度 秋 期 大 会 学 術 講 演 会

(10月,福 岡)

那 須康介,菊 田久雄,岩 田耕一・;

光 学顕微鏡 を利用 したヘテロダイン干渉型力顕微

鏡

講 演論文集,275-276,

賜第5回 傾 斜 機 能 材 料 シ ンポ ジ ウム(10月,東

京)

菅野良弘,片 岡誠治,田 中喜久昭:

傾斜機能 中空円筒の物性値 の温度依存性を考慮 し

た非定常熱応力解析

講演論文集,59-69.

曝第10回 日 本 ロボ ット学 会 学 術 講 演 会(10月 ,

金 沢)

大須賀公一,藤 岡美博,小 野敏郎=

マスタースレーブ型2足 歩行ロボットについて 一ユニ

ラテラル制御 一

予稿集,447-450.

大 須賀公一,岡 哲秀,小 野敏郎=

二 足歩行ロボットにおけるマニピュレーターの軌道追

従制御について

予稿 集,583-586.

璽第35回 自動 制 御 連 合 講 演 会(10月,岡 山)

大 須賀公 一,遠 藤修 司,富 塚誠義,小 野敏郎,前

田浩一:

ダイレクトドライブアーム(UCB-Arm)の 基底 パラ

メータ同定

前刷,283-286.

逢坂一正,藤 本真作,小 野敏郎:

ロボットマニピュレーターのロバスト制御に関する一検

討

前刷,289-290.

小野敏郎,山 本雅史,和 田光代

高速道路上 の交通流のモデル化と速度調節による

交通 流制御

前刷,525-526.

■ 日 本 機 械 学 会 関 西 支 部 第251回 講 演 会(11

月,大 阪)

高田利行,中 嶋 智也,木 田輝彦,道 満理正,安 富
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善 三郎:

2次 元周 辺 噴 流 型エ アクツションの離 散 渦 法 による数

値 シミュレー ション

講 演 論文 集,51-53.

田 中 努,中 嶋 智 也,木 田 輝 彦,森 本 俊 之,安 富

善 三 郎:

三 次 元 エアクッションサ クションパ ッドの離 散 渦 法 によ

る数 値 シミュレー ション

講 演 論 文 集,54-56.

木 田輝 彦,中 嶋智 也,林 隆 一,武 隆 教:

二 次元 円柱 周 りの循 環 分 布 法 の収 束 性につ いて

講 演論 文 集,72-74.

徳 永 智 史,海 津 浩 一,谷 村 眞治:

特 性 曲線 法 による三 次 元 弾 性/粘 塑 性波 動 伝 ぱ解

析

講 演 論 文 集,92-94.

山崎 博 司,津 江 光 洋,角 田 敏 一:

乳 化燃 料 の蒸 発 と燃 焼(ミ クロ爆 発 に及 ぼ す低 沸 点

燃 料性 状 の影 響)

講 演論 文 集,99-101.

大 西 浩 之,吉 田哲 哉,有 福 孝 智,角 田敏 一:

多噴 孔VCOノ ズル内 の圧 力測 定

講 演論 文 集,133-135.

中村 圭 一朗,河 村 隆 介,谷 川 義 信:

非定 常 加 熱 を受 ける不 均 質 円 板 の軸 対称 曲 げ問題

講 演 論 文 集,No.924-4,77-79.

高 原奉 弘,谷 川 義信,河 村 隆 介:

非 一 様 加 熱 を受 けるア ングル プライ積 層 長 方 形 板

の熱 応 力 と熱 変 形

講 演 論 文集,No.924-4,80-82.

菅 野 良 弘,中 馬 康 晴:

連 成 され た非 定 常 温 度 場 と湿 度 場 をもつ円 板 の応

力 解析

講 演論 文 集,No.924-4,83-85,

■ 日本 機 械 学 会 中 四 国 支 部 松 山 地 方 講 演 会

(11月,松 山)

菅野良弘,中 馬康晴=

異方性板の非定常湿熱応力解析

講演論文集,290-292.

圏電 気 関 係 学 会 平 成4年 度 関 西 支 部 連 合 大

会(11月,神 戸)

伊東弘一,横 山良平,松 本芳一:

分散型コージェネレーション ・システムの最適計 画

講演論文集,21-22.



■ 日本 舶 用 機 関 学 会 第50回 秋 期 講 演 会(11

月,神 戸)

服部廣司,太 田幹郎,角 田敏 一:

画像2色法によるディーゼル機関のシリンダ内燃焼状

態の評価

講演前刷集,50-57.

顯第30回 適 応 制 御 部 会 講 義 会 パ ネル 討 論 会

〔適 応 制 御 の 実 用 化 に お ける諸 問 題 〕(11月,

東 京)

大須賀公一:

非線形 システムの適応制御 にっいて

資料No.1,22-26.

■第6回 数 値 流 体 力 学 シ ンポジ ウム(12月,東

京)

永 田俊美,木 田輝彦,中 嶋智也 二

2次元鈍体周 りの流れの数値解析

講演論文集,451-454.

匿 日 本 燃 焼 学 会 第30回 燃 焼 シ ンポジ ウム(12

月,名 古 屋)

山崎博司,津 江光洋,角 田敏一=

乳化燃料 の蒸発 と燃焼(非 定常加熱期間 でのミク

ロ爆発の発生)

前刷集,298-300.

前 田 治彦,津 江 光 洋,服 部 廣 司,角 田敏 一:

レーザ シー ト法 による噴 霧 火 炎 の構 造 解明

前 刷 集,313-315.

■ 日本 機 械 学 会 第2回 設 計 工 学 ・システム部

門 講 演 会(12月,東 京)

横 山良平,伊 東弘一:

蓄熱槽 を有するコージェネレーション ・システムの最

適運用計画法(分解法に基づくアプローチ)

講演論文集,415-420.

■第15回DynamicalSystemTheoryシ ンポ ジ

ウ ム(12月,秋 田)

大 須 賀公 一,林 良太,小 野敏 郎

非 線 形 システムの線 形 ロバ ス ト制御 に関 す る一考 察

資 料,95-98.

和 田光 代,池 田雅 夫=

多入 出 力ル ー リエ系 に対 す るポポフ条 件 の導 出 につ

いて

資料,245-248.

■第2回 日本 機 械 学 会 設 計 工 学 システム 部 門 講

演 会(12月,東 京)

辻尾昇三,中 村嘉伸,吉 嶺英人,小 野敏郎l

CAD図 面のための計算機援 用寸法検図システム

講演予稿集,1-6.
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懸6.新聞・雑誌等発表　
薗マ グネ シウム合 金 とその 利 用 に関 する国 際 会 議

につ い て(国 際 会 議 便 り),

久保田耕平,東 健司:

軽金属,42-8,483-484(1992-8)

■未 来 社 会 とエネル ギー

伊東弘一:

商工振興,503,1992年1月

■ブ レインズ92:共 存 のた めの 科 学 技 術

伊東弘一=

日本経済新聞,1992年6月18日

■工 作 機 械 用 静 圧 空 気 軸 受 の能 動 制 御 による高

剛 性 化 に関 する研 究

(スラス ト型 静圧 空 気 軸 受 の 高 剛 性 化)

田中芳雄,杉 本 正勝,嶋 橋安廣,芝 田悟一,水 谷

勝 己:

(財)工 作機械技術振興財団試験研究報告書

■パ ネル デ ィスカッション 外 観 検 査 の 自動 化 を

妨 げ る要 因 は何 か 一研 究 と開 発 の 乖 離 を探 る

水 庭桂 弘,岡 昌世,金 子俊一,木 村 淳,岩 田

耕一,山 本和彦:

映像技術,24-4,19-71(1992)

■光 学 が 工 学 だ けにならな いように

菊田久雄;

光学,21-4,189-190(1992)

■宇 宙 で 測 る

小野敏郎:

メカライフ,1992年3月

■大 阪 府 立 大 学 工 学 部 機 械 工 学 科 制 御 工 学 講

座

小野敏郎=

システム/制 御/情 報,1992年10月

■"そ もそもの ス スメ"

大須賀公一

村 田機械㈱社内報TOMORROW,1992年12月
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航 空 工 学 科

教 授 杉 山 吉 彦

藤 井 昭 一

津 村 俊 弘

室 津 義 定

西 岡 通 男

助教授 浅 井 雅 人

辻 川 吉 春

大 久 保 博 志

中 橋 和 博

片 山 忠 一

三 木 光 範

講 師 郡 暁 文

助 手 石 田 良 平

泉 田 啓

三ツ矢 明

小 松 信 雄

壇 上 旭 雄

森 貞 彦

坂 上 昇 史

花 原 和 之



篠 1.学術論文,国際会議Proc.　

国 力 ル マ ン 渦 列 の 形 成 過 程 に つ い て

(OntheFormationProcessofKarman

VortexStreet)

西 岡 通 男

航 空 宇 宙 技 術 研 究 所 特 別 資 料SP-18,41-45

(1992).

(Karmanvortexstreet,Flowinstability,

Stabilitytheory,Transition,Acousticexcita-

tion)

■T-S波 動 の 非 線 形 励 起 過 程

(ANon-LinearProcessGeneratingT-S

Waves)

浅 井 雅 人,西 岡 通 男

日 本 流 体 力 学 会 誌 な が れ,11別 冊,1-5(1992).

(T-Swave,Ribbon-inducedT-Swave,

Receptivity,Flowinstability,Boundary-layer

transition)

■MarchingGridGenerationforExternal

ViscousFlowProblems

(外 部 粘 性 流 問 題 に対 す る前 進 型 格 子 形 成 法)

K.Nakahashi

TransactionsoftheJapanSocietyforAero-

nauticalandSpaceSciences,35-8,88-102

(1992).

(Computationalfluiddynarnics,Gridgenera-

tion,Airplane)

■ExternalViscousFlowComputations

UsingPrismaticGrid

(プ リズ ム 格 子 に よる外 部 粘 性 流 の 計 算)

K.Nakahashi

LectureNotesinPhysics,414,Springer-Ver-

1ag,280-284(1992).

(Computationalflu{ddynamics,Navier-

Stokesequations,Unstructuredgrid,Airplane)

■プ リズ ム 格 子 に よる三 次 元 外 部 流 の 数 値 計 算

(Three-DimensionalExternalFlowCom-

putationsUsingPrismaticGrid)

中橋 和 博

航 空 宇 宙 技 術 研 究 所 特 別 資 料SP-19,181-186

(1992).

(Computationalfluiddynamics,Navier-

Stokesequations,Unstructuredgrid,Airplane)

■近 傍 場 に お け るソニ ック ブ ー ム の 数 値 解 析

(NumericalAnalysisofSonicBoomin

theNearField)

吉 田昭 彦,中 橋 和 博,藤 井 昭一

航 空 宇 宙 技 術 研 究 所 特 別 資 料SP-19,87-92

(1992).

(Sonicboom,Computationalfluiddynamics,

Airplane)

■CommentandResponseontcEngineering

Drawing-AUniversalLanguageinTwo

dialects"

(「 機 械 製 図 一 二 つ の 方 言 の あ る 万 能 言 語 」へ

の コメ ン トと応 答)

S.Mori

TechnologyandCulture,33--4,853-857

(1992).

(Engineeringdrawing,Methodsofprojection,

History,19thcentury,America)

臨SummedandDifferentialResonancesof

CantileveredColumnsunderaPulsating

ReutForce

(脈 動 ロイ トカ を 受 け る片 持 ち 柱 の 和 型 な ら び に

差 型 結 合 共 振)

Y.Sugiyama

Proc.ofthe3rdNationalCongressonMe・

chanics,HSTAM,70-77(1992).

(Combinationresonance,Pulsatingreut

force,Cantileveredcolumn,Experiment)

■StabilizationofCantileveredFlexibleSt卜

ucturesbyMeansofanlnternalFlowing

FluidControlledbyanElectronicValve

(電 子 バ ル ブ に よ り 制 御 さ れ た 内 部 流 に よ る 片

持 ち 柔 軟 構 造 の 安 定 化)

Y.Sugiyama,T.Katayama,E.Kanki,K.

Nishino,andB.Akesson

ASMEAMD-Vol.152(Proc.oftheASME

Int.Symp.onFlow-InducecdVibration&

Noiseatthe1992ASMEWinterAnnuaI

Meeting),79-86(1992).

(Stabilization,Vibrationsuppresion,Flexible

structure,Internalflow,Electronicvalve)

■ 拡 張 カ ル マ ンフィル タ によ る超 高 速 ニュー 口学 習

(第1報,排 他 的 論 理 和 問 題 へ の 適 用)

(SuperquickNeuronTrainingbyExtended

KalmanFilter(1stReport,Applicationto

ExclusiveORProblem)

石 田 良平,村 瀬 治比 古,小 山修 平,杉 山吉 彦

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C58-552,2507-2512

(1992).

(Layeredneuralnetwork,Trainingal-

gorithm,Backpropagation,Extendedkalrnarl

filter,VCtechnique,Accelerationtechnique)

紹



■ConfigurationControloftheTruss-Type

ParallelManipulatorbytheModularNeu-

ralNetworkModel

(モ ジ ュ ー ル 形 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク モ テル に よ

る トラ ス 形 高 冗 長 並 列 ア ー ム の 姿 勢 制 御)

M.Tanaka,KHanahara,andY.Seguchi

JSMEInternationalJournalSer.III,35-1,

89-95(1992).

(Robotics,Mechanism,Mechatronics,Neural

network,Inversekinematics)

■適 応 トラ ス の 動 作 規 範 獲 得(モ ジ ュー ル 形 ニ ュ

ー ラ ル ネ ットによる実 現)

(CriterionAcquisitionfortheMotion

PlanningofAdaptiveTruss(lmplementa-

tionbyModularNeuralNetWork)

田 中正 夫,花 原 和 之

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C58-550,1735-1741

(1992).

(Truss,Adaptivetruss,Neuralnetwork,Mo-

tionplanning,Criterionacquisition)

■DynamicSimulationofTruss-TypeFlexi-

bleRedundantParallelMechanismPer-

mittingNodalOffset

(節 点 オ フ セ ッ トを 許 容 した トラ ス 形 並 列 冗 長 メ

カ ニ ズ ム の 動 力 学 シ ミュ レ ー シ ョン)

K.HanaharaandM.Tanaka

Proc.oftheJapan-U.S,A.Symposiumon

FlexibleAutomation,VoLl,143-146(1992).

(Nodaloffset,Parallelmechanism,Truss,

Dynamics,Simulation)

■AdaptiveDesignSystemforlntelligent

StructurebyModularNeuralNetwork

(モ ジ ュ ー ル 形 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トに よ る知 的 構 造

物 の 適 応 的 設 計 シ ス テ ム)

M.TanakaandKHanahara

Proc.oftheJapan-U.S.A.Symposiumon

FlexibleAutomation,Vol.1,227-230(1992).

(lntelligentstructure,Neuralnetwork,De・

sign,Adaptability,Adaptivetruss)

■StochasticApProachtoStaticControlof

AdaptiveTrussunderlmperfectionofAd-

justableMemberLengths

(可 変 長 部 材 の 不 正 確 性 を 考 慮 した 適 応 トラス

の 静 的 制 御 へ の 推 計 学 的 接 近)

M.TanakaandK.Hanahara

J.ofIntelligentMaterialSystemsandStruc.

tures,3-3,617-630(1992).

(Truss,Adaptivetruss,Imperfection,

Stochastics,Control)

■SimulationStudyofDynamicProperties
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andNodalOffsetofTruss-TypeParallel

Mechanism

(ト ラ ス 形 並 列 メ カ ニ ズ ム の 動 力 学 的 特 性 と 節

点 オ フセ ッ トの シ ミュ レー シ ョン 研 究)

M.TanakaandKHanahara

Proc.oftheIMACS/SICEInt.Symp.on

Robotics,MechatronicsandManufacturlng

Systerns・92,Vo1。 夏,445--450(1992)・

(Nodaloffset,Parallelmechanism,Simula-

tion,Dynamics)

■AdaptlveDesignCapabilityforlntelligent

TrussbyNeuralNetwork

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク を 用 い た 知 的 トラ ス の 適

応 的 設 計 機 能)

M.TanakaandK.Hanahara

3rdInternationalConferenceonAdaptive

Structures,590-603(1992).

(Adaptability,Design,Intelligenttruss,Neu-

ralnetwork,Simulation)

■ConceptuaiDesignSupPortSystemby

UsingObject-OrientedApProach

(オ ブ ジ ェ ク ト指 向 を 用 い た 概 念 設 計 支 援 シ ス

テ ム)

S.P.Choong,S.Tsujio,andY.Murotsu

BulletinoftheUniversityofOsakaPrefec-

ture,SeriesA,40-2,207-215(1991).

(Conceptualdesign,DesignsupPortsystem,

Object-orientedapProach)

■オ ブ ジ ェク ト指 向 言 語 を用 い た 空 港 に お け る航

空 交 通 流 の シ ミュ レー シ ョン

(SimulationSystemforAirTrafficFlowat

AirportsbyUsingObject-OrientedAp-

proach)

室津 義 定,朴 忠植,酒 井 利 彦

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 集,5-6,213-220

(1992).

(Simulationsystem,Airtrafficflow,Airpor-

ts,Object-orientedapproach,Smalltalk-・80)

80ptimumFiberAngleofUnidirectional

CompositesforLoadswithVariations

(変 動 荷 重 下 で の 一 方 向 複 合 材 料 の 最 適 繊

維 配 向 角)

M.Miki,Y.Murotsu,andT.Tanaka

AIAAJournal,30-1,189-196(1992).

(Compositematerials,Optimumdesign,Fiber

orientation,Loadvariation)

■複 合 材 料 薄 肉 パ イ プ の 材 料 およ び 構 造 設 計 の

最 適 化

(OptimizationofMaterjalandStructural

DesignofThin-WalledCylindricalCom一



positeBeams)

三 木 光 範 杉 山 吉 彦,大 庭 一 朗

材 料,41-462,344-348(1992).

(Compositematerials,Optimumdesign,Ma

terialdesign,Structuraldesign)

■ApplicationofLaminationParametersto

theReliability-BasedStiffnessDesignof

FibrousLaminatedComposites

(繊 維 強 化 複 合 材 料 の 信 頼 性 を基 礎 とす る剛

性 設 計 へ の 積 層 パ ラ メー タの 応 用)

M.Miki,Y.Murotsu,N.Murayama,andT.

Tanaka

Proc.oftheAIAA33rdStructures,Struc-

turalDynamicsandMaterialConference,

AmericanInstituteofAeronauticsandAs-

tronautics,463-470(!992).

(Compositematerials,Optimumdesign,

Laminationparameters,Reliability)

翻 繊 維 強 化 複 合 材 料 は りの 曲 げ 一 ね じ り連 成 振

動 に 関 す る研 究

(AStudyontheBending-TorsionCou-

plingVibrationofFibrousComposite

Beams)

福 田 武 人,内 藤 究,三 木 光 範 杉 山 吉 彦

日 本 複 合 材 料 学 会 誌18-3,121-128(1992).

(Compositernaterials,Couplingvibration,

Bending,Torsion)

■ 複 合 材 料 積 層 板 の 剛 性 最 適 化 エ キ ス パ ー トシ

ス テ ム の 開 発

(DevelopmentofExpertSystemforOpti-

mumDesignofStiffnessofLaminated

CompositePlates)

笹 田 直 伸,轟 章,三 木 光 範

日 本 機 械 学 会 論 文 集,A58-551,1175-1180

(1992).

(Compositematerials,Materialdesign,Op-

timumdesign,Inplanestiffness)

■TrajectoryControlofFlexibleManipula-

torsonaFree-FlyingSpaceRobot

(自 由 飛 行 宇 宙 ロボ ットに搭 載 され た 柔 軟 マ ニ ピ

ュ レー タの 軌 道 制 御)

Y.Murotsu,S.Tsujio,K.Senda,andM.

Hayashi

IEEEControlSystems,51-57(1992).

(Flexiblemanipulator,Trajectorycontrol,

Free-flyingspacerobQt)

■SomeTrajectoryControlSchemesfor

FlexibleManipulatorsonFree-Flying

SpaceRobot

(自 由 飛 行 宇 宙 ロボ ットの 柔 軟 マ ニ ピュ レー タの

た め の い くつ か の 軌 道 制 御 則)

Y.Murotsu,K.Senda,M.Hayashi,andS.

Tsujio

Proc.QftheIEEE/RSJInternationalConf.

onIntelligentRobotsandSystems,Vol.3,

1697-1704(1992).

(Flexiblemanipulator,Trajectorycontrol,

Hardwareexperilnents)

匿ANovelApproachtoDeterministiclden-

tificationofFree-FlyingSpaceRobots

(自 由 飛 行 宇 宙 ロボ ッ トの 決 定 論 的 同 定 の 新 し

い 方 法)

S.Tsujio,Y.Murotsu,K.Senda,andM.

Ozaki

Proc.oftheJapan-U.S.A.Symposiumon

FlexibleAutomatiQn/APacificRimConf.,

VoLl,147-150(1992).

(Free-flyingrobot,Identification,InertiaI

parameters,Dynamicequations)

■ParameterldentificationofUnknownOb-

jectHandledbyFree-FlyingSpaceRobot

(自 由 飛 行 宇 宙 ロボ ッ トに よ っ て 操 作 さ れ る 未 知

物 体 の パ ラ メ ー タ 同 定)

Y.Murotsu,S.Tsujio,K.Senda,andM.

Ozaki

Proc.oftheAIAAGuidance,Navigation,

andControlConf.,AIAA-92-4307(1992).

(Free-flyingspacerobot,Identification,Un-

knownobject,Kinematics,Dynamics)

■ 知 的 適 応 構 造 物 の 制 御(第2報
,最 適 軌 道 制

御 実 験)

(ControloflntelligentAdaptiveStructures

(2ndReport,HardwareExperimentsof

OptimalTrajectQryControl))

室 津 義 定,泉 田 啓,野 口 豊 文

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C58-552,2395-2402

(1992).

(Experiments,Intelligentadaptivestructures,

Optimaltrajectory,Redundancy)

■PD-lmpedanceControlofDockingMech-

anismComposedoflnteMgentAdaptive

Structure

(知 的 適 応 構 造 物 で 構 成 さ れ る ドッ キ ン グ 機 構

のPDイ ン ピ ー ダ ン ス 制 御)

Y.Murotsu,K.Senda,andKHisaji

J.ofIntelligentMaterialSystemsandStruc-

tures,680-696(1992).

(lntelligentadaptivestructure,PD-imped・

ancecontrol,Dockingmechanism)

■OptimalConfigurationforFiberReinforced
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CompositesunderUncertaintiesofMate-

rialPropertiesandLoadings

(材 料 特 性 お よ び 荷 重 の 不 確 定 性 を 考 慮 した

繊 維 強 化 複 合 材 料 の 最 適 構 成)

Y.Murotsu,M.Miki,andS .Shao

Proc.oftheASCE6thSpecialtyConference

onProbabilisticMechanicsandStructural

andGeotechnicalReliability ,547-550(1992).

(Fiberreinforcedcomposites,Reliabili-

ty-basedoptimumdesign,Reliabilityanaly-

sis)

陞ConceptualStudyonRadiatorArea

ReductionofBraytonCycleSolarDynam-

icPower

(ブ レイ トン サ イ ク ル 太 陽 熱 発 電 装 置 の 放 熱 面

積 減 少)

Y.Tsuj{kawa

ASMEPaperNo.92-GT-99(1992).

(ClosedBraytoncycle,Solardynamicpower,

HeatrejeCtiOn)

■PerformanceOptimizationofScramjet

EnginewithActiveCooling

(ア ク テ ィ ブ ク ー リ ン グ を 伴 うス ク ラ ム ジ ェッ トエ ン

ジ ン の 性 能 最 適 化)

Y.Tsujikawa,T.Onoda,andS.Fujii

ProjectHydrogen,AmericanAcademyof

Science,297-305(1992).

(Scramjetengine,Liquidhydrogen,Active

cooling,Optimization)

(パ ス ネ ッ トワ ー ク 上 に お け る 複 数 自 律 移 動 体

の 衝 突 回 避 制 御)

M.Saito,M.Nagamori,andT.Tsumura

Proc.oftheJAPAN-U.S.A.Symposiumon

FlexibleAutomation,1317-!320(1992).

(Multiplevehicle,Collisionavoidance,Path

network)

■AnExperimentalStudyofTendonControl

SystemforActiveVibrationControlof

FlexibleStructures

(柔 軟 構 造 物 の ア ク テ ィブ 振 動 制 御 の た め の テ

ン ドン 制 御 シ ス テ ム の 実 験 的 研 究)

H.OkuboandG.Schmidt

Proc.ofthelstInternationaIConf.onMo-

tionandVibrationControl,98-103(1992),

(Activevibrationcontrol,Flexiblespace

structure,Robustcontrol,Spillover)

■VehicleGuidancesystemUsingOn-board

LaserBeamEmittersandCornerCubes

aiongtheCourse

(搭 載 型 レ ー ザ ビ ー ム 発 射 装 置 と コ ー ス に 添 っ

た コ ー ナ キ ュ ー ブ を 用 い た 移 動 体 誘 導 シ ス テ

ム)

T.Tsumura,H.Okubo,andN.Komatsu

Proc.oftheIMACS/SICEInternational

SymposiumonRobotics,Mechatronicsand

ManufacturingSystems,pp.965-970(1992).

(Lasertransceivers,Cornercube,Position

measurement,Guidance)

層DirectlyFollow-upand/orTracedControI

SystemofMultipleGroundVehicles

(複 数 の 地 上 移 動 体 の 同 轍 制 御)

T.Tsumura,H.Okubo,andN.Komatsu

Proc.oftheIEEE/RSJInternationalConfer-

enceonIntelligentRobotsandSystems,

pp.1769-1776(1992).

(Follow-upcontro1,Tracedcontrol,Multiple

vehicle)

■A3-DPositionalMeasurementSystem

forTerrain-VehicleUsingLaserandCor-

nerCubes

(レ ー ザ と コ ー ナ キ ュ ー ブ を 用 い た 荒 れ 地 移 動

体 の 為 の3次 元 位 置 計 測 シ ス テ ム)

T.Tsumura,H.Okubo,andN.Komatsu

Proc.oftheJAPAN-U.S.A.Symposiumon

Flex{bleAutomation,1309-1312(ユ992).

(Laserscanner,Cornercube,3-Dpositional

measurement,Terrainvehicle)

■Collision-freeMotionControlofMultiple

AutonomousVehiclesonPathNetwork

圏ShapeDeterminationofFlexibleSpace

StructuresbyUsingaRemoteOptical

SensingSystem

(遠 隔 光 学 計 測 シ ス テ ム を 用 い た 柔 軟 構 造 物

の 形 状 決 定 法)

H.Okubo,N.Komatsu,0.Fukudomi,andT.

Tsumura,

Proc.oftheIMACS/SICEIntemationaI

SymposiumonRobotics,Mechatronicsand

ManufacturingSystems,pp.1473-1478(1992).

(Flexiblespacestructure,Shapedetermina-

tion,Adaptivestructure,Opticalmeasure-

ment)

■AProposedAutomobileCommunication

andTrafficControlSystemUsingLaser

andCornerCubes

(レ ー ザ と コ ー ナ キ ュ ー ブ を 用 い た 自 動 車 の 通

信 と 交 通 制 御 シ ス テ ム)

T.Tsumura,H,Okubo,N.Komatsu,andN ,

Aoki

Proc.oftheInternationalSymposiumon

AdvancedVehicleControl,154-157(1992) .
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(Lasercommunicationsystem,Trafficen-

gineering,CornerCubes)

冒AnOpticalScannerUsingWedgePrisms

(ウ エ ッ ジ プ リ ズ ム を 用 い た 光 学 偏 向 装 置)

T.Tsumura,H.Okubo,N.Komatsu,andS.

Shikatani

Proc.oftheIFToMM-jcInternationa正Sym-

posiumonTheoryofMachinesand

Mechanisms,73-78(1992).

(Beamsteeringsystem,WedgePrisms,Laser

Scanner)

■AdvancedVehicleAutomationbyNew

Technologyin21Century

(21世 紀 の ビー ク ル ・オ ー トメ ー シ ョン)

T.Tsumura

TextoftheInternationalHi-TechForum,

14-18(1992).

(Advancedvehicleautomation)
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懸2.解説,総説　
圏複 雑 な 場 の 乱 流 数 値 解 析 技 術

中橋 和 博

日本機 械 学 会講 習 会 教 材 「乱 流数 値 解析 技 術 の実

用化 ⊥19-25(1992),

■OffshoreMechanicsandArcticEngineer-

ing-1992-,Volumell,SafetyandRelia-

bility

C.GuedesSoares,Y.Murotsu,A.Pittaluga,

J,S.SpencerandB,StahlASME,(1992).

■柔 軟 な マ ニ ピュ レー タを持 つ 宇 宙 作 業 ロボ ットの

運 動 と制 御

室 津 義 定(研 究 代 表 者)

平 成4年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(一 般 研 究(B))研 究

成 果 報 告書,(1992).

■ター ボ プ ロップ の 技 術 と現 状

藤 井 昭 一

機 械 の研 究,44,1143-1148(1992).

■ レー ザ ー 推 進 の 可 能 性

藤 井 昭 一

ゑれ きてる,46,5(!992).
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藤3.学術著書　
■単位,数 表 ,物 理 定 数

西 岡通男,浅 井雅人(分 担執筆)

「航 空宇 宙工 学便 覧第2版 」(日本航空宇宙 学会

編)丸 善,3-28(1992).

騒数値 計 算 法 概 論

中橋和博(分 担執筆)

「航 空 宇宙工 学便 覧第2版 」(日本航空宇 宙学会

編)丸善,103-104(1992).

■構 造 要 素 の 力 学

杉山吉彦(分 担執筆)

「航空 宇宙 工学 便 覧第2版 」(日本航 空宇宙学会

編)丸善,!14-117(1992).

■格 子 形成 法

中橋和博(分 担執筆)

数値流体 力学(保 原 ・大宮司編著)東 京大学出版

会,167-195(1992).

■境 界 要 素 法 による熱 応 力 解 析

関谷壮,落 合芳博,石 田良平

森北出版,(1992).

■無 人 車 の 制 御

津 村 俊 弘,小 松 信 雄(分 担執 筆)

「ニュー メカトロニ クス制御 技 術 」ミマツデータシステ

ム,211-229(1992).
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鎌 4.国 際 会 議 発 表

■lnternationalHi-TechForum
,Osaka,i992

(Osaka,Japan,March1992)

T.Tsumura.

AdvancedVehicleAutomationbyNew

Technologyin21Century

■33rdAIAA/ASMEStructures
,Structural

DynamicsandMaterialsConf.(Dallas,

U.S.A.,Aprl.1992)

M,Miki,Y.Murotsu,N.Murayama,andT.

Tanaka:

ApplicationofLaminationPararneterstothe

Reliability-BasedStiffnessDesignofFibrous

LaminatedComposites

圏37thASMElnternationalGasTurbineand

AeroengineCongress(Cobgne,Germany,

June1992)

Y.Tsujikawa:

ConceptualStudyonRadiatorAreaReduc-

tionofBraytonCycleSolarDynamicPower

墨3rdNationalCongressonMechanics,

HSTAM,(Athens,Greecs,June1992)

Y.Sugiyama:

SummedandDifferentialResonancesofCan-

tileveredColumnsunderaPulsatingReut

Force

■13thlnternationalConferenceonNumeri-

calMethodsinRuidDynamics,(Rome,

ltaly,July1992)

K.Nakahashi:

ExternalViscousFlowComputationsUsing

PrismaticGrid

璽IEEE/RSJlnternationalConf.onlntellト

gentRobotsandSystems(Raleigh,

U.S.A.,July1992)

Y.Murotsu,K.Senda,M.Hayashi,andS.

Tsujio:

SomeTrajectoryControlSchemesforFlexi-

bleManipulatorsonFree-FlyingSpace

Robot

T.Tsumura,H.Okubo,andN.Komatsu:

DirectlyFo110w-upand/orTracedControl

SystemofMultipleGroundVehicles

●Japan-U.S.A.SymposiumonFlexibleAu-

tomation(SanFrancisco,U.S.A.,July

1992)

K,HanaharaandM.Tanaka:

Dy。 。mi、Sim・1・ti・n・fT・uss-Typ・FI・xible

RedundantParallelMechanismPermitting

NodalOffset

M.TanakaandK.Hanahara:

AdaptiveDesignSystemforIntelligent

StructurebyModularNeuralNetwork

S.Tsujio,Y.Murotsu,KSenda,andM

Ozaki:

ANovelApproachtoDeterministicIden・

tificationofFree-FlyingSpaceRobots

T。Tsumura,H.Okubo,andNKomatsu:

A3-DPositionalMeasurementSystemfor

Terrain-VehicleUsingLaserandCorner

Cubes

M.Saito,M.Nagamori,andT.Tsumura:

Collision-freeMotionControlofMultiple

AutonomousVehiclesonPathNetwork

匿ASCE6thSpecialtyConferenceon

ProbabilisticMechanicsandStructural

andGeotechnicalReliability(Denver,

U.S.A.,July1992)

Y.Murotsu,M.Miki,andS.Shao:

OptimalConfigurationforFiberReinforced

CompositesunderUncertaintiesofMaterial

PropertiesandLoadings

■AIAAGuidance,Navigation,andControl

Conf.(HiltonHead,U.S.A.,Aug.1992)

Y.Murotsu,S.Tsujio,K.Senda,andM,

Ozaki:

ParameterIdentificationofUnknownObjedt

HandledbyFree-FlyingSpaceRobot

■11thlnt.Conf.onOffshoreMechanicsand

ArctjcEngineering(Calgary,Canada,Au。

gust1992)

Y.Murotsu,H.Okada,andA.Matusda:

ApplicationoftheStructuralReliabilityA-

nalysisSystem(STRELAS)toaSemisub-

mersiblePlatform

M.Miki,Y.Murotsu,T.Tanaka,andS.

Shao:

Reliability-BasedOptimizationofFibrous

LaminatedComposites
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匿lstInternationalConf .onMotionandVi-

brationControl(Yokohama,Japan,Sept.

tg92)

H.OkuboandG.Schrnidt:

AnExperimentalStudyofTendonControl

SystemforActiveVibrationControlofFlex-

ibIeStructures

画Internationa[SymposiumonAdvanced

VehicleControl(Yokohama,Japan,Sept.

1992)

T.Tsumura,H.Okubo,N.KomatsuandN.

Aoki:

AProposedAutomobileCommunicationand

TrafficControlSystemUsing

LaserandCornerCubes

■IMACSISICEInternationalSymposiumon

Robotics,MechatronicsandManufactur-

ingSystems(Kobe,Japan,Sept.1992)

M.TanakaandK.Hanahara:

SimulationStudyofDynamicPropertiesand

NodalOffsetofTruss-TypeParaUelMecha-

nism

T.Tsumura,H.Okubo,andN.Kornatsu:

VehicleGuidancesystemUsingOn-board

LaserBeamEmittersandCornerCubes

alongtheCourse

H.Okubo,N.Komatsu,0.Fukudomi,andT.

Tsumura

ShapeDeterminationofFlexibleSpace

StructuresbyUsingaRemoteOpticalSens-

ingSystem

■IFToMM-jclnternationalSymposiumon

TheoryofMachinesandMechanisms

(Nagoya,Japan,Sept.1992)

T.Tsumura,H.Okubo,N.Komatsu,andS.

Shikatani=

AnOpticalScannerUsingWedgePrisms

匿ASMElnternationalSymposiumonFlow-

lnducedVibration&Noiseatthe1992

ASMEWinterAnnualMeeting(Anaheim,

U.S.A.,Nov.1992)

Y.Sugiyama,T.Katayama,E.Kanki,K

Nishino,andB.Akesson:

StabilizationofCantileveredFlexibleStruc-

turesbyMeansofanInternalFlowingFluid

ControlledbyanElectronicValve

■3rdlnternationalConferenceonAdaptive

Structures,(SanDiego,U.S.A.,Nov.1992)

M.TanakaandK.Hanahara;

AdaptiveDesignCapab{lityforIntelligent

TrussbyNeuralNetwork

3ヱ



懸5.学 術講演発表

■第15回NCP研 究 会 ・機 械 の 強 度 と形 態 研 究

懇 話 会(1月,大 阪)

杉山吉彦,片 山忠一,神 吉英次,西 野功二,

B.Akesson:

電子バルブで制御され た内部流による片持 ち柔軟

構造物の安定化

シンポジウム論文集,141-146.

三 木光 範,杉 山吉 彦,坂 本 慎 介

ロバ ストネスを基 準 とする材 料 の異 方 性 テーラリング

シンポジウム論 文集,63-68.

三 木光 範 杉 山吉 彦:

知 識 べ 一 スシステム にお けるパ ラダイムフレンドリネ

ス

シンポジウム論 文集,135-140,

郡 暁文

信頼性概念 に基づく材料/構 造 システムの最適設

計

シンポジウム論文集,57-62.

泉 田 啓,室 津義 定,辻 尾 昇 三:

宇 宙 工 学 にお ける新 しい 問 題(宇 宙 ロボットを中心

に)

シンポジウム論 文集,147-152,

墜ビー クル オ ー トメーション技 術 研 究 会 ア ドバ ン

ティシンポジ ウム(2月,大 阪)

津村俊弘,大 久保博志,小 松信雄,古 賀義信:

レーザ ビームとコーナキューブを利用 した移動体 空

間通信のための一方法

講演論文集,37-38,

津村俊 弘

動物に学ぶ ビークルの知恵

講 演論文 集,45.

津村俊弘,大 久保博志,小 松信雄=

光とコーナキューブ利 用による多数移動体の管制 と

誘 導の一 方法

講演論文集,63-66.

津村俊弘,大 久保博志,小 松信雄,益 邑建

ファジィ推論 を用いた複数移動体の衝突回避

講演論文集,71-74,

斉藤守 永守,津 村俊弘1

路線ネットワーク上の移動ロボット間の回避制御

講演論文集,75-78,

■ 日 本 材 料 学 会 第21回FRPシ ンポ ジウム

(3月,大 阪)

三木光範,杉 山吉彦,松 本浩至

知識 べ一スシステムによる複合 材料平板 の構造解

析

講演論文集,94-98.

三木光範,杉 山吉彦,大 庭 一朗

複合材 料構造物 における最適繊維配向角の決定手

法

講演論文集,102-!06.

■ 日本 機 械 学 会 第69期 総 会 講 演 会

(4月,横 浜)

笹田直伸,轟 章,三 木光範

複合材料積層板の最適化エキスパートシステムの開

発

講演論文集,125-127.

凹 日本 航 空 宇 宙 学 会 第23期 年 会 講 演 会

(4月,調 布)

片 山忠一,杉 山吉彦,徳 岡茂利

太 陽輻射圧 を利 用した人工衛星の姿勢制御に及ぼ

す光圧板の柔軟性の影響

講 演集1992,214-215.

片山忠一,杉 山吉彦,徳 岡茂利:

太陽輻射圧 を利用 した人工衛星の姿勢制御に及ぼ

す光圧板の柔軟性の影響

(安定解析)

講演集1992,216-217.

■シス テム 制 御 情 報 学 会 第36回 研 究 発 表 講

演 会(5月,京 都)

室津義定,泉 田 啓,尾 崎充宏:

宇宙ロボットの把持物体の未知パラメータ同定

講演論文集,17-18.

津村俊弘,大 久保博 志,小 松信雄=

デュアルファンビームを用いた移動体の位置計測

講演論文集,449-450.

津村俊弘,大 久保博志,小 松信雄 益 邑建:

交差路 における複数移動体の衝突回避

講演論文集,495-496.

■日本 人 間 工 学 会 第33回 全 国 大 会

(5月,大 阪)

津村俊弘,小 松信雄

アクティブ ・サンバイザ

講演論文集,290-291、

■ 日本 ロボ ツト学 会 第2回 ロボ ツトシンポ ジウム
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(5月,筑 波)

泉 田 啓,室 津 義 定,三 ッ矢明,他:

トルク ・サ ーボ ・アクチュエー タを用 いた柔 軟 マニ ピ

ュレー タの制 御

予 稿 集,25-30.

泉田 啓,室 津義定,辻 尾昇三,林 正人=

宇宙ロボットに搭載された柔軟マニピュレータの軌道

制御(特 異摂動法に基づく安定性の検討)

予稿集,61-66.

■ 日本 機 械 学 会 ロボティクス ・メ力 トロニクス講

演 会(6月,川 崎)

花原和之,田 中正夫

トラス形並列 メカニズムの実モデル(節 点オフセット

を考慮した動力学)

講演論文集,No.920-33(A),291-294.

津 村 俊 弘,大 久 保 博 志,小 松 信 雄;

複 数 移 動体 の隊 列 制御 に関 する研 究

講 演 論 文 集,No.920-33(A),571-572、

津 村 俊 弘

複 数 ビー クルにおける協 調 制 御

講 演 論 文 集,No.920-33(B),265-268.

■第10回 航 空 機 計 算 空 気 力 学 シンポジ ウム

(6月,東 京)

吉 田昭彦,中 橋和博,藤 井昭一

近傍場におけるソニックブームの数値 解析

航空宇宙技術研究所特別 資料SP-19,87-92.

中橋和博

プリズム格子による三次元外部流の数値計算

航空宇宙技術研究所特別資料SP-19,181-186.

■ 日 本 機 械 学 会Dynamics&DesignCon-

ference1992(7月,ニ セ=1)

片 山 忠一,杉 山 吉彦,石 田 良 平、曹 西:

ニュー ラルネットワークの初 期 構 造 設 計 への応 用

機 械 力 学 ・計 測 制 御 講 演 会 論 文 集 〔Vol.A],

No.920-55(IIIA),688-689.

室 津義 定:

知 的適 応 構 造物

ワー クショップ 〔宇 宙 にお けるロボティクス と構 造 物 制

御 の新 展 開]講 演 論 文 集,No.920-55(II),10-12,

室 津義 定,泉 田 啓,辻 尾 昇 三,三 ッ矢 明,他

フリー ・フライング ・ロボットの地上 模 擬 制御 実験

ワー クショップ[宇 宙 におけるロボティクス と構 造 物 制

御 の新 展 開]講 演 論 文 集,No.920-55(II),24-29.

大久保博志,小 松信雄 福富修,津 村俊弘:

レーザファンビームを用いた柔軟構造物の形状計測

と推 定

ワー クショップ[宇 宙 にお けるロボティクスと構造 物 制

御 の 新 展 開 〕講 演 論 文 集,No.920-55(II),

118-123.

田 中正 夫,花 原和 之

節 点 オ フセ ットを有 す る柔 軟 適 応 トラス の動 力 学 解

析

ワー クショップ[宇 宙 にお けるロボティクスと構 造 物 制

御 の 新 展 開]講 演 論 文 集,No.920-55(H),

124-129.

室 津義 定,泉 田 啓,崔 慶 昊:

テン ドン制 御 系 を用 い たLQG/LTRに よる柔軟 宇 宙

構 造物 の制 御

ワー クショップ 〔宇 宙 にお けるロボティクスと構 造 物 制

御 の 新 展 開]講 演 論 文 集,No.920-55(II),

154-159.

柳鳳 詐,杉 山 吉彦

従 動 力 を受 ける自 由 ・自 由チ モ シェンコはりの動 的

安 定性 に及 ぼす2個 の集 中質 量 の効 果

ワー クショップ[宇 宙 にお けるロボティクスと構 造 物 制

御 の 新 展 開]講 演 論 文 集,No.920-55(II),

160-165.

杉 山吉 彦,片 山 忠一,柳 鳳 詐:

衝 突 ジェット法 により創生 される非保 存 力 を受 ける柱

の振 動 と安 定性

ワー クショップ[宇 宙 にお けるロボティクスと構 造 物 制

御 の 新 展 開]講 演 論 文 集,No.920-55(H),

166-170.

■第34回 構 造 強 度 に関 する講 演 会

(7月,札 幌)

三木光範,大 貫正 秀,杉 山吉彦,森 本武秀,山 口

哲男

構造的非対称 積層パイプの特異な変形挙動 につい

て

講演論文集,170-173.

■第9回 信 頼 性 ワー クショップ(7月 ,東 京)

室津義定,岡 田博雄,郡 暁文=

極 限風荷重下の送電鉄塔の信頼性解析

前刷集,1-12.

郡 暁 文 室 津義 定=

方 向 シミュレー ションによる構 造 システム信 頼 性評 価

前刷 集,13-18.

■ 日 本 材 料 学 会 腐 食 防 食 部 門 委 員 会 研 究 集

会(8月,大 阪)

室津義定:

構造物の信頼性解析手 法

予稿 集,1-20.
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■ 日本 機 械 学 会 日立 地 方 講 演 会

(9月,日 立)

石田良平,村 瀬治比古,小 山修平,杉 山吉彦:

カルマンフィルタニューロ学習について

講 演論文集,85-87.

■ 日本 機 械 学 会 第70期 全 国 大 会

(9月,長 野)

三木光範,杉 山吉彦

横 荷重を受ける複 合材料積層平板の繊維配向の区

分的最適化

講演論文集,No.920-78,Vo1.A,!50-152.

三木光範,杉 山吉彦,坂 本慎介:

面内荷重の確定的変動を考慮した複合材料積層板

の強度特性と最適設計

講演論文集,No.920-78,Vo1.A,153-155.

三 木 光 範,杉 山吉 彦,松 本 浩 至

複 合 材 料 平 板 の構 造 解析 と最 適材 料 設 計 へ の知識

べ 一 スシステムの 応用

講 演 論 文 集,No.920-78,VoLA,156-158.

三木光範 大貫正秀,杉 山吉彦,山 口哲男:

構造的非対称積層 を有する複合材料薄肉パイプの

曲げ ・ねじり連成振動

講演論文集,No.920-78,VoLB,224-226.

西 岡 通 男,浅 井 雅 人,妹 尾 茂 樹=

亜 臨 界境 界 層 遷 移 に関す る数 値 実験

講 演 論文 集,No.920-78,Vo1.C,500-502.

石 田 良平,村 瀬 治比 古,小 山修 平,杉 山吉 彦:

拡 張 カルマ ンフィルタによるニュー ロ学 習(文 字 の学

習)

講 演論 文 集,No.920-78,Vo1E,476-478.

愼 一 郎,村 瀬 治比 古,石 田良 平:

カルマ ンフィル タによる波 形 合 成

講 演 論 文 集,No.920-78,VoLE,479-481.

室 津 義 定,泉 田 啓,坂 口晴 治:

知 的 適 応 構 造 物 を用 い た ドッキ ング機 構 の数 値 シミ

ュレー ション

講 演 論 文 集,No.920-78VolE,577-579.

室 津 義 定,泉 田 啓,三 ッ矢明,他:

2リンク柔 軟 マニ ピュレータの制 御 実験

講 演 論 文 集,No.920-78,VoLE,583-585.

西 岡通 男:

壁 乱 流 へ の遷 移 過 程

基 調 講 演 資 料集,No.920-78,Vol.F,71-76.

盧 日本 機 械 学 会 材 料 力 学 講 演 会
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(9月,札 幌)

福田武人,上 野正人,三 木光範=

不確定な弾性定数を含 む繊 維強化複合材料はりの

曲げ一ねじり連成振動応答解析

講演論文集,159-160.

■第2回 軌 道 上 にお ける大 型 宇 宙 構 造 物 展 開 組

立 に関 するワー クショップ(10月,筑 波)

泉田 啓,室 津義定

大型宇宙構 造物に対する知的適応構造物とロボット

の応用

前刷集

隔第29回 日本 航 空 宇 宙 学 会 中部 ・関 西 支 部 合

同 秋 期 大 会(11月,名 古 屋)

佐藤鉄司,片 山忠一,杉 山吉彦:

数式処理を用いた係数励振共振領域の三次近似解

析

講演論文集,116-119.

柳鳳 詐,杉 山 吉 彦=

DynamicStabilityofCantileveredTimo-

shenkoColumnsSubjectedtoaRocket

Thrust

講 演論 文 集,124-127.

■ 日 本 機 械 学 会 関 西 支 部 第251回 講 演 会

(11月,四 条 畷)

神 吉 英 次,石 田 良 平,杉 山吉 彦,村 瀬 治 比 古:

ニュー ラル ネットワークによるFEMコ ー ドの圧 縮 と逆

解 析

講 演 論 文集,No.924-4,63-65.

石 田 良 平,杉 山吉 彦,村 瀬 治比 古,小 山修 平:

拡 張 カル マンフィル タによるニ ューロ学 習(数 字 の認

識 へ の応 用)

講 演 論 文 集,No924-4,153-155.

願 日本 機 械 学 会 第5回 計 算 力 学 講 演 会

(11月,東 京)

三木光範,杉 山吉彦,松 本浩至:

トラス構 造形態 の最適化 のためのモデリングシステ

ム

講演論文集,305-306.

■ 日本 機 械 学 会 関 西 支 部 第251回 講 演 会

(11月,大 阪)

三木光範:

総合 的視点 に立つ設計手法(材 料の強度評価と設

計 システムの開発)

講演論文集,74-76.

■水 素 エネル ギー協 会 第13回 研 究 発 表 会

(tl月,東 京)

辻川吉春,GB.Northam:



ThreeStreamMode1に よるスクラムジェットエ ンジ

ン燃 焼 器 内流 れ の解 析

予 講 集,13-17.

圏第24回 流 体 力学 講 演 会(11月 ,東 京)

中橋和博:

プリズム格子による航空機まわりの流れの計算

講演集,9-12,

闘第6回 数値 流 体 力 学 シンポ ジウム

(12月,東 京)

吉田昭彦,中 橋和博 藤井昭一:

解適合格子を用いた近傍場 でのソニックブームの数

値計算

講演論文集,97-100,

山田英明,中 橋和博 藤井昭一:

翼列計算における代数乱流モデルの検討

講演論文集,373-376.

中橋和博:

準非構造格子による外部粘性流の数値計算

講演論文集,507-510.

■宇 宙 科 学 研 究 所 宇 宙 構 造 物 シ ンポ ジ ウム

(第8回)(12月,相 模 原)

杉山吉彦,片 山忠一,堀 井良吾,柳 鳳詐:

ロケット推力を受ける片持 ち柱の最適設計

講演集,94-99.

泉 田 啓,室 津 義定,三 ッ矢 明,他 ・

柔 軟 マニピュレータの制 御 実験

講 演 集,106-111。

室 津 義定,泉 田 啓,三 ッ矢 明,他:

柔 軟 マニピュレー タを持 っ宇宙 作 業 ロボットの制 御 実

験

講 演 集,112-116.

大久保博志,津 村俊弘,小 松信雄,福 富修:

柔軟宇宙構造物の形状計測と推定

講演集,128-133.

室津義定,泉 田 啓,三 ッ矢明=

知的適応構 造物 を用いたドッキングシステム実験装

置の設計

講演集,134-138.

三 木光 範,室 津 義 定:

知 的 トラス構 造 のモ デ リング と解析 へ のオブ ジェクト

指 向 アプローチ

講 演 集,139-144.

曽日本機械学会 第2回 設計工学システム部会

講演会(12月,東 京)

三 木 光 範,室 津 義 定:

可 変形 状 トラス構 造 のオ ブ ジェクト指 向 シミュレー タ

講 演論 文集,No.920-103,22-27.

花 原 和 之,田 中 正 夫:

骨 組 み構 造 設 計 にお ける感 覚 的 評 価 の表 現 と利 用

(階層 形ニ ューラル ネットによる試 み)

講 演 論 文集,No.920-103,88-92.

福 田武 人,逢 坂勝 彦,真 嶋 光保,三 木 光 範:

コンクリー トはりの光 ファイバ によるヘ ルスモ ニタリン

グ

講 演 論 文 集,No.920-103,405-409.

郡 暁文 室津義定

信頼性 を考 えた知的構造物 の最適適応方策

講演論文集,No.920-103,421-424.

室津義定,岡 田博雄,郡 暁文

極限風荷重下の送電鉄塔の信頼性設計

講演論文集,No920-103,425-430.

室 津 義定,泉 田 啓,久 司一 博

自律 ドッキング機 構 の制 御 戦 略

講 演 論 文 集,No.920-103,431-436.
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徽6.新 聞,雑誌等発表　
■最 新 の 技 術 動 向 と今 後 の 課 題

津村俊弘

日刊工業新聞,1992年2月13日

匿か すれ 文 字 も判 読 一新 認 識 法 で成 功
,学 習 効

率 を高 める

村瀬治比古,石 田良平

日刊工業新聞,1992年10月14日

■レーザ ー光 で 宇 宙旅 行

藤井昭一

テレビ大阪,1992年10月24日
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電 気 工 学 科

教 授 河 村 孝 夫

張 吉 夫

澤 新之輔

平 紗 多賀男

谷 口 経 雄

米 田 正次郎

助教授 稲 垣 嘉 雄

武 田 洋 次

山 本 信 行

川 本 俊 治

中 山 喜 萬

日 下 浩 次

福 永 邦 雄

講 師 五十鈴川 浩児

高 松 忍

山 北 次 郎

小 南 昌 信

堀 中 博 道

白 尾 嘉 章

森 静 雄

助 手 秋 田 成 司

泉 正 夫

黄 瀬 浩 一

和 田 健 司

石 川 定 夫

荻 原 昭 夫

森 本 茂 雄

石 亀 篤 司

川 畑 洋 昭

脇 田 和 樹



徽 1.学術論文,国際会議Proc.　

■TheDynamicsofRecurrentNeuron

(リ カ レ ン トニ ュ ー ロ ン の ダ イ ナ ミク ス)

T.Tsubata,H.Kawabata,Y,Shirao,M.

Hirata,T.Nagahara,Y.Inagaki

IEICETRANS.FUNDAMENTALS,E75-A,

7,923-927(1992).

(Recurrentneuron,Chaos,Lyapunovexpo-

nent)

■AMethodofDecentralizedControlin

LargeScaleMulti-dimensionalSystem

(大 規 模 多 変 数 シ ス テ ム に お け る分 散 制 御 の

一 方 式)

H、Kawabata,Y.Shirao,T.Nagahara,Y.

Inagaki

IFACSymposiumLSS'92,111-116(1992).

(DecentralizedcontroI,Suboptimalregulator,

Powersystem,Transientstability,State

feedback)

■ChaoticPhenomenaintheMaxwell-

BlochEquationwithTimeDelay

(時 間 遅 れ を 伴 うマ ク ス ウ ェル ブ ロ ッ ホ 方 程 式 に

お け る カ オ ス 現 象)

K.Konishi,Y.Shirao,H.Kawabata,M.

Hirata,T.Nagahara,Y.Inagaki

IEICETRANS.FUNDAMENTALS,E75-A,

12,1747-1750(1992).

(Maxwell-Blochequation,Timedelay,

Lyapunovexponent,Lyapunovdimension,

Chaoticattractor)

■OptimunValuesforMagnetandAtmature

WindingThicknessforAxial-FieldPer-

manentMagnetBrushlessDCMotors

(ア キ シ ャ ル 界 磁 形 永 久 磁 石 ブ ラ シ レ スDCモ ー

タ ー の 磁 石 と 電 機 子 巻 線 の 最 適 厚 み)

H.Takano,T.Ito,K.Mori,A.Sakuta,T.

Hirasa

IEEETrans.onIndustryAppIications,26-2,

350-357(1992).

(BrushlessDCmotor,Axial-fieldPMmotor,

Optimumdesign)

■ ブ ラシ レスDCモ ー タ ー の 省 エ ネ ル ギ ー 高 効 率

運 転 法

(HighEfficiencyControlofBrushlessDC

MotorsforEnergySaving)

童 毅,森 本 純 司,森 本 茂 雄,武 田洋 次,平 紗 多 賀

男

電 気学 会 論 文 誌D,112-3,285-291(1992).

(BrushlessDCmotor,Highefficiencycon一

tro1,Energysav{ng,MaximumefficiencycontroD

■PMモ ー タの 弱 め 磁 束 制 御 を用 い た 広 範 囲 可

変 速 運 転

(VariableSpeedDriveSystemofPerma-

nentMagnetSynchronousMotorswith

Flux-WeakeningControD

森 本 茂 雄,畠 中 啓 太,童 毅,武 田 洋 次,平 紗 多賀

男

電 気 学 会論 文 誌D,112-3,292-298(1992).

(PermanentInagnetsynchronousmotor,

Flux-Weakeningcontrol,Constantpower

operation)

■ 円 筒 状 リニ ア パ ル ス モ ー タ の 補 助 永 久 磁 石 に

よる推 力 不 均 一 の 改 善

(ThrustUnbalancelmprovementwith

CompensationPermanentMagnetin

CylindricalLinearPulseMotor)

真 田雅 之,武 田洋 次,石 川 定 夫,平 紗 多 賀 男

電 気 学 会 論文 誌D,112-11,1080-1086(1992).

(Cylindricallinearpulsemotor,Insetper-

manentmagnettypeLPM,Thrustunbal-

ance,Compensationpermanentmagnet)

圏永 久 磁 石 移 動 子 埋 込 型 円 筒 状 リニア パ ル ス モ

ー タの 特 性

(CharacteristicsofCylindricalLinear

PulseMotorwithlnteriorPermanent

MagnetMover)

真 田雅 之,武 田洋 次,石 川 定 夫,平 紗 多 賀 男

電 気 学 会論 文 誌D,112-12,1207-1213(1992).

(Cylindricallinearpulsemotor,Interior

permanentMagnetMover,Thrustunbal-

ance)

胴Cy[indricalLinearPulseMotorwithlnteri-

orPermanentMagnetMover)

(永 久 磁 石 移 動 子 埋 込 型 円 筒 状 リニ ア パ ル ス

モ ー タ)

M.Sanada,Y,Takeda,S.Morimoto,T.

Hirasa,K.Taniguchi

Proc.of19921EEEIndustryApplicationsSo-

cietyAnnualMeeting,143-147(1992).

(Cylindricallinearpulsemotor,Interior

permanentMagnetMover,Thrustunbal-

ance)

■APWMStrategyforReducingTorque-

Rippleinlnverter-FedlnductionMotor

(イ ンバ ー タ駆 動 誘 導 電 動 機 の トル ク リップル を

低 減 す るPWM方 式)

37



KTaniguchi,N.Kobayashi ,K.Ohishi,Y.

Takeda,S.Morimoto

Proc.ofl9921EEEIndustryApplicationsSo-

cietyAnnualMeeting,503-507(1992).

(PWMstrategy,Torque-ripPle ,Induction

motordrive,Trapezoidalwaveinverter)

圏DynamicMode[andVibrationControlof

ARobotArmwithFlexibleTimingBelt

(フ レ キ シ ブ ル タ イ ミン グ ベ ル トを 有 す るロ ボ ッ トア

ー ム の ダ イ ナ ミッ ク モ デ ル と 振 動 制 御)

K,Fukada,S.Morimoto,Y.Takeda,T.

Hirasa

Proc.of19921nternationalConf.onIndustri-

alElectronics,ControlandInstrumentation,

606-611(1992).

(Flexiblerobotarm,Vibrationcontro1,

Modeling,Statefeedback)

■VibrationControlforARobotArmwith

TransmissionElasticity

(弾 性 伝 達 機 構 を 有 す る ロ ボ ッ トア ー ム の 振 動

制 御)

K.Fukada,S.Morimoto,Y.Takeda,T.

Hirasa,R.Tsubota

Proc.of6thAnnualConferenceofIEEJapan

IndustryApPlicationsSocietyInternationaI

Session,EIO-E15(1992).

(Vibrationcontrol,Robotarmcontrol,

Transmissionelasticity,Poleassignment)

コイ ンバ ー タ応 用 負 荷 を 含 む 動 的 負 荷 の モ デ ル

化

(ModellingofDynamicLoadlncluding

lnverterApParatuses)

芳 本充 陽 川 本 俊 治,石 亀 篤 司,谷 口纒 雄

電 気学 会 論 文誌B,112,540-541(1992).

(Electricpowersystem,Dynamicload,

InveterApparatus,Modelling)

■DesignofElectricPowersystemStabiliz-

erBasedonFuzzyControlTheory

(フ ァ ジ ィ制 御 理 論 に 基 づ く電 力 系 統 安 定 化 装

置 の 設 計)

A.Ishigame,T.Ueda,S,Kawamoto,T.

TaniguchiandM.Kikuta

Proc.ofIEEEInt.Conf.onFuzzySystems

1992.973-980(1992).

(Electicpowersystem,Fuzzycontrol,

StabilizingcontroD

願AnApProachtoStabilityAnalysisofSec-

ondOrderFuzzySystems

(フ ァジ ィシ ス テ ム の 安 定 性 解 析 に 関 す る一 手

法)
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S.Kawamoto,K.Tada,A.IshigameandT,

Taniguchi

Proc.ofIEEEInt.Conf.onFuzzySystems

1992.1427-1434(1992),

(Fuzzysystem,Stabilityanalysis,Fuzzycon-

troD

■AMethodforModellingandStability

EvaluationofNonlinearDynamicSystem

(非 線 形 動 的 シ ス テ ム の モ デ リ ン グ と安 定 性 評

価 の 方 法)

S.Kawamoto,M.Yoshimoto.A.Ishigame,J.

ZhaoandT.Taniguchi

Proc.ofIFACSymposiumLSS'92,280-285

(1992).

(Nonlinearsystem,Modelling,Stability,

Kalmanfilter)

■FuzzyOptimalControlierDesignBased

onNeuralNetworkforNonlinearSystems

(非 線 形 シ ス テ ム に 対 す るニ ュ ー ラ ル ネ ッ トに よ る

フ ァ ジ ィ最 適 制 御 器 の 設 計)

A.Ishigame,S.KawamotoandT.Taniguchi

Proc.ofIEEE19921nt.Conf.onSystems

Engineering,165-168(1992).

(Electricpowersystem,Fuzzycontrol,Neu-

ralnetwork,Optimalcontrol,unsupervised

leaming)

■CarrierTransportCharateristicsofPoly-

silanes

-ElectrophotographicCharacteristics・ 一・

(ポ リ シ ラ ン の キ ャ リア 輸 送 特 性 一 電 子 写 真

特 性 一)

T.Dohmaru,T.Yajima,S.Akita,H.Ueda,

Y.Nakayama,M.Nakano,K.Oka,R.West

andT.Kawamura

Int.Conf.onImagingScienceand】 日[ardcopy

'92
,45-48(1992).

(Photoreceptors,OPC,Polysilane,Time-of-

flight,Carriermobility)

■AmorphousSiliconPhotoreceptorfor

Electrophotography

(電 子 写 真 用 ア モ ル フ ァス ・ シ リコ ン 感 光 体)

S.Akita,Y.Nakayama,K.Wakita,M.

Nakano,M.ZhangandT.Kawamura

Int.Conf,onImagingScienceandHardcopy

'92
,57-60(1992).

(Photoreceptors,a-Si:H,Carrierinjection,

Bandoffset,Gapstatedensity)

鵬TheDepositionModeandPropertiesof

a-Si:HFilmsPreparedbyElectronCy-

clotronResonancePlasmaChemical



VaporDeposition

(ECRプ ラ ズ マCVDに よ るa-Si:H薄 膜 の 推 積 モ

ー ドと そ の 特 性)

M.Zhang,Y.Nakayama,K.Hitsuishi,H.

ImamuraandT.Kawamura

Int.Conf.onImagingScienceandHardcopy

'92
,66-69(1992).

(ECRplasma,CVD,a-Si:H)

■TunnelingAssistedPhotocurrentMulti-

plicationinAmorphousSiliconCarbide

Cells

(ア モ ル フ ァ ス ・シ リコ ン カ ー バ イ ドセ ル の トン ネ

ル ア シ ス ト光 電 流 増 倍)

Y,Nakayama,T.Yajima,H.Ueda,S.Akita

andKawamura

Int.Conf,onImagingScienceandHardcopy

'92
,74-77(1992).

(a-SiC:H,Photocurrent,Photocurrentmulti-

plication,Tunneling)

幽StructualStudyofa-Sii _xCx:HFilms

ProducedbyPlasma-CVD

(プ ラ ズ マCVDに よ っ て 成 膜 したa-Sii-xCx:H薄

膜 の 構 造 解 析)

K.Wakita,H.Hayashi,Y.Nakayamaand

T.KaWamura

Int.Conf.onImagingScienceandHardcopy

'92
,86-89(1992).

(Amorphoussiliconcarbon,PlasmaCVD,

X-raydiffraction,Atomicdensityfunction)

圏Newa-SiPhotoreceptorwithGreatlylm-

provedAcceptancePotentialandPhoto-

sensitivityforHeavy-DutyElectrophoto-

graphy

(受 容 電 位 と 光 感 度 を 大 幅 に 向 上 した 高 負 荷

電 子 写 真 用 の 新 しいa-Si感 光 体)

A.Ikeda,T.Kawakami,K.Ejima,H.Itoh,

T.Sasaki,Y.ShimonoandK.Wakita

IS&T'sthe8thInt.CongressonAdvancesin

Non-ImpactPrintingTechnologies,227-232

(1992).

(a-Si=H,PhotQreceptor,Highacceptance

potential,Highphotosensitivity)

■ 水 素 化 非 結 晶 シ リコ ンカ ー バ イ ドとトリニ トロフル

オ レノンで 構 成 した 積 層 感 光 体 の 光 電 流

(PhotocurrentsinaLayeredPhotorecep-

torConsistingofAmorphousS闘iconCar-

bideand2,4,7Trinitro-9-Fluorenone)

矢 島孝 博,秋 田 成司,中 山喜萬,河 村 孝 夫

電 子 写 真 学 会 誌,31,407-412(1992)、

(Photocurrent,Photoreceptor,a-SiC=H,TNF,

Carrierinjection)

■CouplingEfficiencyofButt-Joinedlsot-

ropicandAnisotropicSingle-ModeSlab

Waveguides

(突 合 わ せ 結 合 した 等 方 性 及 び 異 方 性 単 一 モ

ー ドス ラ ブ 導 波 路 の 結 合 効 率)

S.Sawa,M.Geshiro,M.HottaandH.

Kanetake

IEEETrans.onMicrowaveTheoryand

Techiques,40,338-345(1992).

(Anisotropic,Buttjoint,Couplingefficiency,

SingIemode)

■表 面 抵 抗 を もつ 平 板 格 子 に よる平 面 波 の 散 乱

一 基 板 が 一 般 異 方 性 を もつ 場 合 一

浅 居 正充,尾 崎 光,山 北 次郎,沢 新 之輔

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(C-1),J75-C-1,74-84

(1992).

(Scattering,Stripgrating,Surfaceresistance,

Anisotropic)

口光 波 の 蛇 行 抑 制 に よ る折 れ 曲 りス ラ ブ 光 導 波

路 の 低 損 失 化

堀 田 昌志,下 代雅 啓,沢 新 之 輔

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(C-1),J75-C-1,

205-207(1992).

(OpticaIbeamundulation,Bent-waveguide

design,Singlemode)

■ス ラ ブ 光 導 波 路 間 の 軸 ず れ 接 続 に 対 す るビー

ム 伝 搬 法 に よる解 析 法

堀 田 昌志,下 代 雅啓,沢 新 之輔

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(C-1),J75-C-1,

681-683(1992).

(BeamPropagationmethod,Buttjoint,Slab

waveguide)

■TransmissionandReflectionatButt

JointsbetweenlsotropicandAnisotropic

Sing【e-ModeSlabWaveguides

(等 方 性 及 び 異 法 性 単 一 モ ー ドス ラ ブ 導 波 路

間 の 突 合 わ せ 結 合 部 に お け る透 過 と反 射)

M.Geshiro,M.Hotta,H.KanetakeandS.

Sawa

JpnJ.Appl.Phys.,3t,1561-1564(1992).

(ButtJoint,Anisotropicwaveguide,

Power-couplingefficiency,Offset)

■パ ル ス レー ダ ー 用 抵 抗 装 荷 ダ イポ ー ル ア ンテ ナ

の 過 度 応 答

小 南 昌 信,高 木 徹 沢新 之 輔,菊 田 隆

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(B-II),J75-B-11,

293-299(1992).

(Transientresponse,Resistivelyloaded,

Pulseradar,Dipoleantenna)
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■ScatteringfromStripGratingswithSur -

faceResistance:

lntheCaseofGeneralAnisotropicSub-

strates

(表 面 抵 抗 を 有 す る平 板 格 子 か ら の 散 乱:一

般 異 方 性 基 板 の 場 合)

M.Asai,A.Ozaki,J.YamakitaandS .Sawa

ElectronicsandCommunicationsinJapan
,

Part2,75,19-13(1992).

(Anisotropysurfaceresistance,Stripgrating,

Scattering)

■周 期 条 件 を 満 た す グ リー ン 関 数 を 用 い た 損 失

誘 電 体 格 子 の 解 析

南 功 治,山 北 次郎,沢 新 之輔

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(C-1),J75-C-1,

528-535(1992).

(Lossydielectrics,Grating,Pseudo-Priodic,

Greenfunction)

■ScatteringfromaPeriodicArrayona

DielectricSubstrate

(誘 電 体 基 板 上 の 周 期 的 ア レー か ら の 散 乱)

H.Wakabayashi,M.KominamiandS.Sawa

ProceedingsofISAP'92,Sapporo,Japan,3,

737-740(1992)。

(Frequencyselectivescreen,Priodicarray,

Crosseddipole,Scatte「in9)

■ApplicationofBeamPropagationMethod

toPlanarWavegudeButt-Joints

(ビ ー ム 伝 搬 法 の 平 面 導 波 路 の 突 合 わ 結 合 へ

の 応 用)

M.Hotta,M.Geshiro,M.NakatsuandS.

Sawa

ProceedingsofISAP'92,Sapporo,Japan,3,

933-936(1992).

(Beampropagationmethod,Butt-Joint,

Spectraldomain,Fresnelreflection)

■ 相 互 結 合 の 少 な い 間 隔 で 配 列 され た チ ェビ シ

ェフ 形 マ イ ク ロ ス トリップ ダ イ ホ ー ル ア レー の 一

設 計 法

鴨 川 健 司,小 南 昌信,沢 新 之 輔

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(B-II),J75-B-ll,

655-657(1992).

(Mutualcouling,Chebyshevdipolearray,

Microstrip,Momentmethod)

■抵 抗 平 板 格 子 を もつ フ ェライ トス ラブ 導 波 路 の

解 析

尾 崎 光,浅 居 正 充,山 北 次郎,沢 新 之輔

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(C-D,J75-C-1,

694-702(1992).

(Ferriteslab,Resistiveestripgrating,Lossy
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strip,Periodocarray)

■ 不 均 一 分 布 結 合 を 用 い た 光 分 配 器 の 一 構 成

法

堀 田 昌志,下 代 雅 啓,荒 芝 智幸,沢 新 之輔

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌(C-1),J75-C-1,

755-757(1992),

(Opticalpowerdivider,distributedcoupling,

Designconsideration)

■ScatteringfromConductororComplemen-

taryApertureArrayonaSemi-lnfinite

Substrate

(半 無 限 基 板 上 の 導 体 ア レ ー 及 び 補 体 型 素 子

ア レ ー か ら の 散 乱)

H.Wakabayashi,M.Kominami,S.Sawa

andH.Nakashima

IEICETrans.Fundamentals,E75-A,

1762-1764(1992).

(Scattering,Conductorarray,Complementary

apert・ ・earray,Frequencyselectivescreen)

鷹PolarizationCharacteristicsofPlane

WavesScatteredbyaStripGratingwith

anAnisotropicSubstrate

(異 方 性 基 板 を 有 す る平 板 格 子 に よ る散 乱 平 面

波 の 偏 波 特 性)

M,Asai,J.YamakitaandS.Sawa

IEICETrans.Fundamentals,E75-A,

1765-1767(1992).

(Polarization,ScatteredplaneWaves,Strip

grating,Anisotropicsubstrate)

腫AnApproximateSolutionofElectro-

magneticallyCoupledMicrostripDipole

Arrays

(電 磁 結 合 形 ダ イ ポ ー ル ァ レ ー の 近 似 解 法)

M.Kominami,N.Yakuwa

EectronicsandCommunicationsinJapan,

Part1,75,106-114(1992).

(EMCdipoles,Approximation,Quasi-static

analysis,Momentmethod)

■ 輪 郭 線 の 構 造 木 表 現 とそ の 物 体 認 識 へ の 応

用

(StructuralTreeRepresentationofOut-

linesandltsApPiicationtoObjectRecognト

tion)

敷 国利,崔 玉 軍,泉 正 夫,福 永邦 雄

電 子 情 報通 信 学 会 論文 誌,J75-D-II,3,481-489

(1992).

(Imageprocessing,Scalespace,Outline,Ob-

jeCtreCOgnitien)



5FastOptimalAlgorithmfortheCMOS

FunctionalCellLayoutBasedonTransis-

torReordering

(ト ラ ン ジ ス タ の 並 び 換 え に 基 づ くCMOS機 能 セ

ル 配 置 の 高 速 最 適 ア ル ゴ リズ ム)

T.Nakagaki,S,YamadaandK.Fukunaga

Proc.of19921EEEInternationalSymposium

onCircuitsandSystems,2116-2119(1992).

(Circuitdesign,Placement,Transistorreor-

dering,Graphtheory)

口概 略 図 を用 い た ア スペ ク トビジ ョン

(AspectVisionBasedonOutiinelmages)

泉 正 夫,川 上 弘起,西 村 崇,福 永 邦 雄

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,5,5,191-197

(1992).

(Aspectgraph,Outlineimage,Algebraicex-

pression,Patternrecognition)

■ObjectRecognitionUsingOutlinelmages

(概 略 図 を 用 い た 物 体 認 識)

M.Izumi,K.Kusakabe,H.Kawakamiand

K.Fukunaga

Proc.of19921EEE/RSJInternationalCon-

ferenceonIntelligentRobotsandSystems,

1611-1616(1992).

(Objectrecognition,Outlineimages,Image

graph,Aspects)

口MatchingoflmageGraphsUsingRelaxa-

tion

(弛 緩 法 を用 い た画 像 グラフの 対 応)

M。Izumi,T.AsanoandK.Fukunaga

Proc.of1992Japan-USASymposiumon

FlexibleAutomation,341-348(1992).

(Graphmatching,Imagegraph,StructuraI

similarity,Relaxationmethod)

■ニュ ーラ ル ネ ットワ ー ク を用 い た 画 像 構 造 に 基 づ

く物 体 認 識

(ObjectRecognitionBasedonlmage

StructureUsingaNeuralNetwork)

赦 国利,崔 玉 軍,泉 正 夫,福 永邦 雄

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌,J75-D-II,10,

1691-1700(1992).

(Computervision,Objectrecognition,Out-

Iines,Hopfie正dnetwork)

凹 概 略 図 を用 い た モ デ ル ベ ー ス 物 体 認 識 の 一 手

法

(AMethodofMode1-BasedObjectRec-

ognitionUsingOutlinelmages)

泉 正 夫,草 壁健 児,川 上 弘起,福 永 邦雄

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌,J75-D-II,lo,

1750-!754(1992).

(Objectrecongnition,Outline

Mode工 一based,Imagegraph)

1mages,

■AFuzzy-TheoreticTimingDrivenPlace-

mentMethod

(フ ァジ ィ理 論 に よ る遅 延 時 間 を 考 慮 した 回 路 配

置 法)

Z.Gu,S.Yamada,K.FukunagaandS,

Yoneda

IEICETrans.onFundamentals,E75--A,10,

1280-1285(1992).

(Fuzzy,blockplacement,pathdelay,timing

drivenplacement)

■MatchingofEdge-LinelmagesUsing

Relaxation

(弛 緩 法 を 用 い た エ ッ ジ 線 画 の 対 応)

M.Izumi,T.Asano,K.FukunagaandH.

Murata

IEICETrans.onInformationandSystems,

E75-D,6,902-908(1992).

(lmagegraphmatching,Relaxationmethod,

Objectrecognition)

■ASchedulingMethodbyStepwiseEx-

pansioninHigh-LevelSynthesis

(遂 次 拡 張 法 を 用 い た 回 路 の 高 レ ベ ル 設 計 に

お け る計 算 ス ケ ジ ュ ー ル 設 計 法)

H.Komi,S.YamadaandK、Fukunaga

Proc.ofIEEE/ACM19921nternationalCon-

ferenceonComputerAidedDesign,234-237

(1992).

(Circuitdesign,Highlevelsynthesis,

Scheduling,Operationassignment)

■SNAKEモ デ ル を用 い た エ ッジ 線 画 像 抽 出 とそ

の 物 体 認 識 へ の 応 用

(ExtractionofEdgelinelmagesUsing

SNAKEModelandltsApplicationtoOb-

jectRecognition)

泉 正 夫 藤 本健 雄 福 永邦 雄

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌,J75-D-II,12,

2010-2017(1992).

(Objectrecognition,Edgelineextraction,

Model-based,Snakemodel)

■AMethodforSelectingtheMostSuitable

PitchfromSomeCandidatesUtilizingIts

TimeContinuation

(時 間 的 な 連 続 性 を 考 慮 した ピ ッチ 候 補 の 選 択

法)

A.OgiharaandS.Yoneda

ElectronicsandCommunicationsinJapan,

Part3,75,2,!-12(1992).

(Pitchextration,Speechprocessing,Time
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COntinUatiOn)

■SCPitchExtractionforReal-timeand

ContirluousProcessing

(実 時 間 か つ 連 続 抽 出 が 可 能 なSCピ ッチ 抽 出

装 置)

S.Yamashita,A.OgiharaandS .Yoneda

ElectronicsandCommunicationsinJapan
,

Part3,75,3,76-83(1992).

(Pitchextration,Speechprocessing,Real

-timeprocessing
,SCcircuit)

■AnSVQ-HMMTrainingMethodUsing

SimultaneousGenerativeHistogram

(同 時 生 起 ヒ ス トグ ラ ム を 用 い たSVQ-HMM訓

練 法)

Y.Hayashi,S.Kondo,N.Takasu,A.

OgiharaandS.Yoneda

IEICETransactionsonFundamentalsofE-

lectronics,CommunicationsandComputer

Sciences,E75-A,7,905-907(1992).

(Separatevectorquantization,HiddenMar-

kovmodel,Speechrecognition)

■ANeuralNetworkwithaMechanismfor

DetectingandZooming

(文 字 認 識 の た め の 位 置 検 出 お よ び ズ ー ム 機

構 を備 えた ニ ュー ラル ネ ットワー ク)

M.Ohta,Y.AnzaiandS.Yoneda

InternationalJoumalofElectronics,73,3,

447-459(1992)、

(OCR,Neuralnetwork,Mechanismfor

detecting,Zooming)

■HighSensitMtyOpticalDetectionofln-

ternalStrainofSemiconductorMaterials

UsingPolarized〕ght

(偏 光 を 用 い た 半 導 体 材 料 の 内 部 歪 み の 高 感

度 光 学 検 出)

H.Horinaka,N.YamamotoandY.Cho

IEEELEOS'92Conf.Proc.,129(1992).

(Electronspinpolarization,Internalstrain・

Circularlypolarizedlight)

■StrainDependenceofSpinPolarizationof

PhotoelectronsfromaThinGaAsLayer

(GaAs薄 膜 層 か ら の 光 電 子 の ス ピ ン 偏 極 に お

け る 内 部 歪 依 存 性)

H.Aoyagi,H.Horinaka,Y.Kamiya,T.

Kato,T.Kosugoh,S.Nakamura,T.

Nakanishi,S.Okumi,T.Saka,M,Tawada

andM.Tsubata

PhysicsLettersA167,415-420(1992).

(StrainedIattice,Electronspinpolarization,

InternalStrain)

■SplittingofDegeneracyofValenceBand

inStrainedGaAsLayersObservedfrom

PolarizationofPhotoelectrons

(光 電 子 の 偏 極 か ら 観 測 さ れ た 歪Gaへs層 中 の

価 電 子 帯 の 分 離)

T.Saka,T.Kato,T.Nakanishi,H.Aoyagi,

T,Kosugoh,S.Nakamura,M.Tawada,M.

Tsubata,H.HorinakaandY.Kamiya

CrystalGrowth,124,346-351(1992).

(Strainedlattice,Electronspinpolarization,

Intemalstrain)

■ しきい 値 制 御 を行 うSCホ ップ フィー ル ドメモ リ

(HopfieldMemorywithThresholdControl

UsingSCCircuits)

安 西 陽一 郎,米 田 正 次郎

電 子 情 報 通 信 学 会 論文 誌J75-C-II,5,245-248

(1992).

(Hopfieldmodel,Associativememory,Sig-

nalprocessing,SCcircuit)

■ANewApproachtoHighlyE行icientRa-

manSpectroscopyUsingaLaserDiode

andAgGaSe2CrystalFilter

(レ ー ザ ー ダイ オ ー ドとAgGaSe2結 晶 フィル ター

を 用 い た 高 性 能 ラ マ ン分 光 測 定 へ の 新 しい 提

案)

H.Horinaka,N。YamamotoandH.

Hamaguchi

Appl.Spectrosc.46,379-381(1992).

(Ramansectroscopy,AgGaSe2,Band-Elimi-

nation創ter,Laserdiode)

■ApplicationofAgGaS2FiltertoEasy

RamanSpectroscopy

(簡 易 ラ マ ン 分 光 測 定 へ のAgGaS2フ ィ ル タ ー

の 応 用)

N.Yamamoto,H.Horinaka,Y.ChoandH.

Hamaguchi

AnalyticalSciences,7Supplement,581-584

(1991).

(AgGaS2,Band-Eliminationfilter,Raman

spectroscopy)

■PhotoconductivityDecayCharacterisitics

ofUndopedp-TypeCuGaS2

(不 純 物 を導 入 して い な いp形CuGaS2の 光 伝

導 の 時 間 減 衰 特 性)

M.Susaki,H.HorinakaandN.Yamamoto

JPn.」.ApPI.Phys.,31,301-304(1992).

(CuGaS2,Photoconductivity,Decay)

層線形一非線形 一光導波路構成における非線形

表面波の伝搬
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PropagationofTHENonlinearSurface

WaveintheLinear-NonlinearOptical

WaveguideStruture

大 家 重 明,梅 田 徳 男,張 吉 夫

電 子 情 報 通 信 学 会 誌,C-1,4,444-451(1992).

(Linear,Nonlinear,Opticalwaveguide,

Propagation,Nonlinearsurfacewave)

■ 直 交 関 数 形 適 応 デ ィジタル フィル タの 極 配 置 に

関 す る一 検 討

(AStudyonPoleLocationsofOr-

thogonalFunctionTypeAdaptiveDigital

Filer)

伊 藤 良 生,森 川 敏 幸,小 林 正 樹,日 下 浩 次

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌A,J75--A,1,138-140

(1992).

(Orthogonalfunction,Adaptivefi正ter,Digital

figiter,Polelocation)

■ 直 交 関 数 形 適 応 デ ィジタル フィル タの 一 実 現 法

(ARealizationofanPrthogonalFunction

TypeAdaptiveDigitalFilter)

森 川 敏 幸,伊 藤 良 生,小 林 正 樹,日 下 浩 次

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌A,J75-A,3,664-666

(1992).

(Orthogonalfunction,AdaptivefiIter,Dis-

creteFourierTransform)

■CharacteristicsofDLLwithRejectionFil-

terofNarrowbandlnterferenceinDS-SS

CommunicationSystems

(DS-SS通 信 シ ス テ ム に お け る 狭 帯 域 干 渉 波

の 除 去 フ ィル タ を もつDLLの 特 性)

H.Kusaka,T.Nakai,M.Kimura,S.

Takamatsu

Proc.ofIEEESecondInt.Symp.onSpread

SpectrumTechniquesandApplications,

Yokohama,Japan,275-278(1992).

(Spreadspectrum,Delaylockloop,Inter-

ference,Rejectionfilter)

■ModelbasedSystemforAnalyzingDoc-

UmentlmageS

(モ デ ル に 基 づ く文 書 画 像 解 析 シ ス テ ム)

K.Kise,M.Yamaoka,N.BabaguchiandY.

Tezuka

ProceedingsofthellthInternationalCon-

ferenceonPatternRecobnition,2,647-650

(1992).

(Documentimageanalysis,Documentrecog-

nition,Knowledgebasedsystem,Knowledge

Acquisition)

■lmprovementofTextlmageRecognition

BasedonLinguisticConstraints

(言語制約に基づくテキスト画像認識の改善)
K.Kise,T.Shiraishi,S.TakamatsuandH.

Kusaka

ProceedingsofIAPRWorkshoponMachine

VisionApplication'92,511-514(1992).

(Characterrecognitior1,Post-Processing,

NaturalIanguageprocessing,Textimage

recognition)

43



懸2.解 説総 説wwewew{wwwweWWWWWIwwtw

■1-lll-VI2族 カ ル コパ イ ライ ト化 合 物 の 固 相 成

長

山本 信 行,堀 中博道

応 用 物 理,61,826-829(1992).

■半 導 体 レー ザ ー ・ダ イ オ ー ドを用 い た 簡 易 ラ マ

ン分 光 器(1)

(カ ル コパ イラ イ ト半 導 体 を用 い た 帯 域 除 去 フィ

ル ター)

堀 中博 道 山本 信 行

JascoReport,34,92-97(1992).

■ コ ヒー レン ト相 互 作 用 の 超 高 速 光 ス イ ッチ ン グ

へ の 応 用

和 田健 司,張 吉 夫

レー ザー研 究,20,653-661(1992).

■超 短 光 パ ル ス オ ーバ ー ビュー

張 吉 夫

オプトニ クス,4,47-54(1992).
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灘3.学術著書　
ロパ ワーエ レクトロニクス

平紗多賀男,武 田洋次,森 本茂雄(分 担執筆)

共立出版,(1992).
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㈱ 4.国 際会議発表

■IEEElnt.Conf .onFuzzySystems1992

(SanDiego,U.S.A.,Mar.,1992)

A.Ishigame,T.Ueda,S.Kawamoto,T.

TaniguchiandM.Kikuta:

DesignofElectricPowersystemStabilizer

BasedonFuzzyControlTheory

S.Kawamoto,K.Tada,A.IshigameandT .

Taniguchi:

AnApproachtoStabilityAnalysisofSecond

OrderFuzzySystems

■lntConf.onlmagingScienceandHard-

copy'92.(Shanghai,China,May,1992)

T.Dohrnaru,T.Yajima,S.Akita,H.Ueda,

Y.Nakayama,M.Nakano,K.Oka,R.West

andT.Kawamura:

CarrierTransportCharacteristicsof

Polysilanes

-ElectrophotographicCharacteristics一

S.Akita,Y.Nakayama,K.Wakita,M.

Nakano,M.ZhangandT.Kawamura=

AmorphousSiliconPhotoreceptorfor

Electrophotography

M.Zhang,Y.Nakayama,K.Hitsuishi,H.

ImamuraandT.Kawamura.

TheDepositionModeandPropertiesofa-Si

:HFilmsPreparedbyElectronCyclotron

ResonancePlasmaChemicalVaporDeposi-

tion

Y.Nakayama,T.Yajima,H.Ueda,S.Akita

andT.Kawamura:

TunnelingAssistedPhotocurrentMultiplica-

tioninAmorphousSiliconCarbideCells

K.Wakita,H.Hayashi,Y.Nakayamaand

T.Kawamural

StructualStudyofa-Si1-xCx:HFilms

ProducedbyPlasma-CVD

■19921EEElnternationalSymposiumon

CircuitsandSystems(SanDiego,May.,

1992)

T.Nakagaki,S.YamadaandKFukunaga:

FastOptimalAlgorithmfortheCMOSFunc-

tionalCellLayoutBasedonTransistor

Reordering

■t992旧EE/RSJlnternationalConference

46

。.1。tellig・ ・tR・b・tsa・dSystems(Ra-

leigh,,U.SA,Jul.,1992)

M.Izumi,K.Kusakabe,H.Kawakamiand

K.Fukunaga:

ObjectRecognitionUsingOutlineImages

幽1992Japan-USASymposiumonFlexible

Automation(SanFrancisco,じS.A.,Jul.,

1992)

M.Izumi,T.AsanoandK.Fukunaga=

MatchingofImageGraphsUsingRelaxation

隔IFACSymposiumLSS'92(Beijing,China,

Aug.,1992)

H.Kawabata,Y.Shirao,T.Nagahara,Y.

Inagaki:

AMethodofDecentralizedControlinLarge

ScaleMulti-dimensionalSystem

S.Kawamoto,M.Yoshimoto,A.Ishigame,J.

ZhaoandT.Taniguchi

AMethodforModellingandStability

EvaluationofNonlinearDynamicSystem

■6thAnnualConferenceofIEEJapanln-

dustryApPlicationsSociety(Nagoya,

Japan,Aug.,1992)

K.Fukuda,S.Morimoto,Y.Takeda,T.

Hirasa,R.Tsubota:

VibrationControlforARobotArmwith

TransmissionElasticity

翻11thlnternationalConf.onPatternReco9-

nition(TheHague,TheNetheriands,

Aug.,1992)

K.Kise,M.Yamaoka,N.BabaguchiandY.

Tezuka:

ModelbasedSustemforAnalyzingDocu・

mentImages

■IEEE19921nt .Conf.onSystemsEn-

gineering(Kobe,Japan,Sep.,1992)

A.Ishigame,S.KawamotoandT.Taniguchi:

FuzzyOptimalControllerDesignBasedon

NeuralNetworkforNonlinearSystems

■19921nternationalSymposiumonAnten-

nasandPropagation,ISAP'92(SapPoro,

Japan,Sep.,1992)

H.Wakabayashi,M.KominamiandS.Sawa:

ScatteringfromaPeriodicArrayona

DielectricSubstrate



M.Hotta,M.Geshiro,M.NakatsuandS.

Sawa

ApplicationofBeamPropagationMethodto

planarWaveguideButt-Joints

■19921EEElndustryApplicationsSociety

AnnualMeeting(Houston,U.S.A.,Oct.,

1992)

M.Sanada,Y.Takeda,S.Morimoto,T.

Hirasa,K.Taniguchi=

CylindricalLinearPulseMotorwithInterior

PermanentMagnetMover

K.Taniguchi,N.Kobayashi,K,Ohishi,Y.

Takeda,S.Morimotol

APWMStrategyforReducingTorque-Rip-

pleinInverter-FedInductionMotor

CirucularlyPolarizedPhotoluminescecefrom

StrainedGaAs

■IEEESecondlnt.Sump.onSpreadSpec-

trumTechniquesandApplications

(Yokohama,Japan,Nov.,1992)

H.Kusaka,T.Nakai,M.Kimura,S.

Takamatsu:

CharacteristicsofDLLwithRejectionFilter

ofNarrowbandInterferenceinDS-SSCom-

municationSystems

■IAPRWorkshoponMachineVisionAp-

plications'92(Tokyo,Japan,Dec.,1992)

K.Kise,T,Shiraishi,S.TakamatsuandH,

Kusaka:

ImprovementofTextImageRecognition

BasedonLinguisticConstaints

■IS&T'sthe8thlnt,CongressonAdbance

inNon-lmpactPrintingTechonobgies

(Williamsburg,U.S.A.,Oct.,1992)

A.Ikeda,T.Kawakami,K.Ejima,H.Itoh,

T.Sasaki,Y.ShimonoandK.Wakita:

Newa-・SiPhotoreceptorwithGreatlyIm・

provedAcceptancePotentialandPhotosen-

sitivityforHeavy-DutyElectrophotography

■19921nternationalConf.onlndustria1

日ectronics,ControlandInstrumentation

(SanDiego,U.S.A.,Nov.,1992)

K.Fukuda,S.Morimoto,Y.Takeda,T.

Hirasa:

DynamicModelandVibrationControlofA

RobotArmwithFlexibleTimingBelt

■IEEEIACM19921nternationalConference

onComputerAidedDesign(SantaClara,

U.S.A.,Nov.,1992)

H,Komi,S.YamadaandK.Fukunaga:

ASchedulingMethodbyStepwiseExpansion

inHigh-LevelSynthesis

■LEOS'92Conf.(Boston,U.S.A.,Nov.,

1992)

H.Horinaka,N.YamamotoandY.Cyo=

HighSensitivityOpticalDetectionofInter-

nalStrainofSemiconductor

MaterialsUsingPolarizedLight

蘭Symp,HighEnergySpinPhys.(Nagoya,

Japan,Nov.,1992)

H.Horinaka,T.Nakanishi,S.Okumi,H.

Aoyagi,T.Kosugoh,S.Nakamura,M.

Tawada,M.Tsubata,K.Togawa,T.Saka,

T.Kato,Y.Kamiya=

47



㈱5.学術講演発表　
■電 気 学 会 半 導 体 電 力変 換 研 究 会

(1月,大 阪)

森本 純司,森 本茂雄,武 田洋次,平 紗 多賀男,山

際昭雄 大山和伸=

埋込磁石構造PMモ ータに適 した制御法

研究会資料,SPC-92-5,45-54.

■ 日本 ファジィ学 会 ファジィOR第il回 研 究 会

(1月,堺)

石亀篤司:

ファジィ推論 に基づくスライディングモード制御系設

計

■第9回 プラズマ プロセシ ング研 究 会

(1月,福 岡)

張 梅,中 山喜萬,河 村孝夫=

ECRプ ラズマを用いたSi-Hネ ットワーク作成へのイ

オンの寄与

プロシーディングス,183-186.

■光 ・量 子 エ レクトロニクス研 究 会(t月 ,岡 山)

堀 田昌志,下 代雅啓,武 市 聖,沢 新之輔=

分布結合系を用いた2等分配器の一構成法

信学技報,VOL.91,No.405,0QE91-161,61-66、

■ア ンテナ ・伝 搬 研 究 会(1月 ,名 古 屋)

山本和彦,小 南 昌信,沢 新之輔

非線 形最適化法による電磁結合形プリントダイポー

ルアレーの設計

信学技報,VOL91,No.409,A・P91-116,61-66.

高木 敬,小 南 昌信,沢 新 之輔,菊 田 隆,中

山 昇:

半無 限誘電体近傍 に置かれたダイポールアンテナ

の解析

信学技報,VOL91,No.409,A・P91-117,67-72.

■電 子 情 報 通 信 学 会 人 工 知 能 と知 識 処 理 研

究 会(1月,京 都)

北橋忠 宏,芦 田 昌也,淡 誠 一郎,安 部憲広,黄 瀬

浩一:

機能に基 づく物体概念とその応用

A191-70(1992).

■電 気 学 会 リニア ドライプ研 究 会(3月,那 覇)

真田雅 之,武 田洋次,石 川定夫,平 紗多賀男,武

知弘明:

永久磁 石移 動子埋込型 円筒状 リニアパルスモータ

の特性

研究会資料,LD-92--11,93-99.

■電 子 情 報 通 信 学 会 ニュー ロコンピューティン

グ研 究 会(3月,町 田)

太田正哉,安 西陽一郎,米 田正次郎:

組合せ的最適化問題の一解法 主軸移動法

電子情報通信学会技術研究報告,91,530,39-46.

■電 気 学 会 全 国 大 会(3月,千 葉)

白尾 嘉章,小 西啓治,川 畑 洋昭,永 原敏邦,稲 垣

嘉雄,平 田昌也

非対称線形接続復元力(硬特性)を有する非 自律系

の周期解について(その37)

講演論文集,14,1-17.

深田康一,森 本茂雄 武 田洋次,平 紗多賀男:

ベルト機構 を有するロボットのモデル化 と振動制御

講演論文集,6,3.

森本 純司,森 本茂雄,武 田洋次,平 紗多賀 男,山

際昭雄 大山和伸:

表 面磁石および埋 込磁石構 造PMモ ータの特性比

較

講演論文集,7,11.

真 田雅之,武 田洋 次,石 川定 夫,平 紗 多賀男,武

知弘明=

永久磁石移 動子埋込型 円筒状 リニアパルスモータ

の推力特性

講演論文集,7,121.

川本俊治,石 亀篤司,谷 口経雄:

非エネルギー型状 態関数による安定領域評価 につ

いて

講演論文集,9,18.

梶 田晋吾,川 本俊治,石 亀篤司,谷 口纒雄:

電力系統におけるオンライン安定評 価について

講演論文集,9,19.

石亀篤司,杉 本憲昭,川 本俊治,谷 口纒雄=

VSS型 適 応制御による電力系統の安定化

講演論文集,9,227.

趙建民,石 亀篤司,川 本俊治,谷 口経雄;

臨界エネルギー感度 手法に基づく過渡安定度 向上

予防制御

講演論文集,9,230.

■第39回 応 用 物 理 学 関 係 連 合 講 演 会

(3月,千 葉)

今村 寛,中 山喜萬,河 村孝夫

熱CVD法 によるSi/Sn多 層膜の作成

講 演予稿集,485.
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池田 徹 中山喜萬,河 村孝夫

シリコンからの室温黄色発光

講演予稿集,745.

上 田博 民,矢 島 孝 博,秋 田成 司,中 山喜 萬,河 村

孝 夫 二

SnO2/a-Sic:H/Au構 造 セル における双 方 向光 電

流 倍増 現 象 の機 構(II)

講 演 予稿 集,747.

林 秀樹 脇田和樹 中山喜萬 河村孝夫=

グロー放電 プラズマによるa-SiN,:H膜 のシリコン

微結晶構造(II)

講演予稿集,754.

張 梅,中 山 喜 萬,河 村 孝 夫:

a-Sic二H薄 膜 のECRプ ラズ マCVDに お ける基 板

温 度 依存 性

講 演 予稿 集,771.

山本信 行,沖 田篤 志,張 吉夫,芦 田 淳,伊 藤

太一郎

固相成長法で作製したCulnSe、基板結晶の性質

講演予稿集,1090.

八 馬茂 雄,芦 田 淳,伊 藤 太 一郎,山 本 信行=

Cu2Se及 びIn2Se3を 蒸 発 源 とす るCulnSe2薄 膜 の作

製

講演 予 稿 集,1090.

中西 彊,青 柳秀樹,津 幡 充,中 村真 介,多 和

田正文,越 河 勉,坂 貴,加 藤俊宏,堀 中博道,

神谷芳弘

歪んだGaAs層 による偏極電子源(II)

講演予稿集,1117.

須崎 昌己,山 本信行,堀 中博道,張 吉夫

無添加p型CuGaS2の 光伝 導特 性

講演予稿集,1202.

物 部 秀 二,田 中 徹 児,堀 中 博 道,和 田 健 司,山 本

信 行,張 吉 夫:

CdGa2Se4の フォトリフラクティブ効 果(II)

講 演 予稿 集,1205.

大家重明,梅 田徳男,張 吉夫:

負の非線形係数を用いた多モードー基本モード導波

路間の接続

講演予稿集,997.

塩 田 哲 郎,大 沢 昌彦,梅 田徳 男,和 田健 司,張

吉夫 二

散乱媒質透過光からの直進透過成分の抽出

講演予稿集,813.

欄電 子 情 報 通 信 学 会 春 季 大 会(3月,千 葉)

小西啓 治,白 尾嘉章,川 畑洋 昭,平 田昌也,永 原

敏邦,稲 垣嘉雄1

非対称Duffing型 方程式 に現れるカオスの非線形

性 による影響

講演論文集,A-71.

津 幡 俊 英,川 畑 洋 昭,白 尾 嘉 章,平 田 昌也,永 原

敏 邦,稲 垣 嘉雄:

リカレントニューロンのダイナミックスに対 する一 考 察

講 演 論 文 集,A-81.

山本 和 彦,小 南 昌信,沢 信 之 輔

電磁 結 合 型 プリントダイポールの 一設 計 法

講 演 論 文 集,B-39,2-39.

若林秀昭,小 南 昌信,沢 信之輔,中 嶋 弘=

半無 限大誘電体基板上に置 かれた無限周期アレイ

の円偏 波

散乱特性

講演論文集,B-73,2-73,

池田雅信,泉 正夫,福 永邦雄=

節点の対応関係 を用いた物体認識

講演論文集,7-356.

青木啓志,川 上弘起,泉 正夫,福 永邦雄.

節点階層構造を用いた物体認識

講演論文集,7-35Z

小 味 弘典,山 田 正 一郎:

LSI設 計 にお けるス ケジュー リング問題 の一 解 法

講 演 論 文 集,1-95.

寺井克美,山 田正一郎;

混合整数計画法を用いた配線長最小化配置法

講演論文集,1-126.

顧 澤 蒼,山 田正 一 郎,米 田正 次 郎:

ファジィ理 論 に基 づ くタイミング制 約 付 きブロック配 置

法

講 演 論 文 集,1-127,

林 泰久,近 藤敏 志,高 須宣行,荻 原昭夫,米 田

正次郎

シンボル同時生起 ヒストグラムを用いたHMM訓 練

法

講演論文集,1-243.

植 田 宏,安 西 陽 一 郎,太 田正 哉,米 田 正 次郎

PDNを 用い た連 想記 憶 ニ ュー ラル ネットワーク

講 演 論 文 集,6-50.

王 暁蒲,米 田正 次郎:

文字と走査線との交差情報を用いた手書き文字認識
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講 演 論 文 集,7-289.

■電 子 情 報 通 信 学 会 第5回 回 路 とシステ ム軽

井 沢 ワークショップ(4月,軽 井 沢)

小西啓治,白 尾嘉章,川 畑洋昭,永 原敏邦,稲 垣

嘉雄

区間線形Duffing型 方程式にあらわれるストレイン

ジアトラクタのマルチフラクタル的側面

講 演論文集,333-338.

顧 澤蒼,山 田 正一 郎,福 永邦 雄,米 田正 次 郎:

ファジィ理 論 を用 い たタイミング制 約 付 きブ ロック配

置 法

論 文 集,59-64.

太 田正哉,安 西陽一郎,米 田正次郎,荻 原昭夫

組合せ的最適化問題の一解法:主 軸移動法

論文集,17--22.

植 田 宏,安 西 陽 一 郎,太 田 正 哉,米 田 正 次 郎,

荻 原 昭 夫:

PDNを 用 いた連 想記 憶 ニュー ラルネットワーク

論 文 集,11-16.

胴ファジィシステ ムシンポ ジウム(5月,広 島)

川本 俊治,多 田憲正,尾 上典 央,石 亀篤 司,谷 口

纒雄:

非線形システムの厳密 なファジィシステム構成 と安定

性解析

講演論文集,YB2-2.

■電 気 学 会 第4回 リニア ドライブ若 手 研 究 者 シン

ポジウム(7月,恵 那)

真 田雅之,塩 山和 之,高 木邦彦,武 田洋次,平 紗

多賀男:

リニアパルスモータの動特性解析と過度振動制御法

予稿集,23-29,

5電 気 学 会 電 力 ・エ ネル ギー部 門 大 会(7月 ,

豊 中)

川本俊治,多 田憲正,石 亀篤司,谷 口経雄:

電力 系統 のファジィ制御 におけるファジィシステム構

成と安定性解析

講演論文集II,9-10.

高城貫弘,石 亀篤司,川 本俊治,谷 口経雄:

遺伝 的 アルゴリズム ・ニューラルネットワークを用い

た電力系統構造制御

講演論文集II,76-77.

梶 田晋吾,川 本俊治,石 亀篤司,谷 口纒雄:

オンライン安定性 評価 法の逐 次推 定に関する一考

察

講演論文集II,106--107.
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■JapanHardcopy'92(7月,東 京)

矢島孝博,堂 丸隆祥,河 村 孝夫=

a-Sic;H薄 膜 を用いた有機/無 機積層感光体の光

電流増倍機構

予稿集,221-224.

脇田和樹 林 秀樹,中 野正 夫,河 村孝夫:

Si感光体の高帯電能と高感度化

予稿集,225-228.

巳電 磁 界 理 論 研 究 会(7月,大 阪)

増地聡男,沢 新之輔:

光導波路における不連続部の解析について

信学技法EMT-92-37～44,21-30.

■情 報 処 理 学 会,電 子 情 報 通 信 学 会 画 像 の 認

識 ・理 解 シンポジ ウム(7月,札 幌)

福 永邦雄,青 木啓志,泉 正夫:

モデルベースに基 づく協調認識の一手法

講演論文集1,25-32.

黄瀬浩一,坂 東博 司,高 松 忍,日 下浩次:

文書構 造解析 のためのレイアウト構造 のクラスタリン

グ

講 演論文集1,287-294.

■第23回 結 晶 成 長 国 内 会 議(7月,徳 島)

芦田 淳,山 本信行,伊 藤太一郎,張 告夫:

CulnSe2の 固相成長と評価(達 成密度 および空気中

熱処理の電気的性質におよぼす効果)

結晶成長学会誌19,32.

■ 第11回 混 晶 エ レク トロ ニ ク ス シ ン ポ ジ ウ ム

(7月,京 都)

H.Horinaka,T.Nakanishi,H、Aoyagi,T.

Saka,T.Kato,T.Kamiya,H,Sonomura:

EnhancementofEIectronSpinPolarization

inSemiconductorLayer

講 演 集,87.

S.Ohke,T.Umeda,Y.Cho:

FieldRedistributionUsingOpticalNon-

lineartyinMQWLightWaveguide

講 演 集,551.

■レーザ ー研 シンポジウム(7月 ,大 阪)

和田健 司,北 村雅弘,張 吉夫:

半導体 レーザーからの短パルス光発生

■大阪工業経営研究会(8月,大 阪)

武田洋次:

超電導技術とその応用

研究会資料



■電 気 学 会 産 業 応 用 部 門 全 国 大 会

(8月,名 古 屋)

朝霧真 一,石 川定夫,武 田洋 次,平 紗多賀男,大

石哲男,刈 田充二:

SRモ ータの極 形状のトルク特性に及 ぼす影響

講演論文集,117-122.

森本純司,森 本茂雄,武 田洋次,平 紗多賀男,山

際昭雄 大山和伸:

PMモ ータの磁石配置と運転特性

講演論文集,272-277.

童毅,森 本茂雄 武田洋次,平 紗多賀男 二

埋込磁石構造PMモ ータの高性能可変速制御

講演論文集,278-283.

■アンテナ ・伝 搬 研 究 会(8月,東 京)

若林秀昭,小 南 昌信,沢 新之輔,中 嶋 弘

互いに補対なエレメントからなるFSSの 特性

信学技報,A・P92-74,39-46.

■電 子 情 報 通 信 学 会 スペ クトル 拡 散 技 術 研 究

会(8月,名 古 屋)

日下浩次,生 田 聡,高 松 忍,黄 瀬浩一:

DS-SSMA通 信 システムにおける非線 形ひずみの

一解析 法

講演論文集,19-24.

■電 子 情 報 通 信 学 会 秋 季 大 会(9月,東 京)

小西啓 治,白 尾嘉章,川 畑 洋昭,平 田昌也,永 原

敏邦,稲 垣嘉雄

時間遅れを含むMaxwell-Bloch方 程式におけるカ

オス

講演論文集,A-45.

津 幡 俊 英,川 畑 洋 昭,白 尾 嘉 章,平 田 昌也,永 原

敏 邦,稲 垣 嘉雄:

ジョセフソン接 合 にお ける2一ソリトン波 のダイナ ミック

ス

講 演論 文 集,A-46.

浅居正充,山 北 次郎,沢 新之輔:

異方性基板付き平板格子による散乱波の偏波特性

講演論文集,C-22,2-360.

賜計 測 自動 制 御 学 会 関 西 支 部 シンポジ ウム

(9月,大 阪)

深田康一,森 本茂雄 武田洋次,平 紗多賀男=

フレキシブルジョイントを持つロボットアームの防振加

速度制御

講演論文集,7--12.

■第53回 応 用 物 理 学 会 学 術 講 演 会

(9月,大 阪)

牧村紳 司,林 秀樹 脇 田和樹,河 村孝夫:

グロー 放電 プラズマ によるa-SiNx:H膜 の シリコン

微 結 晶 構 造(III)

講 演 予 稿 集,738.

池 田 徹 植茶雅史,秋 田成司,河 村孝夫

シリコンからの室温黄色発光(II)

講演予稿集,740.

林 秀樹 脇 田和樹 中野正夫,河 村孝夫

高帯電および高感度Si感 光体 の特性解析

講演予稿集,749.

宮 本 昌彦,矢 島孝 博,堂 丸 隆祥,岡 邦 雄,R.

West,河 村孝夫

側鎖置換 基の異 なる有機ポリシランの正孔輸送特

性
'講演予稿集

,1040.

堀 中博 道,渡 辺順 二,張 吉 夫,中 西 彊,坂

貴,加 藤俊宏,神 谷芳弘:

歪GaAsに おけるスピン偏極電子による発光の偏 り

講演予稿集,1088.

物 部 秀 二,堀 中 博 道,和 田健 司,山 本 信 行,張

吉 夫:

CdGa2Se4の フォトリフラクティブ効 果(m)

講 演 予稿 集,1093.

山本信行,北 國成健,堀 中博道,張 吉夫

THM法 で作製したCuGaSz単 結晶の光励起発光と

旋光性

講演予稿集,1095.

芦田 淳,若 園博 行,八 馬茂雄,山 本 信行,伊 藤

太一郎,張 吉夫=

固相成長CulnSe2結 晶の達成密度と電気的特性

講演予稿集,1125.

白木 聡,和 田健 司,張 吉 夫:

しきい値 近傍 聴 励 起 変 調 レー ザ ー にお ける不 安 定

性 を用 い たAll-OpticalDynamicFlip-Flop

講 演 予 稿 集,855.

和 田健 司,堀 中 博道,山 本 信行,梅 田徳 男,張

吉夫=

戻 り光を持つ半導体レーザーの安定性解析

講演予稿集,857.

大野 博 和田健司,張 吉夫=

注入変調半導体 レーザーのスペクトルの非対称性

講演予稿集,886.

和 田健 司,北 村 雅弘,張 吉 夫=

結合 キャビティーモー ド同期 半 導体 レーザ ー(ID

講 演 予稿 集,888.
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塩 田 哲郎,大 沢 昌彦,梅 田徳男 ,和 田健 司,張

吉夫:

散乱媒質透過光からの直進透過成分の抽出(II)

講演予稿集,830.

大家重明,里 村 裕,梅 田徳男,張 吉夫:

クラッドが負の非線形 性をもつ光導波路の導波特性

講演予稿集,978、

三元 ・多元機能性材料研究会(9月,岡 山)

山本信行,黄 文征,堀 中博道:

AgGaS2お よびAgGaSe2単 結晶フィルターを用いた

簡易ラマン分光器 の試作

講演予稿集,33.

徊電 磁 界 理 論 研 究 会(10月 ,三 河)

山北 次郎,沢 新之輔,松 本恵治:

カスケード接続された異方性誘電体導波の解析

信学技報,EMT-92-79,39-48.

■情 報 処 理 学 会 第45回(平 成4年 後 期)全 国 大

会(10月,徳 島)

秋山文人,黄 瀬浩一,日 下浩次=

数値属性にも対処可能な決定 木のインクリメンタル

な学習

講演論文集,4E-03.

矢島 尚子,坂 東博司,黄 瀬浩一,日 下浩次

文書構造解析 における知識べ一スの自動構築

講演論文集,3J-02.

■電 気 関 係 学 会 関 西 支 部 連 合 大 会

(11月 大 会,神 戸)

平 田昌也,川 畑洋昭,白 尾嘉章,稲 垣 嘉雄,谷 口

経雄;

サイリスタを含むLCR直 列 回路における準周期解

講演論文集,G1-3。

溝田嘉彦,川 畑 洋昭,白 尾嘉章,平 田昌也,永 原

敏邦,稲 垣嘉雄:

階層型カオスニューラルネットワークに対する一考察

講演論文集,G1-5.

津幡俊英,川 畑 洋昭,白 尾嘉章,平 田昌也,永 原

敏邦,稲 垣嘉雄:

リカレントニューロンにおける間欠性カオスの解析

講演論文集,G1-6.

森本茂雄 武 田洋次,平 紗 多賀男:

PMモ ータの回転子構造と高性能制御 法

講演論 文集,S19.

杉本道彦,森 本茂雄,武 田洋次,平 紗多賀男:

状態 フィー ドバックによる軸ね じり振動抑制制御 と極

配置法
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講演論文集,G67.

深田康一,森 本茂雄 武田洋 次,平 紗多賀男:

ベルト機構 を有するロボットアームの防振加速度制

御

講演論文集,G68.

塩 山和之,真 田雅 之,武 田洋次,石 川定夫,平 紗

多賀男:

円筒状 リニアパルスモータの永久磁石の配置による

特性比較

講演論文集,G125.

真 田雅之,塩 山和 之,高 木邦彦,武 田洋 次,平 紗

多賀男:

リニアパルスモータの過度振動抑制法

講演論文集,G126.

高木邦彦,真 田雅之,武 田洋次,平 紗多賀男:

リニアパルスモータのマイクロステップ駆動 を用いた

力制御システム

講演論文集,G127.

森 本純司,森 本茂 雄,武 田洋次,平 紗多賀男,山

際昭雄 大山和伸:

PMモ ータの回転子構造 による特性比較

講演論文集,G129.

上野 智広,森 本茂雄,武 田洋次,平 紗 多賀男=

埋込磁石構 造PMモ ータの弱 め磁束制御に及 ぼす

磁 気飽和の影響

講演論文集,G130.

朝霧真一,石 川定夫,武 田洋次,平 紗多賀男,大

石哲男,刈 田充二:

SRモ ータの制御角と効率

講演論文集,G132.

布施徳彦,朝 霧真一,武 田洋次,平 紗多賀男,大

石哲男,刈 田充二=

SRモ ータの制御角とトルクリプル

講演論文 集,G133.

松原康治,藤 井 大,篠 原浩之,五 十鈴川浩児:

水 中放電 ・水 中細線爆発 を平 面圧力 波の発生(そ

の2)

講演論文集,G16.

藤井 大,松 原康治,五 十鈴川浩児=

二層液体 中における衝撃波の収束過程

講演論文集,G17.

高城貫弘,石 亀篤 司,川 本俊 治,谷 口纏雄,田 中

裕幸

GA・BP型NNを 用いた電力系統構造制御一その2一



講演論文集,G168.

趙建 民,石 亀篤 司,川 本俊治,谷 口経雄,野 尻弘

輔:

SSPSに よる過渡安定度 向上制御

講演論文集,G169.

寺沢～彦,沢 新之輔;

希釈硝酸銀融液 を用いた誘電体光導波路 の試作

講演論文集,G7-4,G242.

山下 昌彦,沢 新之輔:

モード変換型光分岐導波路のビーム伝搬法による特

性解析

講演論文集,G7-5,G243.

上野敦史,沢 新 之輔:

モード変換型低 損失光分 岐導波路の波長依存性特

性

講演論文集,G7-7,G245.

森 静雄,森 健一,山 北次郎,沢 新之輔:

キラル媒質からなるスラブ光導波路の導波特性

講演論文集,G7-8,G246.

増地聡男,沢 新 之輔=

不連続領域を介した異方性導波路の突合わせ結合

講演論文集,G7-9,G247.

石河伸一,斉 藤環郎,小 南昌信,沢 新之輔:

送受信 アンテナ間に置かれた物体 による受信レベル

の変化

講演論文集,G7-15,G253.

大橋康彦,小 南 昌信,沢 新之輔,中 山 昇

FM-CWレ ーダーにおける散乱電磁界 の特性

講演論文集,G7-3,G241.

若林秀昭,小 南昌信,沢 新之輔,中 嶋 弘:

補対形素子アレーからなるFSSの 解析

講演論文集,G7-17,G255.

山本和彦,小 南 昌信,沢 新之輔

任意 のサイドローブパターンを持つEMCプ リントダイ

ポールアレーの設計

講演論文集G7-18,G256.

佐々木康文,小 南 昌信,沢 新之輔:

2点給電正方形ループアンテナの近傍界分布につい

て

講演論文集,G7-19,G257.

小南 昌信,中 山 昇,沢 新之輔:

誘電体 の近 くに置かれたダイポールアンテナの過渡

電磁界

講 演論文集,S7-5,S40.

■電 気 加 工 学 会 全 国 大 会(11月,大 阪)

五十鈴川浩児,藤 井 大,松 原康治;

放電成形における圧力反射板 の効果

講演論文集,71--74.

■JapanHardcopy'92FallMeeting

(11月,大 阪)

宮本 昌 彦,矢 島孝博,堂 丸 隆祥,岡 邦雄,R.

West,河 村孝夫=

側 鎖置換基の異なる有機 ポリシランの正 孔輸送特

性(II)

予稿集,66-69.

林 秀樹 脇 田和樹 中野正夫,河 村孝夫:

高帯電能 ・高感度Si感 光体のキャリア生成層 の効

果

予稿集,82-85.

■平成4年 電 気 関 係 学 会 四 国 支 部 連 合 大 会

(11月,松 山)

堀 田昌志,下 代雅啓,沢 新之輔,和 田俊彦=

単一モード・多モードスラブ光導波路間の結合効率

のBPM解 析法

講演論文集,4-7,115-116.

荒芝智幸,堀 田昌志,下 代雅啓,沢 新之輔:

3線分布結合系を用いた光分配素子の一構成法

講演論文集,4-8,117-118.

■シンポジ ウム「超 高 速 量 子 エ レクトロニクスの 展

望 」(11月,大 阪)

和 田健司,張 吉夫:

干渉効果を用いた半導体レーザーからのピコ秒パル

ス発生

■電 気 学 会 リニア ドライブ研 究 会(12月 ,金 沢)

真田雅之,高 木邦彦,武 田洋次,平 紗多賀男

リニアパルスモータを用いた力制御

研 究会資料LD-92-84,37-41.

■電 子 情 報 通 信 学 会 シ リコン材 料 ・デ バ イス

研 究 会(12月,京 都)

上田博民 秋田成 司,河 村孝夫:

SnO2/a-SiC;H/Au構 造セルにおける光電流増倍

現象(II)

電子情報通信学会技術研究報告92,368.41-46.

林 秀樹,脇 田和樹 中野正夫,河 村孝夫:

非晶質Siに よる高帯電能 ・高感度電子写真感光体

の特性

電子情報通信学会技術研究報告92,368、47-52.
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■宇 宙 ・航 行 エ レクトロニクス研 究 会

(12月,東 京)

大橋康彦,高 木 徹,小 南 昌信,沢 新 之輔,中

山 昇

地 中探査用パルスおよびFMCWレ ーダの応答波形

について

信学技報,SANE-12,46-53.

騒電 気 学 会 光 応 用 ・視 覚 研 究 会(12月,東 京)

堀 中博道=

赤外線レーザと光学結晶

研究会資料LAV-9211.

■応 用 物 理 学 会 関 西 支 部 ・光 情 報 処 理 セミナ ー

(12月,大 阪)

和田健司:

半導体 レーザーのしきい値近傍励起における不安定

性
一戻り光カオスー

tri



灘6.新 聞雑誌等発表wwwwwwgewwwggewewwwewww

■研 究グループ紹介一大阪府立大学工学部電

気工学科平紗研究室

平紗多賀男

電気学会雑誌,1992年12月.
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電 子 工 学 科

教 授 奥 田 喜 一

柴 田 浩

助教授 石 田 武 和

講 師

助 手

伊 藤 進 夫

竹野下 寛

猪 飼 武 夫

城 洋 一

森 川 保 光

奥 田 昌 宏

村 田 顕 二

河 村 嘉 顕

川 田 博 昭

藤 中 透

稲 葉 宏 和

野 口 悟

横 田 晴 光

小 迫 秀 夫

内 藤 裕 義

木 下 栄 祐

丸 岡 玄 門

川 又 修 一

原 嶋 勝 美



灘1.学 術論文,国 際会議Proc.wwgewwwgewwwewwwew

■MagnetiCTOrqeinBi2Sr2CaCu208+y

SingleCrystals

(Bi2Sr2CaCu208+y単 結 晶 超 伝 導 に お け る磁 気

トル ク)

K.OkudaandS.Kawamata

JJAPSeries7MechanismofSuperconduc-

tivity,279-284(1992).

(High-Tcsuperconductor,Magneticflux,

Magneticanisotropy)

鰯Superconducting2201Phaseinthe

Bi2PrxCa㍗xCuOzSystem

(Bi,Pr。Ca2.xCuO、 系 化 合 物 に お け る 超 伝 導

2201相)

H.Sasakura,S.Minamigawa,H.Teraoka,

A.Hirose,S.NoguchiandK.Okuda

Jpn.J.AppLPhys.,31,L221-L223(1992).

(High-T。superconductor,Bi2201newphase)

■MagnetismofOne-DimensionalCopper

OxidesrelatedtoHTSC

(高 温 超 伝 導 関 連 一 次 元 銅 酸 化 物 の 磁 性)

K.Okuda,S.Noguchi,K.Konishi,H.

DeguchiandK。Takeda

J.Magn.Magn.Mater.fO4--107,817-818(1992).

(High-T。superconductor,One-dimensional

magnetism)

■MagnetismofTernaryCompoundsU-T-

Ga(T-transitionelements)

(三 元 化 合 物U-T-Ga,T=鉄 族 元 素,の 磁

性)

S.NoguchiandK.Okuda

J.Magn.Magn.Mater,104・ ・107,57-59(1992).

(Heavyfermion,Uraniumcompound,Mag-

netism,Electricalresistivity)

■ObservationofAnisotropicPinningEffect

inBi2Sr2CaCu20s+ySingleCrystals

(Bi2Sr2CaCu208+y単 結 晶 超 伝 導 に お け る磁 束

の 異 方 的 ピニ ン グ効 果)

S.Kawamata,N,Itoh,K.Okuda,T.

MochikuandK.Kadowaki

PhysicaC195,103-108(1992).

(High-T。superconductor,Fluxっinning)

■SuperCOndUCtivityintheGd2_x_yLaxCey-

CuOzSystem

(Gd、+yLa.CeyCuO,系 化 合 物 に お け る超 伝 導)

H.Sasakura,Y.Akagi,Y.Yamaguchi,S.

Minamigawa,K.Inoue,S.NoguchiandK.

Okuda

Jpn.J.Appl.Phys.,31,L1332-L1334(1992).

(High-T。superconductor,TLphase)

■DiscussionontheMechanismofRevers-

iblePhaseChangeOpticalRecording

(相 変 化 型 光 記 録 メ カ ニ ズ ム に 関 す る 考 察)

M.Okuda,H.NaitoandT.Matsushita

Jpn.J.App1.Phys.,31,466-470(1992).

(Ge:Sb=Te,Ferroelectricstructurephase

transition)

■AnSTMStudyofMicroscoplcFunction

atthelnterfaceofOrganicFilms

(STMに よ る 有 機 薄 膜 界 面 の 機 能 性 に 関 す る

研 究)

S.Ehara,T.Takagi,T.Yoshida,H.Naito

andM.Okuda

Proc.1stInt.conf,QnIntelligientMaterials,

210-213(1992).

(STMIntelligientmaterials,Organicthin

Films,Negativeresistance)

■PossibleNanometerScalelntelligent

Memories

(ナ ノ メ ー タ ー ス ケ ー ル ・イ ン テ リジ ェ ン ト ・メ モ

リー)

M.Okuda,S.Ehara,H.Naito,T.Yoshida

andT.Takagi

Proc.1stInt.conf.onIntelligientMaterials,

214-217(1992).

(HOPG,a-As2Se3,Nanometer-sizememories,

STM)

■ObservationofSiCMirrorDamageIn-

ducedbyanArgonExcimerLaser

(ア ル ゴ ン エ キ シ マ レ ー ザ ー で 生 成 さ れ るSiCミ ラ

ー 損 傷 の 観 察)

M.Ohmukai,H.Naito,M.Okuda,K.

Kurosawa,W.Sasaki,Y.Takigawa,T.

MatsushitaandY.Tsunawaki

Jpn.J.AppLPhys.,31,L696-699(1992).

(VacuumultravioletexcimerIaser,Argon

eximerlaser,Lasermirror,mirrordamage,

Siliconcurbide,Silion)

■EffectofSb
,Te,andGeAdditiononOp-

ticalRecordingFilmswithGe2Sb2Te5

Composition

(Ge2Sb2Te5光 記 録 膜 へ のSb,Te,Ge添 加 効

果)

T.Matsushita,A.Suzuki,Y.Kamitani,M.

OkudaandH.Naito
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Phy.Stat.So1.,(a)133,395-410(1992) ,

(GeTe-Sb2Te3,Reversiblephasechangeop-

ticalrecording,Differentia夏scann三ng

culorimetry)

■EffectsofHigh-powerArgonExcimer

LaserlrradiationonPolycrystaHineSilicon

CarbideMirrors

多 結 晶SiCミ ラ ー に お け る 高 出 力 ア ル ゴ ン エ キ シ

マ レ ー ザ ー 照 射 効 果)

M.Ohmukai,H.Naito,M.Okuda,K.

Kurosawa,W.Sasaki,Y.Takigawa,T.

MatsushitaandY.Tsunawaki

レー ザ ー 研 究
,20,970-979(1992).

(Siliconcurbide,Argonexcimer,Lasermir-

ror,Mirrordamage,Siliconprecipitation)

■EffectsofSbandPbdopingonthehigh-Tc

phase-formationinBi-Sr-Ca-Cu-OSupercon-

ductors

(Bi-Sr-Ca-Cu-O超 伝 導 帯 に お け る 高Tc相 生

成 に お け るSb,Pb添 加 効 果)

R.Y.Liu,H.Naito,M.Okuda,K.

Nakahigashi,Y.Takigawa,T.Matsushita

andK.Kurosawa

Supercond.Sci.TechnoL,5,482-488(1992).

(Bi-Sr-Ca-Cu-Osuperconductors,High-Tc

phase,X-rayphoto-electronspectroscopy)

■イ メー ジ ング ・プ レー トを用 い た ア ル ゴ ンエ キ シ

マ レー ザ ー の ビー ム プ ロフ ァイル 測 定

松 本 隆 介,甲 藤 正 人,奥 田 昌 宏,黒 澤 宏,佐 々

木 亘,瀧 川 靖 雄

レー ザ ー研 究 ,20,738-745(1992).

(Vacuumultravioletradiation,Excimer

laser,Photostimulablephosphor,Film,Image

recording)

■PreparationandCharacterizationofPb-

DopedBi-Sr-Ca-Cu-OSuperconductors

(Pb添 加Bi-Sr-Ca-Cu-0超 伝 導 体 の 生 成 と

評 価)

R.Y.Liu,H.Naito,M.Okuda,K.

Nakahigashi,S.Nakanishi,Y,Takigawa,T.

MatsushitaandK.Kurosawa

Bull.Univ.OsakaPref.,41,1-12(1992).

(Bi-Sr--Ca-Cu-Osuperconductors,110K

phase,X-raydiffraction)

■ReversibleOpticalEffectsinParylene-

CoatedAmorphousGa-Se-SFilms

(パ リレ ン を コー トしたGe-Se-S膜 の 可 逆 光 効

果)

T,Matsushita,ASuzuki,M.Arimoto,M.

OkudaandH.Naito

58

Jpn.J.Appl.Phys.,31,3370-3371(1992).

(Reversibletransmittancechange,Amor-

phousGeSefilm,Parylenefilm,Amorphous

Ga-Se-Sfilm)

■NegativeResistanceinanOrganicThin

Film

(有 機 薄 膜 の 負 性 抵 抗)

S.Ehara,T.Takagi,T.Yoshida,H.Inaba,

H.NaitoandM.Okuda

Mod.Phys.Lett.,B6,!205-1207(1992).

(STMnegativeresistance,PeryIene,Molecu.

IarreSOnanttUnneling)

■Novelrelationbetweenthermodynamical

andtransportproPertiesinglassy

photoconductors

(ガ ラ ス 光 伝 導 体 に お け る 熱 力 学 的 性 質 と電 荷

輸 送 特 性 の 新 しい 関 係)

H.NaitoandM.Okuda

Proc.Int.Conf.onImagingScienceand

Hardcopy,53-56(1992).

(Glassyphotoconductors,Glass-transition

temperature,Transientchangetransport)

■MechanismofReversiblePhaseChange

OpticalRecordingwithTeAlloyFilms

(Te合 金 薄 膜 を 用 い た 可 逆 相 変 化 光 記 録 の 機

構)

M.Okuda,H.NaitoandT.Matsushita

Proc.Int.Conf.onImagingScience

Hardcopy,385-361(1992).

(Opticalrecording,Tealloyfilms,

roelectricphasetransition)

and

Fer一

闘EffectiveRangeofObservableDepthby

Electron-AcousticMicroscopyUsing

Two-PhaseElectronAcousticSignals

(2位 相 電 子 線 励 起 音 波 信 号 を 使 っ た 電 子 線

超 音 波 顕 微 鏡 法 に よ る 実 効 観 測 深 さ)

H.TakenoshitaandM.Managaki

Proc.12thSymp.UltrasonicEiectronics,

Tokyo,1991.

J.Appl.Phys.,31,suppl.31-1,99-101(1992).

(Ultrasonic,Electron-acousticmicroscopy,Si

transistor,SEM,Nondestructivecharac-

terization)

■CharacterizationofThinSurfaceLayers

byanX-RayDouble-CrystalMethodwith

aSampleDesignatedastheFistCrystal

(試 料 を第 一 結 晶 に 置 い たX線 二 結 晶 法 に よる

表 面 薄 層 の 評 価)

N.Itoh

JPn・J・ApPLPhys・,31・L1140-1142(1992) .



(X-Raydiffraction,FWHM,Characteriza-

tion,Thinsurfacelayer,GaAs)

■TheSpatialDistributionofBackscattered

ElectronsRevisitedwithaNewMonte

CarloSimulation

(新 モ ン テ カ ル ロ シ ミュ レー シ ョン に よ る背 面 散 乱

電 子 の 空 間 分 布 の 再 検 討)

K.Murata,M.YasudaandH.Kawata

ScanningMicroscopy, .6,943(1992).

(MonteCarlosimulation,Backscatterede-

1ectron,Spatialdistribut{on,Discreteenergy

loSSprocess)

(Multi-dimensionalgrayIevelimage,Edge

detection,Localderivativedate,Subpixel,

SubvoxeD

■ 負 荷 変 化 を考 慮 した デ ィジ タル トラッキ ン グ制 御

系 の 設 計

(ADesignofDigitalTrackingController

inthePresenceofLoadChange)

片 山 徹,山 本 英 彦,小 河 守 正,伊 藤 利 昭,藤 中

透

シ ス テム制 御 情 報 学 会 論 文 誌,5,No.3111-121

(1992).

(Digitaltrackingcontrol,LQIcontrol,Pro-

cesscontrol,Loadchange,Heatexchanger)

闘FabricationofO.2μmFinePatternsUsing

OpticalProjectionLithographywithanOil

lmmersionLens

(油 浸 レ ン ズ を 用 い た 光 リ ソ グ ラ フ ィ に よ る

0.2μm微 細 パ タ ー ン の 形 成)

H.Kawata,1.Matsumura,H,Yoshidaand

K.Murata

Jpn.J.App1.Phys,,31,4174(1992).

(Opticalprojectionlithography,Oilimmer-

sionlens,NA,Chlorobenzenesoak)

■AnExtentionoftheAdaptiveRob-

bins-MonroProcedureforaLeast-Square

ApproximationProblemofUnknownSys-

tems

(未 知 シ ス テ ム の 最 良 近 似 問 題 の た め の 適 応

確 立 近 似 法 の 拡 張)

Y.MaedaandY.Kawamura

ElectronicsandCommunicationsinJapan,

Part3,75-4,101-110(1992).

(Stochasticapproximation,Robbins-Monro

procedure,Least-squaremethod)

■FeedbackControlwithaNeuro-Controller

viaUnsupervisedLearning

(AlloverControlofanlnvertedPendulum)

(教 師 な し学 習 を 用 い た ニ ュ ー ロコ ン トロ ー ラ に よ

るフ ィー ドバ ック 制 御)

(倒 立 振 り 子 の 全 域 制 御)

Y.Kawamura,R,MoriokaandM.Noda

InternationalSymposiumonNeuralInfor-

mationProcessing(ISKIT'92)

(Unsupervisedlearning,Learningcontro1,

Neuralnetwork,InvertedpenduIum)

■局 所 微 分 デ ー タを用 い た エ ッジ 検 出 法

(AnEdgeDetectionUsingLocalDeriva-

tiveDate)

村 上 勝 城 洋一

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌D-ll,J75-D-II,

2081-2085(1992).
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騰2.解説,総説　
■電 子 線 超 音 波 顕 微 鏡 の 基 礎 と転 位 線 観 察 へ

の 応 用

竹野下 寛

電子顕微鏡27,11H20(1992).
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4.国 際会議発表WWIwwwsgewwwwwii}rwswwgiww}$

■1stlnt .Conf.onlntelligentMaterials

(Kanagawa,Japan,Mar.1992)

S.Ehara,T.Takagi,T.Yoshida,H.Naito

andM,Okuda=

AnSTMofMicroscopFunctionattheInter-

faceofOrganicFilms

M.Okuda,S,Ehara,H.Naito,T.Yoshida

andT.Takagi

PossibleNanometerScaleIntelligent

Memories

■Beijinglnt.Conf.onHighTcSupercon-

ductivity(Beijing.China.May1992)

S.Kawamata,N.Itoh,K.Okuda,T,

Mochiku,andK.Kadowaki:

ObservationofAnisetropicPinningEffectby

MagneticTorqueMeasurements

625thSymposiumonScanningMicroscopy

(Chicago,U.S.A.,May,1992)
K.Murata,M.YasudaandH.Kawata:

TheSpatialDistributionofBackscattered
ElectronsRevisitedwithaNewMonteCarlo
Simulation

■Int.Conf.onlmagingScienceand

Hardcopy(Shanghai,China,May.1992)

H.NaitoandM.Okuda:

Novelrelationbetweenthermodynamical

andtransportpropertiesinglassyphotocon-

ductors

M.Okuda,H.NaitoandT.Matsushita:

MechanismofReversiblePhaseChangeOp-

ticalRecordingwithTeAlloyFilms

ImmersionLens.

■lnternationa【SymposiumonNeura目nfor-

mationProcessingISKIT'92(lizuka,

Japan,July1992)

Y.Kawamura,R.MoriokaandM.Noda:

FeedbackControlwithaNeuro-Controller

viaUnsupervisedLearning(AIloverControl

ofanInvertedPendulum)

■The18thIUPAPlnt .Conf.onStatPhysics

(Berlin,Germany,Aug.1992)

H.Naito,M.OkudaandZ.Ou-Yang:

Polygonalshapesofliposomesexplainedby

Helfrichelasticityofmembranes

■lnt .Conf.onStronglyCorrelatedElectron

Systems(Sendai,Japan,Sept.1992)

S.NoguchiandK.Okuda:

MagneticandElectricpropertiesof

UNi1_xCOxGa5

,3rd.lnt.symp.onOpticalStrage(Kunm-

ing,China,Oct.1992)
M.Okuda,H.NaitoandT,Matsushita.
FerroelectricphasetransitionofTealloy
filmsanditsopticaldiskproperties

T.Matsushita,A.Suzuki,K.Kamitaniand
M.Okuda.
Dopingeffectontheopticalrecordingfilm
withGe2Sb2Te5composition

■The14thlnt .LiquidCrystal(Pisa,Italy,

June1992)

M.Imai,H,Naito,M.Okada,K.Matsushita

andA.Sugimura=

Opticalresonanceofnematicliquidcrystal

cellswithpolymerlayersexcitedbyashort

vOltagepulSe

H.Naito,K.Yoshida,M.OkudaandA.

Sugimura=

Influenceofimpurity-iondisplacementon

transientcurrentinnernaticliquidcrystals

■MicroProcess'92.(KawasakiJapan,July,

1992)

H.Kawata,H.YoshidaandK.Murata:

FabricationofO.2μmFinePatternsUsing

OpticaIProjectionLithographywithanOil
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㈱5.学術講演発表　
■9thsymposiumonPlaSmaProcessing

(1月,福 岡)

H.Kawata,M.Adachi,H.ItagakiandK.

Murata

MeasurementsofRFPIasmaImpeadance

Proc.ofthegthsymposiumonPlasma

Processing,283-286.

,電 子情報通 信学会技術研 究報告(1月 ,神 戸)

猪飼武夫,浦 田昌和,小 迫秀夫:

時 系列 パターンの動的連想記憶一単方向および双

方向モデルー

NC91-92,71-78

■日本物理 学会第47回 年会講 演会(3月,東 京)

竹野下 寛

Siトランジスタ ・チップのべ一ス層内転位の非破壊

内部観察一II一電子線超音波顕微鏡一

講演予稿集II,25.

川 又 修 一,伊 藤 伸 高,奥 田 喜 一,茂 筑 高 士,門 脇

和 男:

トル ク測 定 による層状 超 伝 導 体Bi、Sr、CaCu、08+y単

結 晶の磁 気 異 方 性II

講演 予 稿 集III,211.

川又 修 一,岡 本 憲 治,奥 田喜 一;

Li2CuO2単 結 晶 のEPRと 低 温 磁 気 トルク

講 演 予稿 集III,159.

■第39回 応 用 物 理 学 関係 連 合 講 演 会(3月 ,千 葉)

足 立 正秀,板 垣 浩,川 田 博 昭,村 田 顕 二

RFプ ラズマインピー ダ ンスの測 定

講 演 予稿 集,No,1,28a-ZS-5,2.

伊藤進夫,松 本裕司

試料を水平 配置にしたX線 二結晶法による結晶表

面層 の評価

講演予稿集,No.1,204.

加 藤 治,郭 其 新,山 村 俊 己,伊 藤 進 夫,吉 田

明=

InNの アニー ル効 果

講 演 予稿 集,No.1,214.

笠松 信 夫,川 田 博 昭,村 田顕 二=

現 象終 点 モニ ター を用 いたホログラフィックリソグラフ

ィ(III)

講 演 予稿 集,No.2,29p-NA-17,518.

村 田顕二,安 田雅昭,川 田博昭:

SEMに おける背 面散乱電子 の空 間分布(II)検 出

角度 依 存性

講 演 予稿 集,No.2,30a-SNC-35,566。

中川 由佳,村 田 顕 二,竹 内光 一:

EPMAに おける薄 膜 定 量 法 の検 出(8)

講 演 予稿 集,No.2,30a-SNC-37,567.

吉 田 亨,内 藤 裕 義,奥 田 昌宏,江 原 裏,高 木

俊 宜:

STMに よるa-As、Se,の 表 面観 察 お よび改 質

講 演 予稿 集,No3,760.

丁 錦 利,網 井 仁,内 藤 裕義,奥 田昌 宏.

a-As2Se3の1添 加 効 果 一定 常光 電 流 一

講演 予 稿 集,No.3,761.

網井 仁,内 藤 裕 義,奥 田 昌宏

a-As2Se3の 深 い 局在 準 位

講演 予 稿 集,No.3,761.

奥田 昌宏,内 藤 裕義,松 下辰彦,江 原 嚢,高 木

俊宜:

Te化 合物 の誘 電相転移と光ディスク特性

講演予稿集,No.3,992.

松下 辰 彦,鈴 木 晶雄,神 谷 好一,奥 田昌 宏:

Ge-Sb-Te系 光 記 録膜 へ のSb,Ge,Teの 添 加効 果

講 演 予 稿 集,No.3,992.

内藤裕義,金 光義彦=

非晶質光伝導性 ポリマーの電荷輸 送とガラス転移

講演予稿集,No.3,1031.

吉 田一恭,内 藤裕義,奥 田昌宏,杉 村明彦:

ネマティック液晶の過渡電流 一プリ電圧 パルス印

加効果一

講演予稿集,No3,1067.

稲葉宏和,八木芳和,奥 田昌宏,江 原 嚢,高 木俊

宜

非対称2重 障壁構造 における共鳴トンネル効果 の動

特性

講演予稿集,No,3,1106.

竹野下 寛,青 木 工=

p-CuGaS/n-GaPヘ テロ ・ダイオードのEBIC特 性

講演予稿集,No.3,1129.

駈計 測 自動 制 御 学 会 第21回 制 御 理 論 シンポ ジウ

ム(5月,名 古 屋)

野口明秀,河 村嘉顕:

逆 伝播学習法および順伝播学習 法の最良マツチン
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グ性

論 文 集,237-242.

野 口 美弥 子,森 岡隆 一 朗,河 村 嘉 顕:

学 習 による非 線 形 フィー ドバ ックシステム の最 適 化

(倒立 振 子 の立 ち上 げ安 定化 制 御)

論文 集,277-280.

河村 嘉 顕=

LQお よびLQG最 適 レギュレー タの評 価 関 数 のフィー

ドバ ックパ ラメタに関す る単 峰性

論 文集,353-358.

■ 日 本 電 子 顕 微 鏡 学 会 第48回 学 術 講 演 会

(6月,千 葉)

竹野 下 寛,田 淵 正 行 ニ

シリコン ・トランジスタ素 子 の非 破壊 ・内 部 観 察

講 演予 稿 集,121.

英 文Abstract=J.ElectronMicroscopy,4ヱ

(1992)292.

■ 日 本 物 理 学 会 分 科 会(9月,東 京)

野 口 悟,奥 田喜 一:

UNi1..Co。Ga5の 磁 性

講 演予 稿 集III,5.

関 川 和 宏,竹 内 徹 也,伊 達 宗 行,川 又修 一,奥 田

喜一:

Li2CuO2の 強磁 場磁 化

講 演予 稿 集III,172.

金道 浩 一,川 又修 一,奥 田喜 一,伊 達 宗 行:

Li2CuO2の 強 磁 場ESR

講演 予 稿 集III,186.

川 又修 一,奥 田喜 一,岸 尾光 二,D.Pooke,北 沢

宏一,山 藤 馨:

ヨウ素 をインターカレー トしたBi2Sr2CaCu20s+y単 結

晶 のトルク測 定

講 演 予稿 集III,315.

赤 城 嘉 也,笹 倉 裕 之,野 口 悟,奥 田喜 一

Eu2-..,La.Ce,CuO,の 超 伝 導 特 性

講 演 予稿 集III,316.

■第53回 応 用 物 理 学 会 学 術 講 演 会(9月 ,大 阪)

足 立 正秀,川 田博 昭,村 田顕二:

Arお よびSF6プ ラズマのRFイ ンピーダ ンスの測 定

講 演 予稿 集,No.1,16a-A-9,3.

伊 藤 進夫,浅 井 功 士,小 河 晴樹,川 端敏 治=

試 料 を横 倒 しに したX線 二 結 晶 法 によるエビ膜 の評

価

講 演 予稿 集,No.1,333.

竹 野 下 寛

Al電 極(6μm)で 覆 わ れ たSiト ランジス タ素 子 の非

破 壊 ・内部 観 察

講 演 予稿 集,No.1,338.

八 木 芳 和,稲 葉 宏和,奥 田 昌宏,江 原 嚢,高 木

俊 宜:

共 鳴 トンネ ル モデ ル によるSTM電 流 の 試 料 一探 針

間 距 離依 存 性

講 演予 稿 集,No.2,381.

稲 葉 宏 和,八 木 芳和,吉 田 亨,奥 田 昌 宏,江 原

嚢,高 木 俊 宜;

共 鳴 トンネルモ デルによるSTM電 流 の異 常特 性

講 演 予稿 集,No.2,382.

松 村一 平,吉 村 武 浩,川 田博 昭,村 田顕 二=

高NA油 浸 レンズを用 いた光 リソグラフィ

講 演予 稿 集,No.2,16a-L-5,472.

安 田雅 昭,川 田博 昭,村 田顕 二:

レジスト溶 解 特性 の露 光 中温 度依 存 性

講 演予 稿 集,No.2,18p-ZC-8,513.

中 川 由佳,村 田顕 二:

EPMA定 量 法 にお ける補 正 因 子 の検 討(1)発 生 関

数

講 演予 稿 集No2,18a-ZK-3,516.

吉 田一 恭,内 藤 裕 義,奥 田 昌宏,杉 村 明 彦:

ネマティック液 晶 の過 渡電 流

講 演予 稿 集,No.3,993.

網 井 仁,内 藤 裕 義,奥 田 昌宏=

変 調 光 電 流 法 による銅 フタロシアニ ンの局 在 準 位評

価

講 演予 稿 集,No.3,1040

郭 其 新,加 藤 治,山 村 俊 己,伊 藤 進 夫,吉 田

明:

InNエ ピタキ シャル成 長 層 の結 晶性 に対 す るアニー

ル効 果

講 演予 稿 集,No.3,1063.

■ 計 測 自 動 制 御 学 会 第2回 ニ ュー ラル ネ ットワ ー

ク シ ンポ ジ ウ ム(9月,仙 台)

河 村 嘉 顕,森 岡 隆 一 朗,野 田 美 弥 子,三 好 将 文,

藤 本 学

教 師な し学 習 による倒 立振 子 の非 線 形 制 御

論 文集,47-53.

■第35回 自 動 制 御 連 合 講 演 会(10月 ,岡 山)

成 烈 完,藤 中 透,八 劔保 武,柴 田 浩:

非線 形 制 御 系 に対 す る制 御器 の離 散 化

前 刷,67-68.
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八劔保 武,成 烈完,柴 田 浩:

時 間遅 れ制御 を利用 した非線形 システムの適応制

御

前刷,193-194.

藤 中 透,柴 田 浩;

微分動作を含む簡易型適応制御

前鵬,213-214.

■電子情報 通信学会技術研 究報告(11月 ,東 京)

猪飼武夫,越 智貴夫 小迫秀夫:

2次神 経回路網 による線形空間および有限状態オー

トマトンの実現と学習

NC92-71,17-24.

■第70回 電子写真学会研 究討論会(11月 ,大 阪)

張 慎初,岩 瀬琢也,内 藤裕義,奥 田昌宏=

ポリシラインの紫外光誘起現象II

講演予稿集,62.

m第4回 相 変 化 記 録 研 究 会(11月,沼 津)

松下辰彦,鈴 木晶雄 神谷好一,奥 田昌宏

Ag-ln-Te-Sb系 相変化光記録膜

シンポジウム講演予集,31,

奥 田昌宏,稲 葉宏和,内 藤裕義,松 下辰彦:

エバネッセント光を用いた超高密度消去可能相変化

光メモリ

シンポジウム講演予集,41.

■電 気 関 係 学 会 関 西 支 部 連 合 大 会(tlfi,神

戸)

柴田 浩,丸 岡玄門,紅 林 毅 成 烈完

三軸ロボットに対する各軸ごとの簡易型適応制御

講演論文集,G100.

藤 中 透,西 本智隆,柴 田 浩:

最適レギュレータの逐次的な極配置 による設計法

講演論文集,G102.

柴田 浩,藤 中 透,下 坊和也=

システム同定における条件数について

講演論文集,G104.

柴 田 浩,丸 岡玄 門,清 水 博=

非線 形 システムのニュー ロコントロー ルについて

講 演 論 文 集,G109.

石倉 寿,猪 飼 武 夫,小 迫 秀 夫:

RadiaI基 底 を用 い たネットワークの物体 識別 能 力

講 演 予 稿 集,G8-19,G277,

吉田正浩,見 島義明,木 下栄祐;

トリプレックス演算による連立常微分方程式の解法

講演予稿集,G8-21,G279,
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裏 谷郁 夫,猪 飼 武 夫,小 迫 秀夫

神 経 回 路網 学 習 アル ゴリズムのHamiltonianに よる

統一 的導 出

講演 予 稿 集,G8-35,G293.

尾崎友紀 中島健 次,猪 飼武夫,小 迫秀夫;

2次逆伝搬誤差とHamiltonian最 小化による神経 回

路網学習

講演予稿集,G8-36,G294.

越智貴夫,猪 飼武夫,小 迫秀夫:

2次神経 回路網による有限状態オートマトンの学習

講演予稿集,G8-37,G295.

京野利広,猪 飼武夫,小 迫秀夫:

相互結合型神経回路網による拡散モデルの学習

講演予稿集,G8-38,G296.

吉 田直 親,猪 飼武 夫,小 迫 秀夫:

制約 付 きニュー ロン対 による関 数学 習

講 演 予稿 集,G8-40,G298.

矢野修志,猪 飼武夫,小 迫秀夫:

神経 回路網によるカオス発生 システムの同定

講演予稿集,G8-41,G299.

孫 洪,山 下 登,河 村嘉顕:

最小2乗 法を用いた多段分割型のニューラルネットワ
ークの構成法

講演論文集,G300.

大原宗明,井 上竜一,河 村嘉顕:

2次感染感度伝播計算を行うニュートン型 逆伝 播学

習アルゴリズム

講演論文集,G301.

城 山則 之,内 藤裕義,奥 田昌宏,江 原 嚢,高 木

俊宜

AIP/lnP(001)歪 み超格子 の間接 一直接遷移

予稿集,G341.

八木芳 和,吉 田 亨,稲 葉宏和,奥 田昌宏,江 原

裏,高 木俊宜=

共鳴トンネルモデルによるSTMの イメージング機構

予稿集,G343.

吉 田 亨,内 藤 裕 義,奥 田 昌 宏,江 原 嚢,高 木

俊 宜;

STMを 用 い た カ ル コ ゲ ナ イ ド非 晶 質 薄 膜

(a-As,Se3)の 表 面加 工

予 稿 集,G344.

藪野 寛之,稲 葉宏和,奥 田昌宏,江 原 嚢,高 木

俊宜=

バリア領域 の散乱を考慮 した共鳴トンネルダイオード



のモンテカル ロ 。シミュレー シヨン

予 稿 集,G357.

上田 誠 城 洋一,野 原和夫 ・

離散PLh変 換 による二値画像のインパルスノイズの

除去

講演論文集,G-420.

中村和浩,林 智礼,城 洋一=

平均隣接数 を用いたエッジ検出のしきい値 決定法

講演論文集,G-422.

小坂田秀之,堀 口浩全,城 洋一;

濃淡画像におけるエッジ検 出の一手法

講演論文集,G-423

■第13回 超 音 波 エ レク トロニクスの 基 礎 と応 用 に

関 するシ ンポジウム(12月,仙 台)

竹野下 寛 田淵正行

シリコン ・トランジスタ素子の非破壊 ・内部観察

講演予稿集,135-136.
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懸6.新 聞,雑誌等発表　
■「逆 伝 搬 法 」で ニューロン回 路 の 学 習性 を高 め

る一ミタ科 学 技 術 対 談(262)

小迫秀夫

週間朝 日,1992年8月7日
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応 用 化 学 科

教 授 安 保 正 一

岩 倉 千 秋

高 岸 徹

和 佐 保

井 上 博 夫

大 辻 吉 男

角 岡 正 弘

去来川 覚 三

北 尾 悌次郎

南 努

助教授 上 原 赫

福 本 幸 男

峠 登

松 岡 賢

中 原 武 利

講 師 杉 本 晃

中 西 三 郎

宮 田 壽

辰 巳砂 昌弘

春 木 英 一

八 尾 俊 男

中 澄 博 行

古 川 直 治

助 手 安 部 巌

河 野 健 司

忠 永 清 治

松 村 昇

山 下 弘 巳

井 上 将 彦

指 尾 稔

町 田 信 也

水 野 一 彦

小 野 武 彦

白 井 正 充

松 岡 政 夫

森 本 恵 治



縷 §1.学 術論文,国 際会議Proc.wwgewewgewwwewwwewwwi

■AmperometricFlow-lnjectionMethodfor

DeterminationofBiogenicDiaminesand

HypoxantinebyCombinedUseoflm-

mobilizedEnzymeReactorsanda

PeroxidaseElectrode

(固 定 化 酵 素 リア クタ ー とペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 電

極 を 用 い た 代 謝 ジ ア ミン とヒポ キ サ ン チ ン の 定

量 に 対 す る電 流 測 定 フローイ ンジ ェク シ ョン法)

T.Yao,M,SatomuraandT.Wasa

Anal.Chim.Acta,261,161-165(1992).

(Amperometry,Bio-sensingflowsystem,En-

zymereactor,Meatfreshness,Polyamines)

(DebelopmentofHighlySensitiveMethod

fortheDeterminationoflodineandBro-

minebyAtmosphericPressureHelium

MicrowavelnducedplasmaAtomicEmis-

sionSpectrometrywithContinuous

Gas-Phasesamplelntrodution)

中 原 武 利,和 佐 保

Biomed.Res,TraceElements,3,213-214

(1992).

(lodine,Bromine,Heliummicrowavein・

ducedplasma,Gas-phasesampleintroduc-

tion)

隔原 子 ス ペ ク トル 分 析 に お け る気 相 試 料 導 入 法

の 基 礎 的 研 究

(FundamentalStudiesonGas-Phase

SamplelntroductionTechniquesinAna-

lyticalAtomicSpectrometry)

中 原武 利

分析 化 学,41,65-81(1992).

(Analyticalatomicspectrometry,Gas-phase

sampleintroductiontechniques)

■AnalyteVolatilizationProcedureforCon-

tinuous-FlowDeterminationofBromine

byAtmosphericPressureHeliumMicro-

wave-lnducedPlasmaAtomicEmission

Spectrometry

(大 気 圧 ヘ リウ ム マ イ ク 回 波 誘 導 プ ラ ズ マ 発 光

分 光 分 析 に よる臭 素 の 連 続 定 量 の た め の 分 析

種 の 気 化 操 作 方)

T.Nakahara,S.MorimotoandT.Wasa

J.Anal.At.Spectom,,7,211-217(1992).

(Heliummicrowaveinducedplasrna,Atomic

emissionspectometry,Bromine)

■DirectNebulizationofSampleSolution

ContainingReductantfortheDetermina--

tionofMercurybylnductivelyCoupled

Plasma-AtomicEmissionSpectrometry

(誘 導 結 合 高 周 波 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 分 析 に よ

る水 銀 の 定 量 に お け る還 元 剤 を含 有 す る溶 液

試 料 の 直 接 噴 霧)

T.NakaharaandT.Wasa

Bul1.Chem.Soc.Jpn.,65,1165-1167(1992).

(lnductivelycoupledplasma,Atomicemis・

sionspectrometry,Mercury,Solution

nebulization)

●気相試料導入法を用いた大気圧ヘリウムマイ

クロ波誘導プラズマ発光分光分析によるヨウ索

および臭素の高感度定量法の開発

璽DeterminationofLowConcentrationsof

GermaniuminPoly(ethyleneterephtha-

late)bylnductivelyCoupledPlasmaA-

tomicEmissionSpectrometrywithCon-

ventionalSolutionNebulization

(誘 導 結 合 高 周 波 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 分 析 に よ

るポ リエ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト中 の 微 量 ゲ ル マ ニ

ウ ム の 定 量)

T.NakaharaandT.Wasa

Bull.Univ.OsakaPrefecture,41A,13-21

(1992).

(lnductivelycoup工edplasma,Atomicemis-

sionspectrometry,Germanium,Poly(ethylene

terephthalate)

■DeterminationofSulfurbyAtmospheric

pressureHeliumMicrowavelnduced

PlasmaAtomicEmissionSpectrometry

(大 気 圧 ヘ リ ウ ム マ イ ク ロ 波 プ ラ ズ マ 発 光 分 光

分 析 に よ る硫 黄 の 定 量)

H.Ishikawa,T.NakaharaandT.Wasa

Proc.ofInt.Symp.ofUniv.ofOsaka

PrefectureonGlobalAmenity,588-597(1992).

(Heliummicrowaveinducedplasma,Sulfur,

Gas-phasesampleintroduction)

■Determinationoflodinebylnductively

CoupledPlasmaAtomicEmissionSpec-

trometry

(誘 導 結 合 高 周 波 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 分 析 に よ

るヨウ 素 の 定 量)

T.Mori,T,NakaharaandT.Wasa

Proc.ofInt,Symp.ofUniv.ofOsaka

PrefectureonGlobalAmenity,598-605(1992).

(lnductivelycoupledplasma,Iodine,

Gas-phasesampleintroduction)

匿AVersatileApProachtotheReproducible

SynthesisofFunctionalizedPolysiloxane
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StationaryPhases

(機 能 性 ポ リシ ロキ サ ン 型 固 定 相 の 再 現 性 の 高

い 合 成 とそ の 多 目 的 応 用)

H.Frank,1.AbeandG.Fabian

J.ofHighResolutionChromatogr.,15,

444-448(1992),

(Blockpolysiloxanes,Blockcondensation,

ChiralpQlysiloxanes,Reactivepolysiloxanes)

■PolysiloxanesStationaryPhaseswith

SystematicallyArrangedFunctional

GroupsforGasChromatography

(官 能 基 を 組 織 的 に 配 置 した ポ リシ ロ キ サ ン 型

固 定 相 と ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィー へ の 応 用)

H.Frank,G.Fabian,1.Abe,T.Wasa

Proc.ofthe!4thInt.Symp.onCapillary

Chromatogr.,123-4(1992).

(Functionalizedpolysiloxanes,Polycondensa-

tion,Thermalstability,Cross-Linking,Block

condensation)

圏MetalDopantsinBi-Pb-Ca-Sr-Cu-O

High-TcSuperconductorThickFilms

PreparedbyMeltSolidification

(融 液 凝 固 法 に よ っ て 作 製 され たBi-Pb-Ca-

Sr-Cu-O系 高 温 超 伝 導 厚 膜 に お け る金 属 添 加

物)

M.Tatsumisago,H.Chigusa,N.Tohgeand

T.Minami

J.Am.Ceram.Soc.,75,231-233(1992).

(High--Tc,Superconductor,Melt,Thickfilm,

Doping)

■PreparationandConductivityMeasure-

mentsoftheCuCトCu2MoO4-CuPO3Gla-

sses

(CuCI-Cu、MoO,-CuPO,系 ガ ラ ス の 作 製 と 伝

導 度 測 定)

N.Machida,S.Tsuchida,T.Minami,T.

ShigematsuandN.Nakanishi

J.Ceram.Soc.Jpn.,fOO,104-106(1992).

(Superionicconductor,Conductivity,Glass,

Cuprousion)

■HighTemperatureRamanSpectraof

RapidlyQuenched50Li4SiO4・50LiWO4

Giasses

(超 急 冷50Li4sio4・50Liwo,ガ ラ ス の 高 温 ラ

マ ン ス ペ ク トル)

M.Takahashi,H.Toyuki,M.Tatsumisago

andT.Minami

Phys.Chem.Glasses,33,9-11(1992).

(Ramanspectra,Hightemperature,Glass

structure,Rapidquenching)
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■FormationofFrozenα 一AglinSuperionlc

GlassMatricesatAmbientTemperature

byRapidQuenching

(超 急 冷 に よ る 超 イ オ ン 伝 導 ガ ラ ス マ トリッ ク ス

中 へ の α一Aglの 常 温 凍 結)

M.Tatsumisago,Y.Shinkuma,T.Saitoand

T.Minami

SolidStateIonics,50,273-279(1992).

(αrAgl,Superionicconductor,α 一βtransfor-

mation,Rapidquenching,Composite)

■Fastlon-Conductionin

CuBr-Cu2MoO4-CuPO3Glasses

(CuBr-Cu2MoO4-CuPO3ガ ラ ス に お け る 超 イ

オ ン 伝 導)

N.Machida,T.Shigematsu,N.Nakanishi,

Y.ShinkumaandT.Minami

SolidStateIonics,50,303-306(1992).

(Superionicglass,Cuprousion,Conductivity)

■PreparationofNewGlasseswithHigh

lonicConductMties

(高 イ オ ン伝 導 性 ニ ュー ガ ラ ス の 合 成)

T.MinamiandM.Machida

Mat.Sci.Eng.,B13,203-208(1992).

(Newglass,lonicconduction)

匿TungustenDopingtoHigh-Tc

Bi-Pb-Ca-Sr-Cu-OThickFilmsPrepared

byMelt-Solidification

(融 液 凝 固 法 に より作 製 され たBi-Pb-Ca-Sr-

Cu-O系 の 高 温 超 伝 導 厚 膜 へ の タ ン グ ス テ ン

の 添 加)

H.Chigusa,M.Tatsumisago,N.Tohgeand

T.Minami

J.Mat.Sci.Lett.,11,686-688(1992).

(Doping,High-Tc,Superconductor,Thick

film,Melt)

■ThirdHarmonicGenerationfrom

MOズPbO-GaO1.5TernaryGlasses

(MOx-PbO-GaOl.5系 三 成 分 ガ ラ ス か ら の 第3

高 調 波 発 生)

F.Miyaji,K.TadanagaandS.Sakka

Appl.Phys.Lett.,60,2060-2061(1992)。

(Trirdha㎜onicgeneration,Photonics,Opti-

calnQnlinearity,Glassformation)

■CuprouslonConductioninOxyhalide

GlassesoftheSystem

CuBr-Cu2MoO4-Cu3PO4

(CuBr-Cu2MoO4-Cu3PO4系 オ キ シ ハ ライ ドガ

ラス の 銅 イ オ ン伝 導 性)

N.Machida,Y.Shinkuma,T.Minami,T.

ShigematsuandN.Nakanishi



J.Electrochem.Soc.,139,1380-1383(1992).

(lonconduction,Oxyhalideglass,Cuprous

ion)

■PreparationofB203-P205-SiO2Coating

FilmsbytheSol-GelMethod

(ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ るB203-P20,-sio2コ ー テ ィ

ン グ 膜 の 作 製)

A.Matsuda,N.TohgeandT.Minami

J.Mat.Sci.,27,4189-4194(1992).

(Soi-gelmethod,Film,Coating)

縢FormationProcessofCdandZnChaト

cogenide-DopedGlassesviaGelsCon-

tainingThioureaorSelenoureaCom-

plexes

(チ オ 尿 素 また は セ レ ノ尿 素 錯 体 を含 む ゲ ル を

経 由 す るCdお よびZnカ ル コゲ ナ イ ドドー プ ガ ラ

ス の 生 成 過 程)

N.TohgeandT.Minami,

SPIEProc.So1-GelOptics11,1758,587-595

(1992).

(Chalcogenide-dopedglass,Complex,Sol-gel

method)

■AlkaliPassivationMechanismofSoトGel

DerivedTiO2-SiO2FilmsCoatedon

Soda-Lime-SilicaGlassSubstrates

(ソ ー ダ ラ イ ム シ リカ ガ ラ ス 基 板 上 ヘ コー テ ィン グ

した ゾ ル ー ゲ ルTiO2-SiO2膜 の ア ル カ リパ ッ シ

ベ ー シ ョン 機 構)

A.Matsuda,Y.Matsuno,S.Katayama,T.

Tsuno,N.TohgeandT.Minami

J.Ceram,Soc.Jpn.,100,1094-1097(1992).

(Sol-gelmethod,Passivation,Coatingfilm)

■SlowProcessesinViscousLiquids:

StressandStructuralRelaxation,Chemi-

calReactionFreezing,CrystalNucleation

andMicroemulsion,Arrest,inRelationto

LiquidFragility

(粘 性 液 体 に お け る遅 い 過 程:液 体 の フラ ジ リテ

ィとの 関 連 に お け る応 力 および 構 造 緩 和,化 学

反 応 凍 結,結 晶 核 生 成 お よび マイ ク ロエ マ ル シ

ョンア レス ト)

C.A.Angell,C.Alba,A.Arzimanoglou,R.

Boehmer,J.Fan,Q.Lu,E.Sanchez,H.

SenapatiandM.Tatsumisago,

AIPConf.Proc.,256(SlowDyn.Condens.

Matter),3-19(1992).

(Slowprocess,Fragility,Liquid,Relaxation)

■APracticalFabricationProcessofPreg-

roovesonGlassDisksbytheSol-Gel

Method

(ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る ガ ラ ス デ ィ ス ク 上 へ の プ リ

グ ル ー プ の 形 成 過 程)

Y,Matsuno,A.Matsuda,S.Katayama,N.

TohgeandT.Minami,

Proc.XVIInter,Cong,onGlass,3,139-144

(1992),

(Sol-gelmethod,Pregroove,Pattening,Glass

disk,Thinfilm)

■lonicConductivityofCuprousHalideCon-

tainingGlasses

(ハ ロ ゲ ン 化 銅 含 有 ガ ラ ス の イ オ ン 伝 導 度)

N.MachidaandT.Minami,

Proc.XVIInter、Cong.onGlass,4,163-168

(1992).

(lonicconductivity,Cuproushalide,Super-

ionicglaSS)

■Water-RepellentCoatingonGlassSub-

stratesbytheSol-GelProcess

(ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る ガ ラ ス 基 板 上 へ の 嬢 水 コ

ー テ ィン グ)

S.Yamazaki,H.Inaba,H.Sasaki,M.Tat-

sumisago,NTohgeandT.Minami,

Proc.XV正Inter.Cong,onGlass,7,291-295

(1992).

(Water-repellentcoating,So卜gelmethod,

Thinfilm,Glasssubstrate)

■RamanSpectraofRapidlyQuenchedTel-

luriteGlasseswithaVarietyofSecond

Components

(種 々 の 第2成 分 を含 む 超 急 冷 テ ル ラ イ トガ ラ ス

の ラ マ ン ス ペ ク トル)

M.Tatsumisago,S-K.LeeandT.Minami,

Proc.ofthe2ndJapan-Russia-ChinaInter.

SeminarontheStructureandFormationof

Glass,98-103(1992).

(Ramanspectra,Telluriteglass,Rapidquen-

ching,Glassstructure)

■lnfluenceofFiringConditiononAdhesion

ofMethyltrialkoxysilane-DerivedCoatings

onSteelSheets

(鋼 板 上 へ の メ チ ル トリエ トキ シ シ ラ ン コー テ ィン

グ の 密 着 性 に 及 ぼ す 熱 処 理 条 件 の 影 響)

K.Izumi,H.Tanaka,Y.Uchida,N.Tohge

andT,Minami,

J.Non-Cryst.Solids,147/148,483-487(1992).

(Firing,Sol-gelmethod,Coating,Steel

sheet)

●Sol-GelPreparationandOpticalProper-

tiesofSilicaGlassesContainingCdand

ZnChalcogenideMicrocrystallites
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(Cdお よ びZnカ ル コゲ ナ イ ド微 結 晶 分 散 シ リカ

ガ ラ ス の ゾ ル ー ゲ ル 法 に よる合 成 と光 学 的 性

質)

N.Tohge,M.AsukaandT.Minami

J.Non-Cryst.Solids,147/148,652-656(1992).

(Sol-gelmethod,Chalcegenide,Microcrystal,

Opticalnonlinearity)

置GlassFormationandlonConductionin

theCuC卜Cu2MoO4-Cu3PO4System

(CuCl-Cu2MoO4-Cu3PO4系 に お け る ガ ラ ス 生

成 とイ オ ン 伝 導)

N.Machida,T.Shigematsu,N.Nakanishi,S.

TsuchidaandT.Minami

J.Chem.Soc.FaradayTrans.,88,3059-3062

(1992).

(lonicconduction,Cuprousion,Superionic

glaSS)

■ANewProblemintheCorrelationofNu-

clear-SpinRelaxationandIonicConduc-

tMtyinSuperionicGlasses

(超 イ オ ン 伝 導 ガ ラ ス に お け る核 ス ピ ン 緩 和 とイ

オ ン 伝 導 の 相 関 に お け る 新 しい 問 題)

M.Tatsumisago,C.AngellandS.W.Martin

J.Chem.Phys.,97,6968-6974(1992).

(Nuclear-spinrelaxation,Ionicconduction,

Superionicglass)

国MolecularDynamicsSimulationofthe

MixedAnionGlassesLl4SiO4-Li3BO3

(Li4Sio4-Li3BO3混 合 ア ニ オ ン ガ ラ ス の 分 子 動

力 学 シ ミュ レ ー シ ョン)

M.Takahashi,H.Toyuki,N.Umesaki,Y.

Kawamura,M.TatsumisagoandT.Minami

J.Non-Cryst。Solids,150,103-106(1992).

(MDsimulation,Mixedanionglass,Ionic

conduction)

■A207PbMAS-NMRStudyofPb-Contain-

ingGiasses

(Pb含 有 ガ ラ ス の207PbMAS-NMR研 究)

T.Yoko,K.Tadanaga,F.MiyajiandS.

Sakka

J.Non-Cryst.Solids,150,192-196(1992).

(NMR,Pb-containingglass,Glassstructure)

■RamaSpectraofRapidlyQuenched

GlssesandMeltsContainingLarge

AmountsofLi20

(高 濃 度 のLi20を 含 む 超 急 冷 ガ ラス およ び 融 液

の ラマ ンス ペ ク トル)

M、Tatsumisago,Y.KowadaandT.Minami

J.Non-Cryst.Solids,150,207-・211(1992).

(Ramanspectra,Rapidquenching,Glass
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structure,Melt)

■ApplicationoftheDV-XαCiusterMethod

toCalculationsoftheElectronicStructure

ofSilicateandPhosphateGlasses

(ケ イ 酸 塩 お よび リン酸 塩 ガ ラ ス の 電 子 構 造 計

算 へ のDV--Xα ク ラス タ ー 法 の 適 用)

Y.Kowada,H.Adachi,MTatsumisagoand

T.Minami

J.Non--Cryst.Solids,150,318-321(1992).

(DV-Xαclustermethod,Electrinicstructure,

MOculculation,Glassstructure)

■HighTemperatureRamanSpectraofa

LithiumTelluriteGlass

(リ チ ウ ム テ ル ラ イ トガ ラ ス の 高 温 の ラ マ ン ス ペ

ク トル)

Y.Kowada,K.Habu,H.Adachi,M.Tat-

sumisagoandT.Minami

Chem.Express,7,965-968(1992).

(Ramanspectra,Telluriteglass,Glass

sturucture,Hightemperature)

■FormationandPropertiesofFerroelestric

Bi4Ti3012FilmsbytheSol-GelProcess

(ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る 強 誘 電 性Bi4Ti30、2薄 膜 の

生 成 と特 性)

N.Tohge,Y.FukudaandT.Minami

Jpn.J.AppLPhys.,3t,4016-4017(1992).

(Sol-gelmethod,Ferroelectricfilm,Coating)

■FluorescenceSpectraandChemicalSpe-

ciesofFluoresceinMoleculesAdsorded

onaCalicinatedPorousVycorGlass

(焼 成 した バ イ コ ー ル ガ ラ ス に 吸 着 した ケ イ 光 性

分 子 の 化 学 種 とその ケ イ光 ス ペ ク トル)

T.Fujii,A.Ishii,N.Takusagawa,M.Anpo

Res.Chem.Intermedi.,17t1-14(1992).

(Photochemistry,Fluorescence,Fluorescein

molecules,Vycorglass,Adsorption)

■FluorescenceSpectraof1-Naphtholdur-

ingtheSol-GelProcessofaMixedAlu-

minum-SiliconAlkoxide(Si=Al=94:6)

(ゾ ル ー ゲ ル 過 程 に お け るナ フ トー ル の ケ イ 光 ス

ペ ク トル)

T.Fujii,T.Mabuchi,H.Kitamura,0.

Kawauchi,N.Negishi,M.Anpo

Bull.Chem.Soc.Jpn.,65,720-727(1992).

(Photochemistry,So1-GelProcess,

Alumina--Silica,Naphthol,Fluorescence)

■Photo-inducedMethanolFormationfrom

MethaneandNOat275KonHighlyDis-

persedVanadiumOxideSupportedon



VycorGlassandltsReactionlnter-

mediateSpecies

(担 持 バ ナ ジ ウ ム 酸 化 物 上 で の メ タ ン とNOか ら

の メ タ ノ ー ル 生 成 反 応 とそ の 反 応 中 間 体)

M.Anpo,Y.Shiya

Res.Chem.Intermedi.,17,15-26(!992).

(Potocatalyticreaction,Vanadiumoxide,

Vycorglass,Methanolformation,Nitric

oxide)

(NOの 光 触 媒 分 解 反 応 一 ゼ オ ラ イ トに 担 持 した

銅 イ オ ン の 励 起 状 態 と そ のNO光 触 媒 分 解 常

温 反 応 へ の 役 割 一)

M.Anpo,T.Nomura,Y、Shioya,M.Che,D.

Murphy,E.Giame110

Proc.10thIntem,Conger.Catal.,(Budapest),

305-309(1992),

(PhtocatalyticdecompositionofNO,Copper

ions,Zeolite,ESR,Photoluminescence)

■TheInteractiononNOwithCopperlons

inZSM-5:AnERPandIRlnvesrigation

(ZSM5中 の 銅 イ オ ンNOの 相 互 作 用 に 関 す る

ERPとIR分 光 法 に よ る研 究)

E.Giamello,D.Murphy,G.Magnacca,C.

Morterra,Y.Shioya,T.Nomura,M.Anpo

J.Catal.,136,510-520(1992).

(PhotocatalyticdecompositionofNO,Cop-

perions,ERP,IR,ZSM-5zeolite)

顯RoleoftheNatureofCopperSitesinthe

ActivityofCopPer-BasedCatalystsfor

NOConversion

(NO転 化 用 の 銅 触 媒 の 活 性 に お け る銅 活 性 サ

イ ト特 性 の 役 割)

G.Centi,S.Perathoner,Y.Shioya,M,Anpo

Res.Chem.Intermedi.,17,125-135(1992).

(DecomposotopnofNO,Coppercatalyst,

Photoluminescence,Zeolite,Bronstedsite)

胴PhosphorescenceandPhotochemical

PropertiesofBenzophenoneAdsorbedon

AlkaliCationexchangedZeolite

(ゼ オ ライ トに 吸 着 した ベ ン ゾ フェノ ンの 発 光 ス

ペ ク トル に 及 ぼ すイ オ ン 交 換 ア ル カ リカ チ オ ン

の 影 響)

S.Okamoto,H.Nishiguchi,M.Anpo

Chem.Lett.,1009-1012(1992).

(Potochemistry,Benzophenone,Alkalicati-

on.Zeolite,Adsorptionstate)

■ZSM-5に 担 持 した 銅 イ オ ン 上 で のNOの 触 媒

分 解 およ び 光 触 媒 分 解 反 応

一 銅 イ オ ン の 配 位 状 態
,NO吸 着 種,触 媒 と光

触 媒 分 解 活 性 一

(DecompositionandPhotocatalyticDe-

compositionofNOonCopperlonsSup-

portedonZSM-5-CoodinationofCopper

lons,NOAdsordedSpecies,Catalyticand

PhotocatalyticActivities-)

安 保 正 一,塩 谷 靖,野 村 幸 生,E.Giamello,C.

Morterra,G.Centi,M.Che

角虫媒,34,65-68(1992).

(PhtocatalyticdecompositionofNO,Copper

ions,Zeolite,ESR,Photoluminescence)

■パ ス カ ル 学 習 用 プ ログ ラム .

(ACai-programofPascalLanguage)

宮 田 壽,水 野和 彦

JAPC,t4,41-46(1992).

(Cai,Pascal,Sowtware)

■FT-IRStudyoflnteractionofNH3with

NOonLayeredV205/ZrO2,

(FrlR法 に よ る層 状 担 持V20,/ZrO2上 で のNO

とNH3の 相 互 作 用 の 研 究)

T.Ohno,T.Maruoka,F.Hatayama,andH.

Miyata,

Bull.AlliedMedicalSciences,Kobe,8,25-42

(1992).

(NO,NH3,FTIR,V205/TiO2)

■PhotocatalyticReductionofCO20nAn-

choredTitaniumOxideCatalysts

(固 定 化 酸 化 チ タ ン 触 媒 に よ る 二 酸 化 炭 素 の 光

触 媒 還 元 反 応)

M.Anpo,K.Chiba

J.Mol,Catal.,74,207-212(1992).

(Photocatalyticreaction,ReductionofCO2,

TitaniumOxide,Anchoredcatalyst,Excited

state)

■De-NOx-ingPhotocatalysis-Excitedsta-

tesofCoPPerIonsAnchoredontoZeolite

andTheirRolesinPhotocatalytic

DecompositionofNOat275K

■ChemicalStateAnalysisofSn-Sb-O

SolidSurfacesbyAugerElectron

Spectroscopy:DifferentiationofSb(III)

andSb(V)

(オ ー ジ ェ電 子 分 光 に よ るSb-Sn-O固 体 表 面 分

析:Sb(111)とSb(V)の 区 別)

M.Komiyama,M.Yoshii,Y.Ogino,andT.

Ono

Bu1LChem.Soc.Jpn.,65,2709-2714(1992).

(Augerspectra,Sn-Sboxide,Sbstate,Peak

shapeanaIysis)

mPartialOxidationofMethaneatLow

PressureOverSilicaGelandSilica-Sup一

71



portedSn,Zr,andGeCxides

(シ リ カ ゲ ル お よ び シ リカ に 担 持 したSn,Zr,Ge

酸 化 物 上 で の 低 圧 下 に お け るメ タ ン 部 分 酸 化

反 応)

T.Ono,K.Ikuta,andY.Shigemura

Proc.10thIntern.Congr.Cata1.,(Budapest),

1967-1971(1992),

(Methaneoxidation,Methanolformation,

Silicagelcatalyst)

,熱 分 解 法 で 作 製 したRuO2複 合 酸 化 物 の 電 気

化 学 特 性

(ElectrochemicalCharacteristicsofRuO2-

BasedOxidesPreparedbyThermalDecom-

positionMethod)

加 藤 良 則,中 松 秀 司,古 川 直 治,岩 倉 千 秋

Chem.Express,7(2),173-176(1992).

(RuO2-basedoxides,Oxygenevolution,Serv-

icelife,Rutile-type)

drogenEvolution

(水 素 発 生 用 活 性 陰 極 と して のNi/(Ni+

RuO2)複 合 皮 膜 の 電 気 化 学 的 作 製 とキ ャ ラク

タリゼ ー シ ョン)

ChiakiIwakura,NaojiFurukawaand

MasashiTanaka

Electrochim.Acta,37(4),757-758(1992).

(Rutheniumdioxide,Compositecoatings,Ac-

tivecathode,Hydrogenevolution)

匿水 晶 マ イ ク回バ ラ ンス 法 に よる無 電 解 銅 め っき に

お ける局 部 反 応 の 解 析

(AnalysisofPartialReactionsinElectro-

lessCopperDepositionbyQuartzCrystal

MicrobalanceTechnique)

松 岡 政 夫,村 井 淳 一,岩 倉 千 秋

表 面 技 術,43(5),481-482(1992).

(Electrolesscopper,Alkalimetalion,Mixed

potentia1,Polarizationcurve,QCMtechique)

■SurfaceModificationofMetalHydride

NegativeElectrodesandTheirCharge

/DischargePerformance

(金 属 水 素 化 物 負 極 の 表 面 改 質 と 充 放 電 特

性)

ChiakiIwakura,MasaoMatsuoka,Kat-

suhikoAsaiandTatsuokiKohno

J.PowerSources,38(3),335-343(1992).

(Hydrogenstoragealloy,Surfacemodifica-

tion,Reducingagent,Electocatalyticactivi-

ty,High-ratedischargeability)

■TheModeofActionofAlkaliMetallons

inElectrolessCopperDeposition

(無 電 解 銅 析 出 に お け る ア ル カ リ金 属 イ オ ン の

作 用 機 作)

MasaoMatsuoka,JunichiMuraiandChiaki

Iwakura

Chem.Express,7(3),181-184(1992).

(Exectrolesscopper,Mechanicalproperties,

Crystalstructure,Alkalimetalinos)

匿Kineticsof日ectroiessCoPPerPlating

andMechanicalPropertiesofDeposits

(無 電 解 銅 め っ き の 速 度 論 と 析 出 物 の 機 械 的

特 性)

MasaoMatsuoka,JunichiMuraiandChiaki

Iwakura

J.Electrochem.Soc.,139(9),2466-2470(1992).

(Electrolesscopper,Mechanicalproperties,

Methyleneglycolanion,Adsorption,QCMe・

Iectrode)

ロニ ッケ ル 水 素 電 池 用 負 極 材 料 と して の 水 素 吸

蔵 合 金 の 表 面 処 理

(SurfaceTreatmentofHydrogenStorage

AlloyasanNegativeElectrodeMaterial

forNickel-HydrogenBattery)

岩 倉 千秋,松 岡 政 夫

旭 硝 子財 団研 究 報 告,60,197-206(1992).

(Hydrogenstoragealloy,Surgacemodifica-

tion,Dischrgecapacity,Electrocatalyticac・

tivity,High-ratedischargeability)

■FundamentalFactorsAffectingActivation

ofLaNisNegativeElectrode

(LaNis負 極 の 活 性 化 に 影 響 す る基 本 的 因 子)

MasaoMatsuoka,HiroyukiMori,Katsuhiko

AsaiandChiakiIwakura

Chem.Express,7(3),189-192(1992).

(Hydrogenstoragealloy,Currentdensity,

Particlesize,Rapidactivationhydrogendif-

fusion)

■ElectrochemicalPreparationandCharac-

terizationofNi/(Ni十RuO2)Composite

CoatingsasanActiveCathodeforHy一

■Preparationofnitrogenheterocyclesfor

aromaticaminesusingtris(isopropylthio)

cyclopropenylcationasathree-carbon

buildingblock

(トリス(イ ソ プ ロピル チ オ)シ ク ロ プ ロペ ニ ル カ チ

オ ンを 三 炭 素 構 造 ブ ロック と して 用 い る芳 香 族

ア ミン類 か ら含 窒 素 複 素 環 化 合 物 の 合 成)

H.Kojima,N.Matsumura ,andH.Inoue

Can.J.Chem.,70,1-4(1992).

(Nitrogenheterocycles,Aromaticamines ,

Cyclopropenylcation)
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■Reactionof1,3,4
,6-Tetrakis(isopropyl-

thio)-2λcS=-thieno〔3,4-c〕thiophenewith

m-ChloroperbenzoicAcid

(1,3,4,6一 テ ト ラ キ ス(イ ソ プ ロ ピ ル チ オ)-2λ

&チ エ ノ 〔3,4-c〕 チ オ フ ェ ン とm一 ク ロ ロ 過 安 息

香 酸 と の 反 応)

A.Tsubouchi,N.Matsumura,andH.Inoue

J.Chem.Research(s),72-73(1992).

(Sulfurheterocycles,Nonclassicalheterocyc-

les,Su工finylcornpounds)

ロSyntheisandCharacterizationoflCトSe-3

TypeSelenatetraazapentaleneDerivatives

withaHypervalentSelenium

(超 原 子 価 セ レ ン を もつ10-Se-3型 セ レ ナ テ トラ

ァ ザ ペ ン タ レ ン 誘 導 体 の 合 成 と特 性)

N.Matsumura,M.Tomura,K.Inazu,H.

Inoue,N.Yamazaki,andF.Iwasaki

Phosphorus,Su夏fur,andSilicon,67,135-140

(1992).

(Hypervalentselenium,Selenatetraazapen-

talenederivative)

■Reductionof1,3,4,6-Tetrakis(alkylthio)

thieno〔3,4-c〕thiopheneswithSodiumor

SodiumAnthracenideLeadingtothe

CleavageoftheAlkyl-SulfurBond

(ア ル キ ル ー硫 黄 結 合 の 切 断 に 導 く1,3,4,6一 テ ト

ラキ ス(ア ル キ チ オ)チ エ ノ 〔3,4-c〕 チ オ フェン類

とナ トリウム また は ナ トリウム ア ン トラ セ ニ ドとの 反

応)

A.Tsubouchi,N.Matsumura,andH.Inoue

J.Herocycl.Chem.,29,575-576(1992).

(Sulfurheterocycles,Nonclassicalheterocyc-

les,Radicalanion)

■NewPhotochemicalCyclisationof

9-(6-Anilinohexyl)phenanthrene

(9-(6一 ア ニ リノ ヘ キ シ ル)フ エ ナ ン トレ ンの 新

規 光 化 学 的 環 化 反 応)

A.Sugimoto,R.Hiraoka,h.inoue,andT.

Adachi

J.Chern.Soc.Perkin

(1992).

(X-RaycrystaI

Trans.1,1559-1560

structure,PhotochemicaI

cyclization,Electrontransfer)

■ReactionofTetraazapentaleneDeriva-

tivesHavingFusedCyclicSystemswith

thel2/NH40HReagent

(縮 合 環 系 テ トラ ア ザ ペ ン タ レ ン 誘 導 体 と

1、/NH、OH試 薬 との 反 応)

M.Tomura,NMatsumura,A.Ito,H.Inoue,

M.Yasui,andF.Iwasaki

Chem。Lett.,2!41-2144(1992).

(Tetraazapentalenederivative,

system,Hypervalentsulfur)

Fusedcyclic

■PhotochemicalReactionsof9-(ω 一Anilinoal-

kyl)-10-bromophenanthrenes

(9-(ω 一Aア ニ リノ ア ル キ ル)-10一 プ ロ モ フ ェ ナ ン

トレ ン 類 の 光 化 学 反 応)

A.Sugimoto,R.Hiraoka,N.Fukada,H.

Kosaka,andH.Inoue

J.Chem.Soc.PerkinTrans.1,2871-2875

(1992).

(Electrontransferreaction,Cyclization,Deb-

rornination)

匿SynthesisoflndoHzinesandPyrrolo

〔2,1-b〕azolesfrom2-Pyridylmagnesium

Bromideand2-LithiatedAzolesUsing

Tris(alkylthio)cyclopropenylCationsasa

TreeCarbonBuildingBlock

(ト リス(ア ル キ チ オ)シ クロ プ ロペ ニ ル カ チ オ ン

類 を三 炭 素 構 造 ブ ロック と して 用 い る臭 化2一 ピ

リジ ル マ グ ネ シ ウム およ び2一 リチ オ ア ゾ ー ル 類

か らイ ン ドリジ ン類 お よび ピロロ〔2,1-b〕 ア ゾ ー ル

類 の 合 成)

H.Kojima,K.Yamamoto,Y.Kinoshita,and

H.Inoue

J.Heterocycl、Chem.,29,1473-1476(1992).

(lndolizines,Pyrroloazoles,Cuclopropenyl

cations)

■Synthesisoft,3-Dimethy'1-3,2'-alkanos-

piro〔indoline-2,3'-naphth〔2,1-b〕 〔1,4〕

oxazine〕

(1,3一 ジ メ チ ル ー3,2Lア ル カ ノ ス ピ ロ 〔イ ン ドリ

ン ー2,3'一 ナ フ ト〔2,1-b〕 〔1,4〕 オ キ サ ジ ン の 合 成)

Y.Abe,Y.Gao,R.Nakao,T.Horii,H.

Inoue,andT.Kitao

Chem.Express,7,641-644(1992).

(Spirooxazines,Indolenines,Photochromic

materialS)

■AnImprovedProcedurefortheSynthesis

oflndilinospirobenzothiopyranswitha

NitroGroupatthe6-Position

(6位 に 二 トロ基 を もつ イ ン ドリノ ス ピ ロ ベ ン ゾ チ オ

ピ ラ ン 類 の 合 成 に 対 す る改 良 法)

Y.Abe,Y.Gao,R.Nakao,T.Horii,H.

InoueandT.Kitao

Chem.Express,7,769-772(1992).

(Spyrothiopyrans,Nitrogroup,Photoch-

rOmiCmaterialS)

■論文集「有機 ・無機の光機能材料」トリエトキ

シリル基をもつスピロピランおよびスピロオキサ

ジンの合成とシロキサンマトリックス中でのホト

鴛



ク ロミズ ム

(SynthesisofaSpiropyranandaSpiro-

oxazinewithaTriethoysilyGroupand

theirPhotochromisminSiloxaneMat-

rices)

中 尾 廉,阿 部 康 夫,堀 井 豊 一,北 尾 悌 次 郎,井

上 博 夫

日 化,1078-1082(1992).

(Spyropyran,Spyrooxazine,Siloxanemat-

rices,So1-gelmethod)

瞭AMolecularOrbitalStydyonthereac-

tMtyofL-AcidtowardsOHRadical

(ヒ ドロ キ シ ラ ジ カ ル に 対 す るL-一 一ア ス コ ル ビ ン 酸

の 反 応 性 に 関 す る 分 子 軌 道 研 究)

Y.AbeS.Okada,R.Nakao,T,Horii,H.

Inoue,S.TaniguchiandS.Yamabe

J.Chem.Soc.,PerkinTrans,2,2221-2232

(1992).

(Molecularorbitalcalculation,Hydroxyl

radical,Ascorbicacid)

■ReactivityofThieno〔3
,4-c〕thiophenes

havingaNonclassicalStructure

(非 古 典 的 構 造 を もつ チ エ ノ 〔3,4-c〕 チ オ フ ェン

類 の 反 応 性)

H.Inoue,A.TsubouchiandN.Matsumura

Proc.ofThe3rdInt.Conf.onHeteroatom

Chem.75(1992),

(NonclassicalStructure,Thieno〔3,4-C〕

thiophme)

匿SynthesisandCharacterizationofNew

TransitionMetal-carbeneComplexes

UsingtheCharacteristicsofHypervalent

SuIfur

(超 原 子 価 硫 黄 の 特 性 を 用 い る 新 しい 遷 移 金

属 力 ル ベ ン 錯 体 の 合 成 と 性 質)

N.Matsumura,J.Kawano,N.Fukunishi,H.

Inoue,M.Yasui,EIwasaki

Proc.ofThe3rdInt.Con£onHeteroatom

Chem.83(1992).

(Hypervalentsulfur,Metallacycle,Transi-

tionmeta1-carbenecomplex)

■SythesesofPolycyclic-1
,4-dithiinesand

RelatedHeterocycles

(多 環1,4一 ジ チ イ ン お よ び 関 連 複 素 環 化 合 物 の

合 成)

M.Matsuoka,A.Iwamoto,N.Furukawa

andT.Kitano

J.HeterocyclicChem.,29,439-443(1992).

(Dithiine,Sulfurheterocycle,Donor,

CT-complex)

74

■MoiecularDesignofSHGMaterials

(SHG材 料 の 分 子 設 計)

M.Matsuoka,M.Furushow,S.IidaandT.

Kitao

NonlinearOptics,231-236(1992).

(SHG,NLOmaerial,Moleculardesign,CT

chromophore)

■CrystalEngineeringandSubstituentEf-

fectofHinderedPhenolsforSHG

Mateirals

(SHG材 料 と して の ヒ ン ダ ー ドフ ェノ ー ル 類 の 結

晶 設 計 と置 換 基 効 果)

K.Takagi,A.Mizuno,M.Kubata,A,

Mizoguchi,M.FurushowandM.Matsuoka

Chem.Lett.,1743-1746(1992).

(Hinderedphenol,SHG,Crystalengineering,

NLOmateria1)

口DyesforOpticalRecording

(光 記 録 材 料 用 色 素)

M,Matsuoka

Mol.Cryst.Liq.Cryst.,224,85-94(1992).

(NIRdye,Opticalrecording,Infraredab-

sorbingdye)

団 一ベ ン ゾチ オ ピラ ン 誘 導 体 の 環 収 縮 反 応 で 得

られ るベ ン ゾ[b]チ オ フェンー3(2H)一 オ ン 誘 導 体

の 合 成 とSHG活 性

(SynthesisandSHGEfficiencyof

2-(Aminomethylene)-benzo[b]thiophen-3

[2H]-onesDerivedbyRingContraction

of1-BenzothiopyranDerivatives)

中 澄 博 行,前 田勝 美,八 木 敏 幸,北 尾悌 次 郎,小

川 格

日本 化 学 会 誌,1223-1230(1992).

(Nonlinearoptics,SHGefficiency,Synthesis,

Benzothiopyran,X-rayanlysis)

■8is(1 ,2-(Substituteddiphenyl)-1,2-etha-

nedithiolato)nickelsHavingHighSolubili-

(高 い 溶 解 性 を 有 す る ビス(1,2-(置 換 ジ フェニ

ル)-1,2一 エ タ ンジ チ オ ラー ト)ニ ッケ ル 類

H.Nakazumi,R.Takamura,T.Kitaoand

T.Adachi

DyesandPigments,18,1-9(1992).

(Single-crysta1,Nickelcomplex,Solubilizer,

X-rayanalysis)

■Sythe$isandlnsecticidalActivityof

4-(Aminomethyl)-2H-1-benzothiopyran-

2-ones(Thiocoumarins)andRelated

Compounds

(4-(ア ミ ノ メ チ ル)-2H-1一 ベ ン ゾ チ オ ピ ラ



ン ー2一 オ ン 類(チ オ ク マ リ ン 類)お よ び 関 連 化 合

物 の 合 成 と 殺 虫 活 性)

H.Nakazumi,Y.KobaraandT.Kitao

J.HeterocyclicChem.,29,135-139(1992),

(Insecticidalactivity,Synthesis,

Thiocoumarin,X-rayanalysis)

■Non-planarStructureof4H-1-benzothio-

pyran-4-oneDervativesandtheirSecond

HarmonicGeneration(SHG)Efficiences

(4H-1一 ベ ン ゾ チ オ ピラ ン ー4一 オ ン 誘 導 体 の 非 平

面 構 造 と 第 二 高 調 波 発 生(SHG)活 性)

H.Nakazumi,S.WatanabeandT.Kitao

J.Chem.Research(S),212-2!3(!992).

(SHGefficiency,Non-planarstructure,Ben-

zothiopyran,X-rayanalysis)

■Non-planarStructurof4H-1-benzothio-

pyran-4-oneDerivativesandtheirSecond

HarmonicGeneration(SHG)Efficiences

(4H-1一 ベ ン ゾ チ オ ピラ ン ー4一 オ ン 誘 導 体 の 非 平

面 構 造 と 第 二 高 調 波 発 生(SHG)活 性)

H.Nakazumi,S.WatanabeandT.Kitao

J.Chem.Research(M),1616-1641(1992).

(SHGactivity,Non-planarstructure,Ben-

zothiopyran,X-rayanalysis)

巳ColourationofGlasseswithOrganic

ReactiveDyes

(有 機 反 応 性 色 素 に よ る ガ ラ ス の 着 色)

H.NakazumandS.Amano

J.Chem.Soc.Chem.Commun.,1079-1080

(1992).

(Sol-gelmethod,glass,Organicreactive

dyes,Thinfilm,Synthesis)

■NovelMerocyanineDyesAreConverted

intotheSpiropyranFormbylrradiation

withVisibleLight

(可 視 光 照 射 で ス ピ ロ ピ ラ ン 形 へ 変 化 す る 新 規

な メ ロ シ ア ニ ン 色 素 類)

H.Nakazum,K.Maeda,S.YagiandT.

Kitao

J.Chem.Soc.Chern.Commun.,1188-1189

(1992).

(Merocyaninedyes,Reversedphotoch-

romism,Spiropyran,Synthesis)

■SelectiveColorarionofSpiroPyridopyrans

forGuanosineDerivatives

(グ ア ノ シ ン誘 導 体 に 対 す るス ピロ ピリ ドピラ ンの

選 択 的 発 色)

M.Inouye,K.KimandT.Kitao

J.Am.Chem.Soc.,114,778-780(1992).

(Spiropyridopyran,Guanosine,Molecular

recognition,NucleQtidebase)

■TransmissionofRecognitionlnformation

toOtherSitesinaMolecule:Proximity

ofTwoRemoteSitesintheSpiroben-

zopyranbyRecognitionofAlkali-Metal

Cations

(分 子 中 の 他 の 部 位 へ の 分 子 認 識 情 報 の 伝

達:ア ル カ リ金 属 カ チ オ ンの 分 子 認 識 に基 づ く

ス ピロベ ンゾ ピラン の2つ の 離 れ た 部 位 の 接 近)

M.Inouye,M.UenoandT.Kitao

J.Org.Chem.,57,1639-1641(1992).

(Spiropyridopyran,Alkali-metalcation,Mo-

1ecularrecognition,AIIostericreceptor)

■Alkali-MetalCationRecognitionInduced

lsomerizationofSpirobenzopyransand

SpironapthoxazinsPossessingaCrown

RingasaRecognitionSite=Multifunc-

tionalArtificialReceptors

(ク ラ ウ ンエ ー テ ル を分 子 認 識 部 位 に 有 す るス

ピロベ ンゾ ピラ ン とス ピロナ フ トオ キ サ ジ ン の ア ル

カ リ金 属 力 チ オ ン の 認 識 に 誘 起 され た 異 性 化:

多 機 能 型 人 工 レセ プ ター)

M.InQuye,M.Ueno,K.Tsuchiya,N.

Nakayama,T.KonishiandT.Kitao

J.Org.Chem,57,5377-5383(1992).

(Spiropyridopyran,Spironaphthoxazin,Mo-

1ecu工arrecognition,Multifunctionalartificial

receptor)

■NewThermo-ResponseDyes:Coloration

bytheClaisenRearrangementandln-

tramolecularAcid-BaseReaction

(新 しい 感 熱 色 素:ク ライ ゼ ン 転 位 と分 子 内 酸 一

塩 基 反 応 に よ る発 色)

M.Inoue,K.TsuchiyaandT.Kitao

Angew.Chem.,Int.Ed.Engl.,31,204-205

(1992).

(Fluorandye,Thermo-responsedye,Claisen

rearrangement,Informationstorage)

■ 光 開 始 に よるア ミノ基 生 成 を利 用 す るポ ジ 型 ホ ト

レジ ス トー 溶 解 性 変 化 および ホ トレジ ス ト感 度 に

お け るコモ ノマ ー の 効 果

(Positive-TypePhotoresistsUsing

PhotoinitiatedFormationofPenclant

AminoGroups-EffectsofComonomerson

SolubilityAltermationandSensitivityof

thephotoresists-)

角 岡正 弘,川 村 和 之,丹 生貴 也

日本 化 学 会 誌,1992,1068-1070.

(Photo-lnitiation,AminoGroups,Positive

TypePhotoresists,Photosensitivity,

Co-monomers)
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■ThePhotochemicalBehaviorintheSolid

PhaseofPolymersBearingPendant

AcyloxyiminoGroupsandTheirApplica-

tiontoPhotoresists

(側 鎖 に ア シ ル オ キ シ イ ミノ 基 を 有 す るポ リマ ー

の 固 体 系 で の 光 化 学 挙 動 とホ トレ ジ ス トへ の 応

用)

M.Tsunooka,K.H.SongandM.Nagato

Proc.ofl4thAnnualInt.Cont.onAdvances

intheStabilizationandDegradationof

Polymers,227-237(1992).

(AcyloxyiminoGroups,PhotochemicalReaじ

tions,SolidPhase,Photoresists)

■AggregationofBacteriochlorophyllc

HomologstoDimers,Teramers,and

PolymersinWater-saturatedCarbonTet-

rachloride

(水 飽 和 四 塩 化 炭 素 中 で の バ ク テ リオ ク ロ ロ フ

ィルc同 族 体 の ダ イ マ ー,テ トラ マ ー,お よ び ポ リ

マ ー へ の 会 合)

K.UeharaandJ.M.01son

PhotQsynth.Res.,25,251-257(1992).

(Bacteriochlorophy11c,Chlorobiumlimicola,

chlorosome,circulardichroism)

■RectifyingandPhotovoitaicEffectsof

OrganicDouble-layerFilmDiodeBased

onLightlyDopedPoly(3-methy

thiopene)/5-Methyl-10-(3,5-dinitroben-

zyl)-5,10-dihydrophenazineJunction

(軽 度 に ドー プ さ れ た ポ リ3一メ チ ル チ オ フ ェ

ン/5一 メ チ ル ー10-(3,5一 ジ ニ ト ロ ベ ン ジ

ル)-5.10一 ジ ヒ ドロ フェナ ジ ン界 面 を用 い る有 機

二 層 型 薄 膜 ダイ オ ー ドの 整 流 およ び 光 電 効 果)

K.Uehara,A,Maekawa,A.Sugimotoand

H.Inoue

ThinSolidFilms,215,123-・125(1992).

(PhotQvoltaic,Organicfilmdiode,poly

(3-methylthiophene),Dihydrophenazine)

■EffectsofPhytylChainontheFormation

andPropertiesofChlorophyllaAg-

gregatesinAqueousTetrahydrofuran

(水 性 テ トラ ヒ ドロ フ ラ ン 中 で の ク ロ ロ フ ィルa会

合 体 の 生 成 と 性 質 に お よ ぼ す フ ィチ ル 鎖 の 影

響)

K.Uehara,J.Matsumoto,T.Tachibana,M.

Tsunoola,Y.OzakiandM.Mimuro

Proc.ofInternationalSymposiumonMolec-

ularStructureandRegulationofPhotosyn-

theticPigmentSysyems,62(1992).

(Chlorophylla,Phytylchain,Aggregate,Ab・

sorptionspectra,AqueousTHF)
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圏lnvitroFormationofPolymericAg9re-

gatesofBacteriochlorophyllc

(生 体 外 で の バ ク テ リ オ ク ロ ロ フ ィ ルcの 高 次

会 合 体 の 生 成)

K.Uehara,T.TachibanaandM.Tsunooka

AbstractsofIlthInternationalCongresson

Photobioligy,337(1992).

(Bacteriochlorophyllc,Homolog,Ag,

gregates,Aqueoussolution,Mixingeffect)

■OrienedPurpleMembraneElectrodeposi-

tedontoWetPoly(vinylalcohol)Filmas

aLight-drivenProtonPump

(光 プ ロ トン ポ ン プ 機 能 を もつ 含 水 ポ リ ビ ニ ル ァ

ル コ ー ル へ 電 着 さ れ た 配 向 紫 膜)

K.Uehara,Y,Kamei,M.TsunookaandT.

Kouyama

Proc.of4thSPSJInternationalPolymer

Conference,375(1992).

(OrientedPurplemembrane,Electrodeposi-

tion,PVA,Light-drivenprotonpump)

■PhotoinducedAcid-CatalyzedSiO2For-

mationatthePolymerSurfacebyChemi-

calVaporDeposition

(光 に よ り 発 生 す る酸 を 触 媒 と した 化 学 気 相 推

積 法 に よ る ポ リマ ー 表 面 で のSio2の 生 成)

M.Shirai,M.HayashiandM.Tsunooka

Macromolecules,25,195-200(1992).

(Surfacemodification,Photoresist,Surface

imaging,Chemicalvapordeposition,

Photoacidgenerator)

■SurfacelmagingresistsUsingPhoto-

generatedAcid-CatalyzedSiO2Formation

byChemicalVaporDeposition

(光 に よ り発 生 す る酸 を 触 媒 と し,化 学 気 相 推

積 法 に よ るSio2の 生 成 を利 用 す る表 面 イメー ジ

ング レジ ス ト)

M.ShiraiandM.Tsunooka

Polym.Mater.Sci.Eng.,66,99-100(1992).

(Photoresist,Surfaceimaging,Chemical

vapordeposition,Photoacidgenerator)

■DeblockingofPoly(4-t-Butoxycar-

bonyloxystyrene)UsinglminoSulfonats

AsPhotoacidGenerators

(光 酸 発 生 剤 として イ ミノス ル ホ ナ ー トを 用 い る

ポ リ(4-t一 ブ トキ シ カ ル ボ ニル オ キ シ ス チ レン)の

保 護 基 の 脱 離)

M.Shirai,H.KinoshitaandM.Tsunooka

Eur,Polym.J.,28,379-385(1992) .

(Photoresist,IminoSulfonate,Photoacid

generator,Deblockinh)



■PolysiloxaneFormationattheExposed

PolymerSurfaceHavingPhotoacidGene-

rators

(光 酸 発 生 剤 を 含 む ポ リマ ー の 露 光 表 面 で の

ポ リシ ロ キ サ ン の 生 成)

M.Shirai,H.KinoshitaandM.Tsunooka

J。PhotopoIym,Sci.TechnoL,5,263-266

(1992).

(Photoresist,Photoacidgenerator,Surface

modification,SurfaceImaging)

煽PhotochemistryoflminoSulfonateCom-

poundsandTheirApPlicationtoPhoto-

ThemalImagingSystem

(イ ミノ ス ル ホ ナ ー トの 光 化 学 とそ の 光 一 熱 イ メ

ー ジ ン グ 系 へ の 応 用)

M.Shirai,Y.YokomichiandM.Tsunooka

Proc.of2ndInternationalSymposiumon

ChemistryofFunctionalDyes,731-734(1992),

(lminosulfonate,Photoacidgenerator,

Photo-themalImaging,Thermalcoloring)

■PhotosenstivePolymersforSurfacelmag-

ingSysems

(表 面 イ メ ー ジ ン グ 用 感 光 性 高 分 子)

M.Shirai,M.Hayashi,H.KinoshitaandM.

Tsunooka

Proc.of4thSPSJInternationalPolymer

Conference,337(1992).

(Photosensitivepolymer,Surfaceimaging,

Photoacidgenerator,Oxygenplasumaetch-

ing)

●NovelThermal-CrosslinkingofWaterSol-

ublePolymers

(水 溶 性 高 分 子 の 新 規 な 熱 橋 か け)

M.Tsunooka,T.YamamuraandM.Sashio

Chem.Express,7,237-240(1992).

(Poly(vinylalcohol),Carbonylgroups,

Thermal--crosslinking,Aldolcondensation)

■PhotocrosslinkingofWater-SolublePoly-

mersBearingaPendantCyclohexenone

Moiety

(シ ク ロ ヘ キ セ ノ ン 部 分 を 有 す る 水 溶 性 高 分 子

の 光 橋 か け)

M.Tsunooka,Y.AmekawaandM,Sashio

J.PhotopoIym.Sci.TechnQl.,5,267-270

(1992).

(Poly(vinylalcoho1),Photocrossliking,Cyc・

10hexenonemoiety,Photodimerization)

圏Photo-initiatedAmine-Formationina

PolymerMatrixanditsApplicationto

ThermalCrosslinkingofPoly(Glycidyl

Methacrylate)Films

(ポ リ マ ーマ トリッ ク ス 中 で の 光 開 始 に よ る ア ミン

の 生 成 とそ の ポ リ グ リ シ ジ ル メ タ ア ク リラ ートフ ィ

ル ム の 熱 橋 か け へ の 応 用)

K.Ito,M.Nishimura,M.SashioandM.

Tsunooka

Chem.Lett.,1!53-1156(!992).

(O-Acyloxime,Photolysis,Amine,Ther-

mal-crosslinking,Poly(glycidylmethacry-

late)

■Photochemistryof9,1〔}一 一Dicyanoanthra-

cene-1,2-DiarylcyclopropaneSystems=

PhotocycloadditionandPhotoisomeriza-

tion.

(9,10一 ジ シ ア ノ ア ン トラ セ ンー1,2一 ジ ア リー ル シ ク

ロ ブ 回 パ ン 系 の 光 化 学,光 環 化 付 加 反 応 と 光 異

性 化 反 応)

K.Mizuno,N.IchinoseandY.Otsuji

J.Org.Chem.,57,1855-1860(1992).

(Photocycloaddition,Photoisomerization,

Photoinducedelectrontransfer,1,2-Diaryl-

cycloPropane,Salteffect)

匿SythesisofCyclobutacyclophanesCon-

tainingGroup16日ementsbyln-

tramolecular(2π 十2π)Photocycloaddition.

(分 子 内(2π+2π)光 環 化 付 加 反 応 に よ る16

族 元 素 を 含 む シ ク ロ ブ タ シ ク ロ フ ァ ン の 合 成)

K.Mizuno,K.NakanishiandY.Otsuji

Phosphorus,Sulfur,andSilicon,andRelated

Elements,67,257-260(1992).

(lntramolecular[2π 十2z]Photocycloaddition,

Group16element,Cyclobutacyclophane)

■PhotooxygenationofOrganosiliconCom-

poundsviaPhotoinducedElectron-Trans-

fer

(光 誘 起 電 子 移 動 を 経 由 す る有 機 ケ イ 素 化 合

物 の 光 酸 素 化 反 応)

T.Tamai,K.Mizuno,1.HashidaandY.Ot-

suji

Chem.Lett.,781-784(1992).

(Photoinducedelectrontransfer,Or-

ganosiliconcompound,Photooxygenation)

■lnsertionofNitrogenOxide(NO)andNit-

rosoniumlon(NO+)intoCyclopropane

Ring:ANewRouteto2-lsoxazolinsand

ltsMechanisticStudies

(シ ク ロ プ ロ パ ン環 へ の 一 酸 化 窒 素(NO)お よ

び ニ トロソニ ウ ムイ オ ン(NO+)の 挿 入 反 応)

K.Mizuno,N.Ichinose,T.TamaiandY.

Otsuji

J,Org,Chem.,57,4669-4675(1992).
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(2-lsoxazoline,Insertionofnitrogenoxide,

Insertionofnitrosoniumion,1,2-Diarylcyc-

lopropane,Elecrtontransfer)

■SterespecificPhotocycloadditionofElec-

tron-DeficientArylalkenesto9-Cyanoph-

enanthreneviaExciplex

(エ キ シ プ レッ ク ス を 経 由 す る9一 シ ア ノ フ ェナ ン ト

レ ン へ の 電 子 不 足 型 芳 香 族 ア ル ケ ン の 立 体 特

異 的 光 環 化 付 加 反 応)

K.Mizuno,R.A,Caldwell,A.Tachibana

andY,Otsuji

TetrahedronLett.,33,5779-5782(1992).

(Stereospecificphotocycloaddition,Electron-defi・

cientarylalkene,9-Cyanophenanthrene,Exciplex,

Endoselectivity)

■SaltEffectonthe9,10-Dicyaoanthrace-

ne-SensitizedPhotooxygenationofl,2-

DiarylcyclopropanesandthePhotode-

compositionof3.5-Diary-1,2-dioxolanes

(9,10一 ジ シ ア ノ ア ン トラ セ ン を 増 感 剤 と す る

1,2一 ジ ア リ ー ル シ ク ロ プ ロ パ ン の 光 酸 素 酸 化 反

応 お よ び3,5一 ジ ァ リー ル ー1,2一 ジ オ キ ソ ラ ン の 光

分 解 に お け る塩 効 果)

T.Tamai,K.Mizuno,1.HashidaandY.Ot-

suji

J.Org.Chem.,57,5338-5342(1992).

Salteffect,Photooxygenation,Photodecomposi・

tion,1,2-Diarylcyclopropane,1,2-Dioxolane)

厨PhotochemicalReactionsof1,4-Dicyano-b

naphthalenewithAllylicSilanes:Control

ofReactionModesbyUseofSojvent

andAdditiveEffects.

(1,4一 ジ シ ア ノ ナ フ タ レン とア リル シ ラ ン と の 光 化

学 反 応1溶 媒 効 果 と 添 加 物 効 果 を 用 い る 反

応 モ ー ドの 制 御)

K.Mizuno,T,Nishiyama,K.Terasaka,M.

Yasuda,K.ShimaandY.Otsuji

Tetrahedron,48,9673-9686(1992).

(1,4-Dicyanonaphthalene,Solventandaddi・

tiveeffects,Allylicsilane,Photoinducede・

1ectrontransfer,Photoa11ylation)

■Fe(CO)5-CaralyzedPhotoisomerizationof

AllylicSilanes,Germane,andStannane

toPropenylCompounds

(鉄 ペ ンタ カ ル ボ ニ ル を 触 媒 とす るア リル ケ イ 素,

ゲ ル マ ニ ウム,ス ズ の プ 回ペ ニ ル 化 合 物 へ の 光

異 性 化 反 応)

K.Mizuno,S.Daimon,K.Nakanishi,K.

IsagawaandY.Otsuji

Chem.Express,7,209-212(1992),

(lronpentacarbony,Photoisomerization,Al・

78

lylicsilane,Propenylsilane)

■RegioselectiveMCPBA-OxidationofAl-

kenylidenecyclopropanes:AConvenient

Syntersisof2-Methylenecyclobutan-1-

onesandCyclopropylKetoEsters

ア ル ケ ニ リデ ン シ ク ロプ ロパ ン の レギ オ 選 択 的

MCPBA酸 化:2一 メチ レン シ ク ロブタ ン+オ ン

とシ ク回 プ ロピル ケ トエ ス テ ル の 簡 便 合 成)

H.Sugita,K.Mizuno,T.Saito,K.Isagawa

andY.Otsuji

TetrahedronLett.,33,2539-2542(1992).

(MCPBA-Oxidation,Alkenylidenecyclop・

ropane,2-Methylenecyclobutanone)

口ChromotropicPropertiesofp-Phenylazo-

calixarenes

(p一 フ ェ ニ ル ア ゾ カ リク サ レ ン の 呈 色 性)

E.Nomura,H.Taniguchi,S.TamuraandY.

Otsuji

Chem.Express,7,685(1992).

(p-Phenylazocalixarene,Chromotropy,Inclu・

sioncompound,Piezochromism,So王vatoch・

romism)

■Synthesisandγ 一Radiolysisof2'-Deoxy-

5-fluorouridineand5-FluorouridineDeri-

vatives

(2Lデ キ オ シ ー5一 フ ル オ ロ ウ リ ジ ン と5一 フ ル オ ロ

ウ リジ ン 誘 導 体 の 合 成 と γ一線 照 射 分 解)

T.Kuroda,K.Hisamura,1.Matsukuwa,H.

Nishikawa,M.Morimoto,t.Ashizawa,N.

NakamizoandY.Otsuji

J.HeterocyclicChem.,29,1133-1142(1992).

(2'-Deoxy-5-fluorouridine,5-Fluorouridine,

TRadiolysisAnticellularactivity,Radiat量on

inducedinduceddrug)

冒 γ一Radiolysisof2LDeoxy-5-fluorouridine

DerivativeswithSulfur-containingSub-

stituents

(含 硫 黄 置 換 基 を もつ2'一 デ キ オ シ ー5一 フ ル オ ロ

ウ リジ ン 誘 導 体 の γ線 照 射 分 解)

T,Kuroda,K.Hisamura,N.Nakamizoand

Y.Otsuji

J.HeterocyclicChem.,29,1143-1147(1992).

(2'-Deoxy-・5-fluorouridine,TRadiolysis,

Hydroxy正radica1,Hydratedelectron,Radia-

tioninduceddrug)

■StructuralFeaturesof(CH3)2Si(C5H4)2Fe2(CO)3

(C=NR)and(CH3)2Si(CsH4)2Fe2(CO)2(C=

NR),

((CH3)2Si(C5H4)2Fe2(CO)3(C=NR)と(CH3)2Si

(C5H、)2Fe2(CO)2(C=NR)2錯 体 の 構 造)



S.Nakanishi,Y.TanikiandY,Otsuji

BuILChem.Soc.Jpn.,65,2309-2311(1992).

(Dinuclearcomplex,Ironcarbonyl,Isonitrlle

ligand,Structure)

■AConvenientSynthesisofCationic

Vinylideneand1,2-Propadienylidenelron

ComplexesbyPhotoreactionof[CpFe

(CO)(dppe)]+BF,Twith1-Alkynes

(CpFe(CO)(dppe))+BF4一 とア ル キ ン と の

光 反 応 に よるカ チ オ ン性 ビニ リデ ンお よび1-2プ

ロパ ジ エ ニ リデ ン鉄 錯 体 の 簡 便 合 成 法)

S.Nakanishi,K.Goda,S,UchiyamaandY.

Otsuji

Bull.Chem.Soc.,Jpn.,65,2560-2561(1992).

(Vinylideneironcomplex,1,2-Propadienyl-

ideneironcomplex)

■StraucturalFeaturesoflronCarbonyl

ComplexesDerivedfromTricarbonylation

ofCyclopentadienylAnionsbyFe(CO)5

(鉄 ペ ンタ カル ボ ニル によ るシ ク ロペ ンタ ジ エ ニル

ア ニオ ン の トリカ ル ボ ニ ル 化 反 応 で 生 成 した 鉄

力ル ポ ニル 錯 体 の 構 造)

S.Nakanishi,Y.OtsujiandT.Adachi

Chem.Express,7,729-732(1992),

(lronpentacarbonyl,Tricarbonylation,Cyc-

lopentadienyanion)

(Woolkeratinderivative,Chromevioret,

Metalcomplexdye,Dyedinding)

匿DegradatiionofSulfonatedAzoDyeswith

SodiumPercabonate

(ス ル ホ ン 酸 基 を もつ ア ゾ 染 料 の 過 炭 化 ナ トリ

ウ ム に よ る分 解)

R.Ohura,AkatayamaandT,Takagishi

TextileRes.J.,62,552-556(1992).

(Sodiumpercarbonate,Sulfonatedazodye,

Degration)

回ポ リエ ス テ ル 繊 維 の ヒ ドラジ ン処 理 に お け るピー

トセ ッ ト温 度 依 存 性

(EffectofHeat-settingTemperatureon

theHydrazineTreatmentofPoly(ethylene

trephthalateFiber)

牛 守 華,脇 田登 美 司,高 岸 徹

繊 維 学 会誌48,207-212(1992).

(Hydrazinetreatment。Heatset,Poly

(ethyleneterepthalate)

■PreparationandReactivitiesofAmphiphi-

licCompoundsContaining(η4-Diene)Fe

(CO)3StructureasaLipophilicGroup

((η4-Diene)Fe(CO)3構 造 を 親 油 性 基 と して

もつ 両 親 媒 性 化 合 物 の 合 成 と反 応 性)

S.Nakanishi,M.Kataoka,andT.Adachi

Chem.Express,7,921-924(1992).

(Amphiphiliccompound,Dieneironcar-

bonyl,Lipophilicgroup)

■RelationshipBetvveenCellulaseTreat-

mentandDirectDyeDyeingforCotton

(木 綿 の セ ル ラ ー ゼ 処 理 と 直 接 材 料 に 対 す る 染

色 性)

R.Mpri,T.HagaandT.Takagishi

J.Appl.Polym.Sci.,45,1869-1872(1992).

(Callulasetreatment,Directdyedyeing,Cot-

ton,Weightloss)

閾E行ectsofAddedMetallonsonthelnter-

atctionofWoolKeratinDerivativesand

AzoDyeCarryingHydroxylGroups

(羊 毛 ケ ラ チ ン誘 導 体 と水 酸 基 を もつ ア ゾ 染 料

の 相 互 作 用 に およぼ す金 属 イオ ン添 加 の 効 果)

Y,J.Kim,K.KonoandT.Takagishi

TextileRes.J,,62,275-278(1992).
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騰2.解 説,総説iwweweWlwwwwwweWWWIewewwwww

■基 質 リサ イ ク リン グ酵 素 リア フタ ー を増 幅 素 子 と

して 用 い た 高 感 度FIA

八 尾 俊 男

J.FlowInjectionAnaL,9,2-12(1992).

■ 高 温 安 定 相 α一Agiの ガ ラ ス マ トリック ス 中 へ の

常 温 凍 結

南 努,辰 巳砂 昌弘

化 学,47,362-363(1992).

■ ゾ ル ー ゲ ル 法 によるニュー ガ ラ ス

峠 登

ニューセラミックス,5,64-67(1992).

■超 イ オ ン伝 導 ガ ラ ス

南 努

日本 金 属学 会 会 報,31,681-686(1992).

■高 温 安 定 結 晶 相 α一Aglの 常 温 凍 結

南 努

化 学 と工 業,45,1673-1675(1992).

■ ゾ ル ー ゲ ル 法 に よるエ レク トロニ クス 用 薄 膜 の 作

製 と特 性

峠 登,南 努

電気 化 学,60,765-770(1992).

■LiNbO3-LiNbwo,系 ガラスの構 造 と電 気 的特 性

高 橋 雅也,頓 行 宏,辰 巳 砂 昌弘,南 努

科 学 と工 業,66,391-394(1992).

■ ゾル ーゲル 法 による強 誘 電 体 薄 膜 の 作 製 と特性

峠 登

科 学 と工 業,66,481-486(1992).

■ レー ザ ー 光 化 学 の 未 来

安 保 正 一

レー ザ ー 技 術 研 究 会 報 ,ProcedingsofILTJ,

68,1(1992).

■ 地 球 環 境 問 題 と触 媒 学 会 の 役 割

安保 正 一

触 媒,34,263(1992).

贋 「超 原 子 価 硫 黄 の 特 性 を利 用 す る分 子 設 計 一

小 領 域 電 子 授 受 」

井 上博 夫

文 部 省 重 点 領 域 平成3年 度 研 究 成 果 報 告 書,130

(1992).

■SynthesisandCharacterizationofMacro-

cyclicCompoundsUsingtheCharacteris-

80

ticsofHypervalentSulfur

N.MatsumuraandH.Inoue

オランダー 日本 有 機 科 学 交流 会(1992).

ロ情 報 記 録 用 色 素 の 化 学 と新 展 開

松 尾 賢

紙 パ技 術 協 会誌,46,255-265(1992).

■lnfraredAbsorbingDyes

J,Fabian,H.NakazumiandM.Matsuoka

Chem.Rev.,92,1197-1226(1992).

疇 トリフェニ ル メタ ン系 色 素 エ チ ノ ロー グ類 の 合 成

と性 質

中辻 慎一,中 澄 博 行,中 島憲 一 郎,秋 山修 三

日本 化学 会 誌No.11,1279(1992).

圏ベ ンゾチ オピラン系複 素 環 化 合 物 の 合 成 と性 質

中 澄博 行

染 料 と薬 品,37,No.3,59(1992).

■ 最 先 端 技 術 の 中 の 色 素

中澄 博 行

高 校 通 信,化 学,No,272,1(1992).

■光 反 応 性 高 分 子 の 基 礎 と応 用

角 岡 正 弘

第 一 工 業製 薬 社 報No.475,1-6(1992).

■地 球 環 境 問 題 とプラ ス チ ック の 将 来 展 望

角 岡正 弘

Polyfile,29,46(1992).

■ 高 分 子 固 体 系 に お ける光 開 始 ア ミノ基 生 成 とそ

の 応 用

角 岡正 弘

高 分子 加 工,41,67-72(1992).

■ 高 分 子 材 料 と地 球 環 境 問 題

角 岡正 弘

合成 樹 脂,38,4-8(1992).

■ 光 重 合 開 始 剤 の 現 状 と展 望 一 最 近 の トピック

ス か ら

角 岡正 弘

JETI,40,99-10ユ(工992).

■高 分 子 固 体 系 で の 光 開 始 によ る酸 ・塩 基 生 成

角 岡正 弘

海 外 高分 子 研 究,38,No.10,巻 頭 言(1992) .

■ 分 解 性 プ ラス チ ックの 現 状 と展 望



角岡正弘

科学と工業,66,30-35(1992).

■第14回 高 分 子 の 安 定 性 と分 解 性 に関 する国 際

会議 に参 加 して

角岡正弘

TRINETJournal,OR92-5-1～5-7(1992),

■日韓 研 究 交流

高岸 徹

化学と工業,45,1622(1992).

騨酵 素 の 繊 維 加 工 へ の応 用

高岸 徹

繊維機械学会誌45,287(1992).

■リボソーム の 基 礎 と各 分 野 へ の応 用

高岸 徹

日皮協ジャーナル,15,78(1992),

■高 分 子 一低 分 子 間 相 互 作 用 に関 する研 究か ら

高岸 徹

海外高分子研究,38,巻 頭言(1992).

eア クリロピペ リジンを含 む共 重 合 体 と染 料 の 相

互 作 用

高岸 徹,河 野健司,森 本恵治

繊維 ・高分子機能加工第120委 員会年次報告,43,

47(1992).
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■OccurenceofHigh-Temperatureα 一Phase

ofAglatRoomTemperatureinSuper-

ionicAgl-Ag20-MxOYGIasses

M.TatsumisagoandT.Minami

NewMaterials(ed.S.K.Joshi,C.N.R.

Rao,T.TsurutaandS.Nagakura)

NarosaPub.House,149-169(1992).

■MolecularDesignUsingtheCharacteris-

ticsofHypervalentSulfur

H.InoueandN.Matsumura

FundamentalsandEvolutionofMolecular

Design(ed.byI.Murata)

PriorityResearchProject,313(1992).

■機 能 性 色 素

大河原 信,松 岡 賢,平 嶋恒亮,北 尾悌次郎

講 談社サイエンティフィク(1992),

■2次 材 料 の 分 子 設 計 と材 料 設 計

松 岡 賢(分 担執筆)

「新 ・有機非線 形光 学材料II.基 礎 とデバイス開

発」

(小林 孝 嘉,梅 垣 真 祐,中 西 八 郎,中 村 新 男

編)シーエムシ「13-19(1992).

■生 分 解 性 ,光 分 解 性 付 与 添 加 剤

角岡正弘

「高 分 子 添 加 剤 の開発 と最 新 技術」シーエムシ

ー,317-327(1992).

ePhotocrosslinkablePolymerswithPend-

antlminoSulfonateGroups

M,Shirai,M.TsunookaandM.Tanaka(分

担 執 筆)

MacromolecularSyntheses,(ed.byD.Tir-

rell)MRGPolymerPress(1992).

幽TheoreticalandGeneralAspectsofOr-

ganicPeroxides

K.Yamaguchi,K.Takada,Y.OtsujiandK,

Mizuno

OrganicPeroxides,(ed.byW.Ando)

John&Wiley,1-100(1992).
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㈱ 4.国際会議発表　
■NewAspectsofMolecularPhotochemis-

tryinPhotoconversion(U.S∴JapanSemi-

nar)

(Tsukuda,Japan,April,1992)

K.MizunoandY.Otsuji:

Inter-andIntramolecularPhotoadditionof

AlcoholstoArylalkenesviaExciplexes

(Invited)

■14thInt .Symp.onCapillaryChromatog-

raphy(Baltimore,USA.,May,1992)

H.Frank,G.Fabian,1.AbeandT.Wasa

PolysiloxaneStationaryPhaseswithSys-

tematicallyArrangedFunctionalGroupsfor

GasChromatography

■AbstractspresentedatTheFirstWest

PacificElectrochemistrySymposium

(Tokyo,Japan,May,1992)

ChiakiIwakura,NaojiFurukawa,Masashi

Tanaka=

ElectrochemicalPreparationandCharacter・

zationofNi/(Ni十RuO2)CompositActive

CathodeforHydrogenEvolution

■4thEuropeanConf .onEIectroanalysis

(Noorwijkerhaut,Netherland,May,1992)

N.Fujimoto,Y.Shimohiro,H.InoueandM.

Uehara:

ElectrochemicalBehaviorofRiboflavinat

theSurfaceofModifiedElectrodeswiththe

Iron-sulfurClustersan(lPoly1-lysine

巳14thAnnuallnt.Conf.onAdvancesinthe

StabilizationandDegradationofPolymers

(Luzern,Switzerland,May,1992)

M.Tsunooka,KH.SongandM.Nagato

ThePhotochemicalBehaviorintheSolid

PhaseofPolymersbearingPendant

AcyloxyiminoGroupsandTheirApplication

toPhotoresists(lnvited)

■The3rdlnt .Conf.onAdvancedinthe

FusionandProcessingofGlass(NewOr。

Ieans,U.S.A.,June,1992)

T.MinamiandM.Tatsumisago=

PreparationofNewGlasseswithUnusual

PropertiesandStructurebytheRapidQuen-

chingTechnique(lnvited)

■ExtendedAdstractsPresentedatlnterna_

tionalConferenceonRareEarths(Kyoto,

Japan,June,1992)

MasaoMatsuoka,KatsuhikoAsai,Kazuaki

Asai,YukioFukumoto,ChiakiIwakura=

ElectrochemicalCharacterizationofSur-

face-ModifiedNegativeElectrodesConsist・

ingofHydrogenStorageAlloys

ChiakiIwakura,YukioFukumoto,Masao

Matsuoka,TatsuokiKohno,Katsuhide

Shinmou=

ElectrochemicaICharacterizationofHydro-

genStorageAlloysModifiedwithMetal

Oxides

■The3rdlnt.Conf .onHeteroatomChemis-

try(Riccione,Italy,June,1992)

H.Inoue,A.TsubouchiandN.Matsumura:

ReactivityofThieno〔3,4-c〕thiopheneshav-

ingaNonclassicalStructure

N.Matsumura,J.Kawano,N.Fukunishi,H.

Inoue,M.YasaiandF.Iwasaki:

SynthesisandCharacterizationofNew

TransitionMeta1℃arbeneComplexesUsing

theCharacteristicsofHypervalentSulfur

■SPIE-SolGelOpticsll

(SanDiego,U.S,A.,July,1991)

N.TohgeandT.Minami二

FormationProcessofCdandZnChaL

cogenide-DopedGlassesviaGelsContaining

ThioureaandSelenoureaComplexes

■14thIUPACSymp.onPhotochem.(K.U.

Leuven,Belgium,July,1992)

S.Okamato,H.Nishiguchi,M.Anpo,H.

Fukumura,H.Masuhara:

PhotoluminescenceandPhotochemical

PropertiesofBenzophenoneAdsorbedon

AlkaliCationExchangedZeolite

■10thlntern.Cong.Catal.(Budapest
,Hun-

gary,July,1992)

M.Anpo,T,Nomura,Y.Shioya,M.Che,D.

Murphy,E.Giamello=

De-Nox-ingPhotocatalysis-ExcitedStates

ofCopperIonsAnchoredontoZeoliteand

TheirRolesinPhotocatalyticDecompositiQn

ofNOat275K一

T.Ono,F.Hatayama,T.MaruokaandH.

Miyata

紹



FTIRStudyofReductionMechanismofNO

byC2H4andC,H,onVanadiumOxides

LayeredonZrO2

T.Ono,K.IkutaandY.Shigemura:

PartialOxidationofMethaneatLowPres-

sureOverSilicaGelandSilica-Supported

Sn,Zr,andGeOxides

■38thCanadianSpectroscopyConf.

(Peterborough,Canada,Aug.,1992)

T.Nakahara.

AtmosphericPressureHelumMicrowaveIn-

ducedPlasmaAtomicEmissionSpectromet-

ryfortheDeterminationofSuifurby

Gas-PhaseSampleIntroductionwithCon-

tinuous-FlowSystem(Invited)

幽9thlntern .Conf.Photochem.Conv.Stor.

SolarEnergy(Beijing,China,Aug.,1992)

M.Anpo,K.Chiba,Y.Hatano

PhtocatalyticReductionofCO2withH200n

HighlyActiveAnchoredTitaniumOxides

Y.Shioya,M.Anpo

PhotocatalyticDecompositionofNOxon

AnchoredCopperCatalysts

■lnternationalSymposiumonMolecular

StructureandRegulationofPhotosyn-

theticPigmentSystems(Sanda,Japan
,

Aug.,1992)

K,Uehara,J.Matsumoto,T.Tachibana,M.

Tsunooka,Y.OzakiandM.Mimuro:

EffectsofPhytylChainontheFormation

andPropertiesofChlorophyll旦Aggregates

inAqueousTetrahydrofuran

冒9thlnternationalCongressonPhotosyn-

theis(Nagoya,Japan,Aug.,1992)

K.Uehara,T.Tachibana,M.Tsunooka ,and

Y.Ozaki;

StructureandInterconversionofBacterioch-

10rophyH -⊆inSolidFilms

屠7thlnternationalSymposiumonMolecular

Recognitionandlnclusion

(Kyoto,Japan,Aug.,1992)

K.Mizuno,T.NishiyamaandY.Otsuji

ChiralRecognitioninFluorescenceQuench-

ingof2,2LDimethy1-1,1"bianthryl

■The50thAnniversaryInternationalSym-

PosiumonOrganicSynthesis(Tokyo,

Japan,Aug,,1992)
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Y.Otsuji,S.NakanishiandK.Itoh:

ReactivitiesandSyntheticApplicationsof

(η3-Allyl)Fe(CO)2NOComplexes

■2ndlnternationalSymposiumonChemis-

tryofFunctionalDyes(Kobe,Japan,

Aug.,1992)

N.Nishiguchi,M.Anpo

PhotochemicalPropertiesofBenzophenone

AdsorbedonTi-AIandTi-SiBinaryOxides

N.Negishi,M.Anpo,K.Murayama,T.Fujii

UniqueFluorescenceSpectraofPyrene

MoleculesEncapsulatedinSi-TiBinary

Sol-GelXerogelSystems

A.Sugimoto,W.Takahashi,K.Uehara,H.

InoueandT.Adachi:

PreparationandPropertiesof5-Me

thy1-10-(substitutedbenzyl)-5,10-dihydro-

phenazines

K.Takagi,A.Mizuno,K.Nakatsu,M.

Kubata,A.Mizoguchi,M.FurushwandM.

Matsuoka.

CrystalEgineeringandSubstituentEffectsof

HinderedPhenolsforSHGMaterials

MMatsuoka,A.Iwamoto,N.Furukawa,H.

YoshiokaandK.Nakatsu.

IntermolecularCTComplexDyesDerived

fromPolysulfurheterocyclesasaDonor

D.Hou,A.IwamotoandM.Matsuoka:

FunctionalDyesDerivedfrom2,3-Dich-

10ro-5,6-dicyanopyrazine

M.MatsuokaandT.Hikita:

PhotoreductionofCyanineIRDyeswith

Butyltriphenylborate

H.Kihara,S.Tokita,Y.KogoandM.Mat・

suoka:

AnInteractiveSoftwareforPredictingEleじ

tronicSpectraofOrganicCompoundsby

PersonalComputers

H.Nakazumi,S.YagiandK .Maeda:

SynthesesandPhotochromicPropertiesof

BenzothiopyranoidandBenzopyranoidDyes

H.Nakazumi,S.AmanoandE .Minatoya:
SynthesesofOrganicDyesfQrColorationof

Glass



H.Nakazumi,S.YagiandT.Asaoka:

MolecularStructuresofSpiroben一

zothiopyransand

zopyryliumDyes

Spirothiopyranoben一

M.Tsunooka,K.H.SongandAIwamoto=

Photo-lnitiatedIntroductionofAmino

GroupsinThinPolymerFilmsandItsAp-

plicationtoImageFormationbyDyeing

K.Uehara,K.Okitsu,M.Tsunooka,A.

SugimotoandH.Inoue:

RectifyingandPhotovoltaicEffectsofOr-

ganicDoubleヨayerCellBasedonLightly

DopedPoly(3-methylthiophene)/5-Meth-

yl-10-benzy1-5,10-dihydrophenazineDeriva-

tiveJunction

M.Shirai,Y.YokomichiandM.Tsunooka:

PhotochemistryofIminoSulfonateCom-

poundsandTheirApplicationtoPhoto-The-

rmalImagingSystem

K.Kono,Y.Nishihara,K.MorimotoandT.

Takagishi:

Photo-responsivePermeabilityofPolyelec・

trolyteComplexCapsuleMembranehaving

TriphenylmethaneResidue

謄43rdMeetingonlnt.Soc.Electrochemis-

try(Cordoba,Argentina,Sept.,1992)

T,Yao,N.KobayashiandT.Wasa=

HighlySensitiveAmperometricDetectionof

SubstratesbyUseofanImmobilizedEn-

zymeReactorInvolvingChemicalAmplifica-

tionbySubstrateRecycling

■11thlnternationalCongressonPhotobiol-

ogy(Kyoto,Japan,Sept.,1992)

K.Uehara,T.TachibanaandM.Tsunooka:

invitroFormationofPolymericAggregates

ofBacteriochlorophyllc

嘲4thlnternationalConferenceonLaser

ApPllcationsinLifeSciences(Jyvaskyla,

Finland,Sept.,1992)

Y.Ozaki,H.Sato,K.Okada,Y.Koyama

andK.Uehara:

Near-lnfraredFT-RamanSpectroscopyof

LivingPhotosyntheticBacteria

■XVIInter .Cong.onGlass(Madrid,Spain,

Oct,1992)

Y.Matsuno,A.Matsuda,S.Katayama,N.

TohgeandT.Minami=

APracticalFabricationProcessofPreg-

roovesonGlassDisksbytheSo1-GelMethod

T.MinamiandN.Machida=

IonicConductivityandStructureofCuprous

HalideContainingGlasses

S.Yamazaki,H.Inaba,HSakai,M.Tat-

sumisago,N.TohgeandT.Minami:

Water-RepellentCoatingonGlassSubstrates

bytheSol-GelProcess

■The2ndJapan-Russia-ChinaInter.Sem-

inarontheStructureandFormationof

Glasses(Kyoto,Japan,Oct.,1992)

M.Tatsumisago,S-K.LeeandT.Minami:

RamanSpectraofRapidlyQuenchedTel-

IuriteGlasseswithaVarietyofSecond

Componets

■Japan-KoreaJointForum92,0rganic

MateiralsforElectronics(Wako,Japan,

Oct.,1992)

M.MatsuokaandT.Hikita.

PhotochemistryandApplicationsofCyanine

BorateIRDyes

口Int.Symp.ofUniv.ofOsakaPrefecture

onGlobalAmenity(Sakai,Nov.,1992)

H,Ishikawa,T.NakaharaandT.Wasa:

DeterminationofSulfurbyAtmospheric

PressureHeliumMicrowaveInducedPlasma

AtomicEmissionSpectrometry

T.Mori,T.NakaharaandT.Wasa=

DeterminationofIodinebyInductivelyCou-

pledPlasmaAtomicEmissionSpectrometry

■4thSPSJlnt.PolymerConf.,(Yokohama,

Japan,Nov.,1992)

M.Tsunooka,F.InoueandK.工to=

TheGenerationofDifferentialDissolution

throughPhoto-lnitiatedIntroductiorlof

PendantAminoGroupsandMain-Chain

ScissioninPolyrnerThin-Films

K.Uehara,Y.Kamei,M.TsunookaandT.

Kouyama:

OrientedPurpleMembraneElectrodeposited

ontoWetPoly(vinylalcohol)Film

M.Shirai,M.Hayashi,H.KinoshitaandM.

Tsunooka:

PhotosensitivePolymersforSurfaceImaging

Systems
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■The3rdEurasiaConferenceonChemical

Science(Bangkok,Thailand,Dec,,1992)

N.TohgeandT.Minami:

FormationandOpticalPropertiesofSemi-

conductorMicrocrystallite-DopedGlasses

throughtheSol-GelProcess

闘ThegthKorea-JapanSeminaronNew

Ceramics(Kyongju,Korea,Dec.,1992)

S-K.Lee.M.TatsumisagoandT.Minami:

High-TemperatureRamanSpectraandCrys-

tallizationProcessofBinaryTelluriteGlas・

ses
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圏第3回 オ プ トエ レクトロニクスガ ラスミー ティング

(1月,大 阪)

峠 登,飛 鳥政宏,土 田伸史,南 努:

ゾルーゲル法によるセレン化物半導体微粒子分散ガ

ラスの生成

講演予稿集,20-21.

■第30回 セ ラミックス基 礎 科 学 討 論 会(1月,大

阪)

辰巳砂昌弘,藤 井和子,南 努:

ゾルーゲル法によるビオロゲンを含む有機 一無機複

合体の作製

講演要 旨集,185,

コ第4回 ガラスエ ンブ リオ研 究 会(1月 ,東 京)

南 努:

tr-Agl結 晶のガラスマトリックス中への常温凍結

■第20回 ヘテ ロ原 子 化 学 討 論 会(1月,東 京)

安 井正憲,吉 田 聡,岩 崎不二子,松 村 昇,井

上博夫 ニ

メタラペンタレン骨格 を有するPd,Pt,Rh錯 体 の

分子構造

講演要 旨集,189.

■フォトポ リマー懇 話 会 第86回 フォトポリマ ー懇

話 会例 会(1月,大 阪)

角岡正弘

光開始による酸 ・塩基の生成とその応用

講演要 旨集,1-8.

■ハイテクフォーラム(2月 ,広 島)

南 努

ニューガラス概 論一その製法,組 成そして新 しい機

能 一

ニューガラス,20,4-11.

■日 本 セ ラミックス協 会 大 阪 支 部 講 演 会(2月 ,

大 阪)

峠 登=

ゾルーゲル法による機能性薄膜の作製

テキスト,9-12,

■MH利 用 開 発 研 究 会 第4回 例 会(2月,大 阪)

岩倉千秋,松 岡政夫:

ニッケルー水 素化物電池 の一般 的性質と負極 の表

面改質

講演資料,1-15.

■日本 化 学 会 近 畿 支 部 講 演 会(2月,大 阪)

角岡正弘:

光分解 性プラスチックの設計

講演要 旨集,19-23.

■ 日本 化 学 会 第63春 季 年 会(3月 ,大 阪)

中原武利,森 本 暁 和佐 保1

気相 試料 導入一大気圧ヘリウムマイクロ波誘導プラ

ズマ発光分光分析による海水中の臭素の定量

講演予稿集1,p、833.

八尾俊男,流 浩一郎,和 佐 保,浅 野泰一,西 野

博仁:

固定化グリコール酸酸化酵素とフォトダイオード検 出

器を用いたグリコール酸のフローインジェクション分

析

講演予稿集1,847、

辰巳砂昌弘,李 相基,南 努

ヨウ化銀系超イオン伝 導ガラスのガラス転 移点付近

における粘性挙動

講演予稿集1,935.

辰巳砂昌弘,斉 藤俊晴,南 努:

銀系超イオン伝導ガラス中へのtX-Aglの 常温凍結と

電気伝導特性

講演予稿集1,936.

高橋 雅 也,頓 行 宏,辰 巳砂 昌弘,南 努=

LiNbO、-LinbWO、 系ガラスの構 造 と電 気 的 特性

講 演 予 稿 集 王,938.

峠 登,藤 井 英 子,南 努:

ゾルー ゲル法 によるPLZT強 誘 電体 薄 膜 の作 製 と特

性

講 演 予 稿 集1,947.

小和 田善 之,河 合 聡 足 立 裕 彦,南 努:

ゾル ーゲ ル法 によるMgO-P20,-SiO2系 ガラスの作

製 とその構 造

講 演 予 稿 集1,947.

岸 田和 雄 辰 巳砂 昌弘,南 努=

ゾル ー ゲル法 と電 気 泳 動 法 を組 み合 わ せ た酸 化 物

膜 の新 しい作 製 手 法

講 演 予 稿 集1,950.

根 岸 信 彰,安 保 正 一,R.Franck,J.M.

Tatibouet,T.LVan,M.Chel

メタンカップ リング反応 に活 性 なLa20、 のホトル ミネッ

センス特性

講 演 予 稿 集1,207.

村山 啓 藤井恒男,根 岸信彰,安 保正一1

ゾルーゲル法により複 合金属酸化物 中にドープした
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ピレンの分子間相互作用

講演予稿集1,603.

松 岡雅 也,根 岸 信彰,安 保 正一:

ゾルーゲ ル法 により調整 したSi-Cu複 合酸 化 物 系 キ

セ ロゲルのキャラクタリゼ ーション

講 演 予稿 集1,228.

文 相 吉吉,安 保 正 一:

活 性ZrO2上 で のCO環 状 ポリマーの形 成 とその挙 動

講 演 予稿 集1,222.

講 演 予稿 集,1080.

杉 本 昇,深 田典 行,井 上 博 夫=

9-(7一 アニリノヘ プチル)フ ェナ ントレンの光 還 化 反 応

講 演 予講 集II,1777.

杉 本 昇,中 川 美 智 代,上 原 赫,井 上 博 夫,足

立 知 浩:

5,10一位 に置換 基 をもつ5,10一 ジヒドロフェナ ジン誘 導

体 の合 成 と性 質

講 演予 講 集II,1959.

岡本誠史,西 口宏泰,安 保正一:

ZSM-5に 吸着したベンゾフェノン及びデオキシベン

ゾインのリン光特性 と光化学反応 に及 ぼす交換アル

カリ金属カチオンの影響

講演予稿集1,610.

志賀 彰,安 保正一,千 葉勝一

高分散固定化担持 酸化 チタン上 でのCO2の 光還元

反応

講演予稿集1,184.

北 村千 寿,藤 本靖 彦,井 上 博 夫:

ア セ チ ル ア ミノエ タ ンチオ ラー ト類 を配 位 子 とす る

Fe、S、クラスターの電 子 伝 達 機 能

講 演予 講 集II,2075.

木下 康 生,小 島秀 夫,松 村 昇,井 上 博 夫:

トリス(ア ルキル チオ)シ クロプ ロペ ニルカチオ ン類 と

臭 化2一 ピリジル マ グネシウム および2一 リチオア ゾー

ル類 との反 応

講 演 予 講 集II,1954.

塩谷 靖,野 村幸生,安 保正一=

イオン交換法で調整 したCu+/ZSM-5触 媒 の励起

状態とNOの 光触媒反応

講演予稿集1,182.

鐘田展弘,千 葉勝一,安 保正一:

粉末酸化 チタンを光触媒 とする二酸化炭素還元の

可能性一反応中間体と銅担持効果一

講演予稿集1,891.

幡山文一,大 野 隆,野 坂直幸,宮 田 壽

酸化 ジルコニウムに層状担持した酸化バナジウム上

への芳香族炭化水素の吸着,酸 化とV=0種 の挙動

講演予稿集1,224.

丸 岡 智 博,青 山根 植,大 野 隆,幡 山 文 一,宮 田

壽

層状 担持V205/ZrO2触 媒 上 でのNOxの 吸 着状 態 と

オ レフィンによる還 元

講 演 予 稿 集1,262.

小野武彦,尾 形暢亮R.L.Kuczkowski

Mo酸 化物上 でのアルカリ酸化における第2段 水素

引き抜きの同位体効果と反応中間体

講演予稿集1,213.

河野龍興,松 岡政夫,岩 倉千秋;

水素吸蔵 合金負極 の電気化学 的特性 に及ぼす金

属酸化物の影響

講演予稿集,913.

古川直治,藤 田幸雄 岩倉千秋:

Ni-P/Sic電 析複合薄膜 の腐食挙動

小 島秀 夫,木 下 康 生,松 村 昇,井 上 博 夫:

トリス(イ ソプロピルチ オ)シ クロプロペ ニル カチ オン

とα一リチオイソシアニ ド類 との反 応

講 演 予 講 集IL1954.

安 井正憲,吉 田 聡 金子 肇,岩 崎 不二子,松

村 昇,井 上博夫:

ジアザジチアペンタレン骨格を有するPd,Pt,Ph錯

体 の分子および結 晶構造

講演予講集II,370.

松村 昇,平 瀬龍二,井 上博夫:

超原子価硫黄の特性 を利用する新規 テトラアザペン

タレン誘導体 の合成 とその性質

講演予講 集II,1504.

松村 昇,河 野順 一,井 上博夫,安 井 正憲,岩 崎

不二子:

超 原 子 価硫 黄の特 性 を利用す る新規 パラジウム

(II)カルベン錯体の合成とその性質

講演予講集II,1504.

坪 内 彰,北 村 千 寿,松 村 昇,井 上 博 夫1

テ トラキス(ア ル キルチ オ)チ エノ 〔3,4-c〕チオ フェン

類 のスル ポキシド化 とその ジカチオ ンの合 成

講 演 予講 集II,1511.

松村 昇,福 西範樹 井上博夫,安 井正憲:

超 原子価硫黄 をもつ12π系テトラアザペンタレン類と

テトラキス(トリフェニルポスフィン)白金との反応

講演予講集II,1941.
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中村 奈 緒美,坪 内 彰,松 村 昇,井 上 博 夫:

電 子 求 引性 ビニル基 をもっ新 しいチエノ〔3,4-c〕チオ

フェン誘 導 体 の合 成 と性 質

講 演 予講 集II,1989.

坪 内 彰,松 村 昇,井 上 博 夫,柳 和則:

テトラキス(イ ソプロピルチオ)チ エノ〔3,4-c〕チオフェ

ンジカチオンの合成 とその構造 解 析

講 演 予 講集II,1990.

大内 健,吉 岡 寛,中 津和 三,岩 本明洋,松 岡

賢,北 尾悌次郎:

チアントレン誘導体のTCNQ塩 のX線 構造解析

講演予稿集,II-2212.

松 岡 賢,疋 田敏 彦,北 尾 悌 次 郎,細 田喜 一,室

伏 克 己:

シアニ ン色 素 の光 還 元 反 応(2)

講 演 予稿 集,II-2227.

高 木 浩 一,水 野 顕,吉 木 雅 彦,古 圧 勝,松 岡

賢,北 尾悌 次 郎,久 畑 満,溝 口昇:

SHGに およぼす ヒンダー ドブエノー ル類 の置 換 基 効

果 とクリスタルエ ンジニア リング

講 演 予稿 集,II-2228.

松 岡 賢,中 尾 豊,北 尾 悌 次郎:

色 素蒸 着 膜 のエ レクトロルミネッセ ンス特 性

講 演 予稿 集,II-2230.

中澄博行,八 木繁幸,朝 岡智博,北 尾悌次郎;

ベンゾチオピラン系スピロピラン類のX線 構造解析

講演予稿集,II-2202.

中澄博行,天 野新哉,湊 谷英士,北 尾悌次郎:

ガラス着色のための有機色素の合成とその性質(4)

講演予稿集,II-2215.

中澄博行,松 本真哉,北 尾悌次郎,小 川 格:

マレオピマール酸 からの有機非線 形光学材料 の合

成

講演予稿集,II-2228.

上野 勝,井 上将彦,北 尾悌次郎=

分子認識 に誘起された構造変化 と情報伝達一クラウ

ン化スピロピランのイオン認識 による2つの離れた部

位の接近 一

講演予稿集,II-2205.

金廣 植,井 上将 彦,北 尾悌 次郎1

グァノシ ン誘 導 体 に対 す るスピロピリドピランの選 択

的発 色 一N一 メチ ル誘 導体 との比較 一

講 演 予 稿 集,II-2206.

小西 隆 井上将彦,北 尾悌次郎

アル カリ金 属 カ チオ ンと核 酸 塩 基 に対 す る人 工 アロ

ステリックレセ プター

講 演 予 稿 集,II-2206.

上 原 赫,中 澄 博 行:

メチ レンブルー セ ミキノンラジカル銅(1)錯 体 の構

造

講 演 要 旨集1,99.

佐 藤 英 俊,岡 田 浩 一,尾 崎 幸 洋,上 原 赫,村 石

修 一

FT一 ラマ ン.FT-IR分 光 法 によるクロロフィルaの 会

合状 態

講 演 要 旨集1,437.

上 原 赫,立 花太 郎,角 岡正 弘 尾 崎幸 洋:

FT-IR分 光 法 によるバ クテリオクロロフィルc固 体 フィ

ルムの研 究

講 演 要 旨集1,437.

上原 赫,松 本順 子,立 花太郎,角 岡正 弘,尾 崎

幸洋

水 一有機 溶媒系におけるクロロフィリドaの会合体形

成

講演要 旨集II,2059.

杉 本 昇,中 川 美 智代,高 橋 渡,上 原 赫,井

上 博 夫=

5,10一位 に置 換 基 をもつ5,10一ジヒドロフェナジ ン誘 導

体 の合 成 と性 質

講1寅要 旨集II,1959.

上 原 赫,奥 津健 二,角 岡 正 弘,杉 本 昇,井 上

博 夫

ポ リ(3一 メチ ルチ オフェン)/5,10一 ジヒドロフェナ ジン

誘 導 体積 層膜 の整 流 性

講 演 要 旨集1,998.

指尾 稔 藤井敦史,飴 川睦英,角 岡正弘:

側 鎖に共役 カルボニル基 を有する水溶性高分子の

光橋かけ反応

講演予稿集II,1130.

指尾 稔,山 村哲也,角 岡正弘=

側鎖にカルボニル基をもつ水溶性高分子の熱橋かけ

反応

講演予稿集II,1131.

水 野 一 彦,杉 田 光,釜 田 規,未 来 川 覚 三,大

辻 吉 男:

ビニ リデ ンカルベ ンの1β 一ジエ ンへ の付加 反応

講 演 予稿 集II,p.1673.

杉 田 光,水 野 一 彦 未来 川 覚 三,大 辻 吉 男:

m一 クロロ過 安 息香 酸 によるビニ リデ ンシクロプ ロパ ン

89



の酸 化 反 応

講 演 予稿 集II,p.1623.

玉 井聡 行,橋 田 勲,水 野一 彦 大 辻吉 男:

光 電子 移 動 を経 由す る1,1,7,7一テ トラアリール ー1,6一

ヘ プタジエ ンの酸素 酸 化 反応

講 演予 稿 集II,p.1755.

水 野一 彦,谷 恭 子,玉 井 聡 行,大 辻 吉 男=

エキシプレックス を経 由するアルコールの 芳香 族 アル

ケンへの光 極 性 付加 反 応 の機 構

講 演予 稿 集II,p.1307.

中西三郎,合 田賢一,内 山伸一,大 辻吉男:

カチオン性 不飽和 カルベ ン鉄錯体 の合成 と化学的

特性

講演予稿集II,1597.

中西 三 郎,目 見 田 靖 治,大 辻 吉男:

(i73一アリル)Fe(CO)(L)NO錯 体 の構造 と温 度 依 存

性

講 演 予 稿 集II,1598.

河野健可 林 弘志,高 岸 徹

曇点を有する高分子を担持 したリボソームの温度感

受性

講演予稿集1,647.

森本恵治,西 田隆彦,河 野健 司,高 岸 徹:

正電荷を有する高分子微粒子表面 への有機低分子

および血漿タンパク質の吸着挙動

講演予稿集1,1182.

翻第19回 ニューセラミックスセ ミナ ー(3月 ,大 阪)

南 努:

新 しい超イオン伝 導ガラスの開発と新 しい超イオン

伝導性ハイブリッド材料

■第15回 京 都 窯 業基 礎 懇 談 会(3月,京 都)

辰巳砂 昌弘,李 相基,南 努;

銀 系超イオン伝導ガラスの熱的性質と粘 性挙動

■高 分 子 学 会 第25回 無 機 高 分 子 研 究 会(3

月,東 京)

安保正一:

分子サイズの高分散固定化担持光触 媒一調整,キ ャ

ラクタリゼーション,光 触媒作 用機構

講演要旨集,7-11.

■触 媒 学 会 コンピューターの 利 用 研 究 会 第3回

セ ミナ ー(3月,大 阪)

水野和彦,大 野 隆,宮 田 壽:

コンピューターグラフィックスによる酸化物薄膜 生成

過程のシミュレーション

講演要 旨集,75.
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■表 面 技 術 協 会 第85回 講 演 大 会(3月,埼 玉)

福本幸男,小 川盛幸,岩 倉 千秋,横 井昌幸,森 河

務:

アルミニウム上 へのめっきにおける置換皮膜の析出

挙動

講演要旨集,31-32,

■新 無 機 膜 研 究 会 講 演 会(4月,大 阪)

峠 登:

ゾルーゲル法の親展開

■触 媒 の 機 能 と設 計 に関 する表 面 研 究 会 第2

回 シンポ ジウム(4月,京 都)

根岸信彰,松 岡雅也,安 保正一:

ゾルーゲル法調 製Cu/Sio2複 合酸化物触媒 のキャ

ラクタリゼーションとその上でのNOの 光分解反応

講演要 旨集,7.

■電 気 化 学 協 会 第59回 大 会(4月,東 京)

河野龍興,松 岡雅也,岩 倉千秋:

水素吸蔵合金負極の特性に及ぼす金属酸化物の混

合効果

講演要 旨集,223.

■電 気 鍍 金 研 究 会 総 会 講 演 会 特 別 講 演(4月 ,

大 阪)

岩倉千秋:

水素吸蔵合金の表面処理と電池への応用

講演資料1-7;め っき技術,5(8),1-7(1992)

■ 日本 ゴム協 会4月 例 会

角岡正弘:

光分解性ポリマー

講演要 旨集,1-5.

■第53回 分 析 化 学 討 論 会(5月 ,秋 田)

和佐 保,八 尾俊男,喜 多正 治,柴 田圭史,三 木

伸介,乗 竹雅温

固定化 酵素 を用いる化学 ・生物発光検 出器の開発

と分析化学 的応用

講演要 旨集,18-19.

八 尾 俊 男,流 浩 一 郎,和 佐 保,浅 野 泰 一,西 野

博 仁:

基質 リサイクリング による増 幅 型 酵 素 リアクター とフォ

トダイオード光検 出器 を用 い たフロー インジェクション

分析

講 演 要 旨集,30-31.

■ 日本 セラミックス協 会1992年 会(5月 ,東 京)

峠 登,福 田好史,南 努:

ゾルーゲル法によるBi、Ti30,2の薄膜の作製と誘電

特性

講演予稿集,11.



忠永清治,宮 路史明,横 尾俊信,作 花済夫:
207PbNMRに よるPb含 有結晶及びガラスの構造研

究

講演予稿集,53.

河 合 進 元 山宗 之,南 努:

Li,O-K20-AI203-SiO2-F系 ガ ラスの 結 晶 化 に及

ぼすZrO2,Ta205の 添 加 効 果

講 演予 稿 集,p,209.

峠 登,酒 谷浩行,南 努:

ゾルーゲル法によるZnO含 有Tio2膜 の紫外透過特

性

講演予稿集,216.

辰 巳砂 昌 弘,谷 口明 弘,斉 藤 俊 晴,南 努l

Agl-Ag、O-M,OY(MxOY=V20,,WO3)系 ガ ラス

中 への α一AgIの 常 温 凍 結挙 動

講 演 予稿 集,453.

鱒ゼ オ ライ トの 環 境 保 全 分 野 へ の 応 用 セミナ ー

(5月,東 京)

安保正一;

ゼオライトを反応場とする光触媒反応と光化学反応

講演要旨集,14-18.

■第4回 エ レク トロニクス 部 会 研 修 セミナ ー(5月 ,

京 都)

松 岡 賢:

エレクトロニクス用色素材料物性

予稿集,17.

■第7回 生 体 機 能 関 連 化 学 シンポジ ウム(5月 ,

名 古 屋)

上原 赫,立 花太郎,角 岡正弘:

緑色光合成細菌のクロロゾームに含まれるバクテリオ

クロロフィルc高 次会合体のinvitroで の形成

講演要旨集,118-120.

上 原 赫,奥 津 健 二,角 岡 正 弘,杉 本 晃 井 上

博 夫:

生 体 光 電 変 換 素 子 モ デ ル:5一 メチ ル ー10一ベ ンジ

ルー5,10一ジヒドロフェナジ ン誘 導体 を用 い る有機 二 層

型 ダイオー ド

講 演 要 旨集,275-277.

■第41回 高 分 子 年 次 大 会(5月,横 浜)

角岡正弘,伊 藤健一

高分子固体 系での光 開始による塩基の生成とその

応用一〇一アシルオキシムの光分解とその熱橋かけ反

応への応用

予稿集,434.

角岡正弘,山 村哲也,指 尾 稔:

カルボニル基を側鎖にもつ水溶性高分子の熱橋 かけ

反 応

講 演 要 旨集,VoL41,445.

白井正充,馬 尉 国,角 岡正弘:

芳香族 アミド基を測鎖 に有するポリマーの光橋 かけ

挙動

講演要 旨集,446.

白井正充,三 輪貴宏,角 岡正 弘;

アルコキシシランで表面修 飾したポリマーの酸素 プ

ラズマ耐性

講演要 旨集,428.

白井正充,木 野下博隆 角岡正弘:

CVD法 による高分子露光表面でのポリシロキサンの

生成一光酸発生剤添加系による検討

講i演要 旨集,823.

白井正充,角 野友信,角 岡正弘:

CVD法 による高分子露光表面でのポリシロキサンの

生成一光酸発生剤添加 系とコポリマー系の比較

講演要 旨集,824.

森本恵治,西 田隆彦,河 野健司,高 岸 徹=

N,N一ジメチルアミノプロピルアクリルアミド4級塩を含

む高分子微粒子表面への血漿タクパク質 の吸着挙

動

予稿集,503.

千 種 康 男,岡 嶋 真 一,森 本 恵 治,河 野 健 司,高 岸

徹:

高 結 合 性 をもつ 高 分 子 とメトトレキセー トとの相 互 作

用

予稿 集,530.

河野 健 司,大 野 隆 央,高 岸 徹:

ヒスチ ジン残 基 をもつポ リエチ レンイミンーポリアクリ

ル 酸 コンプ レックス カプ セル膜 の 透 過 性 のpHに よる

制 御

予 稿 集,1200.

河野健司,増 田昭博,高 岸 徹

ポリリシンを担持 したリボソームと酸性脂 質を含むリ

ボソームとの融合挙動

予稿集,1126.

鷹第13回 日本 微 量 元 素 学 会(6月 ,仙 台)

中原武利,和 佐 保:

気相試料 導入法 を用 いた大気圧ヘリウムマイクロ波

誘 導プラズマ発光分光分析によるヨウ素および臭 素

の高感度定量法の開発

予稿集,p.83.

■粉体粉末冶金協会平成4年 度春季大会(6

月,東 京)
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町 田 信 也,重 松 利 彦,中 西 典 彦,土 田伸 史,南

努=

超 イオ ン伝 導 性CuCl-Cu2MoO、-CuPO、 系 ガラスの

作 製 と電 気 伝 導特 性

講 演 概 要集,216.

■電気化学協会ソーダエ業技術委員会第27回

委員会(6月,大 阪)

辰巳砂昌弘;

超急冷法による電気機能性ガラスの作製とその物性

圏光 が かか わる触 媒 化 学 シンポ ジウム(6月 ,埼

玉)

安保正一;

固相 における光触媒作用一固定化触 媒上の光触媒

反応一

講演要 旨集,47-50.

ロ近 畿 アルミニウム表 面 処 理 研 究 会'92講 演 発 表

大 会(6月,大 阪)

松岡政夫,村 井淳一,岩 倉千秋

無電解銅めっき反応の電気化学的解析

要 旨集,27-28.

厨第23回 有 機 合 成 化 学 協 会 関 東 支 部 千 葉 シ ン

ポ ジ ウム ー有 機 合 成 化 学 か ら生 命 科 学 へ 一

(6月,千 葉)

井上将彦,北 尾悌次郎:

核酸塩 基認識能 を有するスピロピリドピランの合成と

その選択 的発色

講演予稿集,58.

階第9回 フォトポリマーコンファレンス(6月 ,東 京)

角岡正弘,飴 河睦英,指 尾 稔:

測鎖にシクロヘキセノン基を有する水溶性高分子の

光橋かけ反応

講演論文集,267-270.

白井正充,木 野下博隆,角 岡正弘:

光酸 発生剤を含 む高分子露光 表面でのポリシロキ

サンの生成

講演論文集,263-266.

■繊 維 学 会 シンポジ ウム(6月 ,東 京)

清水慶昭,長 谷川秀幸,高 岸 徹:

金属イオン共存下におけるキチンおよび部分脱アセ

チル化キチンに対する染料の吸着

予稿集,C-46.

■表 面 技 術 協 会 専 門 部 会 講 演(7月
,大 阪)

松岡政夫,村 井淳一,岩 倉千秋:

QCM法 による無電解銅めっき速度のモニタリング

資料

■第38回 高分子研究発表会(7月 ,神 戸)
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伊藤健一,角 岡正弘=

光 開始 によるアミンの生成とそのエポキシ樹脂の熱

硬化反応への応用

講演要旨集,24.

角岡正弘,伊 藤克彦;

光開始によるアミノ基生成 と主鎖切断 を利 用する差

別的溶解性の発現

講 演要 旨集,53.

上原 赫,亀 井保博,角 岡正 弘,神 山 勉:

高度好塩菌紫膜の配 向電着と光プロトンポンプ機能

講演要 旨集,108.

白井正充,西 村政通,角 岡正弘=

アクリロイルベ ンゾクラウンユニットを含 むポリマーの

合成と光化学反応

講演要旨集,6.

■(財)日 本産業技術振興会 資源高度リサイク

ル利用技術調査研究 平成4年 度第1回有機

系文科会(7月,大 阪)

角岡正弘

環境化学的な視点から見た高分子材料の開発とそ

の利用法

講演要旨集,1-12.

圏第19回 生 体 分 子 の構 造 と機 能 に関 す る討 論 会

(7月,横 浜)

上原 赫,松 本順子,立 花 太郎,角 岡正 弘,尾 崎

幸洋,三 室 守:

invitroで のクロロフィル会合体の形成とその性質に

およぼすフィトール鎖の効果

講演 要旨集,70-71.

日ラ ドテ ック研 究 会 第29回 講 演 会(7月
,大

阪)

白井正充:

光酸発生剤を利用する高分子表面加工

講演要 旨集,1-6.

層第2回 バ イオ ・高 分 子 シ ンポ ジウム(7月
,東

京)

河野健司,西 井弘行,高 岸 徹=

両親 媒性ポリペプチドPoly(Glu-Aib-Leu-Aib)と

脂質膜 との相互作用

講演要旨集,54.

臨繊 維 学 会,第34回 染 色 化 学 討 論 会(7月 ,大

阪)

千種 康男,宋 美京,森 本恵 治,河 野健司,高 岸

徹 伊藤 博

アクリロイルピペリジンを含む共重合体 と低分子の相

互作用

講演要旨集,5。



層 日本 分 析 化 学 会 第41年 会(9月,京 都)

三木伸介,八 尾俊男,和 佐 保

蛍ルシフェラーゼ固定化素子 を用いる生物発光検

出器の開発と応答特性

講演要 旨集,97.

老松俊雄,真 鍋博昭,中 原武利:

スラリー導入一黒鉛炉原子吸光分析による酸化 チタ

ン中の微量スズの定量

講演要 旨集,P.109.

石川 宏,中 原武利,和 佐 保:

気化導入一大気圧ヘリウムマイクロ波誘 導プラズマ

発光分光分析による微量硫黄の定量

講演要 旨集,p.155.

森 俊雄,中 原武利,和 佐 保:

試料気化導入一誘導結合高周波プラズマ発光分光

分析によるヨウ素 の高感度定量

講演要 旨集,p.159.

中濱佐代美,伊 藤浩一,長 沼 仁,中 原武利

フォトレジスト中の微量金属不純物の分析

講演要 旨集,p.281.

八尾俊男,羽 賀健一,里 村雅宏,和 佐 保

酸素一電極間直接電子移動型過酸化水素電極 とグ

ルコース及び尿酸 センサーへの応用

講演要 旨集,310.

西 口宏泰,湯 川 啓 次,岡 本 誠 史,安 保 正 一:

カチオ ン交 換 ゼ オライ トに吸 着 したキサ ントンの光 化

学 特性

講 演 要 旨集,223-224.

西 口宏 泰,湯 川 啓 次,岡 本 誠 史,安 保 正 一=

カチオ ン交 換ZSM-5を 反 応 場 とす る2一ペ ンタノンの

光 化 学反 応

講 演 要 旨集,451-452.

安保 正一:

ゼオライト細 孔内を反応場 とする吸着種の光化学反

応

杉本 晃,深 田典行,木 本智士,井 上博夫:

アニリノアルキル基をもつ芳香族化合物の分子内還

化とその関連反応

講演要旨集,473.

水 野 一彦,杉 田 光,去 来 川 覚三,大 辻 吉 男:

アル ケニリデ ンシクロプロパ ンの光 異性 化

講 演 要 旨集,349-350.

水 野 一 彦,杉 田 光,楡 康 治,去 来 川 覚 三,大

辻 吉 男

光 誘 起 電 子 移 動 を経 由す る1-(2',2Lジ アリール ビニ

リデ ン)-2,3一ジ メチル シクロプ ロパ ンの光 異性 化 反

応

講 演 要 旨集,259-260.

八尾俊男,里 村雅宏,和 佐 保:

o一フェニレンジアミン電極重合膜被覆白金電極を検

出器 とする血清及びワイン試料の固定化酵素/フ ロ
ーインジェクション分析

講演要 旨集,382.

水野一彦,谷 恭子,玉 井聰行,大 辻吉男=

分子 内にOH基 を有する芳香族アルケンの光 誘起

電子移 動型分子 内還化 反応 一クラウンエーテルの

生成

講演要旨集,261-262.

■化 学 工 学 会 第25回 秋 季 大 会(9月 ,東 京)

大島 賢太郎,西 村 徹,傳 慶 一,奥 山喜久夫,

峠 登:

超音波噴霧熱 分解法 による(ZnO,Tio2)複 合微粒

子の生成 とその微細構造

講演要 旨集II,23.

■分 子 構 造 総 合 討 論 会(9月,京 都)

村山 啓,藤 井恒男,根 岸信彰,安 保正一

ゾルーゲル法によってSi-Al酸 化物中にドープしたピ

レンの蛍光スペクトルに及ぼすSi-Al比 の影響

講演要 旨集,267.

■光 化 学 討 論 会(9月,東 京)

根岸信彰,安 保正一,村 山 啓,藤 井恒男=

ゾルーゲル法によりSi-Ti系複合酸化物 中にカプセ

ル化されたピレン分子の蛍光特性

講演要 旨集,175-176.

水 野 一 彦,西 山俊 徳 大 辻 吉 男:

2,2'一ジメチ ルー1,1'一ビアンスリル蛍 光 消光 にお ける不

斉 認 識

講 演 要 旨集,347-348.

水野一彦,中 西和久,大 辻吉男

測 鎖に14族 元素 置換基 をもつポリスチレンと芳香族

ポリシアノ化合物との光電子移動反応

講演要 旨集,471-472.

玉 井 聰 行,橋 田 勲,水 野一 彦,大 辻吉 男:

両 末 端 にアリー ル基 を有 す る1,bl一アル カジエ ンの光

誘 起 電 子 移動 型 酸 素 酸化 反 応

講 演 要 旨集,475-476.

■第33回 電 池 討 論 会(9月,東 京)

河野龍興,松 岡政夫,岩 倉千秋=

ニッケルー水 素化物電池の負極反応 に及ぼす金属

酸化物混合の影響
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i溝演 要 旨集,169-170.

■工 研 協 会,ニ ューフロンテ ィア材 料 部 会 講 演 会

(9月,大 阪)

松 岡 賢:

有機非線形光学材料の応用と展開

予稿集,!.

■第3回 情 報 画 像 処 理 講 演 会(9月 ,東 京)

松 岡 賢:

情報記録用有機色素材料の最近の進歩

予稿,10.

■第41回 高 分 子 討 論 会(9月,盛 岡)

角岡正弘,伊 藤博一:

高分 子固体系での0一アシルオキシムの光分解によ

るアミンの生成とその熱橋かけ反応への応用

講演要 旨集,3074-3076.

角岡正弘,飴 川睦英,山 村哲也,指 尾 稔:

測 鎖にα,β一不飽和 カルボニル基 を有する水溶性

高分子の光および熱橋かけ反応

講演要 旨集,3077-3079.

白井正充,角 野友信,三 輪貴宏,角 岡正弘:

表面修飾を利用するプラズマ現像型フォトレジスト

講演要 旨集,2794-2796.

白井 正 充,西 村 政通,角 岡 正 弘:

アクリロイルベ ンゾクラウンユニ ットを含 むポリマー の

合 成 と光 化 学反 応

講 演 要 旨集,2330-2332.

河野健 司,田 中健一,増 田昭博 高岸 徹:

ポリリシンを担持 したリボソームと酸性脂質リボソーム

との融合の解析

講演要旨集,3400.

森 本 恵 治,河 野 健 司,西 田 隆 彦,安 原 寿 二,高 岸

徹:

N,N一 ジメチル アミノプロピルアクリル アミド4級塩 を含

む高 分 子 微 粒 子表 面 へ のアル ブミン,γ 一グロブリン

の吸着 挙 動

講 演 要 旨集,3581.

■ 日本 化 学 会 第64回 秋 季 大 会(10月 ,新 潟)

安倍 巌 西 山貴子,西 野ひとみ,和 佐 保:

ガスクロマトグラフィーによるアミノ酸の光学分割 にお

ける誘 導体生成の迅速化

講演予稿集,843.

安 倍 巌,H.Frank,G.Fabian,和 佐 保:

耐 熱 機 能 性 シリコー ン高 分 子 の合成 とガスクロマ トグ

ラフィーにお けるアミノ酸 の光 学 分割 への応 用

講 演 予稿 集,844,
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岡本誠史,湯 川啓次,西 口宏泰,安 保正一:

ゼオライト細孔内を反応場とする吸着分子 の光化学

反応特性

講 演予稿集1,458.

北村千寿,奥 野 正裕,藤 本靖彦,坪 内 彰,井 上

博 夫=

配位子 にアミド基をもつFe4S、クラスターの電 子伝達

機能

講演予稿集1,245.

小 島秀夫,山 本和彦,木 下康生,井 上博 夫=

シクロプロペニルカチオン類を構造ブロックとする新

合成反応

講演予稿 集1,95.

松 岡 賢,疋 田敏 彦,押 田敦史,細 田喜一,室 伏

克己:

シアニン色 素の光還元反応に及ぼす溶媒効果:

講演予稿集,II-536.

松 岡 賢,中 尾 豊,高 須賀義雄 古川尚幸

多環TTF誘 導体 の合成

講演予稿 集,II-540.

松 岡 賢,岩 本明洋,古 川 尚幸:

ジチインおよびTTE誘 導体 をドナーとする分 子間

CT錯 体

講演予稿集,1-277.

中澄博行,夏 川一輝:

溶媒和したスクアリリウム色素のX線 構造解析

講演予稿集,II-538.

水野一彦

有機14族 元素化合物 の関与 する光誘起電子移動反

応(依 頼講演)

講演予稿集1,126.

雛第33回 ガ ラス および フォトニ クス 材 料 討 論 会

(10月,東 京)

峠 登,土 田伸史,南 努

チオ尿素錯体を含むゲルからのCdSお よびZnS微 粒

子分散ガラスの生成と光学的特性

講演要 旨集,9-10.

高橋 雅也,頓 行 宏,朝 倉利之,辰 巳砂 昌弘,南

努:

オルトオキソ酸 を組み合わせたリチウムイオン伝導性

超急冷ガラスの構造解析

講演要 旨集,21-22.

小和 田善 之,土 生 孝二,足 立裕彦,辰 巳砂 昌弘,

南 努

アルカリテルライトガラスの高温ラマンスペクトル



講 演 要 旨集,45-46.

辰 巳砂昌弘,斎 藤俊晴,南 努:

高温安 定α一Aglの超 イオン伝導ガラス中への常温

凍結現象の解析

講演要旨集,49-50.

田 中 弘 之,町 田 信 也,重 松 利 彦,中 西 典 彦,南

努:

Agl-Ag2MoO4-Ag3PO4お よび

Agl-Ag2MoO、-AgPOs系 超 イオ ン伝 導ガ ラス にお

ける混 合 アニオ ン効 果

講 演 要 旨集,51-52.

■ 第7回 在 日 韓 国 科 学 技 術 者 協 会 学 術 大 会

(10月,東 京)

李 相基,辰 巳砂 昌弘,南 努:

ヨウ化銀ほべ一スとする超イオン伝導ガラスの熱的

性質と粘性挙動

■第18回 固 体 イオニクス討 論 会(10月,福 岡)

辰巳砂 昌弘,斎 藤俊晴,南 努:

tX-Aglと超急冷ガラスからなる複合超イオン伝導体

のキャラクタリゼーション

講演要旨集,35.

■ 日本 セラミックス協 会 第5回 秋 季 シ ンポ ジ ウム

(10月,岡 山)

峠 登,南 努=

ゾルーゲル法によるチタン酸鉛系強誘電体膜の作製

と特性

講演予稿集,228.

高 橋 雅 也,頓 行 宏,野 崎 裕 人,辰 巳 砂 昌弘,南

努:

Li,BO,一 一Li、GeO、系 超 急 冷 ガラスの ラマ ンスペ クトル

と構 造 シミュレー ション

講 演予 稿 集,260.

小和田善之,足 立裕彦,辰 巳砂 昌弘,南 努

Sio2系 ガラス中の遷 移金属イオンの電子状態

講演予稿集,275.

辰 巳砂 昌弘,坂 井 幸 利,南 努=

ヘ テロポリ酸 ドー プシリカゲル の高 プロトン伝 導 性

講 演予 稿 集,318.

■日本 化 学 会 第23回 中 化 連 秋 期 大 会(10月 ,

愛 知)

根岸信彰,河 崎眞一,安 保正一,藤 井恒男:

ゾルーゲル法によりSi-Ti系 複合酸化物中にドープ

したアントラセン分子の蛍光スペクトル挙動

講演要旨集,127.

■触媒学会 第70回 触媒討論会(A)(10月,

新 潟)

松 岡雅也,根 岸信彰,安 保正一:

ゾルーゲル法 によるCu-Si複 合酸化物触媒の調製と

その上 でのNOの 光触媒分解反応

講演予稿集,594-595.

文 相 吉吉,辻 浩 二,安 保 正 一=

活 性ZrO、 触 媒 上 で のCO環 状 ポリマ ーの生 成 とその

反 応 性

講 演 予 稿集,420-421.

志賀 彰,安 保正一,千 葉勝一=

固定 化酸化チタン/ゼ オライトを光触 媒とする二酸

化炭素の還元反応

講演予稿集,598-599.

塩谷 靖,安 保正一;

ゼオライト固定化Cu+イ オン触媒の励起状態とNO

分解に対する光触媒活性

講演予稿集,596-597.

大野 隆,小 西祥一郎,丸 岡智博,幡 山文 一,宮

田 壽

層状担持V、0,/ZrO、触媒上での低級炭化水素によ

るNOの 還元反応に対する共存酸素の影響

講演予稿集,122-123.

宮 田 壽,水 野和 彦,大 野 隆

32ビ ットパ ソコンによる酸 化 物 薄膜 生成 過 程 のシミュ

レー ション

講 演 予稿 集,402-403.

山田英明,小 野武彦

シリカゲルおよび酸化スズ担持 シリカゲル上でのメタ

ン部分酸化反応の生成物の酸素源

講演予稿集,436-437.

尾 形 暢 亮 小 野 武彦

オ レ フ ィン 酸 化 反 応 に よ り180置 換 したMoO3,

α一MnMoO4触 媒 のラマ ンスペ クトル シフト

講 演 予 稿 集,462-463.

■第23回 複 素 環 化 学 討 論 会(10月,名 古 屋)

松村 昇,平 瀬龍 二,河 野 順一,福 西範樹,井 上

博夫,安 井正憲,岩 崎不二子

超原子価硫黄の特性を利用する新規テトラアザペン

タレン誘導体の合成

講演要 旨集,329.

■関 西 電 気 化 学 研 究 会 平 成4年 度 第2回 講 演 会

(10月,堺)

上原 赫

生体光電変換素子の構築をめざして

講演要 旨,1-12.
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■第25回 酸 化 反 応 討 論 会(10月,熊 本)

玉井聰行,橋 田 勲,水 野一彦,大 辻吉男

電子移動 を経由する1,ω一アルカジエンの光酸素酸

化反応

講演要旨集,57-60.

■第39回 有 機 金 属 化 学 討 論 会(IO月,東 京)

伊藤詣二,中 西三郎,大 辻吉男

アルケニルオキシランの開環による(η3一アリル)Fe

(CO)、NO錯 体の合成と反応性

講演要旨集,370.

■近 畿 化 学 協 会 材 料 化 学 部 会 第10回 セ ミナ ー

(ll月,大 阪)

南 努=

ゾルーゲル法の応用による新材料の開発

予稿集,1-7.

■第22回 ニュー ガラス研 究 会 講 演 会(11月,大

阪)

峠 登:

ゾルーゲル法 による高分子フィルムへの無機膜コー

テイング

ー透湿性および紫外線透過特性 の制御 一

要旨集,3-4.

■第2回 泉 フォーラムワークショップ 「ゾル ーゲル の

世 界 と材 料 科 学 」(11月,吹 田)

南 努

ゾルーゲル法による機能性コーティング膜の作製

講i演要旨集,21-23.

日色 材 協 会 関 西 支 部 コーテ ィング技 術 協 会(11

月,大 阪)

南 努=

無機材料の研究開発動向一ニューガラスを中心とし

て

鍾第61回 ニュー フロンティア 材 料 研 究 会(11月,

堺)

峠 登

ゾルーゲル法による機能性薄膜の作製と特性

■ 日本 セ ラミックス協 会 関 西 中 四 国 支 部 講 演 会

(11月,岡 山)

辰巳砂昌弘,谷 口明宏,南 努;

超 急 冷 法 によるAgI-Ag20-M、O,(M、Oy=WO3,

V、05)系ガラス中へのα一Agl結晶の常温凍結

予稿 集,23-24.

騨第11回 固 体 ・表 面 光 化 学 討 論 会(11月,浜

松)

松岡雅也,根 岸信彰,安 保正一:

ゾルーゲル法により調製 したCu-Si複 合酸化物 の光

化学特性
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講演要 旨集,73-74.

鎌田展弘,安 保正一:

銅イオン担持酸化チタンを光触媒 とする二酸化炭素

の水による還元反応

講演要旨集,213-214.

贋 触 媒 学 会 第2回CO2固 定 化 研 究 会(11月,

浜 松)

鎌田展弘,安 保正一;

粉末酸化チタンを光触媒とする二酸化炭素の水によ

る還元反応一触媒の種類および銅担持の影響一

講演予稿集,27-28.

■東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 研 究 会(1用,仙

台)

塩谷 靖 山下弘巳,安 保正一:

Cu+/ゼ オライト触媒の励起状 態とNO光 触 媒分解

反応

講演予稿集,4.

■化 学 ソフ トウエ ア学 会'92研 究 討 論 会(11月,

大 阪)

大野 隆,宮 田 壽

インターフェースの異なるプロッタに対応 した作画用

プログラム

講演要 旨集,20-21.

宮田 壽

HighC386用 グラフィックライブラリーフラクタルシミ

ユレーションへの応用

講 演要 旨集,24-25.

瞳第16回 ソー ダ工 業 技 術 討 論 会(11月,京 都)

田中正志,古 川直 治,中 松秀司,岩 倉千秋:

分散 めっき法 によるNi/(Ni+RuO2+LaNi5)系 水

素発生用活性化陰極の作製とキャラクタリゼーション

講演要 旨集,73-76.

■第11回 基 礎 有 機 化 学 連 合 討 論 会(ll月,大

阪)

小島秀 夫,山 本和彦,木 下康生,井 上博夫:

トリス(ア ルキルチオ)シクロプロペ ニルカチオンとス

ルフィン酸塩 との反応

講演要 旨集,543、

■ニュー フ ロンテ ィア 材 料 研 究 会 第61回 講 演 会

(11月,大 阪)

中澄博行

ゾルーゲル法による有機色 素ドープガラス薄膜の作

成 と着色技術への応用

講演要 旨,3.

■先 端 科 学 技 術 シ ンポ ジ ウム テ クノフユー ジ ョ

ソ92(11月,堺)



上原 赫:

クロロフィルを用いた光エネルギー変換

テキスト24--30.

■H本 生 物 物 理 学 会 第30回 年 会(11月,大 阪)

佐藤英俊,尾 崎幸洋,上 原 赫,出 口敦也,角 岡

正弘,J.M.01son=

近赤外励起FT一 ラマン分光法によるChlorobium

Iimicolaf.thiosufatophilumの バクテリオクロロフ

ィルcの研 究

講演予稿集,S190.

上 原 赫,立 花太郎,松 本順 子,尾 崎幸洋,角 岡

正弘=

ジメチルスルポキシド水溶液 中で形成されたバクテリ

オクロロフィルc会合体

講演予稿集,S190.

■第11回 基 礎 有 機 化 学 連 合 討 論 会(第42回 有

機 反 応 化 学 討 論 会)(11月,大 阪)

水野一彦,杉 田 光,楡 康治,去 来 川覚三,大

辻吉男=

アルケニリデンシクロプロパンの光化学反応

講演予稿集,411-414.

■第17回 フローインジ ェクション分 析 講 演 会(t2

月,東 京)

八尾俊 男,連 山君奉,鈴 木 清太,和 佐 保,浅 野

泰一:

数種 のヌクレオチド分解酵素 リアクターの分子認識

特性とヌクレオチドのフローインジェクション分析

講演要旨集,11-12.

■平 成4年 度 ニューマ テリアル 講 座(12月 ,堺)

南 努:

ニューガラスの開発 とその利用

テキスト,15-25.

■平 成4年 度 ニューガ ラス 基 礎 講 座(12月 ,東

京)

南 努:

高い電気伝導性を有するニューガラスの開発と応用

テキスト,18.1-18、42,

圏高 分 子 学 会1991年 度 吉 分 子 の 崩 壊 と安 定

化 研 究 討 論 会(12月,東 京)

角岡正弘,伊 藤克彦:

光開始 による極性変化 および分子量 変化 を活用し

たポジ型フォトレジスト

講演要旨集,17-18.

闇第4回 ペ プチ ドエ 学 研 究会(12月,大 阪)

上原 赫:

光電変換機能材料一光合成系をモデルとして一

講i演要旨,1-11.

■ 日本MRS学 術 シンポ ジウム(12月,川 崎)

白井正充,角 岡正弘

表面修飾を用いるプラズマ現像型フォトレジスト

講演要旨集,pll-15.
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鎌6.新 聞,雑 誌等発表wwwwerwswtggwwwwwwswwgew

,原 子 ス ペ ク トル 分 析 の 過 去 ・現 在 ・未 来

中 原武 利

島 津 科 学 計 測 ジャー ナル,Vo1.4,No.2,pp.53-56

(1992).

■ゾ ル ・ゲ ル 法 で 擾 水 ・耐 久 性 薄 膜 作 製

セ ントラル硝 子,南 努

日本工 業 新 聞,1992年1月16日

■ 日 本 の 科 学 技 術 を先 導 す る100人

南 努

雑 誌 「360」,12月 号,(創 刊1周 年 記 念特 集 号)

巳ColorationofGlasseswithOrganic

Colorants

H.Nakazumi

NewTechnologyJapan,Vol20,No.1,1992.

■Sol-GelCoatingBrekthrough

H.Nakazumi

Glass,June,1992.

■廃 プ ラの リサ イクル を 新 規 材 料 開 発 の 契 機 に

角 岡正 弘

日経 産 業新 聞,1992年10月27日
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化 学 工 学 科

教 授

助教授

浅 井 悟

向 阪 保 雄

石 見 紘 策

西 機 忠 昭

講 師 寺 下 敬次郎

助 手 遠 藤 禎 行

中 村 秀 美

石 川 治 男

宮 南 啓

佐 藤 宗 武

和 田 健

畑 中 淳 一

荻 野 博 康

武 藤 明 徳

片 岡 健

新居田 亨

吉 田 弘 之

小 西 康 裕

綿 野 哲



曝嚢1.学 術 論 文,国 際 会 議Proc.

■気 流 の 加 速 による凝 集 粒 子 の 分 散

(DispersionofAg9regateParticlesby

AccelerationinAirStrem)

向 阪保 雄,遠 藤 禎 行,堀 内貴 洋,新 居 田 亨

化学 工 学論 文 集,18-2,233-239(1992).

(Aeroso1,Dispersion,Aggregateparticles,

Adhesiveforce,Ejector)

■大 流 量 連 続 混 合 型CNCの 開 発 と積 算 型 静 電

粒 径 測 定 へ の 応 用

(DevelopmentofaHighFlowRateMix-

ingTypeCNCandltsApplicationto

CumulativeTypeElectricalAerosolMobiト

ityAnalysis)

向阪保 雄,遠 藤 禎 行,室 谷 義 治,福 嶋信 彦

エ アロゾル研 究,7-3,219-229(1992).

(Condensationnucleuscounter,Mixingtype

CNC,Countingefficiency,Electricalmobility

analyser,Ultrafineparticlesizeanalysis)

9高 圧 気 流 の 加 速 に よ る凝 集 粒 子 の 分 散

(DispersiQnofAggregateParticlesbyAc-

celerationinaHigh-PressureAirStream)

遠 藤 禎 行,向 阪 保 雄

化 学 工 学 論 文 集,18-5,760-763(1992).

(Mono-dispersedaeroso1,Dispersion,Aggre-

gateparticles,Adhesiveforce,Ejector)

,2粒 子 間 に 形 成 され る液 架 橋 現 象 の 理 論 解 析

一 液 中 に 不 純 物 を含 まな い 理 想 的 な系 一

(TheoreticalAnalysisofLiquidBridge

FormationbetweenTwoParticles-Bridge

FormationbyIdealPureWater-)

向阪 保雄 遠 藤 禎 行,西 江 恭 延

化 学 工 学論 文 集,18-6,942-949(1992).

(Powder,Liquidbridge,Kelvineffect,Hu-

midity,Adhesion)

■2粒 子 間 に 形 成 され る液 架 橋 現 象 一 液 中 に

溶 解 性 不 純 物 を含 む 現 実 的 な 系 一

(LiquidBridgeFormationbetvveenTwo

Particles-BridgeFormationbyWaterCon-

tainingSolublelmpurity-)

遠 藤 禎 行,向 阪 保 雄 西江 恭 延

化 学 工 学論 文 集,18-6,950-955(1992).

(Powder,Liquidbridge,Kelvineffect,Solu-

bleirnpurity,Hurnidity)

■PSL粒 子 へ の 微 小 粒 子 の ヘ テ ロ凝 集 によ る湿

式 コーテ ィン グ

(WetCoatingofFineParticlesonPSL

ParticlesbyHeterocoagulation)

新 居 田 亨,向 阪 保 雄,津 越 正 弥,西 江 恭 延,遠

藤 禎 行

粉 体 工 学 会 誌29-3,173-179(1992).

(PSLParticles,Magnetite,Wetcoating,

Heterocoagulation,Coatingstracture)

■lndividualLongitudialDispersionCoeffi--

cientsofTwolmmiscibleLiquidsinBub-

bleColumns

(液 々 気 泡 塔 に お け る 両 液 相 の 軸 方 向 分 散 係

数)

S.AsaiandH,Yoshizawa

IndustriaI&EngineeringChemistryRe-

search,31,587-592(1992).

(Bubblecolumn,Longitudinaldispersion

coefficient,Twoimmiscibleliquids)

騒AlkalineHydrolysisofn-ButylAcetate

(酢 酸 η一ブ チ ル の ア ル カ リ加 水 分 解)

S.Asai,H.Nakamuraand正{.Kataoka

ChemicalEngineeringCommunication,112,

135-143(1992).

(Alkalinehydrolysis,n-Butylacetate,Reac-

tionkinetics,Reactionrateconstant)

■AlkalineHydrolysisofn-ButylAcetate

withPhaseTransferCatalystAliquat336

(相 問 移 動 触 媒Aliquat336に よ る 酢 酸 η一ブ チ

ル の ア ル カ り加 水 分 解)

S.Asai,H.NakamuraandY.Furuichi

AIChEJournal(AmericanInstituteof

ChemicalEngineers'JournaD,38-3,397-404

(1992).

(Alkalinehydrolysis,Phasetransfercatalyst,

Masstransfer,Reactionkinetics)

■OximationofCyciohexanoneinHetero-

geneousLiquid-LiquidReactionSystem

(液 一 液 異 相 系 反 応 に お け る シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン

の オ キ シ ム 化)

S.Asai,H.Nakamura,H.ShimizuandM.

Tanabe

TransactionsoftheInstitutionofChemical

Engineers(ChemicalEngineeringResearch

andDesign),70,421-426(1992).

(Oximation,Cyclohexanone,Reactionrate

constant,pHdependence)

■KineticModelforBatchBacterialDis-

solutionofPyritePa吐iclesbyThiobacillus

ferrooxidans

(鉄 酸 化 細 菌 によ る黄 鉄 鉱 粒 子 の 微 生 物 的 溶
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解 の 速 度 論 的 モ デ ル)

S.Asai,Y、KonishiandK.Yoshida

ChemicalEngineeringScience,47,133-139

(1992).

(Bioleaching,Microbialreactionengineering,

Kineticmodel,Thiobacillusferrooxidans,

Pyrite)

■BioleachingofZincSulfideConcentrate

byThiobacillusferrooxidans

(鉄 酸 化 細 菌 に よ る硫 化 亜 鉛 精 鉱 の 微 生 物 的

浸 出)

Y.Konishi,H.KudoandS.Asai

BiotechnologyandBioengineering,39,66-74

(1992).

(Bioleaching,Adsorption,Growthkinetics,

Thiobaci1正usferrooxidans,Zincsulfide)

騙RecoveryofNeodymiumandYtterbium

byBiopolymerGelParticlesofAlginic

Acid

(天 然 高 分 子 ア ル ギ ン 酸 の ゲ ル 粒 子 に よ る ネ オ

ジ ム,イ ッテ ル ビ ウ ム の 回 収)

Y.Konishi,S.Asai,J.Shimaoka,M.Miyata

andT.Kawamura

Industrial&EngineeringChemistryRe-

search,31,2303-2311(1992),

(Rareearths,Biopolymer,Alginic,acid,Gel,

Sorption)

,ApplicationofaPowderCoatingMethod

toDispersionofFineNiPowdersinto

Ag-NiAlloyMatrix

(粉 体 コ ー テ ィ ン グ 法 に よ る銀 一 ニ ッ ケ ル 合 金 マ

トリッ ク ス 中 へ の ニ ッケ ル 微 粒 子 の 分 散)

M.Satoh,K.Higashi,K.Miyanami,S.

Tanimura,K.Tsuji,H.InadaandK.Kojima

PowderTechnology,70,71-76(1992).

(Powdercompounding,Drypowdercoating,

Contactmater{als,Ag-Nia110y)

■Void-SideDistributioninTwo-Dimen-

sionalRandomPackingsofEqual-Sized

Disks

(等 サ イ ズ 円 盤 の2次 元 ラ ン ダ ム 充 墳 時 に お け

る 空 隙 サ イ ズ 分 布)

M.Alonso,M.SatohandK.Miyanami

TheCanadianJournalofChemicalEngineer-

ing,70,28-32(1992).

(Randompackingmodel,Powdercoating,

Void-sizedistribution,Ordered-mixture,Par-

tiCleSarrangament)

■ManufacturingProcessandMaterial

CharacteristicsofAg-NiContactsCon一

100

sistingofNickel-CompoundedParticles

(ニ ッケ ル 粒 子 を 複 合 化 した 銀 一 ニ ッケ ル 系 接

点 材 料 の 生 成 プ ロセ ス と 物 性)

K,Tsuji,H.Inada,K.Kojima,M.Satoh,K.

Higashi,K.MiyanamiandS.Tanimura

JournalofMaterialsScience,27,1179-1183

(1992).

(Powdercompounding,Ag-Nicontact

materials,Dryprocess,Highspeed/high

shearmill,Fusion/Weartest)

■DispersionofCeramicPowdersintoPar-

ticulateSuperplasticAl-LiaHoy

(超 塑 性 ア ル ミニ ウ ム ー リチ ウ ム 合 金 粒 子 中 へ

の セ ラ ミッ ク ス 粒 子 の 分 散)

M.Satoh,K.Higashi,F.Hamano,K.

Miyanami,T.ItoandH.Yoshida

JournalofMaterialsScience,27,5003-5007

(1992).

(Powdercompoundingprocess,Superplas・

tisity,Al-Lialloy,SiCfinepowder,Compos.

itepowder)

■ 複 合 導 電 樹 脂 の 導 電 性 に お よぼ す 基 材 樹 脂 と

フィラー の 分 散 状 態 の 影 響

(EvaluationoftheRelationof日ectric

ConductivityofElectricConductiveResin

toMatrixResinMaterialsandDispersion

StateofFillers)

水 野 善久,寺 下 敬 次郎,近 藤 康,宮 南 啓

化 学 工学 論 文 集,18,58-65(1992).

(Kneadingdispersion,Electonmagneticinter-

ference,Shearfores,Resin,Fillers,Electric

conductivity)

■メ タル 微 粒 子 の 連 続 混 練 とそ の 評 価

(TheContinuousKneadingofMetalPar-

ticlesandltsEvaluation)

御 堂 勇 治,鈴 木 宏,坂 本 和 徳 寺下 敬 次郎

粉 体 工 学会 誌,29,676-681(1992).

(Kneading,Dispersion,MetalParticles,

MagneticTape)

■PreparationofElectricallyConductive

ParticlesbyDryCoatingandEvaluation

ofFineParticleDispersion

(乾 式 コ ー テ ィ ン グ 法 に よ る 導 電 性 微 粒 子 の 調

製 とそ の 評 価)

K.Terashita,K.MiyanamiandM.Higashi

KONA,10,120-130(1992).

(Drycoating,Dispersion,Orderedmixture,

Mixing,Fineparticle,Electricconductivity)

ロMoistureFeedbackControlandProcess

AutomationinFluidizedBedGranulation



(流 動 層 造 粒 に お け る 水 分 制 御 と プ ロ セ ス の 自

動 化)

S.Watano,K.TerashitaandK.Miyanami

AdvancedPowerTechnology,3,255-265

(1992).

(Moisturecontent,IRsensor,Control,Auto-

mation,FluidizedbedgranuIation)

■FrequencyAnalysisofPowerConsump-

tioninAgitationGranulationofPowder

MaterialswithSparinglySoluble

Acetaminophen

(難 溶 性 薬 物 で あ るア セ トア ミノ フ ェ ン を 用 い た

撹 絆 造 粒 に お け る消 費 電 力 の 波 形 解 析)

S.Watano,K.TerashitaandK.Miyanami

ChemicalandPharmaceuticalBulletin,40,

269-271(1992).

(Acetaminophen,Frequencyanalysis,FFT,

Powerconsumption,Agitationgranulation,

Operationendpoint)

■SeparationofPositionallsomersbyCom-

binedUseofEnzymaticHydrolysisand

Extraction

(酵 素 反 応 と 抽 出 を 組 み 合 わ せ て 利 用 した 異 性

体 分 離 法)

H.Ishikawa,K.IshimiandK.Okajima

BiochemicalEngineeringfor2001,Eds,S、

Furusaki,1.EndoandR.Matsuno,12H23,

Springer-Verlag(1992).

(NaphthyIsulfate,Naphthol,Sulfatase,

Membranereactor)

■pH-DependentFlagellaFormationby

FacuitativeAlkaliphilicBaci〃ussp.C-125

(通 性 好 ア ル カ リ性 バ チ ル スC-125株 に お け る

pH依 存 性 の 鞭 毛 形 成)

R.Aono,H,OginoandK.Horikoshi

Biosci.Biotech.Biochem.,56,48-53(1992).

(Flagella,Flagellin,Motility,Alkaliphilic

Bacillus)

8酵 素 の 固 形 状 基 質 分 解 能 を 利 用 した 有 用 物

質 の 分 離 ・回 収 法 に 関 す る研 究

(RecoveryofValuableMaterialsbyEn-

zymaticDegradationofSoilidSubstrates)

石 川治 男,石 見 紘 策,藤 原信 明

文部 省科 学 研 究 費 補 助 金,重 点 領 域 研 究,エ ネル

ギー 交 換 と高 効 率 利 用,エ ネルギ ー利 用 の効 率 化,

平 成3年 度研 究 成 果 報 告書,199-204(1992).

(X-rayfilm,Gelatinlayer,Silverparticle,

Protease,Stirredtankreactor)

■NumericalSimulationforLiquidMem-

branePermeationofMetallons.inaCon.

tinuousCountercurrentColumn

(乳 化 液 膜 に よ る金 属 イ オ ン の 透 過 の 数 値 シ ミ

ュ レー シ ョン)

T.Kataoka,T.Nishiki,Y.TomiokaandZ.

Yan

JournalofMembraneScience,66,27-35

(1992).

(Liquidmembranes,Metalionpermeation,

Countercurrentcolumnoperation,Active

transport,Emulsionliquidrnembranes)

■SeparationandConcentrationofProteins

withLiquid-LiquidExtractionUsingRe-

versedMicelles

(逆 ミセ ル を 用 い た 液 液 抽 出 に よ るタ ン パ ク 質 の

分 離 ・ 濃 縮)

T.Nishiki,1.SatoandT.Kataoka

SolventExtraction1990,!761-!766(1992).

(Proteinextraction,Reversemicelle,Aerosol

OT,Lysozyme,Myoglobin)

■MassTransferRateinProteinExtraction

byReverseMicelles

(タ ン パ ク 質 の 逆 ミセ ル 抽 出 に お け る物 質 移 動

速 度)

T.Nishiki,LSatoandT.Kataoka

BiochemicalEngineeringfor2001,544-547

(1992).

(Proteinextraction,Reversemicelle,Extrac-

tionrate,AerosolOT,Lysozyme)

■RecoveryofAmineandPaintsfrom

ElectrodepositionWastewaterbyH-form

lonExchanger:DesorptionProcess.

(H型 イ オ ン 交 換 樹 脂 に よる電 着 塗 装 排 水 か ら

の ア ミン およ び 塗 料 類 の 回 収:脱 着 過 程)

H.Yoshida,K.ShimizuandT.Kataoka

Ind.Eng.Chem,Research,31,934-941(1992).

(Wastewatertreatment,Ion-exchanger,

Electrodeposition,Amine,Paint)

■AdsorptionofProteinsonSulfonatedPo-

rousChitosanBeads

(ス ル フ ォ ン 化 多 孔 性 キ トサ ン 粒 子 へ の 蛋 白 質

の 吸 着)

K.Itoyama,Y,Kawamura,S.Tokura,H.

Yoshida,T.Kataoka,K.SatoandS.Dosako

ChitinDerivativesinLifeScince,139-144

(1992).

(Chitosan,Adsorption,Protein,Separation,

Chromatography)

曝BreakthroughCurveforAdsorptionof

AcidDyeonCrosslinkedChitosanFiber

(架 橋 キ トサ ン繊 維 に よ る酸 性 染 料 の 吸 着 過 程

ヱ0ヱ



に お け る破 過 曲 線)

H.Yoshida,A.Okamoto,H.Yamasakiand

T.Kataoka

Proc.ofIVthInternat{onalConferenceon

FundamentalsofAdsorption43-45(1992).

(Chitosan,Fiber,Adsorption,Dye,Break・

throughcurve)

■RecoveryofAmineandPaintsfrom

ElectrodeposionWastewaterbyAdsorp-

tiononH-FormResinlCyclicoperation

(H型 樹 脂 に よ る電 着 塗 装 排 水 か ら の ア ミン お よ

び 塗 装 類 の 回 収:サ イ ク リック 操 作)

H、Yoshida,A.OkamotoandT.Kataoka

Proc.ofIVthInternationalConferenceon

FundamentalsofAdsoq)tion216-218(1992).

(Wastewatertreatrnent,Ion-exchanger,

Electrodeposition,Amine,Paint)

闘SurfaceDiffusionwithConcentrationDe-

pendentDiffusivityinaPorousMembrane

(多 孔 性 膜 中 に お い て 拡 散 系 数 が 濃 度 依 存 性

を 示 す 場 合 の 表 面 拡 散)

R.GutscheandH.Yoshida

Proc.ofIVthInternationalConferenceon

FundamentalsofAdsorption291-293(1992).

(Surfacediffusion,Concentrationdependent

diffusivity,Adsorption,Dye,PorousMem・

brane)

■FabricationofHardDextranDEAE

lon-Exchanger=AdsorptionofBSA

(硬 化 デ キ ス トラ ンDEAEイ オ ン 交 換 体 の 作 製:

牛 血 清 の ア ル ブ ミン の 吸 着)

H.Yoshida,K.Fujita,T.Kataoka,K.Kudo

andH.Kiniwa

Proc.ofFirstSeparationDivisionTopical

ConferenceonSeparationTechnologies

NewDevelopmentsandOpportunities,

AIChE1992AnnualMeeting,432-437(1992).

(Hardgel,DEAE,Composite,Adsorption,

Protein)
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懸2.解 説,総説megwwewwwewewgewewgewww}wwE

日異 相 系 液 液 反 応 に よる金 属 酸 化 物 微 粒 子 の 製

造

小西 康 裕 浅 井 悟

ケミカル ・エンジニアリング,37,1039-1043(1992).

醒廃 棄 物 処 理 と粉 体 工 学

宮南 啓

粉 体 工学 会 誌,29,696-700(1992).

ロア イガ ー ミル に よる微 粒 子 の 分 散 とそ の 評 価

寺 下敬 次 郎,宮 南 啓,金 子 貫 太 郎

栗 本技 報,26,28-34(1992).

■水 分 制 御 によ る造 粒 プロセ ス の 自 動 化

寺 下敬 次 郎

ケミカル ・エ ンジニア リング,37,527-531(1992) ,

瞳晶 析

石川 治 男

現 場 技 術 者 の ための基 礎 化 学工 学,化 学工 学 会 関

西支 部編253-264(1992).

■膜 分 離

石 川 治男

現 場 技術 者 のた めの基 礎化 学 工 学,化 学 工 学 会 関

西 支部 編296-316(1992).

■「国 際 イ オ ン交 換 会 議'91」

吉 田弘 之

化 学 工 学,56,285(1992)、

圃 「キ トサ ンChitosan」(ト ピック ス ー 吸 着 の 最 前

線)

吉 田 弘之

分 離技 術22,79-82(1992).

■「会 議 に 参 加 して 」

吉 田弘 之

AdsorptionNews(国 際 吸 着 会 議 特 集 号) ,6,

27-28,31-32(1992).
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鎌3.学術著書i一
■基 礎 化 学 工 学Ill

向阪保雄(分 担執筆)

(化学工学会関西支部編),317-357(1992).

■粉 体 工 学 の 基 礎

向 阪保 雄(分 担執 筆)

(粉 体 工 学 の 基 礎 編 集 委 員 会 編),241-259,

316-326(1992).

■分 離 科 学 ハ ン ドブック

石川治男(分 担執筆)

(妹尾 学,高 木誠,武 田邦彦,寺 本正明,橋 本勉

編)共立 出版,533-535(1992).

104



㈱ 4.国際会議発表gwweweWleweweWleWWWIewwwww

顧Asia-PacificBiochemicalEngineering

Conference'92(Yokohama,Japan,Apl.,

1992)

H.Ishikawa,KIshimiandK.Okajima=

SeparationofPositionalIsomersbyCorn-

binedUseofEnzymaticHydrolysisandEx-

traction

T.Nishiki,LSatoandT.Kataoka=

MassTransferRateinProteinExtractionby

ReverseMicelles

■IVthlnternationalConferenceonFun-

damentalsofAdsorption(Kyoto,Japan,

May,1992)

H.Yoshida,A.Okamoto,H.Yamasakiand

T.Kataoka:

BreakthroughCurveforAdsorptionofAcid

DyeonCrosslinkedChitosanFiber.

H.Yoshida,A.OkamotoandT.Kataoka:

RecoveryofAmineandPaintsfrom

ElectrodepositionWastewaterbyAdsorption

onH-FormResin:CyclicOperation

R.GutscheandH.Yoshida=

SurfaceDiffusionwithConcentrationDe-

pendentDiffusivityinaPorousMembrane

層The2ndChina-JapanJointSimposium

onEnzymeEngineering(Beijing,China,

Oct.,1992)

H.Ishikawa,M.Sugiura,H.TanakaandN.

Fujiwara.

EnzymaticHydrolysisofGelatinofX-ray

FilmforRecoveryofSilver

●FirstSeparationDivisionTopicalConfer-

enceonSeparationTechnologies:New

DevelopmentsandOpportunities,AIChE

1992AnnualMeeting

(Miami,U.S.A.Nov,,1992)

H.Yoshida,K.Fujita,T.Kataoka,K.Kudo

andH.Kiniwa:

FabricationofHardDextranDEAEIon-Ex-

changer:AdsorptionofBSA
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繍5.学 術講演発表geWWWIwwwwewwwewewwswwgww

■計 測 自動 御 学 会 ・学 振,自 動 分 散 システム ・

シンポジ ウム(1月,東 京)

和田 健

ヒトの生体制御系における協調 自律分散系

自律分散システム全体講 演会論文集2,227-230.

騒 日本 薬 学 会 第111年 会(3月,福 岡)

寺下敬次郎,太 田幹子,宮 南 啓:

撹絆造粒法における最適添加結合液量の決定

講演要 旨集,第4分 冊,107.

綿野 哲,福 島 徹,寺 下敬次郎,宮 南 啓

転動 流動層造粒法における計測と制御一粉体層高

と風量の自動制御 一

講演要 旨集,第4分 冊,108.

■化 学 工 学 会 第57年 会(4月,大 阪)

向阪保 雄,新 居田 亨,遠 藤禎 行,堀 内貴洋,梶

田知穂:

噴霧化法による液 中微粒子 の凝集状態の評価法

講演要旨集,第1分 冊,229.

新居 田 亨,遠 藤禎行,向 阪保雄,津 越 正弥,長

畑純子:

2成分混合物質のハマカ系数の推算と測定

講演要 旨集,第3分 冊,96.

浅井 悟,中 村秀美,木 村康宏:

ミセル水溶液 中の可溶化物質の移動機構

研究発表講演要 旨集,第3分 冊40.

浅井 悟,小 西康裕,高 坂雄一郎=

鉄酸化細菌 によるマンガンノジュールからの有価金

属の浸出

研究発表講演要旨集,第1分 冊,48.

小西康裕,浅 井 悟,村 井哲也:

有機柑に抽 出されたネオジム(III)のシュウ酸水溶液

による沈澱 ・回収

研究発表講演要 旨集,第1分 冊,119.

小西康裕 浅井 悟:

鉄 酸化細菌による脱硫と有価金属の回収

研究発表講演要旨集,第4分 冊,38-39.

佐藤 宗武,友 国勝 豊,宮 南 啓,池 田隆 治,中 野

健次;

PTFEを 母材 とした複合 材の開発 と評価一液相析

出法の応用一

研究発表講演要 旨集,第3分 冊,121.

佐 藤宗 武,山 下貴彦,宮 南 啓,辻 公 志,稲 田

勇人,小 島 清:

金属粉末を用いた複合型接点材料の開発プロセス

研究発表講演要 旨集,第3分 冊,125.

佐藤宗武,赤 澤良彰,伊 藤 寛 宮南 啓:

ポリマー中への金属微粒子の混練分散とその評価

研究発表講 演要 旨集,第3分 冊,129.

腫 日本 空 気 清 浄 協 会 第11回 空 気 清 浄 とコンタ

ミネ ーションコントロール研 究 大 会(4月,東 京)

向阪保雄,遠 藤禎行,室 谷義治,福 嶋信彦:

大 流量連 続混合型CNCの 開発 と積 算型静電粒径

測定への応用

大会予稿集,229-236.

■粉 体 工 学 会1992年 度 春 期 研 究 発 表 会

(5月,京 都)

遠藤禎行,向 阪保雄,西 江恭延:

液架橋 による粒子 間付着現象

i講演要旨集,80-84.

遠藤禎行,向 阪保雄,尾 崎秀彦:

粉体 層中に形成される液架橋

講 演要旨集,85-89.

■粉 体 工 学 会 第27回 技 術 討 論 会 「造 粒 とその

応 用 技 術 」(6月,東 京)

綿野 哲,福 島 徹 寺下敬次郎,宮 南 啓:

転動流動層造粒における計測と制御

講演要 旨集,6-9.

寺下敬次郎,高 木一太郎,宮 南 啓:

スプレードライによるアルミナ粒子の造粒

講演要 旨集,110-114.

■化 学 工 学 会 室 蘭 大 会(7月 ,室 蘭)

清水,和 田:

ヒトの生体 制御 系に対するプロセス制御的検討一四

圧調節系一

研究発表要 旨集,326-327.

凹化 学 工 学 会 姫 路 大 会(7月,姫 路)

西機忠昭,片 岡 健:

タンパク質の逆相ミセル抽出における物質移動特性

講演要 旨集,209-210.

吉 田弘之:

化学修飾キトサンの高度分離への応用

講演要旨集,163.

片岡 健,武 藤明徳:

混合樹脂による希薄塩類の分離 ・除去
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講 演 要 旨集,169-17L

■ 日本 エア ロゾル 学 会 第9回 エア ロゾル研 究 討

論 会(8月,太 田)

遠藤禎行,向 阪保雄,福 嶋信彦;

PSLエ アロゾル粒子の高濃度発生法

講演要 旨集,第1分 冊,106-108.

向阪 保 雄,遠 藤 禎 行,山 本 昭宏,福 井 敦

エアロゾル粒子 のナノメータコー ティング

講 演 要 旨集 第1分 冊,171-173.

■Workshop:BehaviorofProteinsinRe-

versedMicroemulsionandAqueous

Two-PhaseSystems(8月,京 都)

H.Ishikawa:

EnzymaticReactionsinReversedMicellar

Systems

Proceedings,34-41.

■日本 薬 剤 学 第8年 会(9月,広 島)

寺下敬次郎,太 田幹子,宮 南 啓:

漢方エキス粉末の造粒とその評価

要旨集,126-127.

■資 源 ・素 材 関係 学 協 会 合 同 秋 季 大 会

(9月,札 幌)

小西康裕,浅 井 悟,F.M,Doyle:

液相法による微粒子合成 に対する速度論的検 討

分科研究会資料(レ アメタル,新素材),61-64.

■化 学 工学 会 第25回 秋 季 大 会

(9月,10月,東 京)

新居田 亨,津 越正弥,遠 藤禎行,向 阪保雄:

PSL粒 子の酸化鉄微粒子によるコーティング機構

講演要旨集,第1分 冊,35.

中村秀 美,田 邉光徳 浅井 悟=

相間移動触媒によるリン酸トリフェル合成反応の速度

解析

研究発表講演要旨集,第3分 冊,29.

中村秀美,浅 井 悟,坂 本健治:

相間移動触媒による安息香酸ベンジル合成反応 の

速度解析

研究発表講演要旨集,第3分 冊,30.

小西康裕 浅井 悟,大 重英樹 こ

鉄酸化細菌による黄鉄鉱 の溶解速度一結晶化 度の

影響一

研究発表講演要 旨集,第3分 冊,180.

小西康裕,浅 井 悟,河 村忠勇,吉 田滋行:

鉄酸化細菌 による石炭脱硫の速度論手 的検討

研究発表講 演要旨集,第3分 冊,188.

水野善久,寺 下敬次郎,宮 南 啓=

フラクタル次元を応用 した混練 ・分散状態の評価

研究発表講 演要 旨集,第1分 冊,50.

寺下敬次郎,橋 本達也,宮 南 啓=

磁性塗膜 の評価と混練 ・分散操作

研究発表講 演要 旨集,第3分 冊,16L

綿 野 哲,原 田 努,吉 川季 代美,寺 下敬 次郎,

宮南 啓:

転動 流動層 を用いた水系コーティング操作における

水分制御 と薬物 の放 出制御

研究発表講演要 旨集,第3分 冊,169.

H.Ishikawa,M.Shiroshima,H.Nakajima,

R.Turutani:

KineticsandMechanismofAcetateKinase

fromBacillusstearothermoPhilus

研 究 発 表 講 演 要 旨 集,第1分 冊,368.

岩崎弘純,石 見紘策=

回転円盤上 を流れる塗布 液膜 と気流の流動および

物質移動

研究発表講演要 旨集,第3分 冊,6L

西機 忠昭,片 岡 健=

逆相ミセル抽 出操作 におけるタンパク質の逆抽 出速

度

研究発表講演要旨集,第3分 冊,137.

吉田弘之,岸 本 昇,片 岡 健 こ

PEIキ トサン樹脂によるアミノ酸の吸着 平衡関係

講演要旨集 第1分冊,106.

吉田弘之,吉 川元康,片 岡 健:

強塩基性キトサン樹脂 におけるBSAの 粒子内拡散:

pHの 影響

講演要旨集,第1分 冊,107.

片 岡 健,武 藤明徳:

OH型 イオン交換カラムによる希薄 シリカの除去

研究発表講演要 旨集,第3分 冊,62.

片 岡 健,武 藤明徳,江 川博明;

ジオチール型キレート樹 脂による地熱 水中の溶存砒

素 の除去

研究発表講演要 旨集,第2分 冊,160.

■ 日本 粉 体 工 業 技 術 協 会92'粉 体 技 術 会 議

(10月,東 京)

佐藤宗武=

混合 ・混練 プロセスにおける分散過程 の測定 と状

態の評価

セッション5,5-6-1.
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■粉 体 工 学 第30回 粉 体 に関 する討 論 会

(10月,仙 台)

新居田 亨,津 越正弥,向 阪保雄,遠 藤禎行:

混合液体のハマカ係数

講演要旨集,97-101.

新居 田 亨,向 阪保雄,遠 藤禎行,高 永佳昭,佐

藤久雄,太 田嘉治:

水の凍結 一融解操作 によるガラス基板上の付着微

粒子の除去

講演要 旨集,158-162,

田中哲也,寺 下敬次郎,宮 南 啓:

連 続混練による非溶液 系ポリマーブレンドおよび分

散相の分散評価

講演要 旨集,89-92.

田中哲也,寺 下敬次郎,宮 南 啓:

機能性複合材料におけるフィラー分散状態

講演要 旨集,93-96.

■粉 体 工 学 会 第9回 製 剤 と粒 子 設 計 シ ンポジ

ウム(10月,三 重)

太田幹子,寺 下敬次郎,宮 南 啓:

フラクタル次元に基づく造粒物の形状評価

講演要 旨集,5-9.

綿野 哲,福 島 徹,山 本明子,寺 下敬 次郎,宮

南 啓,他:

転動流動層を用いた穎粒感冒剤造粒 プロセスの 自

動化

講演要 旨集,98-102.

■第8回 日本イオン交換 研 究 発 表 会

(10月,大 阪)

吉田弘之,山 崎晴夫,片 岡 健:

架橋キトサン繊維 による酸性 染料 の分離 回収:1.

吸着

講演要 旨集,13.

吉田弘之,山 崎晴夫,片 岡 健:

架橋 キトサン繊維 による酸性染料 の分離 回収=H.

溶離

講演要 旨集,14.

吉田弘之,岡 本 晃 片岡 健:

H型 陽イオン交換樹脂 による電着塗装排 水処理:

吸脱 着繰 り返 し操 作によるアミンおよび塗料 の高濃

度回収

講演要旨集,15.

吉 田弘之,吉 川元康,片 岡 健:

キトサ ン樹脂 におけるBSAの 粒 子内拡散:表 面 ・

ボアー並列拡散 モデル

講演要旨集,18.
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吉 田弘 之,岸 本 昇,片 岡 健 二

PEIキ トサ ン樹 脂 によるアミノ酸 の吸 着

講演 要 旨集,19.

片岡 健,武 藤明徳,江 川博明:

ジチオール基を有するキレート樹脂 による希薄溶存

砒素の除去

講演要 旨集,10.

片岡 健,武 藤明徳,川 端成彬:

流動層接触装置 を用いたN一ベ ンジルー4一ビニルピリ

ジウム樹脂 による界面活性剤の除去

講演要 旨集,11.

雇第11回 溶 媒 抽 出 討 論 会(ll月,東 京)

小西康裕,F.M.Doyle=

鉄カルボン酸 の加水分 解反応 による酸化鉄の不均
一沈澱の速度解析

講演論文集,29-34,

小西康裕,浅 井 悟,村 井哲也:

シュウ酸水溶液を用いたカルボン酸溶液からのネオ

ジムの沈澱逆抽 出

講演論文集,175-180.

響 化 学 工 学 会 粉 体 材 料 の 流 動 層 プ ロセ ッシ ン

グ1992(11月,北 九 州)

S.Watano,T.Fukushima,K.Terashitaand

K.Miyanami:

MeasurementandControlofBedHeightin

WetGranulationbyTumblingFluidizedBed

(転 動 流 動 層 造粒 にお ける粉 体 層 高 の計測 と制 御),

化 学工 学 シ ンポジウム シリー ズ29,74-79.

■粉 体 粉 末 冶 金 協 会 秋 季 大 会(11月 ,京 都)

佐 藤 宗武,山 下 貴 彦,宮 南 啓,稲 田勇人,辻

公志:

銀粒子 と粉 末状ニッケルの高速 ・高勇断型ミル処理

による分散複合化過程

講演要旨集,172.

高木一太郎,寺 下敬次郎,宮 南 啓:

アルミナ粉 末の造粒 とプレス成型

講演要旨集,197.

幽粉 体 工 学 会1992年 度 秋 期研 究 発 表

(11月,東 京)

寺下敬次郎,宮 南 啓,松 下敦彦,川 上博昭,武

美孝雄,高 橋継夫,浜 口隆信:

保温材屑の園芸資材への再利用に関する研究

講演要 旨集,82-86.

贋日本 生 物 工 学 会 平 成4年 度 大 会

(11月,大 阪)

石 川治男,荻 野 博康,石 橋 卓也,安 井 潔,中 嶋



敏光,福 田秀樹:

糸状菌のリパーゼ活性におよぼす培養法の影響

講演要 旨集,96.

荻野博康 大坪俊彦,石 川治男:

微生物酵素を用いた皮革の分解

講演要旨集,122.

■第6回 日本 吸 着 学 会 研 究 発 表 会

(11月,宇 都 宮)

吉 田弘之,松 村芳美:

ハニカム活性炭のガス吸着特性

講演要旨集,58.

吉田弘之,福 中唯史,片 岡 健,進 戸規文:

活性炭素繊維によるアミノ酸の吸着分離

講演要 旨集,62.

吉田弘之,山 崎晴夫,片 岡 健:

架橋キトサン繊維による酸性染料排水処理:サ イク

リック操作

講演要旨集,76.
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葵鑛§6.新聞,雑誌等発表i一

■微 生 物 使 い石 炭 脱 硫 一大 阪 府 大 が モデル 式

浅井 悟,小 西康裕

日刊工業新聞,1992年9月22日

■資 源 ・素 材 学 会 海 洋 資 源 部 門 委 員 会 見 学 会

一住 友 重 機 械 工 業 ㈱ 追 浜 造 船 所 および 海 洋

科 学 技 術 セ ンターをたずね て 一

浅井 悟

資源 ・素材学会誌,108(12),902(1992).

■粉 体 製 造 ・処 理 プロセス に おける最 新 技 術 動

向

宮南 啓

日経ニューマテリアル,1992年9月28日

●廃 棄 物 管 理 と粉 体 工 学

宮南 啓

日刊工業新聞,1992年10月13日

■ワル シャワそしてオス ロ

寺下敬次郎

粉体工学会誌,29,139-142(1992).

■ACHEMA'91に 出 品 ・参 加 して

寺下敬次郎

製剤機械技術研究会誌1,20-23(1992).

■流 動 層 造 粒 の 自動 化

綿野 哲

製剤と機械,第158号,2-5(1992).
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金 属 工 学 科

教 授 市之瀬 弘 之

岡 村 清 人

山 川 宏 二

助教授 大 西 忠 一

森 井 賢 二

講 師 安 藤 繁

田 辺 重 則

伊 藤 太一郎

川 本 信

下 尾 聰 夫

池 永 明

辻 川 正 人

稲 数 直 次

中 山 豊

冨 田 恵 之

小 見 崇

閲 渕 博

助 手 芦 田 淳

片 瀬 嘉 郎

高 津 正 秀

津 田 大

松 井 利 之

井 上 博 史

金 野 泰 幸

小 林 信 雄

成 澤 雅 紀

井 上 博 之

川 本 博 茂

杉 野 重 明

藤 村 紀 文



懸1.学 術論文,国際会議Proc,　

圏CrystallizationKineticsandPhaseEvaluation

inAmorphousSb-S-GeThinFilms.

(非 晶 質Sb-S-Ge薄 膜 に お け る結 晶 化 過 程 と

相 形 成)

K.Morii,S.WanakaandY.Nakayama

MaterialsScience&Engineering,Bl5,

126-132(1992).

(Amorphousthinfilm,Chalcogenidefilm,

Crystallizationkinetics)

■EffectsofCrystallizationoftheOptical

andElectricalPropertiesofAmorphous

Sb-S-GeThinFilms.

(Sb-S-Ge非 晶 質 薄 膜 の 光 学 的 お よび 電 気 的

性 質 に およ ぼ す 結 晶 化 の 影 響)

K.MoriiS.WanakaandY.Nakayama

MaterialsLetters,15,285-291(1992).

(Amorphousthinfilm,Chalcogenidefilm,

Opticalproperties,Darkconductivity)

口FractalGrowthofGa6MnPhaseinThin

Gag7Mn3AmorphousFilms.

(Gag7Mn3非 晶 質 薄 膜 に お け るGa,Mn相 の フ ラ

ク タ ル 成 長)

K.Morii,」.AokiandY.Nakayama

ActaMetallurgicaetMaterialia,40,

1305-1310(1992).

(Amorphousthinfilm,Phaseevolution,

Ga-Mnsystem,Fractalgrowth)

■DeformationMechanismsinan(α 十 α2)

Two-phaseTi-15at%AlAlloyatElevated

Temperatures.

(Ti-15at%Al(α+α2)2相 合 金 の 高 温 変 形 機

構)

K.Niimi,K.MoriiandY.Nakayama

ZeitschriftfifrMetallkunde,83,319-323

(1992).

(Ti-AIalloy,Twophase,Deforlation

mechanism,Precipitates)

■TheStructureandMagneticPropertiesof

Two-phasePtMnSb-MnSbThinFilms.

(PtMnSb-MnSb二 相 薄 膜 の 構 造 と 磁 気 特

性)

T.Matsui,N.Iketani,K.MoriiandY.

Nakayama

MaterialsScience&Engineering,Bt4,95-100

(1992).

(Multilayeredfilm,Solid-statereaction,

Magneto-opticalrecordingmedia)

■DevelopmentofHigh-coercivityPhasein

ThinMn40Ga60Films.

(Mn。 。Ga6。 薄 膜 に お け る 高 保 磁 力 相)

J.Aoki,K.Morii,T.MatsuiandY.

Nakayama

JournalofMaterialsScienceLetters,11,

941-943(1992).

(Ferromagneticthinfilm,Coercivity,Mn-Ga

system)

■ProcessingofTiAトTi2AINCompositesand

TheirCompressiveProperties.

(TiAl-Ti2AIN複 合 材 料 の 作 製 と圧 縮 強 度)

H.Mabuchi,H.Tsuda,Y.NakayamaandE.

Sukedai

JournalofMaterialsResearch,7,894-900

(1992).

(Hightemperaturematerial,Intermetal-

1ic-ceramiccomposite,Combustionreaction

synthesis)

■ 燃 焼 反 応 に よ るTiAl基 複 合 材 料 のin-situ合 成

に 関 す る研 究

(lnvestigationofln-situSynthesisof

TiAI-basedCompositesbytheCombus-

tionReaction.)

間 渕 博,津 田 大,中 山 豊

粉 体 お よび 粉 末 冶 金,39,468-473(1992).

(Hightemperaturernaterial,Intermeta1-

lic-ceramiccomposite,Combustionrection

synthesis)

■ 燃 焼 反 応 法 によ る銅 系 複 合 組 織 材 料 の 合 成 と

そ の 特 性

(CombustionReactionSynthesisofCu-

basedCompositesandTheirProperties.)

津 田 大,間 渕 博,中 山 豊

伸 銅 技 術研 究会 誌,31,53-59(1992).

(Cu-basedcomposite,Combustionreation

synthesis,Cu-Ti-BNsystem)

層3mass%酒 石 酸 ア ンモ ニ ウム 溶 液 中 に お けるア

ル ミニ ウ ム の 陽 極 酸 化 に 及 ぼ す 冷 間 圧 延 の 影

響

(EffectofColdRollingonAnodizingofA-

luminumina3mass%AluminumTartrate

Solution)

小 林 信雄,市 之 瀬 弘 之

軽 金 属,42,33-37(1992),

(Cold-rolledaluminu,Anodizing,Residual

stress,Rollingtexture)
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■EffectofCpidRollingonAnodizingofA-

luminuminaNeutralitySolution

(中 性 溶 液 中 に お け る ア ル ミニ ウ ム の 陽 極 酸 化

に 及 ぼ す 冷 間 圧 延 の 影 響

N、KOBAYASHIandH.ICHINOSE

Bull.Univ.OsakaPref,Ser.A.40,71-77

(1991).

(Cold-rolledaluminum,Anodizing,Residual

stress,Rollingtexture)

EAI-8%FePIM材 の 強 度 と耐 食 性 に 及 ぼ す 加

熱 処 理 の 影 響

(EffectofHeatingonStrengthandCorrosion

ResistanceofAl-8%FePIMAIIoy)

小 林 信 雄,黒 田 周,大 西 忠 一,市 之 瀬 弘 之

軽 金 属,42,281-286(1992).

(AI-8%Fealloy,Stength,Corrosionresist-

ance,Heattreatment,Residualstress,Pow-

dermetallurgy)

■SUS316ス テ ン レス 鋼 へ の 溶 融 ア ル ミニ ウ ム

め っき時 に 形 成 され る合 金 層 の 構 造

(AlloyLayerFormationonSUS316Stain-

lessSteelbyHot-DipAluminumCoating)

大 西 忠一,野 口泰 彦,西 山正 敏,中 山 強

日本 金属 学 会 誌,56,198-203(1992).

(Hot-Dipaluminumcoating,SUS316stain・

lesssteel,Alloylayer,Diffusionheating,

lron-aluminumintermetalliccompound)

■ 高 力 ア ル ミニ ウム 合 金 の 応 力 腐 食 割 れ に お ける

水 素 脆 性 関 与 の モ デ ル 実 験

(ModelExperimentsConcerningtheCon-

tibutionofHydrogenEmbrittlementon

StressCorrosionCrackingofHigh

StrengthAluminumAlloy)

大西 忠 一

軽 金 属,42,21-26(1992).

(Highatrengthaluminumalloy,Stresscor-

rsioncracking,Hydrogenembrittlement,

Bendingtest,SCCmechanism)

■TheControlofEpitaxialGrowthofLiNbO3

ThinFilmsonR-cutSapphire.

(LiNbO3薄 膜 のR-cutSapphire上 で の エ ピ タ

キ シ ャ ル 成 長 の 制 御)

N.Fujimura,M,KakinokiandT.Ito

MaterialsRes.Soc.SymposiumProc.,243,

545-550(1992).

(R-cutSapphire,LiNbO3,Thinfilm,Epitaxy)

■RelationsipBetvveenSelf-Textureandln-P

terfacialRestrictionontheEpitaxyof

ZnOThinFilmsl.

(ZnO薄 膜 の エ ピタキ シ ー に及 ぼ すSelf-Tex一

ヱヱ2

tureと 界 面 拘 束 と の 相 関1)

N.Fujimura,S.Goto,andT.Ito

MaterialsRes.Soc.SymposiumProc.,263,

187-192(1992).

(ZnO,Thinfims,Epitaxy,Self-texture,In.

terfacialrestriction)

■RelationshipBetWeenSelf-Textureand

lnterfacialRestrictionontheEpitaxyof

(Ca,Sr)CuO2ThinFilms.

(Ca,Sr)CuO2薄 膜 の エ ピ タ キ シ ー に 及 ぼ す

Self-Textureと 界 面 拘 束 と の 相 関)

S.Nagai,H.Tanaka,N.Fujimura,andT.

Ito

MaterialsRes.Soc.SymposiumProc.,263,

285-290(1992).

(Ca,Sr)CuO2,Thinfilms,Epitaxy,Self-tex-

ture,Interfacialrestriction)

■Formationof(1120)ZnoFilmsbyCon-

trollingtheSelf-TextureandtheRelaxa-

tionofFilmStress.

(Self-Textyreの 制 御 に よ る(1120)ZnOの 形 成

と膜 応 力 緩 和)

T.Yamaguchi,N.Fujimura,S.Goto,andT.

Ito

MaterialsRes.Soc.SymposiumProc.,263,

297-302(1992).

(ZnO,Thinfilms,Epitaxy,Self-texture,

Relationoffilmstress)

■LiNbO3の エ ピタキ シ ャル 成 長 に 及 ぼ す 界 面 エ

ネ ル ギ ー の 影 響

(Ef「ectsoflnterfacialEnergyonthe

EpitaxialGrowthofLiNbO3.)

伊 藤 太一 郎,藤 村紀 文,柿 木正 美

粉 体 及 び粉 末冶 金,39,105-108(1992).

(C-cutSapphire,LiNbO,,Thinfilm,Epitaxy,

Interfacialenergy)

■Bi2Sr、CuOx薄 膜 の 配 向 制 御 一Self-Texture

とEpitaxy-

(OrientationControloftheBi2Sr2CuOx

ThinFilms.-SelfTextureandEpiraxy-)

永 井 智,田 中秀 明,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎

粉 体及 び粉 末 冶 金,39,744-747(1gg2).

(Bi2Sr2CuOx,Thinfilms,Selftexture,Epitaxy)

■1473～1673Kに お け るsi-c-o系 繊 維(ニ カ ロ

ン)の 熱 分 解 挙 動

(PyrolysisofSi-C-OFibers(Nicalon)at

Temperaturesfrom1473Kto1673K)

下 尾 聰夫,陳 和 民,岡 村 清人

J.Ceram.Soc.Japan,100,48-53(1992) .

(Nicalon,Pyrolysis,Thermogravimetry ,



Reactionmechanism,Tensilestrength)

■ ポ リカ ル ボ シ ラ ン か ら合 成 され たSic系 繊 維 の

熱 分 解 に 及 ぼ す酸 素 の 影 響

(EffectQfOxygenonPyrolysisofSiC

FiberSynthesizedfromPolycarbosilane)

下 尾 聰 夫,杉 本 雅樹,岡 村 清人

J.Ceram,Soc.Japan,100,157-162(1992).

(Si-C-Ofiber,Pyrolysis,EffectofOxygen,

TGA,TEM,Reactionmechanism)

■Si-Ti-c-0繊 維 合 成 に お け る不 融 化 処 理 の 効 果

(EffectofCuringinAirontheSynthesis

ofSi-TトC-OFiber)

石 川 敏 弘,山 村 武 民,岡 村 清 人

」.Ceram.Soc.Japan,100,182-186(1992).

(Si-Ti-C-Ofiber,Polycarbosilane,Curing,Gel

fraction,Weightresidue,Tensilestrength)

■Si3N、 とNiと の 反 応 の 速 度 論

(KineticsofReactionofSi,N4withNi)

下 尾 聰 夫,小 林 康 裕,岡 村 清 人

J.Ceram.Soc.Japan,100,808-814(1992).

(JoiningofSi3N4toNi,Ni-Sisolidsolution,

Nisilicide,Reactionkinetics,Reaction

mechanism)

■Si-C-0系 繊 維 の 酸 化 機 構

(MechanixmofOxidationofSi-C-OFiber)

下 尾 聰 夫,陳 和 民,岡 村 清 人

J.Ceram.Soc.Japan,100,929-935(1992).

(Nicalon,Oxidation,Thermogravimetry,

Reactionmechanism,Rate-determiningstep)

C-OFiber$)

下 尾 聰 夫,覧 芳 治,柿 本 健 一,岡 村 清 人

日本 金 属 学 会 誌,56,175-183(1992).

(Si-Ti-C-Ofiber,Oxidationrate,Thermog・

ravimetry,Reacitionmechanism)

■ 合 成 ク ロマ イ ト(Fe。
.5Mg。.5)(Cr。.,Al。 、2)204の 溶

融 還 元 速 度

(KineticsofSmeltingReductionofSyn-

theticChromite(Feo .5Mgo.5)(Cro.sAlo.2)204)

下 尾 聰 夫,小 西 芳 広

日 本 金 属 学 会 誌,56,285-293(1992).

(Smeltingreduction,Complexchromite,

Reductionkinetics,Rate℃eterminingstep)

■酸 化 皮 膜 で 被 覆 され たSi-Ti-c-o系 非 晶 質 繊

維 の 熱 分 解 挙 動

(PyrolysisofSi-Ti-C-OAmorphousFiber

CoatedwithOxideFilm)

下 尾 聰 夫,柿 本 健 一,岡 村 清 人

日 本 金 属 学 会 誌 、,56,785-793(1992).

(Si-Ti-C-Ofiber,Oxidefilm,Cristobalite,

β一SiC,Tensilestrength,Suppressionof

pyrolysis)

■Si3N4粉 とFe粉 の 高 温 反 応 機 構

(MechanismofHighTemperatureReac-

tionbetweenSi3N4andFePowders)

下 尾 聰 夫,森 内 恭 彦,岡 村 清 人

日本 金 属 学 会 誌,56,1030-1036(1992),

(ReactionofSi3N、withFe,Thermog-

ravimetry,Fesilicide,Fe-Sisolidsolution,

Reationmechanism)

■CVD法 に よ りコ ー テ ィン グ を 行 っ たSiC系 繊 維 の

熱 分 解 挙 動

(PyrolyticBehaviorofCVDCQatedSiC

Fiber)

稲 垣 秀 哉,下 尾 聰 夫,岡 村 清 人,本 城 国 明

J.Ceram。Soc,Japan,tOO,1103-1108(1992).

(SiCfiber,SiCcoating,Chemicalvapor

deposition,Monomethyltrichlorosilane,

Pyrolysis,Mixed-control)

■Sio2の 炭 素 熱 還 元 速 度 に 及 ぼ すCaOあ るい は

MgO添 加 の 影 響

(EffectofCaOorMgOAdditiononRate

ofCarbothermicReductionofSiO2)

下 尾聰 夫,小 林 康 裕

日本 金 属 学 会誌,56,1414-1421(1992).

(Carbothermicreductionofsilica,CaO,

MgO,Reductionkinetics,Reactionmecha-

nism)

匿Sio2の 炭 素 還 元 速 度 に 及 ぼ すFe添 加 の 影 響

(EffectofFeAdditiononRateofCar-

bothermicReductionofSiO2)

下 尾聰 夫,小 林 康 裕

日本 金 属 学 会誌,56,45-52(1992).

(β一SiCpowder,Carbothermicreductionof

silica,Iron,Reductinkinetics,Reaction

mechanisrn)

■1473～1673Kに お け るチ ラノ繊 維 の 熱 分 解 挙 動

(Pyrolysisof丁yrannoFiberatTempera-

turesfrom1473Kto1673K)

下 尾 聰 夫,覧 芳 治,陳 和 民,岡 村 清 人

粉 体 お よび 粉 末 冶 金,39,86-91(1992).

(Si-Ti-C-Ofiber,Pyrolysis,Thermog-

ravimetry,Reactionkinetics,Reaction

mechanism)

■Si-Ti-c-o系 非 晶 質 繊 維 の 酸 化 速 度

(OxidationKineticsofAmorphousSi-Tト

■CVD-SiCコ ー テ ィン グ ・二 力 ロン の 酸 化 機 構

(MechanismofOxidationofNicalon
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CoatedwithCVD-SiC)

下 尾 聰 夫,稲 垣 秀 哉,岡 村 清 人,本 城 国 明

粉 体 お よび 粉 末 冶 金,39,903-907(1992).

(Oxidat{on,Nicalon,CVD-SiC,Thermog-

ravimetry,Reactionmechanism)

■ チ ラ ノ繊 維 の 酸 化 機 構

(MechanismofOxidationofTyrannoFiber)

下 尾 聰 夫,柿 本 健 一,岡 村 清 人

粉 体 お よび 粉 末 冶 金,39,913-917(1992).

(Oxidation,TyrannoFiber,Thermog-

ravimetry,Reactionkinetics,Reaction

mechanism)

■SynthesisofHeat-ResistantSiCFiberby

RadiationProcessjn9

(放 射 線 不 融 化 法 に よるSiC系 耐 熱 繊 維 の 合 成)

T.Seguchi,N.KasaiandK.Okamura

Proc.ofthe4thInt.Symp.onAdvancedNu-

clearEnergyResearch-RolesandDirection

ofMaterialsScienceinNuclearTechnology

(JAERI-M92-207),62-65(!992)。

(SiCfiber,Polycarbosilane,Radiationcuring,

Electronbeam,Precursor)

■MorphologyofPolymer-DerivedSiC

FibersinSi,N4Matrix

(Si,N、 マ トリッ ク ス 中 に お け る ポ リマ ー を 前 駆 体

と す るSiC系 繊 維 の 形 態)

K.Okamura,J.Nishida,Y.Katase,M.

ShibuyaandT.Yamamura

Nondestr.Test,Eva1.,VoL8-9.909-916

(1992).

(SiCfiber,Fibermorphology,Precursor,

Pyrolysis,SiCfiber/Si3N4)

■ASAXSStudyoftheNanometerScale

HybridStructureofSi-Ti-C-OAmorphous

Fibers

(Si-Ti-C-0ア モル フ ァス 繊 維 の ナ ノメー タ ー ス ケ ール

ハ イ ブ リッ ド構 造 の 小 角x線 散 乱 の 研 究)

K.Suzuya,T.Kamiya,T.Yamamura,K.

OkamuraandK.Suzuki

J.Non-CrystallineSolids,150,167-171(1992).

(Small-angleX-rayscattering,Si-Ti-C-O

fiber,β 一SiCfinesturcture,Polytitanocar-

bosilane,Nanometerscalestructure)

■ThePolycarbrsilane-to-SixCi_KConver-

sionStudiedbylnelasticNeutronSca廿er-

ingandlnfraredAbsorption

(ポ リカ ル ボ シ ラ ン か ら のSixC}-xへ の 転 換 の 非

弾 性 中 性 子 散 乱 と 赤 外 吸 収 に よ る研 究)

K.Suzuya,K.Shibata,K.OkamuraandK.

Suzuki

J.Non-CrystallineSolids,150,255-259(1992).

(Polycarbosilane,AmorphousSiCcluster,In.

elasticneutronscattering,Infraredabsorp・

tiQn,PyrOlySiS)

■ThermalStabilityofLowOxygenSilicon

CarbideFibersDerivedfromPolycar-

bosilane

(ポ リカル ボ シランか ら合 成 され た 低 酸 素 炭 化

ケイ素 繊 維 の 熱 安 定 性)

M.Takeda,Y.Imai,H.Ichikawa,N.Kasai,

T.SeguchiandK.Okamura

CeramicEngineeringandScienceProc.,t3,

209-217(1992).

(SiCfiber,Polycarbosilane,Thermalstabili-

ty,Hightensilestrength,SiCcomposite)

■ApPlicationofRadiationCuringinthe

PreparationofPolycarbosilane-Derived

SicFibers

(ポ リカ ル ボ シ ラ ン を前 駆 体 とす るSiC系 繊 維 の

合 成 へ の 放 射 線 不 融 化 法 の 適 用)

K.OkamuraandT.Seguchi

J.InorganicandOrganometallicPolymers,2,

171-179(1992).

繭銀 め っ きに お け る微 分 容 量 と電 析 形 態 の 関 係

(CorrelationbetweenDifferentialCapacity

ofElectricalDoubleLayerandSurface

MorphologiesinSilver-electrodeposits)

井上 博 之,山 川宏 二,近 藤 哲 也,正 木 征 史

表 面技 術,43,478-480(1992).

(SilverPlating,Inhibitor,DifferentialCapac-

ity,SurfaceMQrphology)

圏ProductionMechanismofPolytitanocar-

bosilaneandltsConversionofthePoly-

merintolnorganicMaterials

(ポ リ チ タ ノ カ ル ボ シ ラ ン の 合 成 機 構 及 び そ の

無 機 材 料 へ の 変 換)

T.Ishikawa,T.YamamuraandK.Okamura

J.Mater.Sci.,27,6627-6637(1992).

(Polytitanocarbosilane,β 一SiC,Pyrolysis,

Precursor,Alkyltitanate)

■ 固 体 電 解 質 を用 い た 高 温 で の 鋼 中 透 過 水 素

の 電 気 化 学 的 測 定 法 の 開 発

(lnnovativeElectrochemicalMeasuring

MethodofHydrogenPermeatedthrough

SteelatHighTemperatureUsingSolid

Electrolyte)

山 川宏 二,安 藤 繁,門 脇 正 天

材料,41,1337-1341(1992).

(Hydrogenattack,Hydrogencontent,Solid

electrolyte)
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■ カ ソ ー ド防 食 下 に お け る埋 設 鋼 管 の 水 素 割 れ

感 受 性 評 価

(HydrogenCrackingSusceptibilityEvalu-

ationofBuriedSteelPipeunderCathodic

Protection)

山 口 祐 一 郎,野 中 英 正,山 川 宏 二

鉄 と鋼,78,1818-1823(1992).

(Cathodicprotection,Hydrogencracking,Slow

strainratetest,Overprotection,Pipeline,Soil,Hy・

drogensusceptibility,Mildsteel)

■ほ う化 相 成 に 及 ぼ す 球 状 黒 鉛 鋳 鉄 中 のSiの 影

響 に つ い て

(TheEffectofSiliconontheFluidized

BedBoridingofS.G.lron)

池 永 明,鄭 寅 誤,川 本 信,曽 根 匠,加

藤 寛敬

鋳物,64,376-381(1992),

(Fluidizedbed,Boriding,Diffusioncoeffi-

cient)

■溶 湯 撹 絆 法 に よるAl-Siア ル ミナ 粒 子 複 合 材 の

気 泡 と磨 耗

(PoresandTheirlnfluenceonWear

Property'ofAl-Si/AluminaParticleCom-

positesMadebyVortexMethod)

辻 川正 人,富 永 正 須,日 野 実,川 本 信

鋳物,64,443-448(1992).

(Wear,MetalMatrixComposite,Alumina)

圏ア ル ミニ ウ ム 溶 湯 中 へ の シ リカ粒 子 に よって 引

き起 こされ る諸 現 象

(PhenomenainMoltenAluminiumln-

ducedbySilicaParticlesAddition)

辻 川正 人,橋 本 哲,川 本 信

鋳 物,64,526-530(1992).

(Themitreaction,SilicaAlumina,Alumini-

um,Castslurry,Metalmatrixcomposite)

■ レー ザ ー に よっ て ハ ー ドア イ処 理 され た ダ クタイ

ル 鋳 鉄 の 衝 撃 破 壊 特 性

(lmpactToughnessofHardEyeStructure

ofDuctileCastlronTreatedbyLaser)

辻 川正 人,日 野 実,川 本 信,岡 林 邦 夫

鋳物,64,613-618(1992).

(Surfaceimprovement,Laser,Diffusion,Dic-

tilecastiron,Impacttoughness)

冒亜 共 晶Al-Cu合 金 の 半 溶 融 状 態 で の チ キ ソ ト

ロピー に およぼ す 固 相 率 の 影 響

(EffectofSolidFractionontheThixot-

ropicBehaviorofHypoeutecticAl-Cu

AIIoyurlderPartillySolidifiedState)

辻 川正 人,川 本 信

鋳物,64,626-631(1992).

(Thixotropy,Partiallysolidifid,Rheology,

Viscosity,Shearrate,Aluminium)

■ 過 共 晶Al-Si合 金 の 共 晶 温 度 で の チ キ ソ トロ ピー

(Thixotropic,BehaviorofHyperutectic

Al-SiAljoyatEutecticTemperature)

辻 川 正 人,伊 東 一 幸,川 本 信

鋳 物,64,632-636(1992),

(Thixotropy,Viscosity,Aluminiumalloy,

Eutectictemperature,Solidfraction)

■ 消 失 模 型 鋳 造 用 振 動 フ ラ ス コ 内 に お け る砂 粒

体 層 の 振 動 と流 動 充 愼 挙 動

(VibrationandFlowCompactionofSand

ParticleBedinVibrationFraskfor

EvaporativePatternCasting)

池 永 明,川 本 信,南 英 孝

鋳物,64,699-704(1992).

(Sandparticlebed,Vibrationflask,

Evaporativepatterncasting)

■"HardEye"DuctileCastlronandlts

TreatmentbyLaserquenching

("ハ ー ドア イ"球 状 黒 鉛 鋳 鉄 と そ の レ ー ザ ー に

よ る処 理)

M.Tsujikawa,M.Hino,M.Kawamoto,and

K.Okabayashi

CongressbookofHeat&Surface'92,8th

Int.CongressonHeatTreatmentof

Materials,441-444(1992).

(Ductilecast,Strengthnening,Wear,Heat

treatment,Laserquenching)

■SulphonitridingofIronandSteelbyUse

ofaFluidaizedBed

(流 動 層 を 用 い た 鉄 鋼 材 料 の 浸 硫 窒 化)

1.Cheong,A.IkenagaandM.Kawamoto

CongressbookofHeat&Surface'92,8th

Int.CongressonHeatTreatmentof

Materials,393-396(1992).

(Surfaceimprovement,Sulphonitriding,Duc-

tilecastironandsteeD

■ThelnfluenceofPrimarySolidFraction

ontheRheologicalBehaviorofParticles

DispersionAluminiumAlloySlurries

(粒 子 分 散 ア ル ミニ ウ ム 合 金 の レ オ ロ ジ ー 特 性

に 及 ぼ す 初 晶 固 相 率 の 影 響)

M.Tsujikawa,M.MatsumotoandM.

Kawamoto

Trans.JFS,11,65-69(1992).

(Rheology,Thixotropy,Metalmatrixcom.

posite,Aluminiumalloy,Partiallysolidified)

■lnfluenceofParticlesontheViscosityof
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MetalMatrixCompositeSlurries

(金 属 基 複 合 材 料 ス ラ リー に 粘 性 に 及 ぼ す 粒

子 の 影 響)

M.Tsujikawa,M.MatsumotoandM.

Kawamoto

Trans.JFS,11,70-73(1992).

(Metalmatrixcomposite,Vicosity,Th{xot-

ropy,Dilatancy,Aluminiumalloy)

■六 方 晶 材 料 の 結 晶 方 位 分 布 関 数 に お け る信 頼

性 の 向 上

(lmprovementofReliabilityfortheOrien-

tationDistributionFunctionsinHexagonal

Materials))

井 上 博 史,稲 数直 次

日本 金属 学 会 誌,56,7-14(1992).

(Orientationdistributionfunction,Texture

analysis,Seriesexpansionmethod,Oddterm,

Ghostpeak)

圏TransformationTexturesinTi-15V-3Cr-

3Sn-3AlAlloySheets

(Ti-15V-3Cr-3Sn-3Al合 金 板 の 変 態 集 合 組

織)

H,Inoue,S.FukushimaandN.Inakazu

MaterialsTransactions,JIM.33,129-137

(1992).

(Betatitaniumalloy,Precipitation,Burgers'

relationship,Variantselection,Orientation

distributionfunction)

■Ni-Al粒 子 複 合 電 析 膜 の 加 熱 合 金 化 に およ ぼ

すA【粒 子 の 表 面 改 質 の 影 響

(EffectofSurfaceModificationofAlPar-

ticlesonAlloyinginElectrodeposited

Ni-AICompositeFilms)

伊 崎 昌伸,榎 本 英彦,小 見 崇

日本 金属 学 会 誌,56,191-・197(1992),

(Nickel-AIComposite,AluminaFormation,

Electrodeposition)

圏LaserSurfaceTreatmentofThickNi-W

AIIoyElectroplatedonCuSubstrate

(Cu素 地 に 電 着 され たNi-w合 金 厚 膜 の レ ー ザ

ー 処 理)

T.OmiandM.Okuda

DENKIKAGAKU,60,550-551(1992).

(AlloyElectrodeposition,Nickel-Wolfram,

HeatConductionAnalysis,MovingHeat

Source)

■複 合 電 析 膜 加 熱 法 に よ るNトAl合 金 膜 の 組 織

と硬 度

(StructureandHardnessofNi--AlAlloyFilms

PreparedbyAnnealingElectrodeposited

116

Composite)

伊 崎 昌 伸,榎 本 英 彦,小 見 崇,中 山 豊

表 面 技 術,43,607-611(1992).

(Cornposite,Electrodeposition,Alumini.

um-Nickel,ThermalAIIoying)

■硫 酸 第1鉄 水 溶 液 か ら の 電 析Fe-C合 金 膜 の

構 造 と硬 度

(StructureandHeadnessofFe-CAIIoy

FilmElectrodepositedfromanlronSulfate

Electrolyte)

伊 崎 昌伸,榎 本 英 彦,小 見 崇

日本 金属 学 会 誌,56,636-640(1992).

(AIIoyElectrodeposition,Iron-CarbonAIIoy,

MartensiticStructure)
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口弾性 歪 み エネ ル ギー ・界 面 エネル ギー の 薄 膜

構 造 に与 える影 響

伊藤太一郎

平成元年一3年度文部 省科学研究補 助金(重 点領

域 研 究 「金 属一半 導体 界面」)研究成果 報告書,

227-230(1992).

■TheoreticalandExperimentalAnalysisfor

EpitaxialGrowthMechanismintheRe-

strictedInterfaceSystem.

T.ItoandN.Fujimura

平成3年 度文部省科学研究補助金(重 点領域研究

「原子レベルでの結晶成長機構」)第2回研究会報

告論文集,295-300(1992).

■ZnOIC-cutサ ファイア の エ ピタキ シー における

self-textureと 界 面 拘 束 の 関 係

藤村紀文,伊 藤太一郎,後 藤清毅

平成4年 度文部省科学研究補助金(重 点領域研 究

「原子 レベルでの結晶成長 機構」)第3回研究会報

告論文集,269-274(1992).

■高 力 ア ル ミニウム 合 金 の 耐SCC性 を改 善 す る

新 しい 熱処 理 法

大西忠一

熱処理,32、83-88(!992).

■アル ミニウム合 金 のSCC特 性 と改 善 への 道

大西忠一

軽金属学会第1回 強度評価セミナーテキスト,81-90

(1992),

圏Al-8%Fe粉 末 治 金 合 金 の 強 度 と耐 食 性 に及

ぼ す加 熱処 理 の 影 響

大西忠一,小 林信雄,黒 田 周,市 之瀬弘之

軽 金 属学 会 研 究 部 会報 告書,No.28,182-!93

(1992).

■放 射 線 を利 用 した超 耐 熱 炭 化 ケイ素 繊 維 の 開

発

瀬口忠男,岡 村清人

原子力工業,38,64-69(1992).

8有 機 ケ イ素 ポ リマーの セラミックス材 料 及 び コー

ティング材 料 へ の応 用

岡村清人

新素材,3,5!-56(1992).

●プ レカーサ ーSiC繊 維 及 びSi3N、 繊 維 の 合 成

岡村清人

粉体および粉末治金,39,441-446(1992).

胴高 温 に お け るSi-C-0系 繊 維 の 化 学 的 安 定 性

下 尾 聰 夫,岡 村 清 人

粉 体 および粉 末 治 金,39,447-450(1992).

■Si-Ti-c-o系 繊 維 の 耐 熱 性

柿 本 健 一,篁 芳 治,下 尾 聰 夫,岡 村 清 人

粉 体 および粉 末 治 金,39,451-454(1992).

■放 射 線 によ る耐 熱 性 セ ラ ミックス 繊 維 の 研 究 開

発

瀬 口忠 男,岡 村 清 人

放 射線 化 学,54号,43-45(!992).

■MorphologyControlofDuctileSecond

PhaseandImprovedMechanicalProper-

tiesinHigh-strengthLow-AlIoySteels

withMixedStructure

Y.Tomita

JoumalofMaterialsScience,27,1705-1715

(1992).

猶 鋳 鉄 の レー ザ ー に よる表 面 改 質

辻 川正 人,日 野 実

熱 処 理,538,2-8(1992).

■金 属 の 半 凝 固 加 工

川 本 信,辻 川 正 人

科 学 と工 業,66,18-24(1gg2).

■集 合 組 織 の 三 次 元 方 位 解 析

井 上 博 史

軽 金 属,42,358-367(1992).

ヱヱ7
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■Sic長 繊 維

岡村 清 人(分 担 執 筆)

注 目の炭 化 ケイ素 と窒 化 ケイ素 及 びセラミックス繊 維

強化

テー ・アイ ・シィー,317-323(1992).

闘繊 維,物 質 と形 態

岡村 清 人(分 担 執筆)

大 学 院無 機 化 学(下)

講 談 社 サイエ ンティフィク,414-423(1992).

■SiC繊 維 の 放 射 線 照 射 に よる耐 熱 性 の 向 上

岡村 清人(分 担 執筆)

無 機 高分 子1

産 業 図書,100-108(1992).
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■16thAnnualConf .onCompositeandAd-

vancedCeramicMaterials(CocoaBeach,

Fl,U.SA.,Jan.,1992)

M.Takeda,Y.Imai,H.Ichikawa,T.

Ishikawa,N.Kasai,T.SeguchiandK.

Okamura:

ThermalStabilityoftheLowOxygenSili-

conCarbideFibersDerivedfromPolycar-

bosilane.

■RareEarths'92(Kyoto,Japan,Jan.,1992)

Y.K.Lee,N.FujirnuraandT.Ito:

EpitaxialGrowthofYttriulnSilicide,

YSi2_x'on(100)Silicon,

■The4thInt.Sym.onAdvancedNuclear

EnergyResearch(Mito,Japan,Feb,,

1992)

T.Seguchi,N.KasaiandK.Okamura:

SynthesisofHeat-ResistantSiCFiberby

RadiationProcessing,

匿MaterialsRes.Soc、'92SpringMeeting

(SanFrancisco,U.SA.,Apr.,1992)

N.Fujimura,S.GotoandT.Ito:

RelationshipBetweenSelf-TextureandIn-

terfacialRestrictionontheEpitaxyofZnO

ThinFimsI.

1.Cheong,A.IkenagaandM.Kawamoto:

SulphonitridingofIronandSteelbyUseof

aFluidaizedBed.

M.Tsujikawa,M.Hino,M.Kawarnotoand

K.Okabayashi

ttHardEye"Ducti正eCastIronandIts

TreatmentbyLaserquenchir19.

■Magneto-OpticalRecordinglnt.Sympo.

(Tucson,U.S.A.,Dec.,1992)

T.Matsui,N.Iketani,H.Nakamura,K.

MoriiandY.Nakayarna:

MagneticPropertiesandTextureControlof

thePtMnSb-MnSbandMn2SbTwo-phase

FilmsbySolid-stateReactionoftheMulti-

layers.

■37thAnnualCof.onMagnetism&Mag-

neticMaterials(Houston,U.SA,Dec.,

1992)

T.Matsui,M.Suzuki,K.MoriiandY.

Nakayama=

MetastableFerromagneticPhaseFo㎜ation

in35-50mol%Mn-GaThinFilms.

S.Nagai,H.Tanaka,N.FujimuraandT.

Ito:

RelationshipBetweenSelf-TextureandIn-

terfacialRestrictionontheEpitaxyof

Bi2Sr2CuOxThinFilmsI.

T.Yamaguchi,N.Fujimura,S.GotoandT.

Ito:

Formationof(1120)ZnOFilmsbyControll-

ingtheSelf-TextureandtheRelaxationof

FilmStress.

口lnt .WorkshoponAdvancesinInorganic

FibreTechnology(Melbourne,Australia,

Aug.,1992)

K.Okamura,J.Nishida,T.Shimoo,T.

SeguchiandH.Ichikawa:

PyrolyticBehaviorofPolymer-DerivedSiC

FiberatHighTemperature.

匿8thlnt.CongressonHeatTreatmentof

Materials(Kyoto,Japan,Nov.,1992)
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撒5.学術講演発表　
腫大 阪 工 業 技 術 試 験 所 ・大 阪 工 業 技 術 振 興 会

分 野 別 講 演 会(1月,大 阪)

岡村清人:

セラミックス系繊維と耐熱性複合材料への応用.

●日本 学 術 振 興 会 高 温 セラミックス材 料 第124委

員 会(1月,東 京)

稲垣 秀哉,下 尾聰夫,岡 村清人,本 城国明:

Sic繊 維へのCVD法 によるコーティングの効果

第60回 会議資料.

■第30回 セ ラミックス基 礎 討 論 会(1月,大 阪)

陳 和民,下 尾聰夫,岡 村清人

ニカロンの酸化挙動

講演要旨集,71.

小林康裕,下 尾聰夫,岡 村清人:

窒化ケイ素とNiとの反応機構

i溝演要旨集,235.

6第39回 応 用 物 理 学 関 係 連 合 講 演 会(3月,

船 橋)

坪井 博,藤 村紀文,伊 藤太一郎

LiTaO3薄 膜 のエピタキシャル成長 の制御

講演予稿集,404.

藤村紀文,後 藤清毅,伊 藤太一郎:

ZnOエ ピタキシャル薄膜の表面拡散活性化成長メカ

ニズム

講 演予稿集,293.

田 中秀 明,永 井 智,藤 村 紀文,伊 藤 太一 郎=

銅 系 酸 化 物 超 伝 導 体 のSelf-TextureとEpitaxy

(1)一(Ca,Sr)CuO2の 配 向 制御 一

講 演 予稿 集,156.

永 井 智,田 中秀 明,藤 村 紀文,伊 藤太 一 郎:

銅 系 酸 化 物 超 伝 導 体 のSelf-TextureとEpitaxy

(1)-Bi-Sr-Cu-0系2201相 の配 向 制御 一

講 演 予 稿 集,155.

許 継 方,後 藤 清 毅,藤 村 紀 文,芦 田 淳,伊

藤 太 一 郎

ZnO薄 膜 のSelf-Textureの 制 御 とその電 気 的 特 性

講 演 予 稿 集,375.

荒木 努,山 口峰生,藤 村紀文,伊 藤太一郎:

SiGe/Si薄 膜中の応力による界面の評価と応力緩和

機構

講演予稿集,311.

八馬芳雄,芦 田 淳,伊 藤太一郎,山 本信行=

Cu2Se及 びln2Se、を蒸 発源とするCulnSe2薄 膜の作

製

講演予稿集,1090.

■軽 金 属 学 会 強 度 評価 セミナ ー(3月,東 京)

大西忠一

アルミニウム合金のSCC特 牲 と改善 への道

要 旨集,81-90.

■表 面 技 術協 会 第85回 講 演 大 会(3月,大 宮)

伊崎 昌伸,榎 本英彦,片 山順一,三 島洋保,小

見 崇:

複合膜加熱法によるNi-Si合 金膜 の合成 と構造

講演要旨集,18-19.

伊崎 昌伸,藤 原 裕,榎 本英彦,中 永 陽,白

石俊訓,小 見 崇

Fe-C合 金めっき皮膜の性 状に及ぼす種々の有機酸

の影響

講演要旨集,48-49.

■ 日本 金 属 学 会 第110回 春 期 大 会(4月,千

葉)

西 田淳 一,片 瀬嘉郎,岡 村 清人,瀬 口忠男,市

川 宏:

Si、N、基複合材料におけるセラミックス繊維の熱分解

挙動

講演概 要集,41.

小林康裕,下 尾聰夫,岡 村清人:

窒化ケイ素とCrとの反応

講演概要集,305.

柿 本 健 一,下 尾 聰 夫,岡 村 清 人:

Si-Ti-C-O系 繊 維 にお ける高 温熱 分 解 の抑制

講 演 概 要 集,401.

陳 和民,下 尾聰夫,岡 村清人:

ニカロンの熱分解に及ぼす酸化皮膜の影響

講演概要集,402.

武 村 守,下 尾 聰夫,岡 村 清人,倉 地育夫,梶

原鳴雪:

Sic被 覆炭素繊維の合成

講演概要集,405.

杉本雅樹,下 尾聰夫,岡 村清人,瀬 口忠男:

放射線不融化ポリカルボシラン(PCS)繊 維 の焼成時

の反応機構II

講演概要集,406.

松井利之,鈴 木雅人,森 井賢二,中 山 豊
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Ga-Mn系 合金薄膜の構造と磁気特性

講演概要集,118。

金野泰幸,山 下 彰,稲 数直次:

温間圧延 したAl-Ge合 金の再結晶集合組織

講演概 要集,359.

井上博史,稲 数直 次:

六 方晶および正方晶材料 における不完全極点図か

らの奇数頂を含む結晶方位分布 関数の決定

講演概要集,363.

井上 博 史,福 嶋 眞 二,稲 数 直 次:

Ti-15V-3Cr-3Sn-3Al合 金板 の変 態 集合 組 織 と機

械 的性 質

講 演 概 要 集,388.

醤腐 食 防 食 協 会 腐 食 防 食92(4月,東 京)

井上博史,岩 脇大仁,山 川宏二:

SCC伝 播期 における腐食電位 振動 と割れ状態の関

係

腐食防食'92講 演集,55-56.

■日本 鋳 物 協 会 第120回 全 国 講 演 大 会

(5月,名 古 屋)

辻川正人,橋 本 哲,川 本 信:

Al合 金溶湯 中でのテルミット反応 による粒子分散複

合材料の作製

講演概要集,30.

講 演概 要 集,87-88.

■ 日本 セ ラミックス協 会1992年 年 会(5月.東

京)

西 田淳一,片 瀬嘉郎,岡 村 清人,瀬 口忠男,市

川 宏:

Si3N、基複合材料におけるセラミックス繊維の熱分解

挙動

講演予講集,41.

■粉 体 粉 末 治 金 協 会 平 成4年 度 春 季 大 会

(6月,東 京)

小林康裕,森 内恭彦,下 尾聰夫,岡 村清人

窒 ケイ素と鉄との反応機構

講演概要集,200.

陳 和民,下 尾聰夫,岡 村清人:

酸化皮膜を形成させたニカロンの熱分解挙動

講演概要集,214.

永 井 智,田 中秀 明,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎=

Bi、Sr、CuOx薄 膜 の 配 向 性 制 御Self-textureと

Epitaxy

講 演概 要 集,3-40.

匿第23回 結 晶 成 長 国 内 会 議(7月 、徳 島)

芦田 淳,山 本信行,伊 藤太一郎,張 吉夫

CulnSe2の 固相成長と評価

日本結晶成長学会誌,19,32(1992).

池永 明,川 本 信,楯 列俊夫,生 田聡夫:

消失模型鋳 造法におけるPS/PMMA共 重合模型

の溶湯による消失形態

講演概要集,58.

鵜池 實,永 武誠一,池 永 明,南 英孝=

消失模型鋳造法 における発泡成形品の変形に及 ぼ

す振動方法と塗型の影響について

講演概要集,62.

池永 明,川 本 信,南 英孝,鵜 池 實:

振動フラスコ内での砂 の充填 に及ぼす砂の粒度 及

び2軸振動の影響

講演概要集,64.

■軽 金 属 学 会 第82回 春 期 大 会(5月,福 岡)

小林信雄,黒 田 周,米 木 章,大 西 忠一,市

之瀬弘之:

純 アルミニウムの耐食性に及ぼす純度と残留応力の

影響

講演概要,255-256.

井上博史,小 林 智,稲 数直次:

集合組織の定量解析 による自動車ボディ用アルミニ

ウム合金板の成形性評価

■Symp .onFunctionalMaterialsandEner-

gySourceScienceforYoungScientists

(8月,Shanghai,China)

H.M.Hemin,T.ShimooandK.Okamura=

炭 化 硅 繊 維 的 高 温 性 能

Proc.,149.

■第53回 応 用 物 理 学 会 学 術 講 演 会(9月,吹

田)

芦 田 淳,若 園博行,八 馬 芳雄,山 本信行,伊

藤太一郎,張 吉夫:

固相成長CuInSe、 結晶の達成密度 と電気的特性

講演予稿集,1125.

藤村紀文,木 谷 剛,伊 藤太一郎=

エピタキシャル方位制御されたLiNbO、 薄膜 の結晶

性

講演予稿集,389.

許 継 方,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎:

ZnO薄 膜 のSelf-Textureの 制 御 とその電 気 的 特 性

(2)

講 演 予 稿 集,427.

李 英起,藤 村紀文,伊 藤太一郎,西 田典秀

121



(100)Si基 板 上 で のErSi、-xの 固相 エピタキ シャル成

長

講 演 予稿 集,614.

荒 木 努,渡 辺 博 行,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎,

伊 藤進 夫:

SiGe/Si薄 膜 中の歪 分布(1)一 組 成 による歪 分 布 一

講演 予 稿 集,247.

渡 辺 博 行,荒 木 努,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎,

伊 藤 進 夫l

SiGe/Si薄 膜 中 の歪分 布(1)一 転 位 の存 在 による歪

分 布 一

講 演 予稿 集,248.

山 口峰生,藤 村 紀 文,伊 藤 太 一 郎:

(110)ZnOエ ピタキシャル 薄膜 の内 部 応 力 と結 晶 成

長

講 演予 稿 集,322.

田 中秀 明,永 井 智,藤 村 紀 文,伊 藤 太一 郎

銅 系 酸 化 物 超 伝 導 体 のSelf-TextureとEpitaxy

(3)一(Ca,Sr)CuO2の 成 長挙 動 一

講 演 予 稿 集,319.

川 野 浩康,森 井 賢二,中 山 豊

ABS法 により作 製 したSrTio3非 晶質 薄 膜 の誘 電 特

性

講 演予 稿 集,No.2,387.

■第41回 高 分 子 討 論 会(9月,盛 岡)

佐 藤 光 彦,渋 谷 昌 樹,山 村 武 民,瀬 口 忠男,笠

井 昇,岡 村 清 人:

セ ラミックス繊 維 の前 駆体 として のポリチタノカルボ シ

ランの放 射 線 照射 効 果

高 分子 学 会 予講 集,4021-4023.

成 沢 雅 紀,下 田 学,杉 本 雅 樹,岡 村 清 人,瀬

口忠 男:

プレカー サ ーポ リマー の セラミックス化 過 程 における

結 合 状態 変 化

高 分 子学 会 予講 集,4024-4026.

屠 日 本 鋳 物 協 会 第121回 全 国 講 演 大 会

(10月,仙 台)

鄭 寅 護,池 永 明,川 本 信,曽 根 匠:

球 状 黒 鉛 鋳 鉄 のほう化 特性 に及 ぼ す黒 鉛 粒 径 の影

響

講 演 概 要 集,19.

川 本 信,青 井 泰 樹:

Cr-Mo-W-V白 鋳 鉄 の熱 処 理 と耐 磨 耗 性

講 演 概 要 集,40.

辻 川 正 人,橋 本 哲,川 本 信,須 田 貢:
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溶 湯 中でのテルミット反 応によるアルミナ粒子 分散

A1-Si合 金スラリー

講演概要集,60.

辻川正人,冨 永正須,川 本 信:

溶湯撹搾法 により作製 したA1、0、粒 子分散AI-Si合

金の耐焼き付き性

講演概要集,61.

辻川正人,日 野 実,冨 永正須,川 本 信:

溶湯 撹搾法によるアルミニウム中へのアルミナ粒子

複合に及ぼす添加元素の影響

講演概 要集,62.

辻川正人,橋 本 哲,川 本 信,稲 垣 隆:

アルミニウム溶湯 中でのWO還 元反応による複合ス

ラリー

講 演概要集,65.

塵腐 食 防 食 協 会 第39回 腐 食 防 食 討 論 会

(10月,名 古 屋)

井上博之,岩 脇大仁,山 川宏二:

腐食電位振動解析 を用いたSUS304ス テンレス鋼の

SCC初 期過程の評価

第39回 腐食防食討論会講演集,379-382.

■表 面 技 術 協 会 第86回 講 演 大 会

(10月,仙 台)

小見 崇,谷 川義信

Ni-w合 金 めっき厚膜のレーザー走査硬化に関する

熱伝導解析

講演要旨集,180-181.

■第35回 放 射 線 化 学 討 論 会(10月 ,高 崎)

瀬 口忠男,岡 村清人:

放射線利用 による耐熱性セラミックス繊 維の研究 開

発

講演要旨集,119-121.

■ 日本 金 属 学 会 第111回 秋 期 大 会

(10月,富 山)

武村 守,下 尾聰夫,岡 村清人,倉 地育夫,梶

原鳴雪:

プレカーサー法によるSiC-c系 繊維の合成

講演概要集,368.

陳 和民,下 尾聰夫,岡 村清人:

Sio2皮 膜 を形成させたニカロンの熱分解に及 ぼす

熱履歴の影響

講演概要集,371.

柿本健一.下 尾聰失,岡 村清人:

Si-Ti-C-O系 繊維 における酸化 層の形成とその効

果

講演概要集,372.



杉本雅樹,下 尾聰夫,岡 村清人,瀬 口忠男=

放射線不融化 ポリカルボシラン(PSC)繊 維の焼成 時

の反応機構III

講演概 要集,374.

鈴谷 賢太 郎,古 坂道 弘,渡 辺 昇,岡 村 清人,

神山智明,鈴 木兼爾:

Sic系 繊維の中距離構 造に与 える含有酸素及び焼

成温度の影響

講演概要集,374.

小林康裕,下 尾聰夫,岡 村清人:

窒素雰囲気 中での窒化ケイ素とCrとの反応機構

講演概要集,443.

官 方 立,間 渕 博,中 山 豊:

TiA1/Ti2AICr複 合相 合 金 の組 織 と機 械 的性 質

講演 概 要集,274.

蔵 岡孝 治,間 渕 博,中 山 豊:

Ti--Al-X(X=Cr,Mn,Nb,Mo)系 に お け るβ

(B2)相 の分 散 挙 動

講 演概 要集,275.

鬼頭 啓,間 渕 博,中 山 豊=

AI3Ti系Ll,型 金属 間化合物の形成 に及ぼす第 三

添加元素の影響

講演概要集,291.

西 村知 能,津 田 大,間 渕 博,中 山 豊:

Cu-Zr-BN混 合 粉 末 によるCu基 複 合 材 料 の燃焼 合

成

講演 概 要 集,546.

成田 誠,津 田 大,間 渕 博,中 山 豊

燃焼反応法によるAl3Nb基 複合材料の作製

講演概要集,546.

木治 昇,間 渕 博,津 田 大,中 山 豊:

Ti-Al-B、C混 合 粉 末 の燃 焼 反 応 プ ロセス により作

製 したTiA1基 複 合 材 料 の性 質

講 演概 要集,547.

森井賢二,池 田秀正,中 山 豊:

Ga-S系 非結晶質薄膜 の構造 と光学的特性

講演概要集,575.

松井利之,池 谷直泰,森 井賢二,中 山 豊=

Pt/Mn/Sb積 層膜における相形成 に及ぼす基板温

度の影響

講演概要集,578.

佐 々木 善 英,森 井 賢二,中 山 豊=

Sbを ドー プしたBaTio3薄 膜 の合 成 と誘 電 特 性

講 演概 要 集,590.

吉 田泰正,井 上博史,稲 数直次l

TiAl基 合金の熱間加工 による集合組織形成

講演概要集,269.

三輪直樹,井 上博史,稲 数直次:

Ti-Ni合 金の形状回復量 に及 ぼす集合組織 の影響

講演概要集,533.

井上博史,稲 数直次=

反復級数 展開法による不完全極点 図からの結 晶方

位分布関数の決定

講 演概要集,772.

金野泰幸,牧 田恵典,井 上博史,稲 数直次,小

林 正男:

Cu-Cr-Zr合 金板 の加工 熱処理による集合組 織変

化

講演概要集,774.

■ 日 本 鉄 鋼 協 会,第124回 秋 季 講 演 大 会(10

月,富 山)

間渕 博,津 田 大,中 山 豊:

燃焼反応 プロセスによるTiA1基 複合材料のin-situ

合成

講演概要集,Vo1.5,1768.

■ 日本 応 用 磁 気 学 会,第16回 学 術 講 演 会(11

月,名 古 屋)

松井利之,鈴 木雅人,森 井賢二,中 山 豊:

Ga-Mn系 真空蒸着膜 における準 安定強磁性相 の

形成

講演概要集,153.

■ 日本 鋳 物 協 会 関 西 支 部 平 成4年 度 秋 季 支 部

講 演 大 会(11月 、 大 阪)

辻川正人:

溶湯撹拝法による粒子分散アルミニウム合金の摩擦

と磨耗

講演概要,6-9.

池 永 明,川 本 信,高 畑 知明:

消 失 模 型 鋳 造 用 振 動 フラスコ内 で の砂 粒 体 のコン

パ クタビリティ特 性

講 演概 要,35--37.

腫伸 銅 技 術 研 究 会 第32回 講 演 会(11月 、 東

京)

稲数直次,金 野泰幸,小 林正男

Cu-CrZr合 金圧延板 の析 出 ・再結 晶挙動 と集合

組織

講 演概要集,19.

津 田 大,間 渕 博,中 山 豊:

燃 焼 反 応 プ ロセ ス によるZrB、 およびZrN分 散 強 化

銅 の作 製
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講 演概 要 集,92.

■ 軽 金 属 学 会 第83回 秋 期 大 会(11月,習 志

野)

大 西忠 一,新 開康 弘:

純 アル ミニ ウムの機械 的性 質 に及 ぼす電 解 水素 チャ

ージの影 響

講 演概 要,151-152.

大 西忠 一,濱 本 剛,椿 野晴 繁,谷 渕 裕 司:

RRA処 理 した7050ア ル ミニウム合 金 の応 力腐 食 割

れ

概 要集,199-200.

小 林 信 雄,大 西 忠 一,奥 村 和 晃,黒 田 周,市

之瀬 弘 之:

アル ミニ ウム合 金の アル カリ溶 液 中 で の腐 食 速 度 と

残 留応 力 の関係

概 要集,201-201.

小 林 信 雄,大 西 忠 一,可 児 光 彦,黒 田 周,市

之瀬 弘 之:

5083ア ル ミニ ウム合 金 の腐 食 挙 動 に及 ぼ す冷 間 圧

延 の影 響

概 要集,203-204.

北 浦 堅 一,岡 田 博 雄,野 上 達,小 川 恒 一,大

西 忠一:

6061ア ル ミニ ウム合 金摩 擦 圧 接 継 手 の衝 撃 疲 労 特

性

概 要集,223-224.

■粉 体 粉 末 治 金 協 会 平 成4年 度 秋 季 大 会

(11月,京 都)

永 井 智,田 中秀 明,藤 村 紀 文,伊 藤 太一 郎=

Bi系 酸 化 物 超 伝 導 薄 膜 にお ける界 面 エネル ギー と

エ ピタキシャル方 位 の関係 につ いて

講 演概 要 集,3-30.

柿本 健 一,下 尾 聰 夫,岡 村 清人:

プレカー一サーSic系 繊維 の酸 化 挙動

講 演 概 要 集,210.

賜 第11回 無 機 高 分 子 研 究 討 論 会(11月,東 京)

成 沢雅 紀,木 田 智 史,下 尾 聰 夫,岡 村 清 人,倉

地 育 夫:

チ タンアル コキ シド含 浸 によるTic被 覆 炭 素 繊 維 の

合 成

講 演 要 旨集,p.62.

下 田 学 、杉 本 雅 樹,成 沢 雅 紀,岡 村 清 人,瀬

[]忠 男1

プ レカーサ ー ポリマ ーの セラミックス化 過 程 にお ける

ラジカル の挙動

講 演 要 旨集,p.78.
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懸6.新 聞,雑 誌等発表wwewwwzewewgwwgewwwewww!

圏アルミ化 したらボル トが 抜 けた.

大西忠一

日経ニューマテリアル,No121,1992年10月.

■耐 熱 無 機 繊 維 に関 する最 近 の トピックス

岡村清人

次世代金属 ・複合材料研究 開発協会賛助会員通

信,34,1-2(!992).

■若 手 に期 待

岡村清人

日刊工業新聞,1992年9月11日.

回TOPICS,新 強 化 繊 維

岡村清人

科学朝 日,1992年10月 号,56.
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教 授

助教授

講 師

助 手

船 舶 工 学 科

細 田 龍 介

奥 野 武 俊

岸 光 男

平 野 進

西 尾 茂

山 田 智 貴

大 塚 耕 司

姫 野 洋 司

池 田 良 穂

馬 場 信 弘

高 松 健一郎

岡 田 博 雄

北 浦 堅 一

正 岡 孝 治



懸1.学 術論文,国 際会議Proc.WW}wwgewwwsrwewewgew

ロOsakaBayAreaMarineCorridorPlan

(大 阪 湾 マ リン ・コ リ ドー ル 計 画)

B.Murata,NOjima,H.Kamashita,M.

Tkimoto,M.Ogata,K.ChiharaandR.

Hosoda

InternationalSympo.onGlobalAmenity

(ISGAOSAKA'92),325-332(1992).

(Marinecorridorplan,Osakabay,Mega-in-

frastructure)

■EvaluationofRide-Qualityandlncidece

ofSeasickness(lstreport)

-Fuzzymode11ingfortheanalysisoffa-

CialexpreSSiOnS-一

(船 舶 の 乗 り心 地 評 価 に 関 す る研 究(第1報)一

表 情 評 価 モ デ ル の 作 成 一)

R.Hosoda,M.Arima

日本造 船 学 会論 文 集,172,717-728(1992),

(Ride-Quality,Seasickness,Facialexpres-

sions)

■AppicationofMarineRadarforReal--

TimeDataAcquisitionofSeaCondition

aroundShipsandMarineStructures

(船 舶 ・海 洋 構 造 物 まわ りの 海 象 デ ー タ の リア

ル ・タイ ム 入 手 に関 す る舶 用 レー ダ ー の 応 用)

R.Hosoda,T.Inoue,H.Ishida,Y.Kunitake

andT.Yamada

ProceedingsofTECHNOOCEAN'92,693-699

(1992).

(Seacondition,Marineradar,Seaecho)

■WaveAnalysisbyUsingNavigational

RaderandtheSimulationimageofRadar

SeaClu廿er

(舶 用 レー ダ ー に よ る波 浪 解 析 とそ の 海 面 反 射

シ ミュレー シ ョン画 像)

石 田廣 史,井 上 篤 次郎,前 田 智城,細 田 龍介

日本 航 海学 会 論 文 集,87,217-225(1992).

(Waveanalysisi,Seaclutter,Navigational

radar)

る非 線 形 水 波 の 計 算

(ComputationofNonlinearWaterWaves

byFinite-VolumeMethodUsingFree-

SurfaceFittedCoordinateSystem)

井上 実,馬 場 信 弘,北 川和 弘,中 川貴 裕

関西 造 船 協会 誌217,13-20(1992).

(Nonlinearwaterwaves,Freesurface,Mov-

inggrids,NSequation,FVM)

■ ナ ビエ ・ス トー ク ス 方 程 式 の 数 値 解 を用 い た 非

線 形 計 画 法 に よ る物 体 形 状 の 最 適 化(第3報)

一抵 抗 に 対 す る感 度 係 数 の 直 接 解 法 一

(OptimizationofBodyProfilebyNon-

linearProgrammingbasedonNumerical

Navier-StokesSolution(3rdReport)-

DirectSolutionofSensitivitycoefficient

forResistance-)

谷 川 和 男,姫 野 洋 司

関西 造 船協 会 誌,218,15-24(1992).

(CFD,Viscousflow,Shapeoptimization,

Nonlinearprogramming,Feasibledirection

Method,Sensitivitycoefficient)

■懊 形 滑 走 板 の 造 波 波 形 の 観 察

(AnObservationofWave-PatternofA

Wedge-FormPlaningPlate)

平 野 進,姫 野 洋 司,北 川 和 弘,高 橋 俊 朗

関西 造 船協 会 誌218,93-100(1992).

(ShipHydro-dynamics,ModelTest,

High-SpeedBoat,WaveMaking)

■ASensitivityAnalysisforShapeOp-

timizatめnProbleminViscousFluidFlow

(粘 性 流 に お け る最 適 化 形 状 問 題 の 感 度 解 析)

Y.Himeno,K.Tanikawa

Proc.ofInternationalWorkshoponHull

FormDesignandFlowPhenomena,209-221

(1992).

(CFD,Viscousflow,Shapeoptimization,

Nolinearprogramming,Feasibledirection

method,Sensitivitycoefficient)

■StruturalDesignbyNEURO-OPTIMIZER

(ニ ュ ー ロ オ プ テ ィマ イ ザ に よ る構 造 物 の 設 計)

M.Kishi,T.SuzukiandR.Hosoda

in=J.B.CaldwellandG.Ward(Eds.),Practi-

calDesignofShipsandMobileUnits,2,

2940-2952(1992).

(Structuraldesign,NeuralnetwQrk,Discrete

Optimization)

■自由表面適合座標系を用いた有限体積法によ

■波 浪 応 答 の 実 船 計 測 の 解 析 に お け る極 値 統 計

理 論 の 適 用 につ い て(第3報)

(ApplicationofStatisticsofExtremesto

PredicttheExtremeValueofaResponse

toOceanWavesfromResultofFull

ScaleMeasurement(ThirdReport))

真 能 創,河 辺 寛 森 口桃 次,正 岡 孝治

日本 造船 学 会 論 文集,171,211-220(1992).

(Fullscalemeasurement,Waveinduced

stress,Statisticsofextremes,Markovchain)
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■塑 性 節 点 法 に よ る梁 柱 ,お よび 矩 形 板 の 弾 塑

性 大 嶢 み 解 析

(Elasto-PlasticLargeDeflectionAnalysis

ofBeam-ColumnsandRectangularPlates

byUsingPiasticNodeMethod)

上 田幸雄 梅 本勝 弥,正 岡孝 治

日本 造船 学 会 論 文集,171,319-328(1992).

(Plasticnodemethod,Beam-column,Rec-

tangularplates,Postultimatestrength)

■ApplicationoftheStructuralReliabilityA-

nalysisSystem(STRELAS)toaSemi-

SubmersiblePlatform

(半 潜 水 式 海 洋 プ ラ ッ トフ ォ ー ム へ の 構 造 信 頼

性 解 析 シ ス テ ム(STRELAS)の 適 用)

Y.Murotsu,H.Okada,A.Matsuda,0.Niho,

M.KobayashiandH.Kaminaga

Proc.,11th.InternationalConf.onOffshore

MechanicsandArcticEngineering(OMAE),

ASME(Calgary,Canada),209-219(1992).

(Systemreliability,Frameworkmodel,Col-

Iapsemode,Structuraldesign)

匿浮 体 係 留 式 原 油 生 産 シス テム お よび 軽 量 化 船

の 構 造 信 頼 性 評 価 に 関 す る研 究

(StructuralReliabilityAssessmentof

FloatingProductionSustemsandThin-

WalledStructureShips)

岡 田博 雄,日 比 茂 幸,室 津 義 定

日 本 造 船 学 会,海 洋 シン ポ ジ ウム 論 文 集,tl,

217-224(1992).

(Stiffene(玉plate,Compressivestrength,Reli・

ability,Parametersensitivity)

■効 率 的 な 矩 形 板 座 屈 解 析 の 一 方 法

(AnEfficientMethodofBucklingAnaly-

sisofRectangularPlates)

正 岡 孝 治,SherifM.H.Rashed,上 田幸雄

日本 造船 学 会 論 文 集,172,409-416(1992).

(Rectangularplate,Bucking,Biharmonicde-

flectionfunction,Eigenvalueproblem)

■FlowMeasurementaroundOscillating

CircularCylinderinUniformFlow

(一 様 流 中 で 振 動 す る 円 柱 周 り の 流 場 計 測)

S.Nishio,Y.HimenoandT.Okuno

Proc.oftheWorkshoponHullFormDesign

andFlowPhenomena,232-241(1992).

(Oscillatingcylinder,Flowfield,Image

measurement,Lock-inphenomena)

■可 視 化 画 像 の 時 空 間 微 分 を利 用 した流 場 の

画 像 計 測(第2報)高 次 微 分 項 を採 用 した場

合 一

(VelocityFieldMeasurementbySpatio・ 一一
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TemporalDerivativeMethod,2ndreport:

HigherOrderApproximationMethod)

西 尾 茂,奥 野 武 俊

関 西 造 船 協 会 誌,218,41-45(1992).

(Flowfieldmeasurement,Imagemeasure・

ment,Spatio-temporalderivation,Higher

orderapProximation)

圃 可 視 化 画 像 の 処 理 に ニ ュー ラル ネ ッ トワー クを

使 う試 み 一 二 値 化 処 理 手 法 の 選 択 一

(UsingANeuralNetworkSystemfor

lmageProcessing)

杉井 康 彦,奥 野 武 俊,西 尾 茂

可視 化 情 報 学会 誌,12,Suppl.1,63-66(1992).

(lmageprocessing,Flowvisualization,Neu-

ralnetwork,Binalyimagedata)

■ 高 次 微 分 項 を採 用 した 時 空 間 微 分 法 一 照 明 強

度 が 一 定 で な い 場 合 一

(HigherOrderApproximationofSpatio-

TemporalDerivativeMethod,CaseofNon

-Uniformllluminationlntensity)

西 尾 茂,奥 野 武俊,森 川 秀作

可視 化 情 報 学 会誌,12,Suppl.1,127-130(1992).

(Spatio-temporalderivative,Imagemeas-

urement,Illumination,Higherorderapprox・

imation)

■平 板 上 におかれ た 翼 まわ りの 馬蹄 渦 の 観 察

(ObservationofHorseshoeVortexin

JunctureRow)

奥野武俊,堀 内宏史,西 尾 茂

可 視 化 情 報 学 会 誌,t2,Suppl.t,263-266(1992).

(Horseshoevortex,Junctureflow,Airfoil,

Flatplate)

■VelocityReldMeasurementusingDigital

FlowlmagesandLaserSpecklePhotog-

raphy

(可 視 化 画 像 お よ び レー ザ ー ス ペ ックル 写 真 に

よる流 場 計 測)

T.Okuno

NavalArchitectureandOceanEngineering,

27,1-9(1992).

(Flowfieldmeasurement,Imagedata,FFT,

Laserspeckle)

■HigherOrderApproximationforSpatio-

TemporalDerivativeMethod

(時 空 間 微 分 法 の 高 次 近 似)

S.Nishio,T.OkunoandS.Morikawa

Proc.ofthe6thInternationalSymposiumon

FlowVisualization,FlowVisualazationIV,

Springer-Verlag,725-729(1992).

(Flowfieldmeasurement,Imagerneasure・



ment,Spatio-temporalderivation,Higher

orderapProximation)

■Measurement-UncertaintyAnalysisin

PropulsivePerformanceTestofShip

Model

(船 舶 推 進 性 能 模 型 試 験 に お け る 不 確 か さ 解

析)

S.NishioandY.Himeno

Proc.ofthe5thInternationalSymposiumon

PracticalDesignofShipsandMobileUnits,

1,729-743(1992).

(Uncertainty,Propulsiveperformance,Ship

modeltest)

(Low-frequencyviscousforces,CylindricaI

members,Vortexshedding)

■ 流 体 力 デ ー タ ベ ー ス を使 用 した 高 速 艇 の 航 走

姿 勢 シ ミュ レー シ ョン

(SimulationofRunningA廿itubeandRe-

sistanceofaHigh-SpeedCraftUsing

DatabaseofThree-ComponentHyd-

rodynamicForces)

横 溝幸 治,池 田 良穂

関 西造 船 協 会 誌218,101-110(1992).

(High-Speedcraft,Resistance,Runningatti-

tude,Database,Hydrodynamicforce,

Simulation)

■RiskAnalysisApPliedtotheCapsizingof

High-SpeedCraftinBeamSeas

(横 波 中 の 高 速 艇 の 転 覆 現 象 へ の リス ク 解 析

の 応 用)

N,Umeda,Y.IkedaandS.Suzuki

Proc.ofthe5thInternationalSymposiumon

thePracticalDesignofShipsandMobile

Units,2,1131-1145(1992).

(Riskanalysis,Capsize,High-speedcraft,

Beamseas)

■小 型 高 速 艇 に 働 く流 体 力 に 関 す る研 究

(HydroynamicForcesActingonaHigh-

SpeedCraftRunningwithConstant

Speed)

池 田 良穂 石 部 達也,梅 田 直 哉,浜 崎 準 一

関 西造 船 協 会 誌,218,111-120(1992).

(High-Speedcraft,Mono-hull,Resistance,

Lift,Trimmoment,Hydrodynamicforces,

PlaningCraft)

■ 小 型 ハ ー ドチ ャイ ン艇 の 横 揺 れ 特 性 に 関 す る研

究

(AStudyonRollCharacteristicsofa

Hard-ChineCraft)

池 田 良穂,河 原 由紀 恵,横 溝 幸 治

関 西造 船協 会 誌,218,215-227(1992).

(High-speedcraft,Hard-chine,Roll,Stabili-

ty,Rolldamping,Waveexcitingforce,Roll

resonance)

圏ViscousForcesActingonaSemisubmer-

sibleOscillatingwithLowFrequencyin

RegularWaves

(規 則 波 中 で 長 周 期 運 動 す る セ ミサ ブ 型 海 洋 構

造 物 に 働 く粘 性 流 体 力)

K.Otsuka,T.KikuandY.Ikeda

Proc.ofthe2ndInternationalOffshoreand

PolarEngineeringConference,VoL3,262-271

(1992).

(Low-frequencydamping,Low-frequency

addedmass,Viscouseffect,Cylindrical

members.Semisubmersible)

■海 洋 構 造 物 の 要 素 部 材 に 働 く長 周 期 粘 性 流

体 力

(Low-FrequencyViscousForcesActing

onMembersofanOffshoreStructure)

菊 孝志,大 塚 耕 司,池 田良穂

関 西 造船 協 会 誌,218,289-299(1992)、
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■ニユーロオプティマイザ によるシステム最 適 化

岸 光男

機械の研究,44,969-974(1992).

璽非 圧 縮 性 粘 性 流 の 数値 解 析 とその 背 景

馬場信弘

日本造船学会誌,751,3-7(1992).

■船 体 ・海 洋 構 造 シス テムの 構 造 信 頼 性 設 計 過

程 の 概 要 と信 頼 性 評 価 事 例

岡田博雄

日本材料学会,第11回 材料・構造信頼 性シンポジウ

ム,「21世紀へ向けた信頼 性設計技術」座談会資料,

90-94(1992).

■回 流 水 槽 の 魅 力と将 来 の 課 題

奥野武俊

回流水槽懇談会第100回 記念 シンポジウムテキスト,

1-12(1992).

翻クル ー ズ客 船 界 の 現 状 分 析

池田良穂

Marine,253,254,255(1992).

130
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■ニュー ラル ネ ットワー ク

矢川 元 基 編(岸 光 男 分担 執 筆)

「計 算 力 学 とCAEシ リー ズ,12」 培 風 館,47-76

(1992).

■設 計 強度 評価 の 検 討 一 信 頼 性 試 解 析

岡田博雄(分 担執筆)

「船殻構造の強度評価と管理 目標の定量化の調査

研究」(日本造船研究協会第207研 究部会編)(社)

日本造船研究協会,290-300(1992).

■沿 岸海 域 の 自然 環 境 と構 造 物

池 田良穂,大 塚耕司(分 担執筆)

日本造船学会海洋工学委員会性能部会,(1992).
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懸 4.国 際 会 議 発 表一
■TECHNOOCEAN'92(Yokohama,Japan,

Oct.,1992)

R.Hosoda,T.Inoue,H.Ishida,Y.Kunitake

andT.Yamada:

ApplicationofMarineRadarforRea卜Time

DataAcquisitionofSeaConditionaround

ShipsandMarineStructures.

■2ndlnternationalOffshoreandPolarEn-

gineeringConference.(SanFransisco,

U.S.A.Jun.,1992)

K.Otsuka,T.KikuandY.Ikeda:

ViscousForcesActingonaSemisubmersible

OscillatingwithLowFrequencyinRegular

Waves

■5thlnt .Sympo.onPracticalDesignof

ShipsandMobileUnits.(Newcastleupon

Tyne,U.K.May,1992)

M.Kishi,T,SuzukiandR.Hosoda:

StructuralDesignbyNEURO-OPTIMIZER

S.NishioandY.Hirneno:

Measurement-UncertaintyAnalysisin

PropulsivePerformanceTestofshipModeI

N.Umeda,Y.IkedaandS.Suzuki=

RiskAnalysisAppliedtotheCapsizingof

High-SpeedCraftinBeamSeas

■lnternationalWorkshoponHullFromDe-

signandFlowPhenomena,HULL

FORM'92(lnchon,Korea,Jun.,1992)

Y.Himeno,K.Tanikawa:

ASensitivityAnalysisforShapeOptimiza-

tionProbleminViscousFluidFlow

■11thASMElnt.Conf.onOffshoreMe-

chanicsandArcticEngineering

(OMAE'92)(Calgary,Canada,Jun.,1992)

Y.Murotsu,H.Okada,A.Matsuda,0.Niho,

M.Kobayashi,H.Kaminaga=

ApplicationoftheStructuralReliabilityA-

nalysisSystem(STRELAS)toaSemi-Sub-

mersiblePlatform

■TheWorkshoponHu闘FromDesignand

FlowPhenomena.(lrlchon.Korea,Jun.,

1992)

S.Nishlo,Y.HimenoandT.Okuno=

FlowMeasurementaroundOscillatingCir-

cularCylinderinUniformFlow

■6thlnternationalSymposiumonFlowVis-

ualization.(Yokohama,Japan,Oct.,1992)

S.Nishio,T.OkunoandS.Morikawa:

HigherOrderApproximationfor

Spatio-TemporalDerivativeMethod
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■人 間 工 学 会 関 西 支 部 講 演 会(5月,大 阪)

細田龍介,有 馬正和 二

表情評価のためのFuzzyModelling

講演論文集,39-42.

■ 日本 造 船 学 会 講 演 会 平 成4年 度 秋 季 講 演

会(11月,横 浜)

細田龍介,有 馬正和:

船舶の乗 り心地評価に関する研究(第1報)一 表情

評価モデルの作成一

日本造船学会論文集,172,717-728.

■ グ ロ ー バ ル ア メ ニ テ ィ(ISGAOSAKA'92)(11

月,大 阪)

B.Murata,N.Ojima,H.Kamashita,M.

Takimoto,M.Ogata,K.ChiharaandR.

Hosoda:

OsakaBayAreaMarineCorridorPIan

ProceedingsofInternationalSympo.on

GlobalAmenity,325-332.

■日本 航 海 学 会 講 演 会(5月,東 京)

石田廣史,井 上篤 次郎,前 田智城,細 田龍介:

舶用レーダーによる波浪解析とその海面反射シミュレ
ーション画像

日本航海学会論文集,87,217-225.

■ 日 本 機 械 学 会No.920-27講 習 会 計 算 力 学

に お けるファジ ィ・ニ ュー ロ応 用(6月,東 京)

岸 光 男 ニ

ニューラルネットワークに基 づ く構 造 システム最 適 化

矢 川元 基 編=ニ ューラル ネットワーク,「計 算 力 学

とCAEシ リー ズ,12」

培風 館,47-76.

巳 日 本 機 械 学 会DynamicsandDesignCon-

ference1992(7月,北 海 道)

岸 光 男,鈴 木 泰 三,小 寺 俊 行,細 田龍 介:

ニューロオプティマイザ によるシステム デザイン

機械 力 学 ・計 測 制御 講 演 論 文 集,A,390-392.

■日本 機 械 学 会 第70期 全 国 大 会

(9月,長 野)

岸 光男,小 寺俊行,細 田龍介=

ニューラルネットワークによるシステム最適化(感度解

析 の頻度低減について)

講演論文集,168-169.

■関 西造 船 協 会 春 季 講 演 会(5月,神 戸)

谷川和男,姫 野洋司 ニ

ナビエ・ストークス方程式 の数値 解を用いた非線形

計 画法による物体 形状の最適化(第3報)一 抵抗 に

対する感度係数の直接解法一

関西造船協会誌,218,15-24.

平野 進,姫 野洋司,北 川和弘,高 橋俊朗=

模形滑走板の造波波形の観察

関西造船協会誌,218,93-100.

■造 船3学 会 秋 季 連 合 大 会(11月,横 浜)

島崎克教 姫野洋司,馬 場信弘:

CFDに おける数値誤差解析の試み

関西造船協会誌,219,1-10.

■ 日本 機 械 学 会 関 西 支 部 第15回NCP研 究 会,

機 械 ・構 造 の 強 度 と形態 研 究 懇 話 会 シ ンポ

ジ ウム(1月,大 阪)

岡田博雄,近 藤和也,日 比茂幸,室 津義定:

軽量化船の構造信頼性評価 に関する研究

シンポジウム論文集,229-234.

■関 西 造 船 協 会 春 季 大 会(5月,神 戸)

北浦堅一,岡 村与一郎,岡 田博雄:

鋼材の平面曲げ疲労過程における熱挙動 について

講演前刷,83-86.

瞳 日本 造 船 学 会 ,春 季 講 演 会(5月,東 京)

真能 創,河 辺 寛,森 口胱次,正 岡孝治=

波浪応答 の実船計測の解析における極値統計理論

の適 用について(第3報)

講演前刷,211-220.

上 田幸雄,梅 本勝弥,正 岡孝治:

塑性 節点法 による梁柱,お よび矩 形板の弾塑性大

擁み解析

講演前刷,319-328.

■土 木 学 会 第9回 信 頼 性 ワークショップ

(7月,東 京)

岡田博雄,日 比茂幸,室 津義定:

高張力鋼製軽量化船の構造信頼性評価に関する研

究

ワークショップ資料集,47-55.

■ 日本 造 船 学 会 第11回 海 洋 工 学 シンポジ ウム

(7月,東 京)

岡田博雄 日比茂幸,室 津義定=

浮体係留式 原油生産 システムおよび軽量化船 の構

造信頼性評価に関する研究

シンポジウム論文集,217-224.

■日本 造 船 学 会 秋 季 講 演 会(11月 ,横 浜)

正岡孝治,SherifM.H.,Rashed,上 田幸雄=

効率的な矩形板座屈解析の一方法
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講 演論 文 集,409-416.

,軽 金 属 学 会 第83回 秋 期 大 会(11月,千 葉)

北浦堅一,岡 田博雄,野 上 達,小 川恒一,大 西

忠一:

6061ア ルミニウム合金摩擦圧接継手 の衝撃疲労挙

動

講演前刷,223-224.

■ 日本 材 料 学 会 第11回 材 料 ・構 造 信 頼 性 シン

ポ ジウム(12月,東 京)

岡田博雄,日 比茂幸,室 津義定=

立体薄板構造モデルによる船体主構造の崩壊解析

とそれに基づく信頼性評価の一方法

講演前刷,60-65.

岡田博雄:

船体・海洋構造 システムの構造信頼 性設計過程 の

概 要と信頼性評価事例

「21世紀 へ向けた信 頼性設計技術」座談 会資料,

90-94.

●可 視 化 情 報 学 会(7月,東 京)

杉井康彦,奥 野武俊,西 尾 茂=

可視化画像の処理にニューラルネットワークを使う試

み一二値化処理手法の選択 一

可視化情報学会誌,12,Suppl.1,63-66.

西 野 茂,奥 野武 俊,森 川秀 作:

高 次 微 分 項 を採 用 した時空 間微 分 法 一照明 強 度 が
一 定 でな い場 合一

可視 化 情 報 学会 誌,12,Suppl.1,127-130.

奥野 武 俊,堀 内宏 史,西 野 茂:

平板 上 におか れ た翼 まわ りの馬 蹄 渦 の観 察

可視 化 情 報 学会 誌,12,Suppl.1,263-266.

■関 西 造 船 学 会 春 季 講 演 会(5月,神 戸)

池 田良穂,河 原由紀恵,横 溝幸治

小型ハードチャイン艇の横揺れ特性 に関する研究

関西造船 協会誌,218,215-227.

菊 孝志,大 塚耕司,池 田良穂;

海洋構造物の要素部材 に働く長 周期粘性流体 力

関西造船協会誌,218,289-299.

奥野武俊,西 野 茂,吉 野由喜江:

画像 の時 間平均コントラスト特性 と流場計測への応

用

関西造船協会誌219,4}45.

胴造 船3学 会 秋 期 連 合 大 会(11月,横 浜)

梅 田直哉,藤 原敏文,池 田良穂:

転覆確率 を用いた小型ハー ドチャイン艇に対する復

原性規則 の評価に関する研究
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関西 造 船 協 会誌,219,65-・74.

大塚耕司,丹 羽 太,池 田良穂:

振動円柱に働く粘性 流体力 に及ぼす表面粗度の影

響

関西造船協会誌,219,151-158.

大塚耕司,池 田良穂

低Kc数 域における波浪 中水 平没水 円柱 の質量係

数の推定法

関西造船協会誌,219,135-141.

■日本 機 会 学 会 関 西 支 部 第251回 講 演 会

(11月,大 阪)

大塚耕 司,池 田良穂:

波浪中の水平没水 円柱まわりの流れ

講演論文集,924-5,57-59.



懇纏6.新 聞 ・雑誌等発表WW}relewww}regewewgewewwwgigg

■大 阪 府 立 大 学 船 舶 工 学 科 創 立50周 年 「"夢"

と"ロマ ン"あ ふ れ る海 の 利 用 技 術 を求 めて一新

世 紀 への 出発 」

大 阪府立大 学船舶工学科創立50周 年記念事業の

会

日刊工業新聞,企 画特集,1992年4月25日

■サ マーセミナー ・船 の 科 学 「水 面 の や じろべ え」

大阪府立大学船舶工 学科創立50周 年記念事業 の

会

朝 日新聞,TOWNネ ットワーク,1992年7月24日
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㈱1.学 術論文,国 際会議WW}WWg/leWPtewwsmelwwewwwg

■ExtensionofDeterministicSchedulingto

StochasticScheduling

(確 定 的 ス ケ ジ ュ ー リン グ の 確 率 的 ス ケ ジ ュ ー リ

ン グ へ の 発 展)

Y.S.Jung,H.Ngasawa,N.Nishiyama

BulletinofUniversityofOsakaPrefecture,

A,40-2,265-274(1992).

(Scheduling,Stochasticmodel,Algorithm)

■2機 械 フ ロー シ ョップ 型FMSに お け る工 具 配 分

法(第3報,ジ ョブ の 加 工 要 素 間 の 先 行 関 係

を考 慮 した 完 全 機 能 分 散 形 の 場 合)

(AMothodforDistributingToolsin

2-MachineFlowshop-TypeFMS=3rd

Report,ACaseofCompletelySeparated

FunctionalFMSwithPrecedenceCon・-

straintsonJobOperations)

平 林 直樹,長 沢啓 行,西 山徳 幸

日 本 機 械 学 会 論 文 集,58-551C,2314-2318

(1992).

(Flexiblemanufacturingsystem,Distribution

oftools,Precedenceconstraints)

■2機 械 フロー シ ョップ 型FMSに お け る工 具 配 分

法(第4報,ジ ョブ の 加 工 要 素 間 の 先 行 関 係

を考 慮 した機 能 分 散 形 の 場 合)

(AMothodforDistributingToolsin

2-MachineFlowshop-TypeFMS=4th

Report,ACaseofPartlySeparatedFunc-

tionalFMSwithPrecedenceConstraints

onJobOperations)

平林 直 樹,長 沢 啓行,西 山 徳幸

日 本 機 械 学 会 論 文 集,58-551C,2319-2323

(1992).

(Flexiblernanufacturingsystern,Distribution

oftools,Precedenceconstraints)

■AMothodforDistributingToolsinFlex-

ibleManufacturingSystems

(フ レ キ シ ブ ル 製 造 シ ス テ ム に お け る 工 具 配 分

法)

N.Hirabayashi,H.Nagasawa,N.

Nishiyama

ProceedingsofJapan/USASymposiumon

FlexibleAutomation;APacificRimCon-

ference,SanFrancisco,USA,1733-1736

(1992).

(Flexiblemanufacturingsystem,Distribution

oftools,OpenshoP,JobshoP)

一 リン グ(複 合 ラ ン ダ ム ・サ ン プ リン グ に よる多

目 的 ス ケ ジ ュー リン グ法:第2報)

(Two-MachineFlow-ShopSchedulingto

MinimizeMakespan,TotalFlowTimeand

MaximumTardiness:AMultiobjective

SchedulingMethodUsingComplexRan-

domSampling(Partl1))

森 澤和 子,長 沢啓 行,西 山 徳幸

日本経 営 工 学会 誌,43-3,186-192(1992),

(Multiobjetivescheduling,Makespan,Total

flowtime,Maximumtardiness,Flowshop)

圏総 コス ト最 小 化 の 並 列 機 械 ス ケ ジ ュー リン グ

(PrallelMachineSchedlingforMinimizing

TotalCost)

鄭 文 学,長 沢 啓行,西 山徳 幸

日本 経営 工 学 会誌,43-3,193-199(1992).

(Scheduling,Parallelmachine,Totalcost,

Tradiness,Earliness)

腰AMethodforDistributingToolsinFlow-

shop-TypeFlexibleManufacturingSys-

tems

(フ ロ ー シ ョッ プ 型 フ レ キ シ ブ ル 製 造 シ ス テ ム に

お け る 工 具 分 配 法)

N.Hirabayashi,H.Nagasawa,N.

Nishiyama

BulletinofUniversityofOsakaPrefecture,

A,41-1,39-52(1992).

(Flexiblemanufacturingsystern,Distribution

oftoels,Flowshopscheduling)

■ セ ル 生 産 シ ス テ ム に お け る動 的 ロッ トサ イ ズ の

決 定 法

(AMethodofDynamicLot-Sizingina

CellularManufacturingSystem)

本位 田光 重,西 山徳 幸

日本 経 営 工 学会 誌,43-4,289-295(1992),

(Lotsizing,Manufacturingcell,Dynamic

programming)

■ ロー リン グ ・ス ケ ジ ュー ル に お けるグ ル ー プ ・ロット

サ イ ズ 決 定 法 の 評 価

(AGroupLot-SizingPerformanceina

RollingScheduleEnviroment)

本 位 田光 重,西 山徳 幸

日本経 営 工 学 会誌,43-5,349-354(1992).

(Lotsizing,Manufacturingcell,Rolling

schedule)

ロ総処理時間・総滞留時間・最大納期遅れ時間

最小化の3目 的2機 械フローショップ・スケジュ

疇SomePropertiesofExtendedFuzzyPref-

erenceRelationsUsingModalities
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(様 相 性 を 用 い た 拡 張 フ ァ ジ ィ 選 好 関 係 の い く

つ か の 性 質)

M.Inuiguchi,H.IchihashiandY.Kume

InformationSciences,6t-3,187-209(1992).

(Preferencerelations,Fuzzysets,Modal

logic)

■RelationshipbetweenModalityCon-

strainedProgrammingProblemsandVari-

ousFuzzyMathematicalProgramming

Problems

(様 相 制 約 数 理 計 画 と 種 々 の フ ァ ジ ィ 数 理 計

画 問 題 と の 関 係)

M.Inuiguchi,H.IchihashiandY.Kume

Fuzzysetsandsystems,49-3,243-259(1992).

(Possibilitymeasure,Necessitymeasure,

Fuzzyrelation,Fuzzymathematicalprog-

ramming)

■必 然 性 測 度 を 用 い た 不 確 実 性 生 成 ル ー ル に基

づ くファジ ィ推 論 法

(FuzzyReasoningBasedonUncertainty

GenerationRulesUsingNecessity

Measures)

乾 口雅 弘,久 米 靖文

日本 ファジィ学 会誌,4-3,138-149(1992).

(Necessitymeasures,Uncertaintygeneration

rules,Fuzzyreasoning)

■StressManagementBasedontheCatas-

tropheModelforCreativeProcesses

(創 造 過 程 の カ タ ス トロ フ ィモ デ ル に 基 づ くス トレ

ス の 管 理)

Y.Kume,M.Inuiguchi,H.S.JungandG.

Salvendy

Proc.ofAnnualInternationalErgonomics

andSafetyConf.'92,177-184(1992).

(Humanstress,Catastrophemodel,Creative

processes)

■ApPlicationofStochasticCatastrophe

ModeltoVisualPerception

(確 率 論 的 力 タ ス トロ フ ィモ デ ル の 視 覚 へ の 応

用)

Y.Kume,A.MurataandL.Cobb

Proc.ofAnnualInternationalErgonomics

andSafetyConf.'92,625-632(1992).

(Stochasticcatastrophemodel,Visualper-

ception)

8DiagnosingtheMalfunctionofEquip-

mentswithoutFailureData

(故 障 デ ー タ の な い 設 備 の 故 障 診 断 法)

H.S.Jung,Y.Kume,M.InuiguchiandG.

Salvendy
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Proc.ofJapan-U.S.A.SymposiumonFlex-

ibleAutomation'92,1457--1463(1992).

(Diagnosing,Malfunctions,Knowledgerep-

reSentatiOn)

■DominanceRelationsasBasesforCon-

structingSolutionConceptsinLinear

ProgrammingwithMultiplelntervalObjec-

tiveFunctions)

(多 段 区 間 目 的 関 数 を もつ 線 形 計 画 法 の 解 の

概 念 を構 成 す る 支 配 解)

M.InuiguchiandY.Kume

BulletinofUniversityofOsakaPrefecture,

A,40-2,275-292(1992).

(Dominancerelation,Linearprogramming,

Multipleinterval)

■EfficientSolutionVersusNondominated

SolutionstoLinearProgrammingwith

MultiplelntervalObjectiveFunctions

(多 段 区 問 目 的 関 数 を もつ 線 形 計 画 法 に対 す

る非 支 配 解 に 対 す る有 効 解)

M.InuiguchiandY.Kume

BulletinofUniversityofOsakaPrefecture,

A,40-2,293-298(1992).

(Efficientsolution,Nondominatedsolution,

Linearprogramming)

■ExtensionsofEfficiencytoPossiblisitic

MultiobjectiveLinearProgrammingProb-

lems

(可 能 的 多 目 的 線 形 計 画 問 題 に 対 す る 有 効 性

の 拡 張)

M.InuiguchiandY.Kume

Proc.of10thInternationalConf.onMultiple

CriteriaDecisionMaking,331-34e(1992).

(Possiblyefficientsolutions,Necessarilyef-

ficientsolutions,Linearprogramming)

■MinimaxRegretinLinearProgramming

ProblemswithanlntervalObjectiveFunc-

tions

(区 問 目 的 関 数 を もつ 線 形 計 画 法 問 題 に お け る

ミニ マ ック ス リ グ レ ッ ト)

MInuiguchiandY.Kume

Proc.of10thInternationalConf.onMultiple

CriteriaDecisionMaking,431-439(1992).

(lntervalobjectivefunction,Minimaxregret

criterion)

■MethodologyforTransferofDesigner's

KnowledgetoMaintenanceEngineer

-StudiesonlnteiligentMaintenance

ManagementSystem-

(設 計 者 の 知 識 保 全 技 術 者 へ の 伝 達 方 法 一 知



的 保 全 管 理 シ ス テ ム に 関 す る研 究 一)

Y.KumeH.S.JungandM.Inuiguchi

Proc.QftheIMACS/SICEInternational

SylnposiumonRobotics,Mechatronicsand

ManufacturingSystems'92,279-284(1992).

(Knowledgeelicitation,Designer'sknow1-

edge,Maintenance)

■HumanStressofOperatorsinAdvanced

ManufacturingSystem

(先 端 生 産 シ ス テ ム に お け る作 業 者 の ヒュ ー マ

ン ス トレス)

Y.Kume,M.M.InuiguchiandA.Matsuo

Proc.of1992PacificConf、onManufactur-

ing,790-797(1992)、

(Humanstress,Humanperformance,

Avancedmanufacturing)

■lnterfaceDesignBasedonMentalModel

Transfer

(メ ン タ ル モ デ ル 伝 達 に 基 づ くイ ン タ ー フ ェイ ス 設

計)

H.S.Jung,Y.KumeandM.Inuiguchi

Proc.of1992PacificConf.onManufactur-

ing,813-823(1992).

(lnterfacedesign,Mentalmodel,Expertsys-

tem)

■TowardApplicationofFuzzyLinearProg-

rammingtoProductionPlanning

(フ ァ ジ ィ 線 形 計 画 法 の 生 産 計 画 へ の 応 用 に

つ い て)

M.InuiguchiandY.Kume

Proc.of1992PacificConf.onManufactur-

ing,468-475(1992).

(Fuzzylinearprogramming,Production

Planning,Fuzzy)

■モ デ ロ ンを 用 い た 診 断 知 識 の 表 現 およ び 獲 得

法

一 設 計 者 の 知 識 に基 づ く診 断 エ キ ス パ ー トシ ス

テ ム 第1報 一

(DiagnosticKnowIedgeAcquisitionand

RepresentationforDiagnosticSystem

UsingModelon)

鄭 鉱 錫 久 米靖 文,乾 口雅弘

日本 設備 管 理 学会 誌4-3,17-24(1992).

(Diagnosticexpertsystem,Modelon,Knowl・

edgerepresentation)

圏Knowledge-BasedSystemforGrinding

OperationPlanning

(研 削 作 業 の 工 程 設 計 の ため の 知 識 ベ ース シ

ステム)

K、Nagasaka,Y.KitaandY,Kitaguchi

Proc.of1992PacificConf.onManufactur-

ing,775-781(1992).

(Expertsystem,Processplanning,Grinding,

AHP)

■可 能 性 分 布 の 同 定 とそ の 判 別 分 析 へ の 応 用

(ldentificationMethodofPossibilityDis-

tributionsandltsApPlicationtoDis-

criminantAnalysis)

田 中英 夫,石 渕久 生,林 勲

システム制 御 情 報学 会 論 文誌,5-1,34-39(1992).

(Possibilitydistribution,Discriminantanaly-

sis,Identification)

■正 規 可 能 性 分 布 による証 拠 理 論

(EvidenceTheoryofNormalPossibility

Distributions)

田 中 英夫,石 渕久 生

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,5-6,235-243

(1992).

(Possibilitydistribution,Identification,Evi-

dencetheory)

■FuzzyExpertSystemBasedonRough

SetsandltsApplicationtoMedicalDiag-

nosis

(ラ フ 集 合 に 基 づ くフ ァジ ィ ・エ キ ス パ ー ト・シ ス

テ ム と医 療 診 断 へ の 応 用)

H.Tanaka,H.IshibuchiandN.Matsuda

Int.J.ofGeneralSystems,21,83-97(1992).

(Medicaldiagnosis,Expertsystems,Rough

sets,Fuzzyreasoning)

■ExponentialPossibilityDistributionandlts

ApPlicationtoDecisionSupPort

(指 数 型 可 能 性 分 布 と そ の 決 定 支 援 へ の 応

用)

H.Tanaka

Proc.ofInt.Conf.onMultipleCriteriaDeci-

sionMaking,1,11H20(1992).

(Possibilitydistribution,Fuzzyregression,

Fuzzydataanalysis)

■EvidenceTheoryofNormalPossibility

andltsApplication

(正 規 可 能 性 の 証 拠 理 論 とそ の 応 用)

H.TanakaandH.Ishibuchi

Proc.ofIEEEInt.Conf.onFuzzySystems,

55-62(1992).

(Possibilitydistribution,Identification,Evi-

dencetheory)

霞ADecisionRuleBasedonNormalPossi-

bilityTheory

(正 規 可 能 性 理 論 に 基 づ く決 定 ル ー ル)
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Y.UemuraandH.Tanaka

Proc.ofInt.Conf.onEconomics/Manage-

mentandInformationTechnology92,

455-457(1992)。

(Decisionrule,Possibilitytheory)

■LearningParityProblemsandNon-Linear

MappingsinHierarchicalFuzzyModels

(階 層 型 フ ァ ジ イ モ デ ル に よ るパ リテ ィ 聞 題 と 非

線 形 写 像 の 学 習)

H.Ichihashi

Proc.ofthe1992Japan-U.S.A.Symposium

onFlexibleAutomation,877-884(1992).

(Radialbasisfunctions,Neuralnetworks,

Hypersurfacereconstruction)

■HierarchicalandRecurrentNetWorksof

FuzzyModels

(フ ァ ジ イ モ デ ル の 階 層 的/再 帰 的 ネ ッ トワ ー

ク)

H.Ichihashi

Proc.ofthe2ndInt.Conf.onFuzzyLogic

andNeuralNetworks,141-144(1992),

(Radialbasisfunctions,Chaos,Neuralnet-

works)

■ニュー 口 ・ファジィによる一 対 比 較 の 数 量 化 法

(AQuantificationMethodofPairwise

ComparisonsbyNeuro-LikeFuzzyModel-

ing)

市橋 秀 友

日本 ファジィ学 会誌,4-5,958-967(1992).

(AHP,Guttman'smethod,Psychologicalsen-

sation,Vibration)

■LearninglnverseDynamicsModelofMa-

nipulatorinaHierarchicalFuzzyModel

(階 層 型 フ ァ ジ ィ モ デ ル に よ るマ ニ ピュ レ ー タ ー の

逆 ダ イ ナ ミッ ク ス モ デ ル の 学 習)

H.Ichihashi

Proc.ofInt.Sympo.onRobotics,Mecha-

tronicsandManufacturingSysterns'92,41-46

(1992).

(Radialbasisfunctions,Feedbackerror

learning,Neuralnetworks)

■FuzzyModelingofPairwiseComparisons

:EvaluationofPsychologicalResponses

toMinuteVibration

(一 対 比 較 の フ ァ ジ ィ モ デ リン グ:微 小 振 動 に

対 す る感 覚 量 の 評 価)

H.Ichihashi

Proc.ofthe!992PacificConf.onManufac.

turing,547-554(1992).

(Radialbasisfunctions,Neuralnetworks,

!40

AHP,Guttmaゴsmethod)

■ベ イ ズ 定 理 の 証 拠 理 論 へ の 拡 張 に つ い て

(AGeneralizationofBayesTheoremin

TheoryofEvidence)

前 田 豊,市 橋 秀 友

シス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,36-12,481-490

(1992),

(Bayestheorem,Dempster'sruleofcombina-

tion,Smets'procedure)

■FuzzyandSemHnfiniteMathematical

Programming

(フ ァ ジ ィ 半 無 限 数 理 計 画 法)

M.K.Luhandjula,H.IchihashiandM.

Inuiguchi

InformationSciences,61-3,233-250(1992).

(Fuzzysets,Fuzzyprogramming)

■検 索 ログ ファイル の 有 効 利 用

(AnEffectiveUseoftheLogFileOb-

tainedbytheRecordofOnlineSearches)

浅 井 勇 夫

第28回 情 報 科 学 技 術 研 究 集 会 発 表 論 文 集,1-5

(1992).

(Onlinesearch,Logfile,Software)

顯 ニュー ラル ネ ットによ るファジ ィ回 帰 分 析 とそ の 応

用

(FuzzyRegressionAnalysisUsingNeural

Networks)

石渕 久 生,田 中英 夫

計測 自動 制 御学 会 論 文 集,28-1,116-124(1992).

(Regressionanalysis,Neuralnetworks,

Fuzzytheory)

■ニュー ラ ル ネ ットによるファジ ィ数 ベ ク トル 識 別

(ClassificationofFuzzyVectorsbyNeu-

ralNetworks)

石 渕 久生,藤 岡 亮 介,田 中 英 夫

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,5-5,198-206

(1992).

(Patternclassification,Neuralnetworks,

Fuzzydata)

■フ ァジ ィ入 出 力 デ ー タ を用 い た ニュ ー ラル ネ ッ ト

の 学 習

(LearningofNeuralNetworksfromFuzzy

lnput-OutputData)

石 渕久 生,岡 田英 彦,田 中英 夫

日本 ファジィ学 会誌,4-5,892-905(1992).

(Learning,Neuralnetworks,Fuzzydata)

■区間結合強度をもつニューラルネットとそのファ

ジィ回帰分析への応用



(NeuralNetworkswithlntervalWeights

andltsApPlicationtoFuzzyRegression

Analysis)

石 渕 久 生,岡 田 英 彦,田 中 英 夫

計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集,28-12,1484-1491

(1992).

(Learning,Neuralnetworks,Intervalanaly-

sis,Fuzzyregression)

■PossibiiityandNecessityPatternC【as-

sificationUsingNeuralNetWorks

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トに よ る 可 能 性 と必 然 性 パ タ ー ン

識 別)

H.Ishibuchi,R.FujiokaandH.Tanaka

FuzzySetsandSystems,48-3,331-340

(1992).

(Patternclassification,Neuralnetworks,

Fuzzytheory)

圏FuzzyRegressionAnalysisUsingNeural

NetWorks

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トに よ るフ ァ ジ ィ回 帰 分 析 と そ の

応 用)

H,IshibuchiandH.Tanaka

FuzzySetsandSystems,50-3,257-266

(1992).

(Regressionanalysis,Neuralnetworks,

Fuzzytheory)

■DistributedRepresentationofFuzzyRules

andItsApplicationtoPattemClassifica-

tion

(フ ァ ジ ィル ー ル の 分 散 表 現 とそ の パ タ ー ン識 別

へ の 応 用)

H.Ishibuchi,K,NozakiandH.Tanaka

FuzzySetsandSystems,52-1,21-32(!992).

(Patternclassification,Fuzzyrules,Dis・

tributedrepresentation)

廟PatternClassificationbyDistributedRep-

resentationofFuzzyRules

(フ ァ ジ ィル ー ル の 分 散 表 現 に よ る パ タ ー ン 識

別)

H.Ishibuchi,K.NozakiandH,Tanaka

Proc.ofIEEEInt.Conf.onFuzzySystems,

643-650(1992).

(Patternclassification,Fuzzyrules,Dis-

tributedrepresentation)

闇AnArchitectureofNeuralNetworksfor

InputVectorsofFuzzyNumbers

(フ ァジィ数 の 入 力 ベ ク トル に対 す るニュ ー ラル ネ

ットの 構 造)

H.Ishibuchi,R.FujiokaandH.Tanaka

Proc.ofIEEEInt.Conf.onFuzzySystems,

1293-1300(1992).

(Neuralnetworks,Fuzzydata,Learning)

■InterpolationofFuzzylf-ThenRulesby

NeuralNetworks

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トに よ る フ ァ ジ ィlf-Thenル ー ル の

補 間)

H.Ishibuchi,H.OkadaandH.Tanaka

Proc,2nd.Int.Conf.onFuzzyLogic&Neu-

ralNetworks,337-340(1992).

(Neuralnetworks,Fuzzydata,Fuzzyrules,

Interpolation)

贋EfficientFuzzyPartitionofPatternSpace

forClassificationProblems

(識 別 に 対 す る パ タ ー ン 空 間 の 効 率 的 フ ァ ジ ィ

分 割)

H.Ishibuchi,K.NozakiandH.Tanaka

Proc.2nd.Int.Conf.onFuzzyLogic&Neu-

ralNetworks,671-674(1992).

(Patternclassification,Fuzzypartition,

Fuzzyrule,Fuzzyreasoning)

■SimulatedAnnealingwithModified

GenerationMechanismforFlowShop

SchedulingProblem

(修 正 生 成 メ カ ニ ズ ム を もつ シ ミュ レ ー テ ィ ッ ド・

ア ニ ー リ ン グ に よ る フ ロ ー シ ョッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リン

グ)

H.Ishibuchi,S.MisakiandH.Tanaka

Proc.IMACS/SICEInt.Symp.onRobotics,

MechatronicsandManufacturing,21-26

(1992).

(Flowshopscheduling,Simulatedannealing,

Generationmechanism)

■FuzzyFlowShopSchedulingbySimu-

latedAnneaHng

(シ ミュ レ ー テ ィ ッ ド・ア ニ ー リ ン グ に よ る フ ァ ジ ィ ・

フ ロ ー シ ョッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ)

S.Misak{,1.IshibuchiandH.Tanaka

Proc.PacificConf.onManufacturing,

531-538(1992).

(Fuzzyduedate,Flowshopscheduling,Simu-

Iatedannealing)

■LearningofNeuralNetworksfromFuzzy

lnputsandFuzzyTargets

(フ ァ ジ ィ 入 力 と フ ァ ジ ィ 出 力 に よ る ニ ュ ー ラ ル ネ

ッ トの 学 習)

H.Ishibuchi,H.OkadaandH.Tanaka

Proc.Int.jointConf.QnNeuralNetworks,

447-452(1992).

(Neuralnetworks,Fuzzydata,Learning)
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■ANeuralNetworkwithlntervalWeights

andltsLearningAlgorithm

(区 間 結 合 強 度 を もつ ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トと そ の 学

習 ア ル ゴ リ ズ ム)

H.Ishibuchi,H.OkadaandH.Tanaka

Proc.Int.JointConf.onNeuralNetworks,

507-511(1992).

(Neuralnetworks,Intervalanalysis,Interval

weights,Learning)

■計 量 選 別 型 抜 取 検 査 の 設 計 一 品 質 特 性 が

正 規 分 布 に 従 う場 合 の 選 別 型 抜 取 検 査 一

(DesignofSamplinglnspectionPlans

withSecreeningbyVariables-Sampling

lnspectionPlanswithScreeningforNor・-

malDistribution-)

郡 俊,有 薗育 生

日本 経営 工 学 会誌,42-6,397-405(1992).

(Averageoutgoingqualitylimit,Lottoler-

ancepercentdefective)

日本 経 営 工 学 会 誌,43-2,111-116(1992).

(Lot-Scheduling,Just-in-time,Mutiple

items)

■Fixed-TimeLifeTestsBasedonFuzzy

LifeCharacteristics

(フ ァジ ィ寿 命 特 性 に も と つ く定 時 寿 命 試 験)

A.KanagawaandH.Ohta

IEEETransactionsonReliability,4t-2,

317-320(1992)。

(Fixed-timelifetest,Bayesreliability

demonstration,Fuzzy-settheory)

■ 入 荷 品 質 と発 注 の 学 習 効 果 を考 慮 した 多 品 種

在 庫 モ デ ル

(Multi-ltemlnventoryModelwithLearn-

inginQualityandOrdering)

小 川早 苗,太 田 宏

日本 経 営 工 学会 誌43-3,139-144(1992).

(Learningeffect,Inventory,Orderingpolicy)

■SchedulingforMinimizingTotalActual

FlowTimebyNeuralNetworks

(ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク に よ る 総 実 滞 留 時 間 最

小 化 ス ケ ジ ュ ー リン グ)

1.Arizono,A.YamamotoandH.Ohta

InternationalJournalofProductionRe-

search,30-3,503-511(1992).

(Combinatorialoptimization,Neuralnet-

works,Schedulingproblems)

■ 最 短 格 子 経 路 に 基 づ く計 数 選 別 型 逐 次 抜 取

検 査 の 設 計

(DesignofRectifyingSequentiallnspec-

tionPlansbyAttributesBasedonMini-

malLatticePaths)

有 薗育 生,郡 俊,太 田 宏

日本経 営 工 学会 誌,43-3,145-150(1992).

(Lottolerancepercentdefective,Sequential

inspectionplans)

■ リー ドタイ ム の 変 動 を考 慮 した 定 量 引 取 りか ん

ば ん 方 式 の 最 適 運 用 法

(AnOptimalPlanningfortheFixedQuan-

tityWithdrawalKanbanSystemwithVari-

ableLeadtime)

柳 川佳 也,宮 崎 茂 次,太 田 宏

日本 経 営 工 学 会 誌,43-1,1-5(1992).

(Kanbansystem,Variableleadtime,Op-

timization)

■フ ァジ ィ観 測 デ ー タに 基 づ く母 集 団 分 布 の 推 定

(EstimationofPopulationDistribution

BasedonFuzzyObservationData)

玉 木 太,金 川 明 弘,太 田 宏

日本 ファジィ学 会 誌4-3,114-119(1992).

(Population,Fuzzyevents,Gram-Charlier

expansion)

■ ジ ャス トイ ンタイ ム 方 式 に お け る多 品 種 ・共 通 納

期 ・一 機 械 ロットス ケ ジ ュー リン グ 問 題 の 解 法

(ALot-SchedulingProblemofMultiple

ltemsProcessedonaMachineunderJIT

Environment)

ハ リム ・アブ ドル ・ハ キム,宮 崎 茂 次,太 田 宏

璽 ジ ャス トイ ンタイム 方 式 に お け る総 実 滞 留 時 間 を

最 小 化 す る複 数 納 期 一 機 械 バ ッチ スケ ジ ュー リ

ン グ に 関 す る研 究

(BatchScheduiingtoMinimizetheTotal

ActualFlowTimeonOneMachineunder

JITEnvironment=AMulti-Due-Date

Case)'

ハ リム ・ア ブドル ・ハキム,宮 崎茂 次,太 田 宏

日本 経 営工 学 会 誌43・ ・4,253-259(1992).

(Batchscheduling,Actualflowtime,

Just-in-time)

■ リン ク 生 成 法 に よる相 互 関 連 ダ イヤ グ ラ ム 作 成

法

一 工 場 レイア ウ ト設 計 に 関 す る研 究(第1報)一

(AnlnteractionDiagramPlanningby

GeneratingLinksforPlantLayoutProb・ ・

lem-AStudyonPlantLayoutDesign

(Part1)一)

郡 忠,宮 崎 茂 次,太 田 宏

日本 経 営工 学 会 誌,43-4,260-267(1992).

(Plantlayout,Interactiondiagram,Link

generation)
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屠 最 大 エ ン トロ ピー 原 理 に 基 づ く多 属 性 で 特 徴 付

けられ る商 品 に対 す る銘 柄 選 択 行 動 分 析

(AnAnaiysisofBrandPurchaseBehavior

forGoodswithSomeAttributesBasedon

theMaximumEntropyPrinciple)

有 薗育 生

日本経 営 工学 会 誌,43-4,303-308(1992).

(EntropyInodel,Marketingstructureanaly.

sis,MultipleAttributes)

■ABatch-schedulingModelwithInventory

CostforProductionSystemsunderJIT

Environment

(ジ ャ ス トイ ン タ イ ム 方 式 に お け る在 庫 費 用 を 考

慮 した バ ッチ ス ケ ジ ュ ー リン グ)

A.H,HalimandH.Ohta

Proceedingsof1992PacificConferenceon

Manufacturing,174-181(1992).

(Batchscheduling,Inventorycost,

Just-in-time)

■AnOptimalOperationfortheFixedQuan-

titywithdrawalKanbanSystemwithVari-

ableLeadtimes

(リ ー ドタイ ム の 変 動 を 考 慮 した 定 量 引 取 りか ん

ば ん 方 式 の 最 適 運 用 法)

Y.Yanagawa,S.MiyazakiandH.Ohta

Proceedingsof1992PacificConferenceon

Manufacturing,190-197(1992).

(Kanbansystem,Variableleadtime,Otimiza・

tion)

iDesignofEconomicSamplingPlanBa-

sedonEmpiricalBayesianApproach

(経 験 的 ベ イ ズ 法 に よ る経 済 性 を 考 慮 した 抜 取

方 式 の 設 計)

H.OhtaandS.Ogawa

FrontiersinStatisticalQualityControl4 ,Ed.

byLenzetal.IOO-leS(1992).

(EmpiricalBayes,Acceptancesampling,E-

conomicalPlan)

薗ニ ュー ラル ネ ッ トを 用 い た 先 行 関 係 をもつ ス ケ ジ

ュー ル リン グの 解 法

(SchedulingforMinimizingTotalActual

FlowTimewithPrecedingRelationsby

NeuralNetworks)

山本 明 夫,有 薗 育 生,太 田 宏

日本 経 営 工学 誌,43-5,334-340(1992).

(Neuralnetworks,Precedingrelations,

SchedulingProblems)
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難2.解説総説一
■可 能 性 理 論 の 基 本 的 な 考 え方

久米 靖 文,乾 口雅 弘

精 密 工 学 会 総 合 生 産 システム専 門 委 員会1991年

度報 告 書,28-44(1992).

8多 目 的 計 画 法 の 最 近 の 動 向 と 目標 計 画 表

乾 口雅 弘,久 米 靖 文

精 密 工 学 会 総 合 生 産 シス テム専 門 委 員会1991年

度報 告 書,45-56(1992).

■オ ペ レー シ ョン ズ ・リサ ー チ に お け るファジ ィモ デ

リン グ

田 中英 夫

日本 ファジィ学会,4-1,3-10(1992).

■ラフ 集 合 に よる知 識 獲 得 法

田 中英 夫

日本 ファジィ学 会 講 習 会 「ファジィ理 論 と知 識 獲 得 」,

81-101(1992).

■ ファジィ技 術 の 現 状

田 中英 夫

CGOSAKA'92シ ン ポ ジ ウ ム(日 本 能 率 協 会),

D2-1-1-D2-1-7(1992).

翻 ファジ ィモ デ リング の 基 礎 概 念

田 中英 夫

関 西 情 報 関 連 学 会 連 合 大 会 講 演 論 文 集,53-54

(1992).

■FuzzyModellingandltsApplication(フ ァ

ジ ィモ デ リン グ とそ の 応 用)

H.Tanaka

TutorialNotesofKorea-JapanJointConf.

onFuzzySystemsandEngineering,3-20

(1992).

■ガ ッ トマ ン によ る一 対 比 較 の 数 量 化

市 橋 秀 友

BASIC数 学,2月 号,58-62(1992).

■ファジ ィ回 帰 分 析

石 渕久 生

日本 ファジィ学 会 誌,4--1,52-60(1992).

圏生 産 シ ス テム を取 り巻 くニュー パ ラ ダ イム

太 田 宏

省 力と自動 化,5月 号,35-38(1992).

■Bookreview;HandbookofStatistics7
,

editedbyP.R.KrishnaiahandC,R.Rao,

North-Holland,Amsterdam,TheNether一
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H.Ohta

JournalofQualityTechnology,24,172-173

(1992).



灘3.学 術著書Xlewwswwwwwwwwewewww}wwww}

闘やさしいファジィ

田中英夫,市 橋秀友 共著

C&C文 庫 日本電気文化センター(1992).

太 田 宏(分 担 執筆)

オーム社,93-107(1992).

圏ファジィ数 学モ デル

田中英夫(監訳)

オーム社(1992).

■ファジィ数理 と応 用

田中英夫(監 訳)

オーム社(1992).

■PossibilisticRegressionAnalysisBased

onLinearProgramming

H.TanakaandH.Ishibuchi(分 担 執 筆)

「FuzzyRegressionAnalysis」(」.Kacprzyk

andM.Fedrizzi編)OmnitechPress,Warsaw,

Poland,47-60(1992).

■FuzzylnferenceSystemBasedonRough

SetsandltsApplicationtoMedicalDiag--

nosis

H.Tanaka,H.IshibuchiandT.Shigenaga

(分 担 執 筆)

「lnte11igentDecisionSupport:Handbookof

ApplicationsandAdvancesoftheRough

SetsTheory」(R.Slowinski編)KluwerAca-

demicPublishers,Dordrecht,Netherlands,

111-117(1992).

■ファジィモデ リング

田中英夫,市 橋秀友(分 担執筆)

ファジィ経営科学入門(浅 居喜代治 編)オ ーム社,

13-41(1992).

■ファジィ環 境 に おける意 思 決 定

田中英夫(分 担訳)

ザデー ・ファジィ理論(菅 野道夫 ・向殿政男 監訳)

日刊工業新聞社,65-100(1992).

■可 能性 理 論 の 基 礎 としての ファジィ集 合

市橋秀友(分 担訳)

ザデー・ファジィ理論(菅 野道夫 ・向殿政男 監訳)

日刊工業新聞社,243-271(1992).

鷹タイプ2フ ァジィ集合 ,Lフ ァジィ集 合,確 率 集 合,

ラフ集 合

石渕久生(分 担執筆)

「講座 ファジィ第2巻 ファジィ集合」(日本ファジィ学会

編)日 刊工業新聞社,227-253(1992).

翻ファジィ経営科学入門
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繰 4.国 際 会 議 発 表一
■IEEElnt.Conf.onFuzzySystems(San

Diego,U.S.A.,Mar.,1992)

H.TanakaandH.Ishibuchi:

EvidenceTheoryofNormalPossibilityand

ItsApPlication

H.Ishibuchi,K.NozakiandH.Tanaka:

PatternClassificationbyDistributedRep-

resentationofFuzzyRules

H.Ishibuchi,R.FujiokaandH,Tanaka:

AnArchitectureofNeuralNetworkfor

InputVectorsofFuzzyNumbers

■AnnuallnternationallndustrialErgonomics

andSafetyConf.'92(Denver,U.S.A.,

Jun.,1992)

Y.KumeM.Inuiguchi,H.S.JungandG.

Salvendy:

StressManagementBasedontheCatastro・

pheforCreativeProcesses

Y.Kume,A.MurataandL.Cobb;

ApplicationofStochasticCatastropheModeI

toVisualPerception

■10thlnternationalConf.onMultipleCrite-

riaDecisionMaking(Taipei,Taiwan,Jul,,

1992)

M.InuiguchiandY.Kume:

ExtensionsofEfflciencytoPossiblisiticMu1-

tioblectiveLinearProgrammingProblems

M.InuiguchiandY.Kume

MinimaxRegretinLinearProgramming

ProblemswithanIntervalObjectiveFunc-

tions

H.Tanaka=

ExponentialPossibilityDistirbutionandIts

ApPlicationtoDecisionSupPort(Plenary

Session)

■Japan/U .S.A.SymposiumonFiexibleAu。

tomation;APacificRimConference

(SanFrancisco,U.S.A.,JuL,1992)

N,Hirabayashi,H.Nagasawa,N.

Nishiyama=

AMethodforDistributingToolsinFlexible

ManufacturingSystems

H.S.Jung,Y.Kume,M.InuiguchiandG.

Salvendy=

DiagnosingtheMalfunctionofEquipments

withoutFai王ureData

H.Ichihashi:

LearningParityProblemsandNQn-Linear

MappingsinHierarchicalFuzzyModels

■2ndlnt.Conf.onFuzzyLogic&Neural

Networks(lizuka,Japan,JuL,1992)

H.Ichihashi:

HierarchicalandRecurrentNetworksof

FuzzyModels

H.Ishibuchi,H.OkadaandH.Tanaka=

InterpolationofFuzzyIf-ThenRulesby

NeuralNetworks

H.Ishibuchi,K.NozakiandH.Tanaka;

EfficientFuzzyPartitionofPatternSpace

forClassificationProblems

■IMACSISICElnternationalSymposiumon

Robotics,MochatronicsandManufactur-

ingSystems'92Kobe(Kobe,Japan,

Sep.,1992)

Y.Kume,H.S.JungandM.Inuiguchi:

MothodologyforTransferofDesigner's

KnowledgetoMaintenanceEngineer-

StudiesonIntelligentMaintenanceManage-

mentSystem

H.Ichihashi:

LearningInverseDynamicsModelofaMa・

nipulatorinaHierarchicalFuzzyModeI

H.Ishibuchi,S.MisakiandH.Tanaka:

SimulatedAnnealingwithModifiedGenera・

tionMechanismforFlowShopScheduling

Problem

■1nt.Conf.onEconomics/Management

andlnformationTechology'92(Tokyo,

Japan,Sep.,1992)

Y.UemuraandH.Tanaka:

ADecisionRuleBasedonNormalPossibili-

tyTheory

■JointJapanese-EuropeanSymposiumon

FuzzySystems(Berlin,Germany,Oct.,

1992).

H,Tanaka:
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ExponentialPossibilityDistributionandIts

ApplicationtoDataAnalysis

H.Ichihashi:

OptimizationbyNeuro-LikeFuzzyModels

圏1992PacificConferenceonManufactur-

ing(Sakai,Japan,Nov.,1992)

Y.Kume,M.InuiguchiandA.Matsuo:

HumanStressofOperatorsinAdvanced

ManufacturingSystem

H.S.Jung,Y.KumeandM.Inuiguchi:

InterfaceDesignBasedonMentalModel

Transfer

M.InuiguchiandY.Kume:

TowardApplicationofFuzzyLinearPro-

grammingtoProductionPlanning

K.Nagasaka,Y.KitaandY.Kitaguchi:

Knowledge-BasedSystemforGrinding

OperationPlanning

H.Ichihashi:

FuzzyModelingofPairwiseComparisons:

EvaluationofPsychologicalResponsesto

MinuteVibration

S.Misaki,1,IshibuchiandH.Tanaka=

FuzzyFlowShopSchedulingbySimulated

Annealing

A.H.HalimandH.Ohta:

ABatch-schedulingModelwithInventory

CostforProductionSystemsunderJITEn-

Vlronment

Y.Yanagawa,S.MiyazakiandH.Ohta=

AnOptima10perationPlanningforthe

FixedQuantityWithdrawalKanbanSystem

withVariableLeadtimes

匿lnt .JointConf.onNeuralNetvvorks(Beij-

ing,China,Nov.,1992)

H.Ishibuchi,H.OkadaandH,Tanaka:

LearningofNeuralNetworksfromFuzzy

InputsandFuzzyTargets

H.Ishibuchi,H.OkadaandH.Tanaka:

ANeuralNetworkwithIntervalWeights

andItsLearningAlgrorithm
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難5.学術講演発表　
■第36回 システ ム制 御 情 報 学 会 研 究 発 表 講 演

会(5月 京 都)

田中英夫,横 出勝則,林 勲=

確信度によるファジィlf-Thenル ールの抽出方式とそ

のファジィ推論法

講演論文集,235-236.

市橋秀友:

逐次型 ファジィモデリングの有限要素法への応用と

システム最適化

講演論文集,229-230.

市 橋 秀 友:

階層 型 ファジィモ デルによる関数 近 似

講 演 論 文集,231-232,

徳 永 稔,市 橋 秀友=

トレーラ型移 動 ロボットのファジィ最 適 制御

講 演 論 文集,251-252.

前田 豊,市 橋秀友

ベイズ定理の証拠理論 への拡張について

講演論文集,359-360.

石 渕 久 生,岡 田 英彦,田 中 英夫:

区間 値 結 合 強 度 を持 つニ ューラル ネットによるファジ

ィ回帰 分析

講 演論 文 集,233-234.

山本直 久,石 渕 久生,田 中英 夫:

GA法 によるフロー ショップ ・スケジュー リング

講 演論 文 集,75-76.

御 前伸 太,石 渕 久 生,山 本 直 久,田 中英 夫=

フロー ショップ スケ ジューリング問 題 に対 するSA法,

GA法 およびタブーサ ーチの比 較

講 演論 文 集,91-92.

乾 口雅 弘,白 井 正 志,久 米 靖 文:

確率 優 位 則のDernpster-Shafer理 論 へ の拡 張

講 演 論 文 集,357-358、

■第8回 ファジィシステ ム シンポジ ウム(5胤 広

島)

乾 口雅弘,前 川浩二,久 米靖文=

証拠理 論と確率 論に基 づく種々の不確実性 推論 の

比較

講演論文集,9-12.

乾口雅弘,白 井正志,久 米靖文

証拠優位則について

講 演論文集,117-120.

久米靖文,乾 口雅弘,妹 尾吉紳

ファジィ減衰計数 をもつ強制振動と減衰能の評価 方

法

講演論文集,605-608.

田 中 英夫,横 出勝 則,林 勲:

確信 度 によるファジィIf-Thenル ールの抽 出

講 演論 文 集,417-420.

市橋 秀 友:

リカレント・ファジィモデル によるフラクタルとカオス

講 演論 文 集,177-180.

市橋秀友:

階層型ファジィモデルと多層型ニューラルネットワーク

の関数近似能力の比較

講演論文集,193-196.

市橋 秀 友:

ニューロ・ファジィ有 限 要 素性 とシステム最 適 化

講演 論 文 集,213-216.

前田 豊,市 橋秀友=

ランダム集合の包含関係 に関する単調性を伴う不確

実性 の測度

講演論文集,5-8.

徳 永 稔,市 橋 秀 友:

ニューロ ・ファジィ最 適 制 御 によるトレー ラ・トラックの

後退 運 転

講 演論 文 集,49-52.

石 渕 久 生,野 崎 賢,田 中英 夫,保 坂 幸 男,松 田

真典

ファジィIf-Thenル ール による米 食 味解 析 一ファジィ

ルール の学 習 と過学 習 一

講演 論 文 集,693-696.

石渕 久 生,岡 田英 彦,田 中英 夫=

ファジィ数 結 合 強度 を持 つニュー ラルネットの学 習

講 演 論 文 集,185-188.

御前 伸 太,石 渕 久 生,田 中英 夫:

SimulatedAnnealing法 によるファジィス ケジューリ

ング

講演 論 文 集,113-116.

重永岳雄 石渕久生,田 中英夫:

ラフ集 合によるエキスパートシステムにおけるファジィ

推論とその判別問題 への応 用

講演論文集,489-492.
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圏 日本 経 営 工 学 会 平 成4年 度 春 季 大 会(5月,

東 京)

鄭 錫賛,神 田和慶,長 沢啓行,西 山徳幸:

FMSに おける最適負荷配分法 に関する研究(閉

待ち行列ネットワーク・モデルによるFMSの 解析:

第2報)

予稿集,2204-2205.

久米靖文,鄭 鉱錫 乾 口雅弘:

設計者の知識に基づく先端設備診断エキスパートシ

ステムの構築用 シェルの開発

予稿集,206-207.

市橋 秀友:

一対 比較 の ファジィモデ リング

予稿 集,274-275.

劉 東 日,太 田 宏:

先験情 報が正方でない場合 の消費者 の選好度 測

定と商品企画に関する情報論理的考察

予稿集,90-91.

池森祐一,太 田 宏

効率と柔軟性 を同時に考慮した機械 ・タスクグルー

プ割当問題

予稿集,127-128.

金川 明 弘,太 田 宏,有 薗 育 生,玉 木 太:

Kullback-Leibler情 報 量 に基 づ く同時 管 理 図 の設

計

予稿 集,224-225.

郡 俊,有 薗育生,太 田 宏

最短格 子経 路に基づくAOQLを 保証する場合の計

数選劉型逐次抜取検査の設計

予稿集,226-227.

■日本 人 間 工 学 会 第33回 大 会(6月,大 阪)

市橋秀友:

人間の評価とファジィ

講演集,34-37.

久米 靖文l

CIM構 築 にお けるヒューマンファクター

講 演 集,214-215.

圏日本 設 備 管 理 学 会 平 成4年 秋 期 大 会(10

月,堺)

鄭 鉱錫 久米靖文

設計者の知識に基づく先端設備診断用エキスパート

システムの開発

論文集,22-28.

■第2回FANシ ンポジウム(to月,名 古 屋)

岡田英彦,石 渕久生,田 中英夫:

ニュー ラル ネットによるファジィlf-Thenル ール の補 間

講 演 論文 集,223-228.

■第29回 情 報 科 学 技 術 研 究 集 会(10月,名 古

屋)

浅井勇夫:

大規模 リファレーションDBの 開発 参照文献データ

の入力について

予稿集,154-157.

■第35回 自動 制 御 連 合 講 演 会(10月 ,岡 山)

田中英夫,木 村欣生,石 渕久生=

正規可能性分布による判別分析

前刷,231-232.

市 橋 秀友=

ニュー ロ・ファジィによるカオス

前 刷,409-4!0.

■ 日本 機 械 学 会 関 西 支 部 第251回 講 演 会(11

月,大 阪)

久米靖文,鄭 鉱錫:

メンタルモデル伝達に基づく診断型エキスパートシス

テム用のシェルのインターフェイス設計

講演論文集,1!6-1!8.

■ 日本 経 営 工 学 会 平 成4年 度 秋 季 大 会 研 究 大

会(11月,金 沢)

鄭 錫賛,長 沢啓行,西 山徳幸:

FMSに おける検 査ステーションの最適設計法(閉

待 ち行 列ネットワーク・モデルによるFMSの 解析:

第3報)

予稿集,110-1!1.

森 澤 和 子,長 沢 啓 行,西 山徳 幸:

多 目的 複 合 ラン ダム ・サ ンプル ・スケジュー リングに

お ける初 期 解決 定 法 につ いて

予 稿 集,132-133.

本位 田光重,西 山徳幸:

グルーピング効 率最大化に基づく独立した生産セル

の構成法

予稿集,240-241.

平 林 直樹,長 沢啓 行,西 山徳 幸=

ジョブ ショップ型FMSの 工 具 配 分 法

予 稿 集,250-251.

白井正志,久 米靖文:

証拠優位則 の意思決定問題への応用

予稿集,188-189.

久米靖文 趙 悦:

くさび面解析の双安定視覚特性への応用

予稿集,216-217.
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木村 有 寿,有 薗育 生,太 田 宏:

ニューラルネットワークの需 要 予 測 への 応 用

予稿 集,89-90.

原 晋 司,有 薗 育 生,太 田 宏:

拒絶 反 応型 ニュー ロンとそのス ケジュー リング問 題 へ

の応 用

予稿 集,124-125.

小川早苗,太 田 宏

有限計画期間における統合在庫モデル

予稿集,140-141.

有薗育生,泰 圓澄俊徳 金川明弘,太 田 宏:

ロット品質の平均と標準偏差を同時に保証する計量

規準型1回抜取検査の設計

予稿集,158-159.

大内 智,金 川明弘,太 田 宏:

定時観測 ・定数取 り替 えマルチステージ寿命試験の

設計

予稿集,168-169.
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数 理 工 学 科

教 授 会 田 修

長 尾 壽 夫

後 藤 金 英

早 川 款達郎

阪 井 章

村 尾 剛

助教授 市 川 公 一

原 惟 行

田 口 侑 男

山 縣 秀 雄

田 尻 昌 義

講 師 狩 野 裕

高 橋 浩 光

小 山 英 之

中 谷 博 司

曽 田 一 雄

助 手 天 井 三 郎

城 崎 学

中 西 哲 夫
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加 藤 勝
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河 野 通 威

田 中 智

宮 崎 倫 子



撒1.学 術論文,国 際会議Proc.}WWIewwwiggewwwgww}wwk

■Volterralntegro-differentiallnequalityand

AsymptoticCriteria

(ヴ ォル テ ラ積 分 微 分 不 等 式 と漸 近 判 定 条 件)

T.Hara,T.YoneyamaandR.Miyazaki

DifferentialandIntegraIEquations,5-1,

201-212(1992),

(Volterra.Integrodifferentialinequality,

Asymptoticcriteria)

■SomeRefinementsofRazumikhin's

MethodandTheirApplications

(ラ ズ ミ ヒ ン の 方 法 の い くつ か の 改 良 と そ の 応

用)

T.Hara,T.YoneyamaandR.Miyazaki

FunkcialajEkvacioj,35-2,279-305(1992).

(FunctionaldifferentiaIequation,Integrodif-

ferentialequation,Stability)

ロOntheDistributionsofSomeTestCriteria

foraCovarianceMatrixunderLocalAl-

ternativesandBootstrapApproximations

(仮 説 の 近 傍 で の 共 分 散 行 列 に 関 す る検 定 規

準 の 分 布 とブ ー ツ ス トラ ップ近 似)

H.NagaoandM.S.Srivastava

Jour.Mult.Analy.43,331-350(1992).

(Covariancematrix,LRtest,Nagao'stest,

Asymptoticexpansion)

■AsymptoticEquivalenceofUniqueness

EstimatorsinMarginalandConditional

FactorAnalysisModels

(因 子 分 析 に お け る周 辺 モ デ ル と条 件 付 きモ デ

ル に お け る特 殊 分 散 行 列 推 定 量 の 漸 近 同 等

性)

M.IharaandY.Kano

Statistics&ProbabilityLetters,t4,337-341

(1992).

(Full,marginalandconditionalmodels,

MLE,GLSE)

■CanTestStatisticsinCovarianceStruc-

tureModelBeTrusted?

(共 分 散 構 造 モ デ ル に おけ る検 定 統 計 量 は信

頼 で きるか?)

Li-tzeHu,P.M.BentlerandY.Kano

PsychologicalBulletin,112,351-362(1992).

(Asymptoticrobustness,HeterogenousKur-

tosis,Satorra-Bentler'sstatistic)

iRobustStatisticsforTest-of-independ-

enceandRelatedStructuralModels

(独 立 性 の 検 定 な らび に 関 連 した構 造 モ デ ル に

対 す る ロバ ス トな 統 計 量)

Y.Kano

Statistics&ProbabilityLetters,15,21-26

(1992).

(Covariancestructures,Ellipticaldistribu-

tions,Multivariatekurtosis)

■ARecyclingSchemeforLayoutPar廿erns

onceGeneratedforaFarbricationTech-

nology

(以 前 に 作 ら れ た レイ ア ウ ト ・パ タ ー ン の 再 利 用

法)

Y.Shigehiro,1.ShirakawaandH.Takahashi

Proc.ofJTC-CSCC'92,B6-t,282-287(1992).

(Layoutdesign,ICfabricationtechonology,

Layoutvariables)

嘔DeformationoftheFreeSurfaceof

HorizontalMagneticFluidLayerbyCur-

rent-inducedMagneticField

(電 流 が 誘 導 す る磁 場 に よ る 水 平 磁 性 流 体 層

の 自 由 表 面 の 変 形)

K.Gotoh,Y.MurakamiandT.Ohkita

FluidDynamicsResearch,10-1,1-10(1992).

(Magneticfluid,HorizontalIayer,Interface

deforrnation)

■lnstabiIityofSpatiallyPeriodicFlowto

theThree-dimensionalDisturbances

(空 間 周 期 流 の3次 元 撹 乱 に 対 す る 不 安 定 性)

K.Gotoh,Y.MurakamiandM.Murakami

ProceedingsoftheFifthAsianCongressof

FluidMechanics,1,306-309(1992).

(Spatiallyperiodicflow,Flowinstability,

Three-dimensionaldisturbance)

■ResonantlnteractionsbetWeenY-Period-

icSolitonandAlgebraicSoliton:Solu-

tionstotheKadomtsev-PetviashviliEqua-

tionwithPositiveDispersion

(Y周 期 ソ リ トン と 代 数 ソ リ トン の 共 鳴 相 互 作 用

正 の 分 散 を 持 つKadomtsev-Petviashvili方

程 式 の 解)

M.Tajiri,Y.FujimuraandY.Murakami

J.Phys.Soc.Jpn.61-3,783-790(1992).

(PeriodicsQliton,Algebraicsoliton,Resonant

interaction)

■ソ リトンの 安 定 性 と周 期 ソ リトン共 鳴

(StabilityofSolitonsandPeriodicSoliton

Resonance)

田尻 昌義 村 上 洋一
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数 理 解 析 研 究 所 講 究 録,782,206-217(1992).

(Periodicsoliton,Instability,Resonantinter-

action)

■AComputationalMethodforCoarse-

GrainedStationaryDistributionsofthe

MasterEquation

(マ ス タ ー 方 程 式 の 粗 視 化 定 常 分 布 の 数 値 計

算 法)

T.NakanishiandK.Yamamoto

J.Phys.Soc.Jpn.61-10,3421-3424(1992).

(Stochasticsystem,Masterequation,Fluc-

tuation,Stationarydistribution,Computa-

tionalmethod)

■ResonantlnteractionsbetWeenLine

SolitonandY-PeriodicSoliton:Solutions

totheKadomtsev-PetviashviliEquation

withPositiveDispersion

(平 面 ソ リ トン とY周 期 ソ リ トン の 共 鳴 相 互 作 用;

正 の 分 散 を 持 つKadomtsev-Petviashviii方

程 式 の 解)

Y.MurakamiandM.Tajiri

J.Phys.Soc.Jpn.61-3,791-805(1992).

(Periodicsoliton,Soliton,Resonant{nterac・

tion)

■LogarithmicMeniscusofThinMagnetic

FluidLayerunderAxisymmetricMagnetic

Field

(軸 対 称 磁 場 の もと に お け る 薄 い 磁 性 流 体 層 の

対 数 メ ニ ス カ ス)

Y.Murakami,T.OhkitaandK.Gotoh

J,Phys.Soc。Jpn.61-6,1964-1968(1992).

(Magneticfluid,Ferrohydrodynamics,Mag-

neticBondunmber)

■ReducingTurbulencebyPhaseJuggling

(位 相 の 乱 雑 化 に よ る乱 流 の 減 少)

Y.Murakami,L.ShtilmanandE.Levich

Phys.FluidsA4-8,1776-1781(1992).

(Homogeneousturbulence,Dragreduction,

Numericalsimulation)

■NonlinearStabilityoftheKolmogorov

FlowwithBottom-FrictionusingtheEn-

ergyMethod

(エ ネ ル ギ ー 法 に よる底 の 抵 抗 を持 つ コル モ ゴ ロ

フ 流 の 非 線 形 安 定 性)

Y.MurakamiandH.Fukuta

AnalysisofNonlinearPhenomenaandits

Application105-108(1992)、

(Nonlinearstability,PeriodicflQw,Energy

Inethod)

152

■FabricationandCharacterizationofReac-

tivelonBeamEtchedSiCGratings

(反 応 性 イ オ ン ビ ー ム エ ッ チ ン グ 法 に よ るSic回

折 格 子 の 製 作 と性 能 評 価)

E.Ishiguro,K.Yamashita,H.Ohashi,M.

Sakurai,0.Aita,M.Watanabe,K.Sano,M.

KoedaandT.Nagano

Rev.Sci.Instrum.,63,1439(1992).

(ReactiveIonBeamEtching,SiCGrating)

■NonradiativeDecayProcessesof4dHole

StatesinCsF,BaF2andLaF3

(CsF,BaF2及 びLaF3に お け る4d正 孔 状 態 の

無 輻 射 崩 壊 過 程)

KIchikawa,0.Aita,K.Aoki,M.Kamada

andK.Tsutsumi

Phys.Rev.B,45,3221(1992).

(CsF,BaF2,LaF3,ResonantPhotoemission,

NonradiativeTransition)

■La5pCorePhotoemissionSpectraatthe

4d→4fResonanceinLaF3

(LaF3の4d→4f共 鳴 に お け るLa5p内 殻 光 電 子

放 出 ス ペ ク トル)

H.Ogasawara,A.Kotani,B.T.Thole,K.

Ichikawa,0.AitaandM.Kamada

SolidStateCommun.,81,645(1992),

(LaF3,La5pBranchingRatio,Resonant

Photoemission)

■Soft-×-RayExcitedSoft-X-RayAppear-

ance-PotentialSpectraofSmMetaland

SmB6intheSm3dElectronExcitation

Region

(Sm金 属 及 びSmB6に お け るSm3d励 起 領 域

の 軟X線 励 起X線 出 現 ポ テ ン シ ャ ル ス ペ ク ト

ル)

O.Aita,M.OkusawaandK.Tsutsumi

Phys.Rev.B,45,12711(1992).

(Soft-X-RayExcitation,X-RayAppear・

ance-PotentialSpectra,Sm,SmB6)

■PhotoelectronSpectroscopicStudyofthe

DecayProcessofExcited4fStatesin

CesiumHalides

(セ シ ウ ム ハ ライ ドに お け る4f励 起 状 態 の 崩 壊

過 程 の 光 電 子 分 光 に よる研 究)

M.Kamada,0.Aita,K.Ichikawa,M.

OkusawaandK.Tsutsumi

Phys.Rev.B,45,12725(1992).

(CesiumHalides,ResonantPhotoemission,

Excited4fStates,DecayProcess)

■PerformanceoftheRevolverUndulatorat

thePhotonFactory;ApPlicationto



Spectroscopy

(フ ォ トン フ ァ ク トリー に お け る リボ ル バ ー 型 ア ン ジ

ュ レー タ ー の 性 能:分 光 学 へ の 応 用)

A.Kakizaki,T.Kinoshita,A.Harasawa,H.

Ohkuma,T.Ishii,M.Taniguchi,M.Ikezawa,

K.SodaandS.Suzuki

NuclearInstrum.MethodsinPhys.Research,

A311,620(1992).

(RevolverUndulator,YbB,,Photoelectron

Spectroscopy)

■TheoryofCore-LevelSpectroscopyin

High-TcSuperconductors

(高 温 超 伝 導 体 の 内 殻 準 位 分 光 の 理 論)

A.Kotani,K.Okada,S.TanakaandY.

Seino

Jpn.J.Appl.Phys.,Series7,306(1992).

(Core-LevelSpectroscopy,High-TcSuper-

conductor)

■TheoryofX-RayEmissionandPhoto-

emissionCoincidenceSpectroscopy

(X線 発 光 と 光 電 子 と の 同 時 計 測 分 光 の 理

論)

S.TanakaandA.Kotani

J.Phys.Soc.Jpn.,61,4212(1992).

(X-RayEmission,Photoemission,Coin-

cidenceSpectroscoPy)
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欝2.解 説,総説}WWWW}wwwwwwgwwwwewewww

■共 分 散 構 造 分 析 モデル と統 計 的 推 測

狩野 裕

数理科学,No.355,77-84(1993).
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懸 3.著書一 ※※
圏応 用 解 析(複 素 解 析/フ ー リエ解 析)

阪井 章

共立出版(1992).

■統計 学 への 入 門

長尾壽夫

共立出版(1992).
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灘4.国 際会議発表一
■57thAnnualMeetingofthePsychomeric

Society(Columbus,U.SA,Jul.,1992)

Y,KanoandM.Ihara:

IdentificationofInconsistentVariatesin

FactorAnalysis

■5thAsianCongressofFluidMechanics

(KAISTTaejon,Korea,Aug.,1992)

K,Gotoh,Y.MurakamiandM.Murakami:

InstabilityofSpatiallyPeriodicFIowtothe

Three-DimensionalDisturbances

■7thlnt.Conf.onX-RayAbsorptionFine

Structure(Kobe,Japan,Aug.,1992)

S.Tanaka,H.Ogasawara,K.OkadaandA.

Kotani=

TheoryofDysprosiumL3XANESFreefrom

L3CoreLifetimeBroadening

■lnt .Conf.StronglyCorrelated日ectron

Systems(Sendai,Japan,Sep.,1992)

M.Nakano,M.KatoandK.Yamada:

DCNQレCopper'sMetaHnsulatorReentrant

Transition:TheoryofPressure-Tempera-

turePhaseDiagram

■lnternationalSymposium:Holomorphic

Mappings,DiophantineGeometryandRe-

latedTopics(Kyoto,Japan,Oct.,1992)

M.Shirosaki;

ValueDistributionforMovingTargets

■TheWorkshop
,"AnalysisofNonlinear

PhenomenaanditsApplication",(RIMS,

Kyoto,Japan,Oct.,1992)

Y.MurakamiandH.Fukuta:

NonlinearStabilityoftheKolmogorovFlow

withBottom-FrictionUsingtheEnergy

Method
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撒5.学術講演発表一
■微 分 方 程 式 研 究 集 会(3月,大 阪)

原 惟 行:

HowtoConstructanExampleofVinograd

TypeintheLi6nardPlane

■日本 物 理 学 会 第47回 年 会(3月,横 浜)

田尻 昌義,村 上洋一=

ソリトンの不安定性 と周期 ソリトン共鳴

講演予稿集第4分 冊,30a12.

加藤 勝,中 西 章:

Car-Parrinello法 によるGaAs(110)表 面 系 の構 造

の研 究II

講演 予 稿集 第3分 冊

田中 智,小 谷章雄 市川公一,会 田 修:

希士類化合物の4f-4dX線 発光スペクトルの理論

講演予稿集2,287.

田 口幸 広,市 川 公 一,曽 田一 雄,田 中 智,梅 原

隆,田 端 篤,畑 内和 士,松 本 雅 美,会 田 修=

Ceハ ライドの4d→4f共 鳴光 電 子 分 光1価 電 子帯 ス

ペクトル

講演 予 稿集2,305.

曽 田 一 雄,市 川 公 一,田 口幸 広,田 中 智,梅 原

隆,田 端 篤,畑 内和 士,松 本雅 美,会 田 修=

Ceハ ライドの4d→4f共 鳴 光 電子 分 光IICe5pス ペ

クトル

講演 予稿 集2,305,

市 川 公 一,曽 田 一 雄,田 口幸 広,田 中 智,梅 原

隆 田端 篤,畑 内和 士,松 本 雅 美,会 田 修:

Laハ ライ ドにお ける3D(4d94f1)励 起 状 態 のオー ジェ

崩 壊

講 演 予稿 集2,306.

■日本 化 学 会 第63春 季 年 会(3月,東 大 阪)

伊達正和,田 口幸広,西 嶋光昭:

Si(111)(調 × 調)R30.-B表 面の反応性

講演予稿集1,350.

■ 日 本 数 学 会(4月
,福 岡)

狩 野 裕:

RobustStatisticsforTest-of-independence

andRelatedSturucturalModels

統 計 数 学 分 科 会 講 演 ア ブ ス トラクト,93-94.

猪原正守,狩 野 裕;

標本分散行列 のある条件下での漸近分布 にっいて

統計数学分科会講演アブストラクト,95-96.

狩野 裕,猪 原正守=

因子分析における変数選択と尤度比検定

統計数学分科会講演アブストラクト,97-98.

m第15回 微 分 方 程 式 セ ミナ ー(7月,福 岡)

原 惟 行:

BoundednessofSolutionsofPerturbedVol-
.t
erraIntegro-differentialSystems

■「常 微 分 方程 式 と関 数微 分 方 程 式 の 定 性 的研

究 」研 究 集 会(7月,神 戸)

原 惟行=

Vinograd型 線形微分方程式系x'=A(ωt)xに

ついて一ωの変化による解軌道の変容一

宮 崎 倫 子=

BoundednessofSolutionsofaPerturbed

VolterraIntegrodifferentialEquation

■ 第35回 関 数 論 シ ンポ ジ ウ ム(7月 ,富 山)

城崎 学:

ValueDistributionforMovingTargets

講 演 要 旨集,13-16.

馴 日本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会(9月 ,東 京)

後藤金英=

抵抗を伴う二次元平行周期流の安定性

講演予稿集第4分 冊,77.

加 藤 勝=

周 期 的Anderson模 型 の磁化 曲線

講 演 予 稿 集第3分 冊,164.

加藤 勝,小 久保文雄:

三角格子Hubbard模 型の磁気構造

講演予稿集第3分冊,538.

中野 正 浩,加 藤 勝,山 田耕 作:

有 機 導 体DCNQI-CuのMetal--lnsulatorリ エ ントラ

ント転 移 の理 論

講 演 予稿 集 第2分 冊,363.

定 田浩 一,田 中 智,曽 田 一 雄,二 澤 宏 司,新 井

智 也,会 田 修=

La化 合 物 の蛍 光 励起 による5p→3dX線 放 射 スペ ク

トル

講 演 予稿 集2,208.

田中 智,小 笠 原春彦,岡 田耕 三,小 谷章雄 会

田 修

Dy化 合物のL,吸 収端微細構造 の理論

講演予稿集2,208.
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松 本 雅 美,市 川 公 一,曽 田 一 雄,田 中 智,田 口

幸 広,梅 原 隆,田 端 篤,畑 内 和 士,会 田

修 二

Laハ ライドおよびCeハ ライドの4d→4f共 鳴光 電 子 分

光

講 演 予稿 集2,209.

藤 井 純,木 下 豊 彦,島 田 賢 也,生 駒 哲 昭,柿 崎

明人,石 井 武 比 古,曽 田 一 雄 菅 原 英 直,福 谷 博

仁,藤 森 淳=

PFBL-19Aス ピン分解 光 電 子 分光 装 置

講 演 予稿 集2,211.

畑 内和 士,曽 田 一 雄,市 川 公 一,田 中 智,田 口

幸 広,会 田 修=

Bi(Pb)-Sr-Ca-Cu-O系 超 伝 導体 のCuK吸 収 スペ

クトル

講 演 予 稿 集2,216.

■ 日 本 数 学 会 秋 季 総 合 分 科 会(IO月,名 古 屋)

宮崎 倫 子,原 惟 行:

Voltena積 分微 分 方 程 式 の解の一 様 有 界性

函 数方 程 式論 分 科 会講 演 ア ブス トラクト,No.2.

城 崎 学:

有理 形 関 数 の一意 性 定 理 の拡 張 につ いて

アブストラクト,No.22.

長 尾 壽 夫:

だ円 分 布 の下 で のスフェリシティ検 定 と独 立 性 検 定

に 関 する分 布 の 仮 説 の 近 傍 で の漸 近 展 開 とその比

較

統 計 数学 分 科 会 アブストラクト,p115-116.

M.Berkane,Y.KanoandP.M.Bentler二

PseudoMaximumLikelihoodEstimationin

EllipticalTheory=EffectsofMisspecfication

統 計 数 学 分 科会 講 演 ア ブストラクト,123-124.

早 川 款 達 郎,金 貴:

積 分 作 用 素 のUL分 解 とその応 用

冒 「常 微 分 方 程 式 の 定 性 的 理 論 と偏 微 分 方 程 式

へ の 応 用 」研 究 集 会(11月,京 都)

原 惟行:

AnOscillationTheoremforaForced

Li6nardSystem

■ シ ンポ ジ ウ ム"種 々 の 統 計 母 数 モ デ ル とそ の 尤

度 関 数 に よる統 計 的 推 測"(11月,大 阪)

長 尾 壽 夫

ジャックナイフt統 計 量 につい て

予稿 集,11-19.
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狩野 裕:

楕円分布 と統計 的推測

報告集,26-43.

■シンポジ ウム 「ノンパ ラメトリック推 測 理 論 の 最

近 の発 展 とその応 用 」(11月,福 岡)

長尾壽夫:

だ円分布の下 でのスフェリシティ検定と独 立性検 定

について

口研 究 集 会 「Hardy空 間 の 研 究 」(12月,京 都)

阪 井 章:

zとf(z)に よって生 成 され る関 数環

数 理 解析 研 究 所 講 究録825,82-88.

■ 「微 分 方 程 式 の 総 合 的 研 究 」研 究 集 会(12月,

東 京)

原 惟行:

OscillationTheoremsforaForcedLi6nard

System
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簾1.学 術 論 文,国 際 会 議Proc.

■ChemiluminescenceMethodforDeter-

minationofGaseousChlorineSpeciesin

AmbientAir

(大 気 中 の 気 相 塩 素 種 の 化 学 発 光 定 量 法)

N.Takenaka,S.Itoh,M.Kitano,Y.Maeda

andM.Munemori

Ana1.Chim,Acta.266,353-358(1992).

(Chlorinespecies,Chemiluminescence,

Determination,Airpollution)

口AccelerationoftheRateofNitriteOxida--

tionbyFreezinginAqueousSolution

(水 溶 液 中 で の 亜 硝 酸 の 酸 化 反 応 の 凍 結 に よ

る促 進 作 用)

N,Takenaka,A.UedaandY.Maeda

Nature,358,736-738(1992).

(Freezing,Aqueousoxidation,Nitrite,Acid

precipitation)

■ChemiiuminescenceDeterminationof

TraceAmountsofAmmoniaandHalogen

SpeciesintheEnvironment

(化 学 発 光 法 に よ る環 境 中 の ア ン モ ニ ァ と ハ ロ

ゲ ン 種 の 定 量)

Y.MaedaandN.Takenaka

PrQc.ofEUROPTOonopticalmethodsin

atmosphericchemistry,1715,185-193(1992).

(Ammonia,Chemiluminescence,Halogen

species,Airpollution)

圏JointStudiesonEnvironmentalChange

anditsEffectsonEcosystemsinEast

Asia

(東 ア ジ ア に お け る 環 境 変 化 とそ の 生 態 系 へ の

影 響 に つ い て の 共 同 研 究 成 果)

Y.Maeda,N.Takenaka,1.Aiga,M.Kiyota,

T.Hirano,Z.FenandF.Zhan

Theproc.ofISGAOsaka92,59-65(1992),

(Ecosystem,Acidrain,Jointstudies,Decline

ofplants)

匿ConversionReactionsofNitrogenOxides

inLongDistanceTransportation

(長 距 離 移 流 中 の 窒 素 酸 化 物 の 変 換 反 応)

N.Takenaka,A.UedaandY.Maeda

Theproc.ofISGAOsaka92,89-94(1992).

(Transpotation,Conversion,Airpollutants,

Acidrain)

mDeterminationofAikalinePollutantsin

Environment

(環 境 中 の 塩 基 性 汚 染 物 質 の 定 量)

X.Hu,N.Takenaka,M,Kitano,M.Hattori,

H.HoriiandY.Maeda

Theproc.ofISGAOsaka92,117-122(1992).

(Alkalinepollutants,Chemilurninescence,Air

poUution)

暉SonochemicalDecompositionofHarmful

Substances

(有 害 物 質 の 超 音 波 化 学 分 解)

Y.Nagata,K。Inazu,M.Furuta,M.

Nakagawa,Y.KurosakiandY.Maeda

Theproc.ofISGAOsaka92,521-524(1992).

(Sonolysis,Chemica]substances,Decomposi-

tion)

匿Continuous-flowMethodfortheDeter-

minationofTotalTrihalomethaneForma-

tionPotentialinWaters

(水 中 の 全 トリ ハ ロ メ タ ン 生 成 能 の 連 続 流 れ 定

量 法)

T.Aok{andK.Kawakami

Anal.Chim.Acta,261,335-338(1992).

(Fluorimetry,Flowsystem,Trihalomethane)

曝ChemicalSpeciesinFogwaterandAir

PollutionattheTopofMt.Akagiin

Japan

(日 本 赤 城 山 頂 の 霧 水 中 の 化 学 成 分 と 大 気

汚 染)

Y.Ikeda,K.MuranoandS.Hatakeyama

Proc.ofInternationalSymposiumofUniv.

ofOsakaPrefectureonGlobalAmenity,

105-110(1992).

(Airpollution,Wind-velocity,Transporta-

tion,Fogwater)

■PlumeRisePredictioninaStably

StratifiedCalmAmbient

(静 止 成 層 流 体 中 で の 煙 の 上 昇 予 測)

T.Yamada,T.Hisaeda,F.IchimoriandY.

Ikeda

Proc.ofInternationalSymposiumofUniver・

sityQfOsakaPrefectureonGlobalAmenity,

156-161(1992).

(StableLayer,Plumemaximulnheight,LDV

rneasurement)

■ANumericalSimulationofAirflowand

PoliutantDiffusionOverComplexTerrain

(複 雑 地 形 に お け る気 流 と汚 染 物 質 拡 散 の 数

値 シミュ レー シ ョン)

R.Yasuda,T.HoshinoandY.Ikeda
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Proc.ofInternationalSympesiumofUniver-

sityofOsakaPrefectureonGlobalAmenity,

162-167(1992).

(Airpolluution,Complexterrain,Pollutant

diffusion,Numericalsimulation)

■MonteCarloSimulationofAtmospheric

Diffusion

(大 気 拡 散 の モ ン テ カ ル ロ ー シ ミュ レー シ ョン)

T.HoshinoandY.Ikeda

Proc.ofInternationalSymposiumofUniver-

sityofOsakaPrefectureonGlobalAmenity,

168-171(1992).

(Atmosphericdiffusion,Lagrangianap-

proach,Skewdistribution,Stability)

匿Fogwater
,Aerosol,OzoneandGasseous

NitricAcidDeterminationonMt.Akagiin

Japan

(日 本 赤 城 山 頂 の 霧 水,エ ア ロ ゾ ル,オ ゾ ン お

よ び ガ ス 状 硝 酸 の 測 定)

K.Murano,Y.Ikeda,S.HatakeyamaandT.

Mizoguchi

Proc.ofthegthInternationalCleanAir

Congress,IU-13B,05(1992).

(Fogwater,AirpQllutionmeasurement,Acid

materials,Ozone)
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灘2.解 説,総説i/lwwwweWSWWWIwwwwwwewwwww

■酸 性 雨 ,酸 性 雪,酸 性 霧

前 田泰 昭,竹 中規 訓

EcochemistryNewsLetter,5,1-5(1992).

響凍 らせ ると速 く進 む 反 応

前 田 泰 昭,竹 中規 訓

現 代 化学,260,70(1992).

■異 相 の 分 析

前 田泰 昭,竹 中規 訓

ぶんせ き885-893(1992).

国先 端 化 学 の 疑 問 に 答 え る

竹 中規 訓

化学48,102-103(1992).

■中 国 の 環 境 汚 染 と 日本 へ の 影 響

前田 泰昭

化 学 と工 業45,93-95(1992).

■地 球 環 境 と水

前 田泰 昭

高分 子 と水 に関す る研 究 会32-35(1992).

闘Accelerationoftherateofnitriteoxida_

tionbyfreezinginaqueoussolution

N.Takenaka,A.UedaandY .Maeda

ScienceandTechnologyinJapan,lt,36-38

(1992).

躍排 ガ ス の ク リー ン化

前 田泰 昭

クリー ンな地 球 を作 る先進 材 料34-39(1992) .

■酸 性 雨 の 話

池 田有 光

大 阪府 立 大 学府 民 講座34-39(1992).
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懸 4.国 際 会 議 発 表一
■EUROPTOonOpticalMethodsinAtmos-

phericChemistry(Berlin,Germany,May,

1992)

Y,MaedaandN.Takenaka:

ChemiluminescenceDeterminationofTrace

AmountsofAmmoniaandHalogenSpecies

intheEnvironment

■AWW's1992AnnualConference(Van-

couver,Canada,Jun.,1992)

T.Aoki,H.Hoshikawa,R。MiltnerandR.

Clark.

MonitoringforAqueousOzonewith

Thin-filmSemiconductoratWaterTreat-

mentPilot-plantinUS.EP.A.

膠XXVSILlnt .Congress(Barcelona,Spain,

Aug,,1992)

T.Aoki,M.KumagaiandM.Nakanishi=

DevelopmentQfDOCProbeandApplication

toWaterinLakeBiwa

剛nt.SymposiumontheAirPollutionCon-

trolPolicyandStrateegyChongqing'92

(Chongqing,China,Oct.,1992)

Y.Maeda.

AcidRaininJapan

■ISAGAOsaka92(Sakai
,Japan,Nov.,

1992)

Y.Maeda,N.Takenaka,1.Aiga,M.Kiyota,

T.Hirano,Z.FenandF.Zhan;

JointStudiesonEnvironmentalChangeand

itsEffectsonEcosystemsinEastAsia

N.Takenaka,A.UedaandY.Maeda.

ConversionReactionsofNitrogenOxidesin

LongDistanceTransportation

X.Hu,N.Takenaka,M.Kitao,M.Hattori,

H.HoriiandY.Maeda:

DeterminationofAlkalinePollutantsinEn-

Vlronment

Y.Nagata,K.Inazu,M.Furuta,M.

Nakagawa,Y.KurosakiandY.Maeda.

SonochemicalDecompositionofHarfulSub-

stances
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懸5.学術講演発表　
■日本 化 学 会 第63春 季 年 会(3月,大 阪)

上 田哲弘,竹 中規訓,前 田泰昭:

凍結過程 における酸化反応 ・HNO2の 溶 存酸素 に

よる酸化反応(2)

講演予稿集,1F532.

中川美智代,稲 津晃司,前 田泰昭,永 田良雄

水 中有機汚染物質 の超音波分解

講演予稿集,3F505.

膣ソノケ ミス トリーの 新 しい展 開(10月,名 古 屋)

前田泰昭,中 川美智代,永 田良雄

有害有機汚染物質の超音波分解

講演要旨集,9.

■第33回 大 気 汚 染 学 会(12月,大 阪)

前田泰昭,竹 中規訓,上 田哲弘;

大気化学における凍結過程の寄与

講演要旨集,143-144.

稲津晃司,中 川美智代,前 田泰昭,永 田良雄

有機塩素化合物 の超音波処理(4)

講演予稿集,3F506,

田口圭介,竹 中規訓,前 田泰昭,ほ か

金剛山における霧組成について

講演要 旨集,512.

北野 優,小 笠原芳知,前 田泰昭,永 田良雄

自然水中のフミン酸の定量とその動態

講演予稿集,3F514.

竹中規訓,上 田哲弘,小 林高史,前 田泰昭:

雨粒や霧粒の凍結時に起こる酸化還元反応

講演要 旨集,516、

■第53回 分 析 化 学 討 論 会(6月,秋 田)

胡 新成 竹中規訓,前 田泰昭=

尿素と臭素水との化学発光反応に関する研究
一尿素とフローインジェクション分析法の開発

講演予稿集,2AO5.

層第15回 極 域 気 水 圏シ ンポジウム(7月,東 京)

竹中規訓,上 田哲弘,前 田泰昭=

溶液の凍結時におこる化学反応

講演要旨集,p17.

■ 日本 分 析 化 学 会 第41年 会(9月,京 都)

前田泰昭,胡 新成,北 野 優,竹 中規訓:

遊離および結合塩素の分別化学発光定量法の開発

講演要旨集,3BIO.

北野 優,竹 中規訓,前 田泰昭:

フミン質の化学発光による基礎的研究

講演要旨集,3B11.

胡新成 竹中規訓,前 田泰昭=

化学発光一フローインジェクション分析法による雨水

中のアンモニウムイオンの定量

講演要 旨集,3B12.

竹中規訓,前 田泰昭,ほ か:

霧の採取法の基礎的検討と生駒 山でのフィールド調

査

久枝俊弘,山 田哲也,池 田有光:

静止 した安定成 層流体 中の鉛直噴 流(第1報)上 昇

高に対する排 出口条件 の影響

講演要 旨集,423.

山田哲也,久 枝俊弘,池 田有光 二

静止 した安定成層流体 中の鉛直噴流(第2報)最 大

上昇高の統一スケーリング

講演要 旨集,424.

安田龍介,星 野叡史,池 田有光=

複雑地形の気流と汚染質の拡散

講演 要旨集,107-108.

■1992年 会 環 境 科 学 シ ンポジ ウム(12月,東

京)

上田哲弘,竹 中規訓,前 田泰昭=

凍結過程における酸化還元反応一酸性化に及 ぼす

影響一

講演要旨集,140.

圏日本 化 学会 第64秋 季 年 会(10月,新 潟)

黒崎好美,中 川美智代,永 田良雄,前 田泰昭

高濃度ポリクロロハイドロカーボンの超音波分解

講演予稿集,3E320.

中川美智代,黒 崎好美,永 田良雄,前 田泰昭

水中有機汚染物質の超音 波分解(2)

講演予稿集,3E321.
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徽6.新 聞,雑 誌等発表}remewwwwgewewwwggewwwgewww

■有 機 塩 化 物 を超 音 波 で分 解

前田泰昭

朝 日新聞(夕刊),1992年6月24日

■NO2急 冷 却 酸 性 雨 の 一 因

前田泰昭,竹 中規訓

読売新聞,1992年8月30日

■冷 や すと進 む酸 化

前田泰昭,竹 中規訓

朝 日新聞(夕刊),1992年9月4日

翻中 国 ・峨 眉 山 の 針 葉 樹 林 被 害

前田泰昭

読売新聞,1992年11月17日

■硝 酸 ,凍 結 時 に生 成

前田泰昭,竹 中規訓

日本経済新聞(夕刊),1992年11月30日

薗酸 性 雨 の 硝 酸 水 の 凍 結 時 ,一 気 に生 成

前田泰昭,竹 中規 訓

京都新聞(夕刊),1992年11月30日

■酸 性 雨 解 明 に手 が か り

前田泰昭,竹 中規訓

北 日本新聞(夕刊),1992年11月30日

薗酸 性 雨 の 解 明 に手 掛 か り

前田泰昭,竹 中規訓

山形新聞(夕刊),1992年!1月30日

■硝 酸 生 成 凍 結 で 急 反 応

前田泰昭,竹 中規訓

高知新聞(夕刊),1992年11月30日

■酸 性 雨 引 き起 こす硝 酸 水 凍 結 で 一 気 に生 成

前田泰昭,竹 中規訓

東奥 日報(夕刊),1992年11月30日

■凍 結 過程 で硝 酸 急 増

前 田泰昭,竹 中規 訓

中国新聞(夕 刊),1992年11月30日

■化 学 反 応 の 常 識 破 る発 見 硝 酸 凍 結 時 一

気 に生 成

前田泰昭,竹 中規訓

岩手El報(夕 刊),1992年11月30日

薗硝 酸 凍 結 で 生 成

前田泰昭,竹 中規訓

福井新聞,1992年12月1日
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■硝 酸 が 凍 結 一 気 に生 成

前田泰昭,竹 中規訓

埼玉新聞,1992年12月1日

国硝 酸 凍 結 で 一 気 に生 成

前 田泰昭,竹 中規訓

日本海新聞,1992年12月1日
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口機 械 工 学 専 攻

青

青

石

井

入

沖

川

川

蒲

高

中

寺

出

徳

永

那

林

前

前

桝

松

森

木

木

倉

戸

部

原

原

本

生

原

馬

本

井

永

田

須

田

田

井

村

薬師寺

衰

張

陸

晴 雄

雅 雄

一 孝

側正直

正 継

隆 介

清 一

雄 也

恵 司

奉 弘

康 晴

和 博

耕 一

智 史

俊 美

康 介

良 太

達

治

康

高

国

暁

志

彦

進

志

章

大

方

耀

茜

超軽量Mg-Li系 合金の変形特性 とその変形機構 に関する基礎研究

MC研 削における基礎的研究一工具 の運動制御 とその形状 一

分子動力学法による理想結晶 の臨界 せん断応力の解析

ガスエンジンにおける混合気形成過程

ACerebralModel-basedIntelligentControlSystem-AControllerInvolving

Rule-basedControlScheme-(脳 の運 動機能 モデルに基 づ く知的 コン トロール システム

ールールベース処理 を行 う知的 コン トロー ラー)

多孔質層 にお ける球 まわ りの低Rayleigh数 の自然対流 の解析

大規模発電お よび分散型 コージェネ レーシ ョン ・システムの最適協調計画

エア クッシ ョン降着装置の基礎実験

マルチエ リア協調型燃料電 池熱電併給 システムの最適設計計画

非一様加熱 を受けるアングルプライ積層長方形板 の非定常熱応力 と熱変形

熱及び水分環境下における複合材料の非定常連成湿熱応力問題 の解析的研究

自動車模型の風洞実験法について(車 体下面の空力特性)

産業用ガスター ビン ・コージェネレーシ ョン ・プラン トの最適計画

斜め高速衝撃 を受ける厚板 中の波動伝 ぱ解析 一三次元波動伝 ぱ解析 プログラムの開発 とそ

の応用一

2次 元鈍体周 りの渦法

光学顕微鏡 を利 用 したヘテロダイン干渉型力顕微鏡

OnLinearRobustControlofNonlinearSystems-ConfigurationControlof

HovercraftviaMulti-SectionalControl-(非 線型 システムの線形 ロバス ト制御 に関す る

一考察一切 り換え制御 によるホバー クラフ トの姿勢制御 一)

球圧子による弾塑性押込み時の脆性材料の き裂進展条件 の解析

レーザ シー ト法に よる噴霧火炎の構造解明

ヘ リカル系磁場配位 における高速 イオ ンの閉じ込めの評価

材料定数を考慮 した超塑性変形 に対す る構成式 に関する基礎研究

走査型力顕微鏡のための静電バランス型微小力セ ンサに関 する研 究

地域冷暖房 プラン ト用運転ア ドバ イザ リー ・システムの開発

ねじ り衝撃 を受 ける横等方性円柱 および組合 せ円柱中の二次元弾性/粘 塑性波動伝 ぱ解析

微小重力下 にお ける乳化燃料液滴 の燃焼

風力 ・太陽光発電 システムの最適設備容量計 画

■航 空 工 学 専 攻

上 山

大根田

尾 崎

神 吉

茂

明

隆

英

晴

宏

浩

次

超音速燃焼 に関す る数値的研究

前縁剥離の制御 に関する数値 シミュレー シ ョン

低 レイノルズ数にお ける壁乱流の特性

圧電アクチュエータを用いた構造要素の能動制御
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坂 本 慎 介

鹿 谷 茂 生

白 鞘 秀 樹

知 久 成 彦

永 田 幸 司

野 上 龍 馬

平 井 祐 則

藤 井 清 志

松 崎 典 男

松 本 浩 至

安 田 秀 和

山 脇 信 二

荷重の変動に対す る繊維強化複合材料の最適設計

2枚 の くさび形 プ リズムを利用 した光軸偏向装置 の制御 に関す る研究

低周波ファン騒音の低減化 に関する研究

応答曲面法およびニ ューラルネ ットワー クを用 いた信頼 性解析

低公害 ガスタービン燃焼器 に関する研究

軸流ファンの静粛化の手法 とその音圧 レベルの予測式の構築

新 しい混合方式 の研究

宇宙ロボッ トによる浮遊物体捕捉作業 の地上模擬制御実験

図面情報 の自動読 み取 りシステムに関す る研究

オブジェク ト指 向による複合材料構造 の解析/設 計 システム

双腕宇宙 ロボッ トによる物体の操 り

複数 トラッククレー ンによる協調搬送 に関する研究

■電 気 工 学 専 攻

朝

池

今

上

太

大

菊

木

小

塩

白

白

白

高

津

中

野

林

深

藤

増

松

物

霧

田

村

田

田

野

田

村

西

田

石

木

水

須

幡

垣

波

田

井

地

原

部

真

博

正

昌

昌

啓

哲

忠

清

宣

俊

俊

秀

康

聡

康

秀

徹

寛

民

哉

博

広

啓

治

郎

道

聡

隆

行

英

也

成

樹

大

男

治

SRモ ータの トルク特性 と トル クリプル改善法

発光性 シ リコン薄膜に関する研究

有機光導電体 を用 いた積層感光体 における光電流 の解析

非晶質SiC:H薄 膜の光電流増倍現象に関す る研究

相互結合型ニューラルネ ットワー クのダイナ ミクス と組合せ最適化問題への応用

半導体 レーザの超高速変調 に関す る研究

電力系統過渡安定度問題 へのニ ューラルネッ トワークの適用

SS通 信 システムにお ける狭帯域妨害波除去 フィルタを もつDLLの 特性に関する研究

カオスの基礎 と工学的応 用一フラクタル的側面 とカオス制御 一

光CTに 関する研究

言語 と画像の統合 による幾何図形問題 の理解 とその解決

しきい近傍励起変調 レーザにお ける不安定性 を用いたAII-opticalFlip-Flop

DS-SSMA通 信 システムにお ける帯域制限の影響 とその改善 に関す る研究

単一化文法に基づ く音声言語のパージング手法

差分 ・常微分 ・偏微分方程式系 に現れるカオス現象

CMOS機 能 セルを用 いた効率的なセ ミカスタムレイア ウ ト手法

音節 ラテ ィスの生成に適 したTDNNを 用いた音声認識手法

高帯電能 ・高感度Si感 光体の製作 と電子写真特性

弾性関節を有す るロボ ッ トのモ デル化 と振動抑制制御

二層液中における衝撃波 の収束 に関する研究

異方性単一 モー ドスラブ導波路問の突合わせ結合

シ ミ義レーシ ョンによる液 中衝撃波の反射 ・伝搬 に関する研究

CdGa2Se4の フォ トリフラクテ ィブ効果
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森

山

山

若

高

朴

地

本

本

本

林

福

純 司

和 彦

裕 二

秀 昭

小 春

来 樽

基 良

PMモ ー タの回転子構造 に適 した高性能制御法

電磁結合形マイ クロス トリップアレーの設計 に関す る研究

アキシャル タイプPMモ ー タの トルク特性 と トルク リプル改善法

任意形状素子 か らな る無限周期 アレーの電磁波散乱 に関す る研究

リアル タイムシステムの論理型仕様記述言語 とその検証

理論的意味論 に基づ く発話行為 の理解 とプラン認識

時変伝送路に対 する学習的同定法 を用いた適応等化器 に関す る研究

■電 子 工 学 専 攻

足

網

板

五

上

上

裏

大

大

尾

越

笠

紅

五

清

下

城

諏

土

西

野

松

真

藪

吉

孫

張

萢

立

井

垣

貫

田

田

谷

棄

原

智

松

林

味

水

坊

山

訪

橋

本

口

村

野

野

田

正

昭

昌

郁

芳

宗

友

貴

信

俊

和

則

正

正

智

明

敬

寛

慎

之

秀

仁

浩

伸

誠

夫

宏

明

紀

夫

夫

毅

明

博

也

之

登

典

隆

秀

平

章

之

恭

洪

初

皓

RFプ ラズマの電気 的特性の測定

非晶質As,Se3の β緩和 とキ ャリア輸送特性

走査電子顕微鏡 にお ける画像 のデジタル処理

高温超伝導体 のマイ クロ波表面イ ンピーダンス

目標値 フィルタにより零配置 を行 う極零配置形適応制御

離散PLh変 換に よる濃淡画像 のインパルスノイズの除去

神経回路網学習 アルゴ リズムのHamiltonianに よる統一的導 出と逆問題へ の応用

2次 神経回路網 による連想機能 をもつ一般順 序機械 の実現

動的 システムにおける2次 感度伝搬式 と一 ユーラル ネッ トワークの学習への応用

2次 逆伝搬誤差 とHamiltonian最 小化による神経回路網学習

ニューロオー トマンの実現 と学習

ホログラフィック露光 による微細 グレーテ ィングの作製

簡易型適応制御 に対 する離散時間アル ゴリズム

断熱法による比熱自動計測 システムの開発

ニ ューラルネッ トワークによる非線形系の同定 と制御

条件数を用 いた システム同定

AIP/lnP(001)歪 超格子の間接 一直接遷移

スイ ッチ トキ ャパシタニ ューロン回路 に関する研究

電子 ビームに露光 されたPMMAの 溶解特性

最適 レギュレータの逐次的な極配置 による設計

伝播学習法 を用いたシステム同定の最良マ ッチング性

高NAレ ンズを用いた微細パ ター ンの形成

Hopfield一上坂最適化法におけるKuhn-Tucker最 適性 と収束性 の向上

バ リア領域 の散乱 を考慮 した共鳴 トンネルダイオー ドのモ ンテカルロ ・シ ミュレーシ ョン

ネマテ ィック液晶 の電荷輸送特性

多段線形分割型 のニ ューラル ネッ トワークの構成法 の考察

シリコンポ リマー の光誘起現象

簡 易型適応制御 によるモータの位置制御
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八 劔 保 武 時間遅れ制御 を利用 した非線形 系の追従制御

■応 用 化 学 専 攻

石 川 宏

伊 藤 健 一

上 田 哲 弘

岡 本 誠 史

尾 形 暢 亮

小 川 盛 幸

鎌 田 展 弘

河 野 順 一

岸 田 和 雄

北 村 千 寿

木 下 康 生

河 野

小 西

斎 藤

塩 谷

龍

俊

興

隆

晴

靖

田 中 純

谷 恭 子

土 田 伸 史

中

中

流

西

西

西

西

疋

平

尾 豊

川 美智代

浩一郎

原

村

山

山

田

瀬

松 本

三 木

森

康

政

俊

信

敏

龍

順

伸

俊

浩

通

徳

行

彦

子

介

雄

マイクロ波誘導プラズマ を用いる発光分光分析 に関する研究

高分子固体系での0一ア シルオキシムの光分解 によるア ミンの生成 とその熱橋 かけ反応へ

の応用

凍結過程 における酸化還元反応 およびその環境中での役割

ゼオ ライ ト細孔内を反応場 とする芳香族 ケ トンの光励起過程 と光化学反応に及 ぼす交換 ヵ

チオ ンの影響

180置換 によ りMo系 酸化物触媒の ラマンスペ ク トルシフ トと酸化反応サイ トに関す る研究

銅電析 によるアル ミニ ウムの表面改質

微粒子酸化チタンを光触媒 とす る二酸化炭素の水 による還元反応

超原子価硫黄の結合特性 を利用す る新規パ ラジウム(IDカ ルベ ン錯体の合成 とその性質

ゾルーゲル法 と電気泳動法 を組み合 わせた酸化物厚膜の作製

配位子 にア ミド基 を有する四核型鉄 一硫黄 クラスターの合成 と電子伝 達機能

トリス(ア ルキルチオ)シ クロプロペニルカチオン類か ら生成す るビニルカルベ ン中間体

を利用す る新規合成反応

水素吸蔵合金負極の電気化学特性 に及ぼす金属酸化物の影響

核酸塩基 とアルカ リ金属 イオ ンに対 する人工 アロステ リックレセプターの設計および合成

高温安定結晶相cv-Ag1の ガラスマ トリックス中への常温凍結

ゼオライ ト細孔内 に固定化 した銅(1)イ オン触媒のキ ャラクタリゼーシ ョンとNOの 光触

媒分解反応

薬物 に対 して高結合性 を有する高分子を内包 したカプセルからの薬物 の放出挙動

励起錯体 を経由する芳香族 アルケンの分子 間お よび分子 内光極性付加反応

チオ尿素お よびセレノ尿素錯体 を含 むゲルからの半導体微粒子分散ガラスの作製 とその光

学的特性

蛍光染料蒸着膜 のエ レク トロル ミネッセ ンス

水中有機汚染物質 の超音波分解

分子認識 ・増幅機能 を備えたフォ トダイオー ド/バ イオセンシングシステムの開発 と応用

光感応性基を導入 したポ リイオンコンプ レックスカプセルか らの物質放出の光応答性

4Lア クリロイルベ ンゾクラウンユニ ッ トを含 むポリマーの合成 とその光化学反応

光誘起電子移動過程で発生 する活性種の性質 とその合成化学的応 用

上水の塩素代替殺菌剤の安定性

シアニ ン近赤外吸収色素の光還元 とその応用

超原子価硫黄 を もっテ トラアザペ ンタレン誘導体か ら新規大環状化合物の合成およびその

性質

クロロフィル高次会合体の分子構築 に関する研究

固定化酵素膜 を用い る化学 ・生物発光検 出システムの開発 と分析化学的応用

試料気化導入法 を用いる誘導結合高周波 プラズマ発光分光分析によるヨウ素定量の高感度

化
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八 木 繁 幸

山 岡 保 治

山 村 哲 也

新規 なフ ォ トクロ ミックメ ロシアニ ン色 素お よびスクア リリウム色素におけるπ電子系の

拡張 に関する研究

分散め っき法 によるNi/(Ni+LaNi,)電 極 の作製 とキャラクタ リゼー ション

カルボニル基 を側鎖 に もつ水溶性高分子の熱橋か け反応

■化 学 工 学 専 攻

石

岩

上

大

太

木

高

田

田

津

橋

安

山

山

山

橋

崎

村

崎

田

村

坂

中

中

越

本

田

下

田

本

卓 也

弘 純

富 彦

勝 彦

幹 子

康 宏

雄一郎

哲 也

秀 和

正 弥

達 也

紀 子

貴 彦

昌 宏

昭 宏

固定化培 養法 によるRhizopuschinensisの リパーゼ生産 に関す る研究

回転円盤上 を流れる塗布液膜 の流動 と乾燥

逐次反応の近似解析法

乳化液膜 カラム操作の実用化プロセス

漢方エキス剤 の製剤設計 と評価

ミセル水溶液 中の可溶化物質の移動機構

鉄酸化細 菌による固体硫黄酸化の速度論

機能性複合樹脂 の連続混練お よびフィラーの分散評価

酵素反応 を利用 したX線 フィルムか らの銀の回収

ヘテロ凝集による粒子 コーテ ィングの理論的考察

乾式法 による粒子の複合化機構 とその応用

逆 ミセル を用 いたタ ンパク質の膜抽 出にお ける物質移動特性

精 密微細混合法 による機能性複合粒子 の生成

逆相間移動触媒 による異相系液 一液反応の研 究

不整形粒子の遷移流域(Kn=O.2～1.3)に お ける動力学的形状係数

■金 属 工 学 専 攻

青

砂

岩

蔵

小

下

田

田

成

西

山

吉

和

井

野

岡

林

田

中

中

田

田

輪

口

田

中

泰

耕

大

孝

康

康

秀

淳

直

峰

泰

樹

仁

治

裕

学

平

明

誠

樹

生

正

悟

Cr-Mo-W--V白 鋳鉄 の熱処理 と耐摩耗性

濃厚臭化物環境 中にお けるステンレス鋼 の耐食性 と腐食抑制剤の探索

腐食電位振動解析 を用いたSUS304ス テンレス鋼 のSSC初 期過程の評価

Ti-Al-X(X=Cr,Mn,Nb,Mo)系 におけるβ(B2)相 の分散挙動 に関する研究

窒化ケイ素 と金属 との反応機構

有機 ケイ素ポ リマーのセラ ミック化過程 における結合状態 の研究

表面改質処理に よる球状黒鉛鋳鉄の変形

Ca】一.Sr.CuO2薄 膜 の配向制御 に関す る研 究

燃焼反応法 によるAl3Nb基 複合材料 の合成 に関する研究

プ レカーサーSiC系 繊維 のSi,N、マ トリックス中にお ける熱分解挙動

TレNi合 金の形状 回復量 に及 ぼす集合組織 の影響

ZnO薄 膜 の内部応力 と界面異方性 を考慮 したヘテロエピタキ シャル成長機構

TiA1基 合金 の恒温鍛造 による集合組織形成

Sb-S-Ge系 非 晶薄膜の結晶化挙動
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官

許

陳

韓

李

方 立

継 方

和 民

賢 愛

鼎 勲

TiAl/Ti2AICr複 合 相 合 金 の組 織 と機 械 的 性 質 に関 す る研 究

ZnO薄 膜 のself-texture制 御 とその電 気 的 特 性

Si-c-0系 繊 維 の 熱分 解 及 び酸 化 機構

Cu-Ni合 金 め っ きに関 す る基 礎研 究

Ti(C,N)-Mo2c-Ni系 サ ー メ ッ トの諸 特 性 及 び組 織

■船 舶 工 学 専 攻

池

鹿

河

河

北

橘

坪

上

取

合

本

川

郷

中 島

橋 本

八 若

日 比

堀 中

吉 野

充

丈

光

和

洋

武

磨

茂

崇

晴

覚

義

晴

弘

尚

士

輝

徹

幸

志

由喜江

平板の流体摩擦抵抗 に対する壁面粗度の影響について

高 レイノルズ数における船体周 りの粘性流 の数値計算

熱荷重を受 ける立体骨組構造継手部の信頼 性評価 システムの開発 に関す る研究

一様流中で振動する厚い翼 まわ りの渦放 出について

線形造波理論 を用いた滑走体 の造波特性 に関す る研究

航路標識用 ブイの運動性能に関す る研究

変動荷重シ ミュレーシ ョンによる海洋空間利用構造体 の動的強度評価 システムに関す る研

究

画像処理 による表情 の特徴抽 出に関する研究

交通輸送 システムの総合評価に関す る研究

大阪湾における潮流の数値計算 と理論モデルの検 討

船体構 造の総合的強度評価のための荷重解析 システムに関す る研 究

定常流中の円柱周 りの局所洗掘 に関す る研究

船尾後流の画像計測に関 する基礎 的研究

■経 営 工 学 専 攻

浅

木

越

重

妹

原

船

松

御

渡

権

崔

趙

井

村

川

永

尾

橋

尾

前

辺

邦

欣

喜

岳

吉

晋

高

彰

伸

隆

奇

政

弘

生

登

雄

紳

司

志

人

太

治

澤

隆

悦

閉待 ち行列 ネッ トワークによるFMSの 設備費用最小化問題 の解法

指数型可能性分布の同定手法 とそのデー タ解析へ の応用

3母 数逆 ワイブル分布 のパ ラメータ推定 に関す る研究

ラフ集合 による階層型 ファジィ推論 を用いた判別分析

ファジィネスを考慮 した減衰振動系の解析

拒絶反応型ニ ューロンとそのスケジュー リング問題 への応用

尤度比統計量 を用いた累積和管理図の設計

ヒューマンス トレスの概 念構成 とそのカタス トロフィモ デル

シミュレーテ ィッド ・アニー リング法の改良に関する研究

パルス波形型変換関数 をもっニ ューロンを用いた階層型ニューラルネ ットワー クに関す る

研究

ファジィ構造 を したファジィ_ユ ーラル ネッ トワー ク

セル生産 システムの構成法 に関する研究

カタス トロフィ理論における くさび面解析 の視覚特性への応用
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劉 東 日 消費者 の選好分析 とその応用 に関す る研究

口数 理 工 学 専 攻

池

伊

金

田

中

畑

藤

松

原 正

藤 栄

端

村

内

原

本

秀

和

隆

雅

徳

信

貴

篤

樹

士

充

美

多変数 の整 関数 による近似 の研究

判別分析 における誤判別確率 について

積分作用素のLU分 解

微視 角入射型軟X線 分光計 の作製 とその性能評価

最小波束のポテンシャル散乱 にお ける トンネル時間

CuK吸 収スペ ク トルに よる銅酸化物超伝導体Bi(Pb)-Sr-Ca-Cu-O系 の電子状態の研究

閾値 関数の積分表示 を用いた確率的神経 回路網の研究

共鳴光電子分光法 によるLaハ ライ ド、Ceハ ライ ド及びCeO、の電子状態の研究

173
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博士(工 学)学 位論文 概要

平成4年
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ロニ次元電界 レンズに関する研究

昭 和9年10月29日

大 阪 府 立 大 学 工 学 部 電 気 工

学 科 卒 業

勤 務 先 大 阪 府 立 大 学 工 学 部

授 与 年 月 日 平 成4年1月30日

荷電粒子 ビームは微細加工技術や材料評価技術 にお

いて重要な役割を果 たしている。本論文 は、この よう

な荷電粒子 ビームを制御す るために必要な電子光学系

のうち二次元電界 レンズを取 り上 げ、その光学特性 を

明 らかにするために行 った研究をま とめた もので あり、

次のような成果 を得 ている。

α)中 央電極 にス リットを持つ場合 と持たない場合の

双曲線電界 レンズに対 して等角写像法 を適 用し、入

出射 アパーチャを考慮 に入れた形 でそれぞれの写像

関数を見いだし、全 レンズ空間における電位分布の

解析解 を得 た。得 られた電位分布 を用いて運動方程

式により荷電粒子軌道 を追跡 し、レンズの焦点距離、

球面収差、色収差な どの光学特性 を明 らかにす ると

ともに、従来の近軸軌道の扱いで も十分な信頼性が

得 られることを示 した。 また、中央電極にス リッ ト

を設けた場合球面収差が改善 されることを示 した。

(2)三 平板 レンズ については、Archardの 軸上電位分

布の解析解 を用いて光学特性を検討 し、外側 と中央

の電極のアパーチ ャ ・サ イズの組合せに よって球面

収差係数が大 き く変化す ることやアパーチャ ・サイ

ズの増大に従い、 ビーム収束に必要な印加電位差 は

大 きくな るが、球面収差 は小さ くなることなどを明

らかにし、三平板 レンズ設計の指針 を与 えた。

(3)任 意のアパーチ ャ ・サイズを持 った三平板 レンズ

に対 して適用で きる写像関数を見 いだ し、等角写像

法によって電位分布 の解析解を得 た。 これによ りレ

ンズ空間の全領域において荷電粒子軌道 の追跡が可

能になり、厳密な光学特性 を求 めることが出来 るよ

うになった。

(4)同 心円筒型、偏心 円筒型、放物線型の三種類の偏

向 レンズについてそれらのエネルギーアナライザー

としての性能 を、 シミ凶レーシ ョンに よる収差の計

算結果を基 に比較 ・検討 し、偏心 円筒型偏 向レンズ

が最 も優 れてい ることを示 した。

(5)三 平板 レンズの中央電極 に偏向用電圧 を重畳 し、

ビームの収束 と偏 向を同時に行わせ る方法 を提案 し、

実験 と計算機 シミュレー ション とによってその可能

性 を実証 した。さ らに偏 向によるビームの収束ぼけ

を解消する方法 として五平板 レンズを提案 し、各電

極 に適切な電位 を与 えれば実現可能な ことを計 算機

シ ミュレー ションによって示 した。

横 田 晴 光
生年月日

最終学歴

圏有機高分子粒子含有複合めっきの研究

西 村 邦
生年月日

最終学歴

子
昭和20年1月1日
大阪市立大学大学院工学研

究科応用化学専攻修士課程

修了

授 与 年 月 日 平 成4年1月30日

本論文 は、新 しい成膜技術や表面改質技術 として注

目されている複合被覆の うち、電気めっ きによ り有機

高分子粒子 を均一 に分散 ・含有 させる金属 めっき皮膜

の作成 とその性質 に関する研究結果を まとめたもので

あ り、次の ような成果を得 ている。

(1)金 属一高分子材料間の接着性 を向上 させ るとの発

想 を示す とともに、スチレン ・ブタジエン共重合体

粒子 と亜鉛、エポキ シ樹脂粒子 と銅お よびフェノー

ル樹脂粒子 と亜鉛の組み合わせで実証 した。

② フェノール樹脂粒子 と亜鉛 の組み合わせ について、

めっき条件 と得 られためっ き物 との関係 を詳細に検

討 した。 その結果、 フェノール樹脂粒子 は亜鉛の析

出を妨害 しない こと、めっ き皮膜中の フェノール樹

脂粒子 の含有量 はめ っき浴中の樹脂 の懸濁量が多い

ほ ど、電流密度が高いほ どそ して陰極 の回転速度が

小さいほど増加 した。 また、得 られためっ き皮膜 は

SEM観 察よ り4種 の形態 に分類で きた。

(3)フ ェノール樹脂粒子含有亜鉛複合めっ きの表面状

態 とポ リエチレンお よびポ リア ミドとの接着性 を検

討 した。両者 ともめ っき物 の表面粗 さが増 すほど接

着強度が増加 した。特に、ポ リア ミドとでは界面破

壊 が認 められた。 さらに、平滑 なめ っき皮膜 を用い

て表面粗 さによる効果 を消去す ることによ り、亜鉛

中に埋没 したフェノール樹脂粒子が接着強度 に寄与

してい ることを見出 した。

(4)不 活性 粒子 の共析機構 についてGuglielmiの 考え

方を修正する ことにより現象が説明で きることを示

した。擬i似的 な吸着等温 式を適用 し、得 られ た吸着

量が多いほ どそして陰分極す るほど亜鉛金属中に組

み込 まれ る樹脂粒子が増加す ることを示 した。 また、

不活性粒子の粒度 と濃度 、めっき液の粘度、陰極の

電流密度 と回転速度な どの因子 の影響 を定量的に把

握 した。

(5)次 いで、離型性お よび低摩擦特性 という実用的な

見地か ら、フ ッ素樹脂粒 子含有ニ ッケル複合 めっき

を試 みた。2種 類の界面活性剤 を用い る方法で見つ

け、平滑化のための光沢剤および硬度調整 のための

めっ き浴組成 の検討 により、工業化 に成功 した。

■マイクロ波 ・ミリ波領域 における平面回路

素子の解析に関する研究

浅 居 正 充
生年月日

最終学歴

勤 務 先
授 与 年 月 日

平面回路素子 は、マイ クロ波 ・ミリ波通信 の分野に

おいて、電波資源 の有効利 用や通信機 器の小型、軽量

化等 を実現する上 で重要な役割 を果たす もの といえる。

本論文 は、従来十分 に解決 されていないマイクロ波 ・

昭和37年6月1日

大阪府立大学大学院工学研
究科電気工学専攻博士後期
課程修了
近畿大学
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ミリ波領域 の平面回路素子に対 する電磁界解析に関す

る研究 をまとめた ものであり、次の ような成果を得 て

いる。

(1)接 地等方性誘電体基板上 の任意形状線状ス トリッ

プアンテナに対する解析手法 を定式化 した。更 に、

従来 は困難であった方形ループ形マイクロス トリッ

プア ンテナの数値解析 にこれ を適用 した。その結果、

入力ア ドミタンスの値が実測値 とよ く一致 し、更 に

物理的要請 に合った結果が得 られることを示 し、本

解析手法の定式化が妥当であることを確認 した。 ま

た、一点励振 時の諸特性及 び2点 励振 による円偏波

特性 を明 らかにした。

(2)多 層異方性基板上の電流 によって生 じる電磁界を

表す、スペ ク トル領域 のグ リーン関数の計算方法を

提案 した。手法 の定式化 においては、電流 と電磁界

を結 ぶ関係式 を行列形式 に整理 することによ り、グ

リーン関数の計算 を最終的 に行列固有値問題 に帰着

させることができることを示 した。更に、等方性や

接地 した基板 を用い る場合 は本手法の特別 な場合 と

して取 り扱 うことがで きることを示 した。

(3)平 面回路素子 の設計 に用い る抵抗境界条件 に関す

る考察 を行った。特に外部か ら電磁波が入射す る場

合について解析的に検討 し、損失平板 と抵抗境界 と

の関係 を明 らかにした。更 に、理想的導電性平板 に

ついて、抵抗境界近似 の誤差 と厚 さ、導電率等の関

係を数値的に検討 し、実際の設計 における抵抗境界

条件 の適用限界 を知 るための指針 を示 した。

(4)多 層異方性基板上 の完全導体平板格子、及び抵抗

平板格 子による散乱電磁 波の解析を行 った。いずれ

の場合について も数値計算を行い、解が十分な収束

性 をもつことや他手法による結果 とよ く一致するこ

とな どを示 した。 また、異方性に起因する諸特性 を

明 らかにした。 なお、異常回析 に対す る取扱 い方法

についても示 した。 これらにより、周波数選択膜等

の透過波の偏波面を変化 させ ることや、基板 の製造

過程 における異方性化 を考慮 することな ど、種々の

問題の解析が可能 となった。

■スイッチ トキャパ シタ回路 を用いたスペク

トル分析 とその音声処理への応用に関する

研究

荻 原 昭
生年月日

最終学歴

勤 務 先

夫

授 与 年 月 日

会話 レベルにおける音 声信号 のスペ ク トル分析、そ

の加工、お よび合成 などは、大半が計算機 によるデジ

タル信号処 理で実行 されている。 それ らはプログラマ

ビ リテ ィであ り、高精度 であ る反面、入 出力 にA/D、

D/A変 換 を必要 とし、 また、会話 レベ ルでの実時 間

処理に問題 を残 している。一方、離散時間系のアナロ

昭和39年12月18日

大阪府立大学大学院工学研
究科電気工学専攻博士後期

課程修了
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グ信号処理 にスイ ッチ トキャパシタ回路の適用が注 目

されてお り、従来のアナログ回路 に比べて精度 、安定

性、ダイナ ミックレンジな どの点 で優れている。

本論文 は、 このよ うな背景の下、連続音声信号 の会

話 レベルにお けるスペ ク トル分析 と、 その実時間音声

処理 を最終の 目途 とした研 究 をまとめた もので、以下

のような成果 を得ている。

(1)離 散 フー リエ変換 の実行 において、先に逆変換の

指数項 を乗算 し、 スペ ク トルの振幅 と位相量 を有す

る時間関数(余 弦波)の 形 で出力 させる方法 を提案

している。 これは、逆変換 がそれ らのスペ ク トルの

加算 のみで実行で きることおよび、集積化可能なス

イッチ トキ ャパ シタ回路 によるハー ドウエ ア化にお

いて、各スペ ク トル ごとの実時間並列同時出力 が得

られ ることを意味す る。

② スペ ク トル分析に必要 な基本周波数(ピ ッチ周波

数)の 、実時間、かつ連続的 に抽 出できる二種類の

スイッチ トキャパ シタ回路 を提案する。一つは二変

数乗算にプログラマブル キャパ シタアレイ を導入 し

た自己相関関数法であ り、他 は二変数 の絶対差関数

法である。 いつれの抽 出回路 も分析 による信号の切

り出 しを要 しない特徴 を有す る。

(3)以 上 の成果 に基づ い て、64サ ンプ リングポィ ン

ト ・スイ ッチ トキ ャパ シタ回路に よる母音認識、お

よび有声音 のピッチ周波数 の抽出装置 を実現 してい

る。母音認識 は短 時間スペ ク トル分析か らホルマン

ト周波数を求 め、その周波数分布 から母音を識別 し

てお り、またピッチ周波数抽出では時間的な連続 を

考慮 して、 その精度 を高 める配慮が なされている。

これ らはピッチ同期形 のスペク トル分析 を基本 とし

ているので、分析窓長の制御が可能であ り、 したが

って窓関数のサイ ドローブに起因す るリークが回避

で きる。

■変位関数法による弾性 ・熱弾性境界値問題

の解析的研究

石 田 良 平
生年月日

最終学歴

勤 務 先
授 与 年 月 日

本論文 は、弾性 および熱弾性境界値 問題 に対 する解

析的手法への変位関数法の応用、な らびに、弾性境界

値問題 に対す る境界積分方程式定式化 への変位関数法

の応用 について まとめたものであり、次の ような成果

を得ている。

(1)一 般的な連成熱弾性問題 を解 く一つの方法 として、

変位関数お よび熱弾性変位 ポテンシャル関数 を用い

て間接的 に解 く新 しい解析法 を提案 した。提案 した

解析法 を有限長 の円柱状弾性体の3次 元および軸対

称 の過渡的熱弾 性問題 に適用 した。具体的な数値計

算を行 うことによって、過渡的熱応 力に与 える連成

昭和30年9月12日
大阪府立大学大学院工学研
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修了
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の影響を明 らかに し、提案 した解析法の有効性 を示

した。

(2)脆 性破壊理論の適用 により温度場の もとでの き裂

の進展に関す る知見 を得 ることを目的 として、温度

場 の時間的変化を考慮 した熱応力拡大係数 の解析的

手法 を提案 した。提案 した解析法の適用例 として、
一 っの円形 き裂を有す る弾性体の熱応力拡大係数 を

解析 した。 さらに、熱応力拡大係数の時間的変化 を

等熱応力拡大係数線図に よって表現することを提案

した。 この等熱応力拡大係数線図 によって、 き裂 の

進展 に関す る知見 を容易に得 ることがで きることを

示 し、その有効性 を示 した。

③ 縁 き裂問題における積分 方程式の計算精度の低下

を防 ぐ手法 として、積分方程式の導出過程で得 られ

る関数関係式 を用 いる手法 を提案 した。提案 された

手法 に基づいて応力拡大係数 を求め、十分 な精度 が

得 られることを示 し、本手法 の有効性 を検証 した。

さらに、得 られた積分方程式 を熱弾性縁 き裂問題 に

応用 し、過渡的温度場における熱応力拡大係数の時

間的変化 を明 らかにした。 また、熱応力拡大係数線

図を用いて、 き裂 の進展について検 討 し、提案 した

解析手法 と等熱応力拡大係数線図の有効性 を示 した。

(4)横 等方性弾性体が軸対称負荷 を受 ける場合の自由

空間 グリー ン関数 の導出方法 の一つ として、二つの

変位関数を用いる手法 を提案 した。 これ ら二つの変

位関数のうちの一つ は、本論文 において新 たに導入

された ものである。 さらに、得 られた自由空間グ リ

ーン関数を用いて境界積分 方程式の定式化 を行い、

具体的な計算例 として、内圧 を受 ける横等方性中空

球 の変形 を明 らかにした。 また、得 られ た境界積分

方程式の解 を有限要素解 と比較す ることによって、

その妥当性 を検証 した。

ヨー素不純物が深い ドナーとして働 くことを実験的

に明 らかに した。

② ル ミネセンスと相補的 な関係にある光伝導の測定

には、 これまで もっぱ らその励起 スペ ク トルの測定

のみが採用 されて きたが、光電 流の緩和過程 を同時

に観測することを目的 として新 しく光電流の位相お

くれ の 測 定 法 を提 案 し、 これ を室 温 にお け る

CuGaSe2の 光伝 導の測定 にはじめて適用 した。 この

結果 は、ル ミネセ ンス法で明 らかにした格子欠陥お

よび不純物 の役割 を矛盾 な く証 明したのみな らず、

励起波長域 とそこで支配的 となる光電流担体 が電子

で あるか正孔であ るかの判別を も可能 とした。

(3)吸 収端 にお ける光 学的遷移 が強い異方性 をもつ

CuGaS、 を 核 と す るCuGaS、-CuAIS2系 お よ び

CuGaS,-CulnS,系 混 晶 において は、偏 光 を用いた

光電流励起法が採 用され た。 この結果 として、光伝

導法によっても吸収 および反射 で観測 されている価

電子帯の分離お よび選択則を高 い精度で測定可能で

あることを実証 した。 また、浅 い ドナーが関与す る

光伝導に も同質の偏光 による選択則が観測 された こ

とか ら、室温での この準位か らの熱励起 に起因する

電子電流 の寄与 が評価 された。

(4)ニ ッケル電極 の採用 により液体窒素温度 までの低

温 にお いて も安 定 な光 伝導 の測定 が可能 とな り

CuGaS2に ついての光伝導の温度依存性 をはじめて

測定 した。 この結果 として、Cu空 格子 に起 因 して

暗電流を支配する浅 いアクセプタによる正孔 の緩和

過程 とSe空 格 子 に起 因す る浅い ドナーか らの熱励

起お よび電子捕獲 の効果の定量的 な詳 しい評価がな

された。 また、後者 は深い ドナーが関与 する長波長

側の光伝導 にも関与 している ことが温度依存性か ら

明 らかにされた。

■フ ォ トル ミネ セ ン ス 法 お よび 光 伝 導 法 に よ

る1-111-Vl2族 化 合 物 半 導 体 の 光 物 性 評 価

須 崎 昌
生年月日
最終学歴

勤 務 先

己

授 与 年 月 日

本 論 文 は、1-III-VI2族 カ ル コパ イ ラ イ ト型 化 合 物

半導 体 で あ るCuGaSe2とCuGaS,の2つ の化 合 物 お よ

びCuGaS2-CuAlS2お よ びCuGaS2-CuInS2系 混 晶 にお

け る格 子 欠 陥 お よび 不純 物 の振 る舞 い を解 明 す る こ と

を 目的 として、 フ ォ トル ミネセ ンス法 お よび新 しい手

法 を取 り入 れ た光 伝 導法 に よ る実験 的 評 価 を ま とめ た

もの で あ り、次 の よ うな成 果 を得 て い る。

(1)CuGaSe2を 対 象 とす る フ ォ トル ミネ セ ンス法 で は、

作製 した 多 結 晶 お よび 単 結 晶 の真 空 中 、Se雰 囲 気

中 お よび ヨー 素 中 で の熱 処 理 の前 後 にお け るル ミネ

セ ン ス の 変 化 か ら、Se空 格 子 お よ びCu空 格 子 が そ

れ ぞれ 浅 い ドナー お よび ア ク セプ タ として働 く こ と、
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■DEVELOPMENTANDCHARACTERIZA-

TIONOFNEWCARBONMATERIALS

WITHLARGESPECIFICSURFACE

AREASANDMICROPORES(大 き な 比 表

面 積 とマ イ ク ロ ボ ア を有 す るニ ュ ー カ ー ボ

ン材 料 の 開 発 と キ ャ ラ ク タ リー ゼ ー シ ョ

ン)

棚 橋 一

生年月日

最終学歴

勤 務 先

郎

授 与 年 月 日

本論文 は、従来の炭素材料 と比較 して物 理的、化学

的 に優 れた特性 を有 するニ ューカーボン材料 の開発 と

キャラクタ リゼー ション、お よびニューカーボン材料

の電子部 品、 シー リング材料、吸着装置への応用 を目

的 として行 った研 究をま とめた ものであ り、次 のよう

な成果を得 ている。
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(1)フ ェノール系活性炭繊維布の開発 とキャラクタリ

ゼーシ ョンについて検討 した。その結果、活性炭繊

維布 は、1798㎡g一且の比表面積 と、O.84nmに 細孔分

布の ピークがあ り、従来 の活性炭 と比較 し約2倍 大

きな比表面積 とマ イクロボアのみを有することを見

いだ した。 また、 この活性炭繊維布 を電気二重層キ

ャパシタの分極性電極 に応用 した。

(2)フ ェノール系活性炭繊維分極性電極の電気抵抗 の

低減化 について検討 した。その結果、1000℃ で熱処

理 した活性炭繊維布は、熱処理 しない ものと比 べて、

電気抵抗 を30%以 下に低減で きること、 また、活性

炭繊維 シー トに黒鉛微粒子を担持する ことにより、

担持 しない ものに比 べて電気抵抗 を53%に まで低減

で きることを見いだ した。

(3>フ ェノール系活性炭 タブ レッ トの開発 を行 った。

微粒子 フェノール系活性炭 と微粒子フェノール系樹

脂 との混合物 を均一 に炭化賦活す ることにより、活

性炭 タブ レットを得 た。活性炭 タブレッ トの比表面

積 は2010㎡g一凪と極 めて大 き く、0.45gcm-3の 密度 を

示 し、 この値 は活性炭繊維布 に比 べ2倍 以上大 きか

った。

(4)フ ェノール系炭素繊維 の開発を行 った。炭化雰囲

気 に分解ガスが共存 しない条件で作製 した炭素繊維

は、56%の 炭化収 率、2000kgcm-2の 引 っ張 り強度

を示 した。 さらにこの炭素繊維はアモルフ ァスであ

ることがわかった。 また、 この炭素繊維 を耐熱性 、

耐薬 品性 シー リング材料 として応用で きた。

⑤ 分子筋カーボンのキャラクタ リゼーシ ョンを行 っ

た。 その結果、分子鯖カーボンは、592㎡g-1の 比表

面積 、0.68nmに 細孔分布 のピー クがあ り、かつ細

孔 の分布 も小 さ くマイクロボアのみ を有す ることが

わかった。 また、分子筋 カーボンは、優れたCO2吸

着能力を有す ることがわかった。

(6)雰 囲気制御貯蔵 用のCO2吸 着装置の特性 について

検討 した。 その結果、ゼオライ トや従来の活性炭 を

用いた吸着装置は、再 生が困難であ り湿度の影響 を

大 きく受 ける ことがわかった。一 方、分子 筋カー ボ

ンを用 いた吸着装置では、分子筋 カーボ ンが疎水性

でかつ細孔径が制御 されてい ることか ら信頼性が高

く、CO,吸 着装置に適 することを実証 した。

■バ イポーラ トランジスタを用いた能動RC

フィルタの高周波化に関する研究

重 広 孝
生年月日

最終学歴

勤 務 先

則

授 与 年 月 日

低素子感度特性 を含めたほぼ完全な設計理論が確立

されて いる受動態LCフ ィル タの コイル レス化 、IC化

を目指す研究には、既 に数多 くの成果が見 られ るが、

それらは理想的 と言われる演算増幅器の出現 に促 され

た比較的低周波帯 に限 られている。すなわち、直流か
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ら映像周波数 に至 るような広 い帯域 では位相回転が大

きな問題 とな り、 その成果 の達成が妨 げ られて いる。

本論文 は、この ような背景の もと、可及的少個数の

バ イポーラ トランジスタを用いた簡単 な回路で、高周

波用 の接形 、非接地形のインダ クタンスの実現 を目指

して行った研究であ り、最終的 には相互誘導、復 同調

回路 を含 む能動RCフ ィルタを構成 している。以下、

得 られた諸成果 について、述べ る。

(1)ICで 問題 とな る雑音 の解 析 を、電圧制御電 圧源

の等価入力換算雑音源 を用いて、回路の雑音 レベル

を容易 に求め得る方式 を誘導 した。 その結果 と、バ

イアス回路 を含む トランジスタ回路の簡 単化 に有用

な示唆 を与えた。

② インダクタ ンスのシ ミュレーシ ョンには、直接的

なジャイレータ、 ゼネ ラルイン ピーダ ンス変換法が

あ り、 また間接 的 に は信 号 流れ線 図で表 すLeap

Frop法 な どが ある。何 れの場合 も演 算増幅器 を用

いる積分方式を避 け、回路 の入出力間、あるいは回

路方程式か ら微分形式でインダクタ ンスを導出する

方式 を提案 してい る。その結果、安定 な直流バ イァ

ス回路が容易 に構成で き、数少ない トランジスタに

よる安定 な高周波非接地、接地インダクタンスが得

られ ることが示 された。

なお、任意の二端子 あるい は四端子 のそれぞれの

接地回路 から、非接地 回路へ変換 する方式をも提案

している。

(3)能 動RCフ ィル タの高周波化 の最終の成果 として、

相互誘 導、 あるい は復同調回路 を含む フィルタ回路

を得ている。 これ は一個 の容量 に双方向に電流を流

す ことによ り自己、相互 インダクタンスを得 るもの

で あ り、IC上 で の無 調整化 に問題 を残す ものの、

結合係数 の調整 が単一の可変抵抗のみで可能である

な ど、回路の簡単化 に配慮がなされている。

なお、実験 はすべて個別部品でなされ ている とは

言 え、Q=30で 数MHzに 至 る帯域 フィルタの実験

結果 にお いて、数+dB以 上 のダイナ ミックレンジ

が示 されている。 これ は提案の方法およびその解析

方法が適切 であることを示す ものである。

■粉粒体分散系および充填系 における粉体特

性の評価 に関する研究

藤 原 幸
生年月日

最終学歴

勤 務 先

男

授 与 年 月 日

本論文 は、粉粒体 を出発点 とした種 々の機能性複合

材料 の製造 プロセスの開発 に際 して重要 となる、粉粒

体の固体 一液体分散系お よび固体 一気体充填系の集合

特性 の評価法に関す る研究 をまとめた ものであ り、次

のような成果 を得てい る。

(1)液 中における粉体 の帯電現象に起因す る分散性お

よび凝集性等の特性評価法 として電気イ ンピー ダン
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スの周波数依存性 を調べ る方法(電 気インピーダ ン

ス法)を 提案 し、粉体 一液体 一分散剤系の等価回路

が直流電気抵抗成分 と電気容量成分の並列回路で表

せ ること、お よびそれ らの実測値か ら分散状態に及

ぼす分散剤濃度 の影響 を評価で きることを明 らかに

している。

② 金属酸化物粉体 の液中における帯電現象お よび粉

体 の乾式 ・湿式摩砕 による砕生物の表面 と雰囲気 と

の界面 における相互作用について電気インピーダン

ス法に よる検討を加 え、粉体表面 と分散剤 との間に

イオン交換反応 が存在す ること、お よび砕生物分散

系の電気抵抗値 が界面 におけるイオ ンの解離お よび

吸着現象 と密接な関係 にあ り、摩砕 を行 う場合の雰

囲気 に関係 していることを明 らか にしている。

(3)粉 体/粉 体系表面改質粉体 およびカプセル構造を

持った機能性粉体 をメタノール水溶液に分散 させた

系において、表面状態が異なる単粒子層 と成膜層の

判別が電気イ ンピーダンス法で可能である こと、お

よびマイクロカプセル の集合特性評価 はインピーダ

ンスで行 うよりは誘電損失の周波数依存性 で行 う方

が良い ことを明 らかにしている。

㈲ 粉粒体 一空気充填系 における粒子間付着力 と湿度

の関係を粉体層の電気抵抗値 か ら推定する方法 を提

案 し、推定 された付着力 と押 し出し破断法による実

測値がほぼ一致するこ と、お よびその推定値 と湿度

変化 に伴 う粒子表面へ の吸着水分量の変化 との関係

を明らかにしている。

⑤ 電気抵抗値に差 のある2成 分粒子一空気系充填層

(電気抵抗の3次 元ネ ッ トワーク)の 全電気抵抗値

を計算することによって2成 分粒子系の混合度(均

質度)が 推定で きることを明 らか にする とともに、

その近似計算法 を提案 している。

曝AdvancedFunctionalMaterialsofHigh

-PerformanceforOvercurrentProtection

Devices(過 電 流 保 護 機 器 を 対 象 と し た 新

規 ・高 性 能 機 能 材 料 に 関 す る 研 究)

辻 公
生年月日

最終学歴

勤 務 先

志

授 与 年 月 日

本論文 は、過電流保護機器 の構成要素 である過電流

検 出素子 と電気接点 に使用 され る材料 の高性能化 に関

する研究 をまとめたものであ り、次のような成果 を得

ている。

(1)Ni-50Ti℃u形 状 記憶 合金において、立 方晶一斜

方晶一単斜晶の2段 変態を示すCuの 量の下限が7.6

at%で あること、および冷間加工 による材料内部へ

の加工歪 の導入が斜方晶一単斜晶マルテンサイ トの

相変態 を阻止 し、 その結果、立方晶一斜方晶の1段

変態 とな ることを明 らかに してい る。

② 冷間加 工による相変態阻止効果 を利 用して結晶構
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造 の相図 を完成 し、Cuの 量 の増加 と共 に立方晶一

斜方晶間の相変態温度が徐々 に高温化 すること、お

よび温度の降下 と共に続 いて生 じる斜方晶 一単斜 晶

間の相変態温度が急激 に低下す ることを明 らかに し

てい る。

(3)Ni-50Ti-Cu形 状記憶合金 コイルばねにおいて、

マル テンサイ ト相が斜方晶で、かつ、相変態様式 が

立方晶 一斜 方晶の1段 変態 を示す合金が過電流検 出

素子 として優れてお り、冷間加工に より材料内部 に

加工歪が導入 され、低 温熱処理 されている とき、疲

労特性が優 れていることを明 らかに している。

(4)Ni-50Ti-Cu形 状記憶合金 に適合 した2方 向性 ア

クチュエータ用過電流検 出コイルばねの新 しい設計

方法 を提案 し、 それによって材料 劣化 を見込んだ設

計 と正確な動作温度の決定がで きることを実証 して

い る。 また、動作温度346K、 動作温度 ヒステ リシ

ス10K以 下お よび繰 り返 し信頼性1000回 とい う厳 し

い要求特性 を満足す る素子 の開発に成功 している。

(5)電 気接点 として材料が具備すべ き最 も重要な特性

である耐溶着性 と材料 の高温硬度パ ラメータA/B

(A:OKに お ける硬度 、B:硬 度軟 化温 度係数)

との聞 に相 関があることを見出 し、それ をもとに し

て耐溶着 性 が従 来材料 の5倍 となる、CdO粒 子が

Agの 中に微細 に分散 した構造 を持 つAg-CdO-A1

-Mn系 接点材料 を開発 している。

⑥ 通常 の方法で は複合 化で きない、Agマ トリック

ス中 にNiが 微細分散 したAg-Ni合 金粒 子 とNi粉 を、

高速 ・高勇 断型 ミル によって複合化 する方法を開発

し、耐溶着性 および耐消耗性 に優 れた電気接点材料

が得 られる ことを示 している。

■学習同定法の工学的解析 とその通信端末装

置への応用に関する研究

藤 井 健 作
生年月日

最終学歴

勤 務 先

授 与 年 月 日

電話通信回線 で見 られる回線並びに音響 エコーの発

生、 その消去 に関 して は、エコー信号に似せ た信号 を

適応 フィルタで合成 し、変質 した主信号か ら差引 くこ

と、 あるいはその差分の最小化 を図 るという学習同定

法が一般的である。 これ らは、 ほぼ理想状態 にお ける

問題解決の基本 アル ゴリズムであるが、フェージング

を含む雑音状況下でのエコー経路変更対策、要求 され

る小形端末装置 としての、カーボン式か ら圧電セ ラ ミ

ック形電話機へ の変遷 、そのハ ンズ フリー化、 また多

機能電話機 の導入 に伴 う狭帯域信号の侵入、 ダブル ト
ーク問題 な どの実用性 を考慮 した改良アルゴ リズム に

関 して は、理論的裏付 けが無 いままに シミュレー ショ

ンのみで論 じているのが現状 である。

本論文 は以上 のような状況下 にお ける適応 フィル タ

昭和23年3月24日
大阪府立大学大学院工学研

究科電気工学専攻修士課程
修了
株式会社富士通研究所
平成4年3月20日

181



と、 その学習同定法に関して改めて解析 し、収束の高

速化 や演算量 の削減な どの定式化 を目指 した研究を纒

めた ものであ り、以下の諸成果を得ている。

(1)学 習同定法 として、未知 システムのインパルス応

答 の標本 を適応 フィルタの係数 として取 り出す とき、

抽 出しようとす る標本以外の成分 と雑音 は、外乱 と

して一次巡 回型の低域 フィルタによって消去 し、 当

該標本を直流成分 として安定 に取 り出す方式を提案

している。 これはまた、適応 フィルタの係数の修正

係数Kを 、従来 の0〈K<2か ら0<K〈1に すべ きで

あるとの一層厳密 な結論 を導いている。

② 雑音、外乱の変動 に基 づ く低域 フィル タの係数の

変動か らもた され る推定誤差 について解析 した結果、

適応 フィル タのタップ数 が60程度以上であれば、 そ

れ らの係数 を定数 として扱 って良いことを示 してい

る。 さらに、 これ らか ら収束特性 の定式化 を得てい

る。

(3)上 記 の結論(2)から"収 束 の高速化が収束 の初期に

お いて は係数 の推定 を休止す るこ とで得 られ る"、
"収束速度 を落 とす ことな く演算量が削減 できる"

、

お よび"適 応フィル タのタップ出力が平均振幅以下

にな るタップ数を見いだす ことによ り、演算量の削

減が可能である"な どを導いている。 さらに、 これ

らの組合せか ら推定の初期 において最適点が見いだ

されることを示 している。

(4)実 用面か ら、 ダブル トー クおよびハ ンズフリー多

機能電話機 による狭帯域信号の侵入対策 などについ

ての解析の結果か ら、ダブル トー クと明確 に区別 で

きるエ コー経路検 出法が確立 され、 また狭帯域信号

の侵入に関 して は、 その阻止 フィルタが有効である

ことを結論づ けている。

■硬脆材料の研削に関す る基礎的研究

朴 吉
生年月日

最終学歴

勤 務 先

換

授 与 年 月 日

セラ ミック材料を機械加工 によって成形 するとき、

有力な加工手段 として取 り上 げ られ るのがダイヤモ ン

ドを用いた砥石による研削加工 である。

本論文 は工作物材料 として代表的な脆性材料であ る

ソーダ石灰ガ ラスの他 に構造用 セラミック材料 の窒化

珪素、炭化珪素 、アル ミナ、ジル コニアなどを取 り上

げ、 これ らを研 削加工す るとき、良好な加工面性状 を

得るための研削条件 と加 工能率 の向上を図るための研

削条件 を理論 と実験の双方か ら追究 した もので あり、

次 のような成果 を得てい る。

(1)良 好な研 削加工面 を得 るために使 う砥粒 の大 きさ

の必要条件 として弾 ・塑性遷移圧子半径 を理論解析

した結果 、機械的負荷 のみが材料に作用す る場合 の

この値 は主 に材料の弾性率 ・破壊 じん性、硬 さに依
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存 して決 まること、また圧子 ・材料間の摩擦係 数が

大 き くなると小 さくなることな どを明 らかに した。
一方

、摩擦負荷による発熱がある場合、遷移圧子半

径 を大 きくす る熱的効果 は供試材料 のうちアル ミナ、

窒化珪素 の場合 は大 きく、ガラス、炭化珪素 の場合

は比較的小 さい ことを示 した。

② ガラス、窒化珪素、炭化珪素 に対す る押込 み、ガ

ラスに対す る単粒研削で は、塑性型 き裂 と弾性型 き

裂 を分 ける臨界 の圧子(砥 粒)半 径 は解析 によって

予測 され る範囲内の遷移圧子半径 と一致 することを

明 らか にした。一方、砥粒径が異なるダイヤモ ンド

砥石 を用いたガラスの研 削実験で は材料 の強度に最

も影響 を与えるメディア ンき裂の深さが砥石切込み

深 さや工作物速度 に比 べ砥粒径の影響 をよ り大 きく

受 け、砥粒径が小 さ くなるに従い、 き裂密度、 き裂

深 さのいずれも小 さ くなることを示 した。

(3)実 験で求 められた比研 削エネルギー とこの値 に対

す る理論解析 よ り、 この値 は材料 の性質 ばか りでな

く研削条件 の影響 をうけ、砥石切込 み深 さの増大 と

ともに減少 すること、 また破砕型切屑が生成 しやす

い材料ほ ど小 さ くなる ことな どを示 した。さ らに研

削加工能率 を上げ るためには砥 石切込み深さ と工作

物速度を上 げることが必要であるが、 この ときいず

れ も比研 削エネルギーが小 さ くなるので有効 な手段

とな ることを示 した。 また材料 除去速度を大 き くす

るの は、比研削エネル ギー を小 さくす ることで は有

利であるが加工精度、工具摩耗 の面で は不利 になる

ので両者 の兼ね合いを考慮すべ きことを示 した。

■構造解析 における剛体一ばねモデル法の改

良 と応用に関する研究

劉 龍
生年月日

最終学歴

勤 務 先

坐

授 与 年 月 日

有 限要素法 は連続体の解析 に優れているが、連続体

間の接触 ・分離を含 む問題 の解析 において は、煩雑な

取扱 いが必要 となる。一方、連続体 内のすべ りや これ

に伴 う崩壊挙動 を取扱 うために開発 された剛体 一ばね

モデル法 は、金属 などの連続体の弾塑性変形 を十分に

追跡 できないな どの問題点が指摘 されてい る。

本論文 は、剛体 一ばねモデル法を連続体の解析に適

用することを目的 としてお り、その改良お よび応用に

関する定式化 を提案する とともに、い くつかの弾塑性

解析例 を通 して本定式化 の有効性 を確認 し、以下のよ

うな成果を得 てい る。

(1)片 持ば りの曲げを平面応 力問題 として、またブロ

ックの圧縮 を平面 ひずみ問題 としてそれぞれ解析 し、

弾塑性領域 における剛体 一ばねモデル法 の改良によ

る結果 を検討 した。片持 ば りの荷 重一たわみ応答、

ブロ ックの圧縮 における接触圧力の分布、摩擦 によ

昭和29年7月8日
大阪府立大学大学院工学研

究科機械工学専攻博士後期
課程修了
中小企業振興公団
平成4年3月31日



るバル ジ形状 およびブロック内の塑性域進展 の様子

な どを検討 した結果、有 限要素法 と同じ程度 の精度

で両問題 の変形挙動を追跡で きることを示 し、平面

問題 に対 する本論文の定式化の有効性 を示 した。

② 軸対称 問題 に対する応用例 として、円柱 の圧縮 と

液圧 による円板のバルジ成形 を解析 した。円柱圧縮

の場合、完全潤滑状態 と固着摩擦状態における変形

挙動 を解析 し、妥当な結果が得 られ ることを示 した。

また、円板 のバルジ成形の場合、板厚方向の曲 げお

よびせん断変形 を考慮 した解析方法 により変形が十

分に追跡できることを示 した。 さらに、変形量が比

較的大 きい場合 は、変形中の要素 に再分割 を施す こ

とが変位精度の向上 に有効 であることを示 した。

③ 剛体一ばねモデル法の応用 として、有 限要素法 と

剛体 一ばねモデル法 を結合させ た併用解法 を提案 し

た。この際、接触点 の移動を扱 えるように修正 し、

円筒状ポンチ による板材のU曲 げ加工を接触問題 と

して解析 した。その結果、ポンチとの接触 ・分離を

含む素材 の変形過程、負荷時 および除荷後 の応力、

ひずみ状態 は妥 当な曲 げ変形 を表 してお り、有限要

素法で必要 とされる境界条件 よ りも簡単 な条件の も

とで、曲げ過程 のシ ミュレーシ ョンがで きることを

示 した。

■計算機援用航空機設計教育システムの開発

に関する研究

朴 忠
生年月日

最終学歴

勤 務 先

植

授 与 年 月 日

本論文は、設計変数が多 く、それ らが互 いに複雑 な

依存関係 を もつために、多面的な情報処理 と試行錯誤

的なプロセスが必要である航空機設計 に対する教育支

援 システムの開発 に関する研究 をまとめた ものであっ

て、次のような成果 を得ている。

(1)航 空機概念設計過程 における情報処理 を分析 し、

それをシステム化す るために、設計対象モジュール、

設計作業モジュール、設計データベー スモジュール、

ユーザインター フェースモジュールか らなる設計支

援 システムの構成 を提案 した。次に、 そのシステム

構成のもとにオブジェク ト指向型 言語 を用いて、図

形処理、数値計算、データベースの三つの機能 を統

合化 した航空機概念設計教育 システム を実現 し、実

行例によ りその有用性 を示 した。

② 航空機主翼 の設計過程 を支援するために、上記の

システム に対 し、主翼設計固有のデータ手続 きおよ

び主翼形状 、構造形式の入力 を直接操作で きる よう

に設計対象モジュール を表現す るとともに、ユーザ

インター フェイス部 の機能を拡張す ることによって、

空力設計 と構造 設計 とを一貫 して行 うことがで きる

昭和38年7月1日
大阪府立大学大学院工学研
究科航空工学専攻博士後期

課程修了
大阪府立産業技術総合研究

所
平成4年3月31日

航空機主翼設計支援 システムを開発 した。 そして、

実行例 によりその有用性を示 した。

(3)提 案 した設計支援 システムは、設計作業 にあ らわ

れるデータや設計計算式、設計手順 の形式的な処理

の枠組みを与 えてお り、それ らの内容 に依存 しない

構成で ある ことか ら、一般 の設計 問題 にも容易に適

用で きる。 そ こで、提 案 したシステム構成 をネジの

設計お よび船 の基本設計 のシステム化 に適用 し、そ

の設計支援 システム開発 ツール としての汎用性 を検

証 した。

■ReactivityofHighlyStrainedCycloP-

ropenylCationsandltsApPlicationtoOr-

ganicSynthesis(高 ひ ず み シ ク ロ プ ロ ペ ニ

ル カ チ オ ン 類 の 反 応 性 と そ の 有 機 合 成 へ の

応 用)

小 島 秀 夫

生年月日
最終学歴

勤 務 先
授 与 年 月 日

本論文 は、高ひずみシクロプロペニルカチオ ン類 の

反応性 と有機合成への応用に関する研究結果 をまとめ

たものであ り、次のような成果 を得ている。

(1)ア ニ リン類 お よび1一ナ フチルア ミン類 からキノリ

ン誘 導体お よびナフ トアゼ ピン誘導体 をつ くる効率

の良い簡便な合成法 を確立 し、 ビニルカルベ ン中間

体のプロ トン化によって生成 するイ ミニウム塩が分

子内で環化す る反応機構 を提案 した。

② ピロールお よび イン ドール のN一アニオ ンを求核

試薬に用いると、 ピロ リジン誘導体お よびフルオ ラ

ゼン誘 導体が効率良 く生成す ることを見いだし、 ビ

ニルカルベ ン中間体 のカルベ ン炭素が ピロール環の

α位に直接環化す る新 しい合成 法を提出 した。

(3)臭 化2一 ピリジルマグネシウムおよび2一 リチオ ア

ゾール類か らイ ン ドリジン誘導体 および ピロロァゾ

ール誘 導体 をつ くる簡便な合成法 を示 し、 ビニル カ

ルベ ン中間体のカルベ ン炭素が ピリジノイ ド窒素 と

反応 してピロール環 を形成す ることを明 らかに し、

橋頭位 に窒素 を有する複素環化合物 の新規合成反応

を確立 した。

(4)臭 化 ア リールマグネシウム類を求核試薬 に用いる

と、ア リール アレン誘導体お よびインデン誘 導体が

生成 する ことを見いだし、 アルキルチオ基の立体効

果が大 きくなるほ どア リールア レン誘導体 が生成 し

易 くなるこ とを示 した。

(5)臭 化 アル キルマグネシウム類 およびジメチル銅 リ

チウムか らブタジエン誘導体 およびアレン誘 導体 を

っ くる合成反応を見 いだし、 ビニルカルベ ン中間体

と銅カルベ ノイ ド中間体 との反応性 の違い を明 らか

にした。

㈲ ホス フィン類 を求核試薬 に用いて、これ まで合成

昭和36年7月7日
大阪府立大学大学院工学研

究科応用化学専攻博士後期
課程修了
大阪女子大学
平成4年3月31日
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が 困難 で あ った プ ロパ ジ ェニ ル ボ ス ホニ エ ム塩 の簡

便 な合 成 法 を確 立 し、 ビニル カ ルベ ン中 間体 の アル

キル チ オ基 が カ ルベ ン炭素 へ1、2一 転 位 す る こと を

示 した。

■StudiesonReactivityof1、3、4、6…Tetrakis(al-

kylthio)thieno[3、4-c]thiopheneswithNon-

ciassicalStructure(非 古 典 的 構 造 をもつ1、3、4、

6一テ トラ キ ス(ア ル キ ル チ オ)チ エ ノ[3、4-c]チ

オ フェン類 の 反 応 性 に 関 す る研 究)

坪 内
生年月日

最終学歴

勤 務 先

彰

授 与 年 月 日

本論 文 は、1、3、4、6一 テ トラ キ ス

オ)チ エ ノ 〔3、4℃]チ オ フェン類の反応性お よびそ

の反応性 を利用 した新 しい誘導体 の合成 に関する一連

の研究結果をま とめた ものであ り、次のような成果 を

得ている。

(1)チ エ ノ[3、4-c]チ オ フェン類 と トリフルオロ酢

酸 との反応を検討 し、 プロ トンの付加 を経てチオン

やケ トン類が生成す ることを見いだ し、 このπ電子

系が チオカルボニルイ リド構造 に基づ く反応性 を示

す ことを明 らか にした。 また、 この反応性 を利 用す

る新 しい置換基変換法 を確立 した。

(2)求 電子性 のVilsmeier試 薬 との反応では、試薬 の

付加 と側 鎖のアルキルチオ基 の脱離によ りホル ミル

置換体が生成す ることを明 らかにした。 さらに、ホ

ル ミル置換体 と活性 メチ レン化合物 が縮合 した新規

誘導体を合成 し、電子求引性基 の導入 によって最長

波長の吸収が長波長側へ著 しく移動 することを示 し

た。

(3)m一 クロロ過安息香酸に対す る環外 および環内硫黄

原子の反応性 を検討 し、チオカルボニルイ リ ド構造

が環内硫黄原子の反応性 に大 きな影響 を与 えるこ と

を明 らかにした。

(4)ヨ ウ素 を用いてチエ ノ[3、4-c]チ オフェン類 を
一電子酸化する と

、 ラジカル カチオ ンが生成 し、こ

のラジカルカチオンのス ピン密度は環 内硫黄の隣接

炭素原 子上 で大 きいこ とをESRス ペ ク トルの研究

から実証 した。 また、ア ミン類 との反応か らラジカ

ルカチオンの求電子性 が1位 炭素原子上で最 も高 い

ことを示 した。

⑤ ニ トロソニウムイオ ンによる二電子酸化で は、安

定なジカチオ ンが生成する ことを見いだ し、 そのX

線結晶構造解析か ら正電荷が環内の硫黄原子 より側

鎖の硫黄原子上 に多 く分散 されていることを証明 し

た。

⑥ 一電子還元 によって生成するアニオ ンラジカルは

側鎖のアルキル基 と硫黄原子 の結合 を切断すること

昭和37年9月11日

大阪府立大学大学院工学研

究科応用化学専攻博士後期

課程修了

カルフォルニア大学(サ ン

タバーバ ラ)

平成4年3月31日

(アルキルチ
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を示 した。

■STUD旧SONMACROMOLECULE-SMALL

MOLECULEINTERACTIONS(高 分 子 一低

分 子 間 相 互 作 用 に 関 す る研 究)

金 栄.柱

生年月日
最終学歴

勤 務 先
授与年月日

昭和27年10月30日
大阪府立大学大学院工学研
究科応用化学専攻博士後期
課程修了

漢陽女子専門大学
平成4年3月31日

本論文 は、生体高分子お よび合成高分子 に対す る低

分子の結合機構 を解明 した結果 をまとめた ものであ り、

以下の成果 を得 ている。

(1)ア ルブミンを高分子配位子 とし、 クロムバイオレ

ッ トを低分子配位子 として、両者 の結合 におよぼす

金属 イオ ンの添加効果について調べた。 その結果、

Cu2+イ オ ンを添加 す る と、高分子配位 子一金属 イ

オンー低分子配位子 の混合配位子錯体が形成 される

こ と、 またCo2+イ オ ンを添加 した場合 に は、 クロ

ムバ イオ レッ トとCo2+イ オ ンか ら2:1型 錯体が

形成 され、 これがアルブ ミンに結合する機構 を明 ら

かに した。

(2)生 体高分子である羊毛か らケラチン成分 を抽出し、

化学修飾 す るこ とに よって、S一カル ボキシメチル

化 ケ ラチ ン、S一シア ノエ チル化 ケ ラチ ン、S一スル

ホ ン化 ケラチ ン、再生 ケラチンを得た。 これ らのケ

ラチ ン誘導体 についても、(1)と同様の結果が得 られ

ることを確か めた。

(3)羊 毛ケラヂ ン誘 導体 と酸性 および塩基性染料 との

結合 機構 について検討 し、第1次 結合定数 として

105～106の オー ダーの値 を得た。結合 に伴 う熱力学

関数 を算出し、得 られた結果を、 ケラチン誘導体お

よび低分子 の構造 と関係づ けて説明 した。

(4)ポ リーN一ア クリロイル ピロ リジン、ポ リーN一アク

リロイルピペ リジ ンおよび これ らの共重合体を合成

し、有機低分子アニオン、 フェノール性化合物、 ま

たアニオン性、中性 およびカチオ ン性 の疎水性 ケイ

光プ ローブ との結合挙動お よびケイ光挙動 について

検討 した。

⑤ ジメチルア ミノエチル アクリラー ト4級 塩 と種々

の疎水性 ビニルモノマーか ら両親媒性共重合体 を合

成 し、有機低分子アニオ ンおよび疎水性 ケイ光 プロ
ーブ に対 する結合挙動お よびケイ光挙動 について検

討 した。また芳香環 をもつ共重合体については、エ

キシマー ケイ光 強度 とモ ノマーケイ光強度の比 を

種々の添加物 を加 えた系中で測定 した。得 られた結

果 を、共重合体の形成す る疎水性 ミクロ ドメインの

性質 と関連づ けて考察 した。

■金属混合水酸化物による前濃縮 を用いる環

境水中の微量汚染物質の分析
石 野 二三枝



生年月日

最終学歴

勤 務 先
授与年月日

昭和11年12月5日

岐阜大学学芸学部物理化学

科卒業

岐阜大学教育学部

平成4年4月30日

産業の発達 にともなって急増 した汚染物質 に人間生

活か ら排出され る廃棄物が加 わって環境汚染 は地球規

模にまで広が った。環境水中の汚染物質は極微量であ

るため、分析 に先立 って有機、無機 の共存物質の分離

と濃縮の前処理が必要 となる。本論文 は、従来単独の

金属酸化物 では不可能で あった環境汚染物質 の分離濃

縮 を2種 の金属水酸化物 の組み合わせ によって可能に

した研究結果 をまとめたものであ り、次の ような成果

を得ている。

(1)多 くの2種 の金属水酸化物の組合せの検討結果か

ら、鉄(III)とビスマス(【II)との混合水酸化物 を用い

ると、高濃度で塩化物 イオ ンが共存 して もpH4～7

の範囲内で クロム(VI)を ほぼ100%吸 着す ることを

見いだした。吸着 したクロム(VI)は リン酸緩衡溶液

によって100%脱 着 し、海水 中のクロム(VDを 濃縮

率50～100倍 、平均 回収率90%で 定量で きるこ とを

示 した。

(2)鉄(III)と ビスマス(III)との混 合水酸化物 リン酸が

100%吸 着 し、pHを13以 上 にする とほぼ100%脱 着す

ることを示 した。 さらに硫酸イオンが共存する と鉄

(lll)の溶解を防 ぐことがで きた。 これ らの前処理 と

モリブデンブルー吸光光度法に よって河川水 中のリ

ン酸の定量がで きることを示 した。

(3)チ オ尿素を添加する と環境水 中の水銀(II)が 水酸

化 ビスマ ス(m)に よって100%共 沈で きることを示

した。 またヨウ化物イオン共存下 では金属水酸化物

で水銀 を共沈す ることは困難であるが、 ヨウ化 ビス

マス(nI)に はほぼ100%共 沈す ることを見いだ した。

この沈澱 を80℃ に加熱 してヨウ化 ビスマスを昇華 さ

せると水銀(II)の 濃縮定量がで きることを示 した。

(4)ア ミノ酸が鉄(III)と銅(II)と の混合水酸化物 にpH

9で ほぼ100%吸 着 し、pHI3で は全 く吸着 しないこ

とを見いだ し、 アミノ酸 の分離濃縮が可能であるこ

とを示 した。 また、pH3.5～4で 鉄(III)と ビスマス

(III)との混合水 酸化物 に酸性 ア ミノ酸 だけが100%

共沈し、吸着 したア ミノ酸 はリン酸緩衡溶液 によっ

て100%脱 着 する ことを見 いだ し、酸性 ア ミノ酸 と

中性 または塩基性ア ミノ酸 との分離濃縮が可能 であ

ることを示 した。

(5)ア ル ミニウム(III)と亜鉛(II)、 アル ミニウム(III)

と銅(II)の2種 の混合水酸化物 にアニオ ン界面活性

剤がほぼ100%吸 着 するこ とを見 いだした。 アル ミ

ニウム(III)と亜鉛(II)混 合水酸化物が白色であるこ

とに着目 し、アニオン界面活性剤 のはん点分析が可

能であることを示 した。 またローダ ミンB水 溶液に

よって着色 し、それをエチルアルコールで抽 出して

吸光度を測定す ることによって環境水中のアニオン

界面活性剤 の定量が可能 であることを示 した。

凹経済性 を考慮 した製品 ・工程検査 と発注方

式に関する研究

小 川 早
生年月日

最終学歴
勤 務 先

苗
昭和25年1月28日

佛教大学社会学部社会学科卒業

大 阪 府 立 大 学 工 学 部 経 営 工

学 科

授 与 年 月 日 平 成4年5月30日

本論文 は品質管理 の一環をなす検査 について、経済

性 の観点か ら最適 な検査方式 の設計 を試みる とともに、

工程 の保守や仕入 ・発注方式 とのかかわ りについて も

考究 した内容を まとめた もので ある。本研究で得 られ

た成果 は次の ように要約 される。

(1)破 壊試験 と非破壊試験を併用す る選別型受入検 査

方式 と非破壊試験 だけによる選別型受入検査方式 と

を、検査 におけるタイプ1の エラー率 とタイプIIの

エラー率 をい ろいろ変化 させて、経済性 と品質保証

の両面 から比較 ・検討 した。 その結果、破壊試験 と

非破壊試験 とを併用す る検査方式 よ り非破壊試験 だ

けによる検査方式のほうが経済性 においてかなり有

利であ り、品質保証 の面で も多少有利 となることが

わかった。

② グループ検査についてグループ としての不良率の

概念 を新 し く導入 し、 グループ検査 と個別検査の分

岐品質 を求めて経済性 の観点から特性解析 を行 った。

また、グループ検査で グループサイズがあ らかじめ

規定 されていない、検査品目単位で保証 する場合の

グループサイズの決定法について提案 した。 さらに、

ロッ ト不良率が未知 の場合 に、経済性 の観点か らグ

ループ検査 を採 用す るか どうかを決定するための予

備検査 にお ける最適 なサ ンプルサ イズ と判定基準 を

求める方法 を提供 した。

(3)経 験的ベイズ法による合格 ロッ トの平均不良率の

推定値 と実現値 をシ ミュレーシ ョンによって比較 し、

経験 的ベ イズ法の実用性 と簡便性 を示 した。 また、

経験 的ベ イズ法に もとついて、各期 ごとに行 なわれ

る検査 によ り蓄積されてい くロッ トに関す る情報 を

すべて用いて、多段階決定過程 として経済的な計数

抜取検査方式 の設計手順 を示 し、数値例 により、提

案法の実用性 を示 した。

(4)生 産工程 にお ける保守 を考慮 し、経済性 の観点か

ら生産 サイクル と検査 スケジュールの同時決定問題

について、検査でのタイプ1の エラーとタイプIIの

エ ラーを も併せて考慮 し、モデルの一般化 を行 った。

ただ し、タイプIIの エラーの発生 は製品品質に影響

を及ぼすので品質保証 が問題 となる。 この ことを勘

案 して、あらか じめ指定 され た平均 出検品質を満足

す るとの条件の もとで、最 も経済 的な生産サイクル

とその間にお ける検査 スケジュールの同時決定法 を

提供 した。

(5)仕 入側で受入検査 をす るBP(BlindPurchase)方

式 と、 出荷 側 で検 査 した良品 のみ を仕 入れ るSP

(SelectivePurchase)方 式の二つの仕入検 査方式 の

経済性 について解析 を行 った。製品の検査 に要す る
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コス トをBP方 式で は仕入側 で、SP方 式では供給側

で負担す る もの として、需要量が一定で、BP方 式

での入荷 ロ ッ トの品質の変動、SP方 式での リー ド

タイムの変動 を考慮 した場合のコス ト解析 および両

方式 の経済性の比較を行 った。 また、需要量が変動

し、品切れを許す場合 の両方式のコス ト解析 を行っ

た。 さらに、需要量 と入荷 ロッ トの不良率が ともに

一様分布に従 うと仮定 した場合 の両方式 の経済性 の

比較 を数値例 より行 った。その結果、両方式のいず

れが経済的に有利であるかを判定する条件 を明 らか

にしえた。

⑥BP方 式での仕入検査方式 において、扱 う品種 を

多品種 とし、発注コス トに含 まれる固定費 と変動費

のうち、変動費に対 しての学習効果 と、入荷 品質 に

ついての学習効果 を考慮 したモデルを提案 した。 こ

の提案モデルについて品種 ごとに発注す る個別発注

方式 と、扱 う品種 を一括 して発注する一括発注方式

のそれぞれにつ き最適な発注量 と発注回数および検

査率の決定について考究 した。 また、各種パ ラメー

タの値 を変化 させて両方式の特性 について調べ、そ

の経済性の比較 を行ない、一括発注方式のほうが個

別発注方式よ りも経済性 において一般的には優位で

ある との結果 を得た。 さらに、従来言及されていな

かった学習効果 を表すパ ラメータの設定を発注回数

と発注量 に依存 して決 める方法 を新たに与 えた。

係 になる。

(2)こ れ らの腐食挙動 はX線 応力測定法 により求めた

試料表面の残留応力 と圧延率 との関係 に対応 してお

り、 また、圧延試料 を回復 させて残留応力 を除 くと、

腐食速度は圧延試料 の腐食速度よ りも小 さく、 かっ

圧延率に無関係に平均化す る。 これ らの ことか ら腐

食速度 は残留応力 に依存 していることを解 明した。

残留応力 の挙動に対 して は転位 の増殖、結晶 の格子

回転 、集合組織の形成お よび加工 による動的回復に

基づ くひずみエネルギーの蓄積や解放を金属物理学

の立場 か ら推論 した。 この推 論 は、A旺 延試料 を

熱分析す ることによ り残留応力 とス トアー ドエネル

ギーの対応関係 によ り立証 された。

(3)中 性 溶液中 におけるAIの 陽極酸化 にお いて、圧

延率50%の 試料が皮膜生成時間 は短 く、かつ皮膜 の

厚 さが最 も厚 く、30%と80%で は逆 の挙動 を示 し、

試料の残留応力 に対応 していることを明 らかに した。

(4)食 塩水を還流 させて、流動溶液 中にお ける純銅の

腐食挙動を調べ、腐食電流密度 は残留応力の変化傾

向に対応することを明 らか にし、アノー ド溶解挙動

に一致するこ とを認 めた。

(5)Al-8%FeP/M合 金押出材の強度 と耐食性 にお け

る加熱温度 の影響 を検討 し、473～573K程 度 で加熱

処理 して残留応力を除去すれば、強度特性 に影響せ

ず耐食性 を改善で きることを明 らかにした。

■金属および合金の耐食性 と残留応力に関す

る研究

小 林 信
生年月日

最終学歴

勤 務 先

夫

授 与 年 月 日

本論文 は、冷間圧延され た非鉄金属お よび合金 の腐

食挙動に対 する支配因子 を究明 し、腐食 に関する基礎

的知見を得 ることを目的 として研究 した結果 をま とめ

たもので、次 のような成果 を得ている。

(1)冷 間圧延 した非鉄金属(Al、Cu、Zn)お よび合金

(60/40黄 銅)に つ いて、酸性、中性、お よびアルカ

リ性溶液 との組合 せによる腐食環境における腐食速

度 、交換電流密度 あるい は腐食電流密度 を求 め、圧

延加工 に対 する腐食速度の挙動 は圧延 の方法 により

異 な り、次のような挙動を示す ことを指摘 した。

1)圧 延率30%と80%で 極大値 を、50%で 極小値 を示

し、80%の 値 は30%よ りも大 き く非単調増加す る。

II)圧 延率30%な い し50%で 極大値 を示 した後 は非単

調減少する。

III)圧 延率30%で 極大値 を示 した後50%前 後 まで減少

し、その後 はほぼ一定値 を示す。

1)はCu(流 動溶液 中 も含 む)お よびAIを 圧下率方

式で圧延 した場 合、II)はA1を 圧 下量方式 で圧 延

した場合 お よび60/40黄 銅 の場合、III)はZnの 圧延

直後 の場合であ り、1ヵ 月放置す ると圧延率 に無関

昭和4年8月9日
近畿大学理工学部機械工学

科卒業
大阪府立大学工学部
平成4年6月30日

■セル生産システムにおけるロッ トサイズの

決定法に関する研究

本位田 光
生年月日

最終学歴

勤 務 先

重

授 与 年 月 日

本論文 は、複数部品の製造 ロッ トサイズの決定 に関

す る問題 について、 グループ ・テクノロジー と動的計

画法に基づいた部品のグループ化による解法を提案 し、

その有効性を示 したもので、得 られた成果を要約する

と以下 のようになる。

(1)生 産工程の類似性 に よって決定 された複数 の部品

ファ ミリー とそれ らを生産す る機械 グループか らな

る単一の生産 セルの構成評価 は、従来の評価尺度で

は不可能であった。 ここで は、部品 ファミリーに対

して新たに定義 した結合度係数に基づ き単位生産セ

ルの結合度 を示 し、生産セル単位の評価 を可能にし、

この結合度 の総和 を最大 にするセル生産 システムの

構成法 を提案 している。

(2)単 一品 目のロ ットサイズ決定問題 において、従来

の ヒュー リステ ィック手 法によって得 られた解 に、

2ロ ッ ト期間 ご との費 用を最小 とする修正手順 を追

加 することによって、よ り良好な近似最適解 を容易

に 得 る こ とが わ か っ た。 この 方法 をForward

-Forward(FF)法
、Forward-Backward(FB)

昭和29年3月1日
大阪府立大学大学院工学研
究科産業機械工学専攻修士

課程修了
大阪府立工業高等専門学校
平成4年6月30日
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法 として提案 している。

(3)共 通段取 り作業 を伴 う複数品 目のロ ットサイズ決

定問題 に対 して、費用最小 となるロットサイズを求

めるグループ ・ロッ トサイジング法を提案 し、また

部品ファミリーが複数の生産セルで加工 される場合

のロ ットサイズ決定法 も示 している。

(4)単 一品 目、複数品目に対す る各ロッ トサイズ決定

法を短期の生産計画問題 に適用 し、部品の需要量や

平均生産サイクルの変動が解法に与 える影響 を検討

した。 その結果、提案法 はいずれ も他の方法 に比べ

て、需要量や平均生産 サイクルが変動 して もその影

響を少 な くで き、 また良好 な近似最適解が得 られ る

ことを示 している。

㈲ 単一品 目、複数品目に対す る各ロ ットサイズ決定

法をロー リング ースケジュールに従 って長期 の生産

計画問題 に適用 した場合 の比較 を行 ってい る。 その

結果、単一品 目で はFF方 法 のほうが他 の方法 よ り

も最適解か らの偏差率が小 さ くな り、複数品 目では

グループ ・ロ ットサイジング法が他 の方法 よりも偏

差率のより小 さい解を与 えることが示 されている。

■光ディスク装置の対物 レンズ駆動機構に関

する研究

木 目 健治朗

生年月日

最終学歴

勤 務 先
授与年月日

昭和24年8月12日

愛媛大学工学部生産機械工

学科卒業
三菱電機株式会社

平成4年6月30日

本論文 は、光 ディス ク装置 において、 フォーカシン

グ補正 とトラッキング補正 を行 うための、対物 レンズ

駆動機構 の方式 として、軸摺動回動方式 を提案 し、 そ

の駆動機構の設計 の指針 を示す とともに、試作 を通 じ

て基本特性 を考究 し、高性能化 をはかった研究 をまと

めたもので ある。

本研究で得 られ た成果 は次の ように要約 される。

(1)光 ディスク装置の対物 レンズ駆動機構に要求 され

る性能 を、光学系、制御系、機械系 の側面か ら考察

し、その要求 に合致する方式 として、軸摺動 回動方

式の駆動機構 の提案を行 った。

(2)軸 摺動回動方式の駆動機構の基本特性、特徴 およ

び問題点 を示す とともに、周波数特性、機械共振、

軸受構造な どを考察 し、設計の指針 を示 した。

(3)軸 と軸受の間の摩擦係数の評価装置 を製作 して、

種々の材料 について実験 を行い、本方式に適用 でき

る軸 と軸受の組合せを見 いだ して、 この方式 の駆動

機構 を用いた光 ピックアップ/ヘ ッ ドを製作 し、装

置の小形 ・簡素化や高性能化 を実現 した。

(4)こ の方式 の駆動機構 の制御 系のモデルを用 いて、

微小荷重時の摩擦の影響 を実際の動作状態で把握す

る方法 を提案 し、軸 と軸受の間の摩擦係数を求 める

とともに、摩擦 の影響 を解析 と実験 か ら示 した。

⑤ この方式の駆動機構 の効率 を向上 するため、摺動

と回動のための磁気回路を分離 した対物 レンズ駆動

機構 を考案 して、試作 し、駆動機構 の飛躍 的な小型

化や高性能化の可能性があ ることを確認 した。

(6)固 定部 と可動部 とを連結する部材 を完全 に取 り除

いた可動磁石方式 の軸摺動 回動型の駆動機構 を試作

し、光 ディス ク装置 に適用で きる性能が確保 されて

いる ことを確認 した。

⑦ 光 ディス ク装置 の転送や レー トやア クセス性能 を

高めるための軸摺動回動方式 の駆動機構 について考

察 し、高性能化 を実現 している。

■加工時間分布 を考慮 した多 目的スケジュー

リング

鄭 庸 植
生年月日

最終学歴

勤 務 先
授 与 年 月 日

本論文 では、労働集約型産業 や故障率の高 い自動化

工場な どで加工時間や製造 リー ドタイムが確立的に変

動する場合 を対 象 とし、競合 する複数の評価尺度の同

時最適化 をはか る多 目的スケジュー リング問題につい

て論述 してい る。そこで得 られた成果 は以下の ように

要約され る。

(1)加 工時間分布 を考慮 した場合の新たな評価尺度 と

最適 スケジュールについて論 じてい る。 その結果 、

総滞 留時間の期待値 お よび分散 はそれぞれSPTμ お

よびSPTσ によ り最小化 され ること、重 みづ き総滞

留時間の期 待値お よび分散 はそれぞれWSPTμ お よ

びWSPTσ によ り最小化 されること、 また、最大納

期遅れ確率 はEDDに よ り最 小化 される ことが示 さ

れて い る。 さ らに、炉 納期遅 れジ コプ数 を最小 化

する効率的最適化 アル ゴリズムが提案 されている。

(2)総 滞留時間の期 待値 と分散を最小化 する2目 的単
一工程 スケジュー リング問題 に対 して

、非劣 スケジ

ュール集合の効率的 な生成法が提案 されている。

(3)総 滞留時間の期待値、分散 および最大納期遅れ確

率 を最小化す る3目的単一工程ス ケジュー リング問

題に対 して、非劣スケジュール集合の効率 的な生成

法が提案 されている。

〔4)総 滞留時間の期待値、分散および期待納期遅れ ジ

ョブ数 を最小化す る3目的単一工程 スケ ジュー リン

グ問題 に対 して、非劣 スケジュール集合の効率的 な

生成法が提案 されている。

⑤ 得 られた非劣スケジュール集合 の中か ら意思決定

者の選好構造 に基づいて選好スケジュールを求 める

ための対話型探索 システムが開発 され、総滞留時間

の期待値 と分散 を最小化す る2目 的単一工程 スケジ

ュー リング問題に適用 されている。

昭和32年7月1日
大阪府立大学大学院工学研
究科経営工学専攻博士後期
課程修了

大邸大学校
平成4年6月30日

■TFr液 晶ディスプレイの特性解析 と最適設

計に関する研究

高 橋 盛 毅
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生年月日

最終学歴

勤 務 先

授与年月日

昭和35年9月26日

大阪府立大学大学院工学研
究科電気工学専攻博士前期
課程修了
三菱電機株式会社

平成4年7月20日

本論文 は、アモルファス ・シ リコン薄膜 トランジス

タ ・アレイを用いた液晶ディスプレイ(TFT-LCD)の

特性解析 と、低 コス トで製造す るための最適設計 に関

する研究結果 をまとめたもので ある。

本研究で得 られた成果 は次のように要約 される。

(1>TFT-LCDの 定常状態 における表示特性を、液晶

セルに印加す る駆動電圧 を種々変化 して解析 し、最

適設計法 と表示特性 の向上にっいて明 らかに した。

また液晶表示パ ラメータの選択 によるコン トラス ト

比、視野角依存等の表示特性 を比較 し、最適設計 の

ための指針を与 えた。更 に駆動方式の最適化に よっ

て、表示不良が低減され るメカニズムを説明 し、周

辺駆動技術 とLCD表 示特性 の密接 な関係 を明 らか

にした。

(2)TFT-LCDの 光学応答特性 を駆動方式 に変 えて解

析 した。TFT駆 動時 に特有 な立上 が り特性 におい

て見 られる輝度 の30Hz成 分 を発見し、 これがTFT

寄生容量 と液晶の誘電率 の変化 によって発生す るド

レイン電圧の直流 レベ ルの変化が原因であることを

つ きとめた。

(3)LCDに おいて直流信号 を印加 した場合 に発生 す

る30Hz成 分の発生、減衰 のメカニズ ムを考察 し、

この現象が液晶層内に電気二重層が形成され、内部

直流電圧が発生す ることに起因することを明 らかに

した。

(4)TFT-LCDに おいて、長時間のパ ター ン表示後に

パターンが焼付 いて残 る残像現象の原因を、 内部残

留電圧 に基づ くモデルで考察 し、その低減のための

設計指針 を与 えた。 また、液晶、配向膜材料等 の最

適化 によって内部残留電圧の生成 を抑制することが、

残像の低減に対 して有効 であ ることを明 らかにした。

(5)LCDに おけ るカ ラー画像 の画素配列 の最適 設計

について考察 し、十分 な表示特性 を維持 したまま総

画素数を従来 のRGBス トライプ配列の2/3に 減少す

る こ とが可 能 な新画 素配 列 を提案 し、5イ ンチの

LCDを 試作 した。簡単 な信号補正 によって、従来

のRGBス トライプ配列 と同等なカラーTV画 像表示

を実現 し得た。

更に空間周波数特性の評価 により、 この画素配列 に

よるTVを 表示特性が従来のRGBス トライプ配列の

特性 に近 いこ とよ り、新 しい液晶TVの 規格 方法 と

して提案 した。

(6)高 精細 の10イ ンチLCDを 試作 した。高速 かつ正

確 なアナログ再生を実現す る三 角波 を用いた新再生

方式 を用い、16階 調(4096)の カラー液晶デ ィスプレ

イを実現 した。
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■ポ リチ タ ノ カ ル ボ シ ラ ン を前 駆 物 質 と す る

Si-Ti-c-o繊 維 の 合 成 と そ の 特 性 に関 す る

研 究

石 川 敏 弘

生 年 月 日 昭 和28年8月7日

最 終 学 歴 大 阪 市 立 大 学 大 学 院 工 学 研

究 科 高 分 子 化 学 専 攻 修 士 課

程 修 了

勤 務 先 宇 部 興 産 株 式 会 社

授 与 年 月 日 平 成4年7月20日

本論文 は、有機 ケイ素 ポリマーのポ リチタノカルボ

シランを前駆物質 とし、力学的 ・熱的特性並びに金属

複合材料への適合性に優れた、非晶質 のSi-Ti-c-0繊

維の工業 的製造条件 の解明 を目的 として行った研究の

結果を まとめた ものであ り、以下 の成果 を得ている。

(1)前 駆物質である有機 ケイ素ポ リマーの生成反応機

構 を明 らか にし、ポ リマー繊維 への成形性 ならびに

Si-Ti-c-0繊 維への転換率の優れた前駆物質を合成

す る条件 を明 らかに した。

② チタ ン含有量の異 なる前駆物質 の無機化過程 を調

べ ることによ り、チタン含有量 の多い前駆物質が、

相対 的にケイ素 と炭素間の結合力 の大 きい、非晶質

構造の緻密 なSi-Ti℃-0繊 維 に高残存率で転換で き

ることを明 らかに した。 また無機化 の前 に行 う不融

化工程の最適化 を行 い、さらに無機化過程における

繊維構造 の変化 とSi-Ti-c-0繊 維の力学的特性 との

関係 について も明 らかにした。

(3)Si-Ti-C-0繊 維の物理的性質 を調べ、 この繊維が

直径 約十μmと細 く、 しなやかで、2次 加工性に優

れていることを示 した。またSi-Ti-C-0繊 維は、チ

タンの存在 によ り高温 においてもβ一Sicの結晶粒の

成長が極めて遅 く、耐熱性 に優れていることを示 し

た。 さらに繊維 の耐酸化性 に対するチタンの役割に

ついても明 らかにした。

(4)チ タ ン含 有量 の異 な るSi-Ti-C-o繊 維 を溶 融AI

中に浸潰 し、繊維の強度並 びに表面状態の変化 を調

べ る こ とに よ り、 チ タ ン含 有量 の増 大 に伴 って

Si-Ti-c-o繊 維の溶融A1に 対す る反応性 が大幅 に

減少 することを明 らかに した。 またSi-Ti-C-0繊 維

を強化材 としたA1複 合材料 は、繊維 の体積含有率

50%で 、繊維軸方向及び繊維 と直角方向の強度がそ

れぞれアル ミニ ウム単独 の場合 の13倍 および3.5倍

に強化 され、 さらに耐熱性 にも優 れていることを明

らかにした。

闘衝撃を受ける固体中の二次元および三次元

波動伝ぱ解析

梅 津 浩
生年月日

最終学歴

勤 務 先
授与年月日

昭和33年9月2日
大阪府立大学大学院工学研

究科機械工学専攻博士前期
課程修了
大阪府立大学工学部
平成4年9月20日



本論文 は、物体 中の波動伝 ぱ現象に着 目して、波動

伝ぱの解析 に有用 な双極座標 を用いた差分法 と従特 性

曲線法 をもとに して、物体 の境界や材質の影響 により、

複雑な挙動を示す二次元 および三 次元波動伝 ぱの状況

を高精度で解析す る方法 について研究 を行 った結果を

まとめた ものであ り、次 のような成果 を得 ている。

(1)地 盤を軟弱粘土 として、弾性 一粘塑性体構 成式を

用 い、土圧 や水 圧 の変化 も考慮 した球状 空か(球

か)を 有する地盤に対す る三次元動的応答問題の解

析手法を示 した。数値計算によ り、球かを有す る地

盤中の波動伝 ぱの状況 を明 らかにす るとともに、球

かを有する物体 中の波動伝ぱ解析 に、 この解法が有

用であ ることを示 した。

② 材質の異 なる部分 を含む構造体 の二次元波動伝ぱ

問題 に従特性曲線法 を適用する解析手法を提案 した。

解析例 として、液体 を満た した弾性/粘 塑性 円筒形

容器の二次元波動伝 ぱ問題を取 り上げ、数値計算に

より、容器 と液体 中の両方の波動伝ぱ状況 を十分な

精度で明 らかにで きることを示 した。

③ 不均質 な固体 中の二次元波動伝 ぱ問題 に従特性 曲

線法を適用す る場合の解析手法 を提案 した。解析例

として、温度勾配 を有す る半無限長の弾性円柱およ

び傾斜機能材料 か らな る円管 の二次元波動伝ぱ問題

を取 り上 げ、数値計算に より、不均質材料中での波

動伝ぱの状況を十分な精度 で明 らかにで きることを

示し、 この解析手法の有効性 を示 した。

(4)ね じり衝撃 を受 ける円柱 の二次元弾性/粘 塑性波

動伝ぱ問題に従特性曲線法 を適用する方法を提案 し

た。さらに、この方法を拡張 し、異種材接合円柱が

ねじり衝撃を受 ける場合 の二次元弾性/粘 塑性波動

伝 ぱ問題の解析手法を提案 した。数値計算によ り、

接合円柱内での波動伝 ぱの状況 を粘塑性変形す る場

合に も精度 良 く、明 らか にで きることを示 した。

⑤ 異方性体 に従特性 曲線法 を適用す ることを目的 と

し、ね じり衝撃 を受 ける横等方性 円柱の二 次元弾性

波動伝ぱ問題の解析手法 を提案 した。数値計算 によ

り、波動伝 ぱにお よぼす横 等方性 の影響 を精度良 く

計算で きることを示 した。

■モデル触媒 を用いた貴金属超微粒子の電極

触媒特性に関する研究

矢彦沢 清
生年月日

最終学歴

勤 務 先

允

授 与 年 月 日

本論文は、パ ラジウム、 白金、あるいは金の超微粒

子を、表面が平 らな炭素材料上に担持 させた、モ デル

化 した電極触媒 を用いて、 これ ら貴金属超微粒子の大

きさが、水素お よびアルコール関連物質の電気化学的

触媒反応特性 に及ぼす影響 について研究 した結果 をま

とめた もので ある。

本研究 で得 られた成果は次 のように要約 される。

昭和5年12月29日
信州大学繊維学部繊維化学

科卒業
信州大学繊維学部
平成4年9月20日

(1)超 微粒子形成過程 の性状 を超高分解能走査型電子

顕微鏡観察に より検討 し、平面担体 に金属 を真空蒸

着 した後に電気化学的処理 を施す ことによ り作成 し

た、1～7nmの 直径 を有す る、粒子 サイズの異な る

超微粒子の形態 と分散状態 を明 らかに した。 さらに、

金属超微粒子 の電子帯構造のX線 光電子分光分析 に

より、粒子サイズによって、 その電子帯構造 に顕著

な違 いが見 られることを明 らかにした。

② パ ラジウム超微粒子への水素の吸着、吸収、な ら

びに脱離の挙動、お よび水素発生反応 に対す る電極

触媒特性を検討 し、吸着水素 と吸収水 素を明確 に分

離 し、 その電極反応挙動を定量的に論 ずることに成

功するとともに、水素発生反応 については明確な粒

子サ イズ効果 があることを見出 した。

(3)白 金超微粒子上でのアルコールお よびその関連物

質 の酸化挙動 を検討 し、それ ぞれの反応 に対 して白

金超微粒子のサ イズ効 果が あることを明らか にした。

また、ギ酸の酸化反応に対す るサイ クリックボルタ

ンメ トリーによ り、白金超微粒子の表面 に露出 して

いる結晶面 の評価が可能で あることを実証す るとと

もに、露出結晶面の割合が粒子サイズに依存する こ

とを見出 した。

(4)金 超微粒子 によるアルコールおよびその関連物質

の酸化挙動 を検討 し、アル コールの酸化 に対 する触

媒活性 は粒子サイズが大 きいほ ど高 いが、アルデ ヒ

ドの酸化 の触媒活性 は特定粒子 サイズで最高になる

ことを見 出した。 また、一酸化炭素の酸化 に対す る

触 媒活性 は粒 子サイズが小 さくなると著 しく高 くな

ることを明 らかにした。

■層 状 複 合 材 料 お よ び 不 均 質 材 料 の 非 定 常 熱

応 力 問 題 に 関 す る理 論 的 研 究

大 多尾 義 弘

生 年 月 日 昭 和29年2月19日

最 終 学 歴 大 阪 府 立 大 学 大 学 院 工 学 研

究 科 機 械 工 学 専 攻 修 士 課 程

修 了

勤 務 先 大 阪 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究

所

授 与 年 月 日 平 成4年9月20日

本論文 は、耐熱用新素材 として有望視 され、現在開

発が進行 中の熱応力緩和型不均質材料 な らびに異方性

積層複合材料 を対象 とした、不均質 ・非等方性材料の

非定常熱応力 ・熱変形問題 の解析 的方法 について まと

めたものであ り、次の ような成果 を得 ている。

(1)材 料物性が物体 中の各点 において変化す ることを

想定 した不均質材料 の非定常熱伝導 および非定常熱

応力 ・熱変形問題 は、構成方程 式系が非線形 とな り、

その取 り扱いが極 めて困難 となる。材料物性 が不均

質特 性を示す方向に関 して、仮想的 な多層の層状領

域 に分割 し、各領域 を均質体 と見 なす手法を用いて、

上記 の非線形問題 を近似的に線形化す る解析 的方法

を提案 してい る。 この方法 は、種々の座標系の三次

元問題 に対 して も、容易 に適用 しうる普遍的な解析
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的方法である。

(2)異 種材料か らなる複合構造物 の非定常熱応力 ・熱

変形問題 では、温度伝導率の相違が原因 とな り、非

定常熱伝導問題の解析が困難 であった。二 つの異な

った温度分布の基本解 を導入 する手法を提案 し、層

状複合材料お よび不均質材料 の熱伝導問題 の解決を

はかっている。

(3)異 方性材料の積層構造体 である層状複合材料の非

定常熱応力 ・熱変形問題 に関 して、異方性主軸の配

向角が熱変形 および海面の応力不連続 に及ぼす影響

な どを定量的に評価 している。層状複合材料 の解析

的課題であ る曲げ一ね じり連成問題 につながる もの

である。

(4)不 均質材料 の非定常熱応力 ・熱変形 に関する順問

題解析 として、 は り、平板、円筒 および中空球な ど

の二次元あるいは三次元問題 をとりあげ、数値計算

例 を示 し、定性的挙動 の把握な らびに定量的評価 を

行 っている。不均質材料の高温環境下での変形お よ

び強度 に対 する知見を与 えるもので ある。

⑤ 不均質材料 の非定常熱応力 ・熱変形に関す る逆問

題解析(逆 計算)と して、不均質円柱を解析モデル

とし、規定 された非定常熱応力あるい は変位 に対 す

る媒体温度分布の決定問題 を取 り扱 っている。不均

質体 の媒体環境、幾何学的形状お よび不均質特性 の

推定な どの逆問題解析 に寄与 するものである。

■マシニングセンタによる研削加工に関する

研究

崔
生年月日

最終学歴

勤 務 先

桓

授 与 年 月 日

本研究 は高い剛性 と高度な数値制御機能に よる、高

送 り精度、自動工具交換機能な どの優れた長所 を持つ

切 削加工機 であるマシニングセ ンタに研削加工 の長所

を加 えて、多 くの利点 を持つグラインディングセンタ

を開発するための基礎的 な研究をま とめた ものである。

本研究で得 られた主な結果 は

(1)カ ップ形砥石 によるセラミックスの平面研削の研

削抵抗3成 分 は、工作物送 り速度の増大 とともに、

直線的に増大 してお り、砥石周速度が小さ く、砥石

切込み深 さが大 きいほどその増加割合 は大 きい。研

削抵抗 の理論値 と実験値 はかな りよ く一致 する。

(2)円 筒 内面ス ラス ト研削については、研 削抵抗3成

分はいずれ も砥 石送 り速度の増大 と共 に増大 するが、

その増加割合 は砥石周速度が小さ く、砥石切込 み深

さが大 きいほど大 きい。 また、砥石軸 の剛性 が研削

抵抗 に大 き く影響 する。研削抵抗 の理論値 と実験結

果は、砥石切 込み深 さが解析 条件 どお り大 きい と、

かな りよ く一 致する。

⑧ セラ ミックスのコア リング加工の場 合には、 コア

昭和27年10月30日
大阪府立大学大学院工学研
究科機械工学専攻博士前期
課程修了
金鳥工科大学

平成4年9月30日
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リング砥石 の軸方向送 り速度が1～37mm/minの 範

囲で は、軸方向送 り速度 の増加 に ともなって コア リ

ング抵抗 が増加 し、 また砥石の底面部摩耗量 も増加

した。 この範囲で は、 コア リング抵抗 の理論値 は実

験値 と良好 な一致性が みられ、 コア リング条件 は砥

石 回転 数3000rpm、 軸 方向送 り速度5.2mm/minが

最良であった。

(4)ト ラク シ ョン ドライブ(T/D)増 速ユ ニ ッ トを用

いた砥石軸 の自転振れ は、ツルーイングによって除

去で きる。等価研 削剛性 は砥石軸 の回転速度 と共に

増加す るので、(T/D)増 速ユニ ッ トで主軸を増速 す

ると加工精度を大 きく向上せ しめ得 る。

⑤ 研 削液 に混入 した研削 くずの浄化装置 として は、

遠心分離機が有効であ り、清浄度 は本 実験の範囲で

は、鋳鉄研 削 くず の場合84～97%、 セラ ミックス研

削 くずの場 合では81～95%で あ り、遠心分離 される

限界粒径 は、鋳鉄研削 くずでは8～13μm、 セラ ミッ

クス研削 くずで は18～25μmで あった。研 削液 の清

浄度 の測定 では、 コールターカウンタによる測定精

度が高 く充分信頼性があった。

■単 一 工 程 に お け る総 コ ス ト最 小 化 の スケ ジ

ュー リ ン グ

鄭 文 学
生年月日

最終学歴

勤 務 先

授 与 年 月 日

本論文では、多品種 の製品ない し部品を生産する単
一工程生産 システムを対象 に

、生産 スケジュー リング

の段階で考慮すべ き滞留時間 によるコス ト、納期余裕

によるコス トお よび納期遅れによるペナルティー ・コ

ス トか らなる総 コス ト最小化のスケジュー リング問題

について論述 している。

そ こで得 られた成果 は以下のように要約 される。

(1)コ ス ト関数が非線形 ・非対称 の凸関数かつ全 ての

ジョブで同一であるような単一機械 生産 システム を

対象に、共通納期が全 ジョブの加工時間 の総和 と比

べて十分大 きい場合 の総 コス ト最小化 のスケジュー

リング問題が定式化 されている。 この問題 に対 して、

最適 スケジュールの必要条件が導かれ、最適化 アル

ゴリズムが提案され てい る。

② 共通納期があ まり大 き くな く、 ジョブ加工開始時

刻の非負条件を考慮す る必要が ある総 コス ト最小化

の単一機械スケジュー リング問題 に対 して、最適ス

ケジュール の必要条件が導かれ、最適化 アルゴ リズ

ムが提案 されている。

(3)単 一工程 ・並列機械生産 システムにおける総 コス

ト最小化 のスケジュー リング問題 に対 して、最適ス

ケジュールの必要条件が与 えられ、近似 スケジュー

ル を求めるための ヒュー リステ ィック解法が提案 さ

れている。

昭和33年1月2日
大阪府立大学大学院工学研

究科経営工学専攻博士後期
課程修了
大連海運学院

平成4年10月31日



(4)故 障率や故 障による作業停止時間をほぼ一定値 と

みなす ことがで きる場合の機械の故 障を考慮 した期

待総 コス ト最小化の単一機械 スケジュー リング問題

に対 して、最適 スケジュールの必要条件が導かれ、

最適化 アルゴ リズムが提案 されている。

■小規模分散型エネルギー供給システムの最

適計画に関する研究

松 本 芳

生 年 月 日 昭 和14年4月19日

最 終 学 歴 京 都 大 学 工 学 部 電 気 工 学 科

卒 業

勤 務 先 関 西 電 力 株 式 会 社

授 与 年 月 日 平 成4年10月30日

本論文 は、ガスター ビン、ガスエンジン、 または燃

料電池を主要構成機器 とす る熱電併給 システムの各種

設計および運用計画問題 を、最適化手法 に基づいて考

察した研究をまとめた ものであ る。

本研究で得 られた成果 は次の ように要約される。

(1)チ ェンサイクル方式 ガスター ビン熱電併給 システ

ムの運用方策 を、混合整数計画法 に基づ き合理的に

計画す る手法 を提 案 し、 システムの経済性 や省エネ

ルギーに対す る効果 を明確に分析 した。

② 蓄熱槽 を含む熱電併給 システムを合理的に運用す

るために、動的計 画法お よび混合整数計 画法 を組み

合わせた最適化手 法を提案 しました。 また、蓄熱槽

の導入による入力 エネルギー。 コス ト低減等 のメリ

ッ トと、設備 コス ト発生等のデメ リッ トを明確 にし

ながら、システム全体の経済性や省エネルギー性に

対する影響分析を行 った。

⑧ 実在ホテルの大規模な従来型 エネルギー供給 シス

テムに、小規模 な燃料電池を付加的に設置 した熱電

併給 システムに対 して、最適運転ア ドバイザ リー ・

システムを構築 し、最適化手法 の導入によ り省エネ

ルギー化 を促進することがで きることを実験的に検

証 した。

(4)熱 電併給 システムの基本設計計画に対 して、機器

容量 とユーテ ィリティ最大契約量お よび運用方策を、

非線形計画法および混合整数計画法をペ ナルテ ィ法

によって統合化 しなが ら、同時 に決定 する最適化手

法 を提案 した。 また、ガスター ビン熱電併給 システ

ムの従来 システムに対 する経済的メ リット性 を、シ

ステム導入、最適化運用方策採用、および最適規模

設計法採用による各メ リットに分割 しなが ら、数値

計算を通 じて具体的に検討 した。

(5)ガ スエ ンジン熱電併給 システムの運用方策 として

は、最適方策、電力追従 方策、お よび熱追従方策の

3方 策 を比較検討 し、システムの運用方策が機 器規

模設計計画に大 きな影響 を及ぼす ことを明確化 した。

㈲ 燃料電池熱電併給 システムの最適設備導入量 とそ

の運用方策について検討 した。今後、燃料電池初期

設備費の低減化 が達成 されれば、経済性 および省エ

ネルギー性の点から、ガスエ ンジン発電機等 と競合

性 がでて くることを明 らかに した。

(7)シ ステムの建設期間が長期に渡 る地域 冷暖房用熱

電併給 システムの多段階最適計画問題に対 する解法

を確立 した。ある市街地再開発地域へのガスター ビ

ン熱電併給 システムの導入計画 を通 じて、その手法

の合理性 を検証 した。

■転が り軸受の疲れ寿命計算式 に関する実験

的研究

高 田 浩
生年月日

最終学歴

勤 務 先

年

授 与 年 月 日

本論文 は、転 が り軸受の疲れ寿命 に関す る現行計算

式を、 よ り精 密化 して向上を計 るため、計算式中の補

正係数 および基本動定格荷重 を多数の転が り軸受の疲

れ寿命評価実験 に基づ き高度化す るとともに、解析 に

より寿命理論 の拡張 を行 った結果を まとめた ものであ

り、次 のような成果 を得ている。

(1)寿 命計算式中の信頼度係数a、の値 として、信頼限

界 を考慮 した推定値 の必要性 を提唱 し、基準化寿命

分布 の推定誤差分散 にメジアンランクを適 用 した信

頼限界値 を基準 とす る推定値a、、を初 めて示 した。

これ によって現行al値 をさらに高信頼度域 まで拡張

し、従来の実験値間の不一致 を統一 し、 また、ころ

軸受 に対するal値 を初めて示 した。

(2)寿 命計算式中の材料係数a2値 を実験的 に精 密化 し

た。軸 受 内の特 定部品 に注 目した寿命解析 法 を開

発 ・適用 し、真空脱 ガス鋼製軸受 のa,値 を初めて示

し、a2値 と鋼 中含 有 酸 素 量 との 関係 を提 案 し、

Lundbergら の寿命理論 の基 準a2値 および含有酸素

量 の0の 極 限a2値 を推定 している。

(3)寿 命 計算式 中の使用条件係 数a、値 と、形成EHL

油膜パ ラメー タAと の関係 を実験 的に精密化 した。

従来の研究 では、油膜 入口温度に対 する吟味、その

他 の点で検討不足だったのを寿命評価実験 によ り明

らかに し、a3値 とAと の一般的関係 を初めて導いた。

また、 グリース潤滑 ・軸受鋼種 ・油 の分子量分布が

a3値 とAと の関係 に与 える影響 を解明 した。

(4)こ ろ軸受 に取付誤差 がある場合 の寿命計算方式 を、

転走面 クラウニ ングの適正化 との関係で精密化 した。

そのために、寿命最大値 を与 える転走面の線荷重分

布 を理論的に明確 にし、この実現 を目指す クラウニ

ングの算定法 を解析 的に与 え、実験 でその長寿命性

を実証 した。

⑤ 寿命計算式 中の基本動定格荷重に対 し、現行寿命

理論で は考慮 していないワイブル勾配 の変数化およ

び転動体寿命 の理論化 を行 って拡 張 し、 この両者 を

考慮 した最初 の最 も一般的 な基本動定格荷重の計算

式 を、全軸受形式 に対 して確立 した。

昭和12年5月26日

大阪府立大学工学部機械工

学科卒業

日本精工株式会社

平成4年10月30日
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安部田 貞
生年月日

最終学歴

治
昭 和13年2月20日

京 都 工 芸 繊 維 大 学 工 芸 学 部

染 色 工 芸 学 科 卒 業

勤 務 先 住 友 化 学 工 業 株 式 会 社

授 与 年 月 日 平 成4年10月30日

本論文 はセルロース、ナイロン、アクリル繊維の均

染および堅 ろう染色 に関する研究結果 をまとめたもの

で あり、以下の成果 を得ている。

(1)1個 の染料分子中に反応性の異 なるビニル スルホ

ン基 とモノクロロ トリアジン基を導入 した異種2官

能型反応染料 は、セルロース繊維 に対 して均染性、

堅 ろう性 に極 めて優れた染料であることを見出 し、

異なる2種 の反応基 を連結す ることによって直接性

が高 くなり、吸尽率および固着率が向上することを

確認 した。

(2)異 種2官 能型反応染料 の3原 色染料 は、染色助剤

の添加量や浴比 に対 しても大 きな影響 を受 けず に、

安定 した染色性 を与えること、各種堅 ろう度 の優れ

た ものが得 られ ること、 中程度 の一次吸尽率 と高い

移染性のために、優れた均染性 を示す ことを見出 し

た。

(3}異 種2官 能型反応染料 の連続染色への適用 につい

て検討 し、2種 の反応基が互いに補完することによ

って、吸尽染色 の場合 と同様 に、再現性 のよい染色

物が得 られるこ とを確認 した。 また液状化 も検討 し、

液状品中 に緩衝剤を添加す ることによって安定な製

品が得 られる ことを明 らか にした。

(4)反 応染料およびそれ らを用いて染色 した染色物の、

酸加水分解挙動 を液体 クロマ トグラフィーお よび可

視吸収スペク トルに よって調べ、酸加水分解生成物

の化学構造を明 らかに した。 また、洗剤中に配合さ

れている過炭酸ナ トリウムの影響 について検討 した。

この酸化剤はアルカ リ性であるため、いずれの染料

も加水分解 を受 けるが、染色物 についてはジフルオ

ロモノクロロピ リミジン系反応染料のみが酸化分解

を受 けることを明 らか にした。

⑤ 酸性染料/ナ イロン繊維、カチオ ン染料/ア クリ

ル繊維における配合染色において、良好 な均染性 を

保 ちなが ら、染色時間 を短縮す る合理的 な染色 法に

ついて調べた。46種 の酸性染料 を用いてナイ ロン繊

維 を染色 し、繊維 への拡散 の活性化エネルギーの最

も小 さい染料のグループの中に、相溶性 のよい3原

色染料 が揃 っていることを見出 した。 また、カチオ

ン染料 を用いてアク リル繊維 を染色 する時の、最適

染色条件 を設定 する方法について検討 した。染色濃

度、染色温度、および完全吸尽 するのに必要 な時間

についての関係 を数式化 し、実際のアクリル繊維の

染色に適用 し良好 な結果 を得た。

■区間モデルを用 いたデータ解析手法 とその

応用に関する研究

石 渕 久 生

生年月 日 昭和38年2月7日

192

最終学歴

勤 務 先
授与年月日

京都大学大学院工学研究科
精密工学専攻修士課程修了
大阪府立大学工学部

平成4年11月20日

本論文 は、対 象 とす るシステムの入出力関係やデー

タにあいまい さが含 まれているような状況で のデータ

解析手法 とその応用 に関する研究結果をま とめた もの

であ り、次の ような成果を得 ている。

(1)実 数入出力 デー タが与 え られている場合 に対 して、

任意個のデータ点 を包含する線形区間回帰式を求 め

る手法 を提案 した。提案手法 を用いてプレハブ住宅

の価格の解析 を行い、その有効性 を示 した。 また、

出力値が区間 として与 え られてい るような区間デー

タに対 して、互い に整合性 のある二 つの線形区間回

帰式 を求める手法 を提案 した。 この手法 を用いて研

削実験結果 の解析 を行 い、 その有効性 を示 した。 さ

らに、線形 区間回帰式 から線形 ファジィ回帰式 を導

出す る方法 を示 した。

② 階層型ニ ューラルネッ トの学習規則であるバ ック

プロパゲーシ ョン ・アルゴ リズムを修正することに

よ り、与 えられた実数入出力データから非線形区間

回帰式を求 める手法 を提案 した。提案手法を用いて

射出成形品 に対する目視評価値 の解析 を行 い、その

有効性 を示 した。 さらに、非線形 区間回帰式か ら非

線形 ファジィ回帰式 を導出す る方法 を示 した。

③ 各サ ンプルの属性値が多次元属性空間上 の区間ベ

ク トル として与 えられてい る場合 に対 して、区間ベ

ク トル を1次 元上の区間 に写像 する線形区間判別関

数 を用いた判別分析手法 を提案 した。 さらに、属性

値が ファジィ数ベク トルの場合 に対 して、 ファジィ

数ベ ク トルを1次 元上 のファジィ数 に写像す る線形

ファジィ判別関数を用 いた判別分析手法を提案 した。

提案手法を用 いてガスセンサ反応パ ターンの判別分

析 を行 い、 その有用性 を示 した。

(4)区 間ベ ク トルの非線形判別 を行 うため、階層型ニ

ュー ラルネッ トによる判別分析手法 を提案 した。提

案手法を用いた数値実験に より、 その有効性 を示 し

た。 また、ニ ューラル ネッ トによる区間演算の精度

とい う観点か ら、提案手法の妥当性を示 した。 さら

に、 ファジィ数ベク トルの非線形判別分析の問題へ、

提案手法 を拡張 した。

蟹PreparationofCoatingFilmsbythe

Sol-GelMethodandApplicationto

Fine-PatterningProcessforOptical

MemoryDiskSubstrates(ゾ ル ー ゲ ル 法 に

よ る コ ー テ ィ ン グ 薄 膜 の 作 製 と 光 デ ィ ス ク

基 板 の た め の 微 細 加 エ プ ロ セ ス へ の 応 用)

松 田 厚
生年月日

最終学歴

勤 務 先

範

昭和37年1月5日
大阪府立大学大学院工学研

究科応用化学専攻博士前期
課程修了
日本板硝子株式会社



授 与 年 月 日 平 成4年11月20日

本論文 は、ゾルーゲル法 によるコーティング薄膜 の

作製 とその微細加工 プロセスへの応用 について検討 を

おこなった ものであ り、っぎのような成果 を得 ている。

(1)透 明で均質なB203-sio2系 およびB20,-P205-siO2

系薄膜 を、 コーテ ィング雰囲気の湿度 を制御 するこ

とによって初 めて作製 する ことに成功 した。P205

を含む系の薄膜 は、アルカ リ捕獲層 としての機能 を

示す ことを明 らか にした。

(2)ゾ ル ーゲ ル法 に よ り透 明で 均質 なZrO、お よび

ZrO2-SiO2系 薄膜 を作製 した。ZrO、および高濃度 の

ZrO2を 含むZrO、-SiO2系 薄膜が、優 れた耐 アルカ リ

性 を有することを明 らかに した。

(3)ガ ラス基板上にサブミクuン オーダーの微細パ タ
ーンを形成す る新 しいプ ロセスを開発 した。本 プロ

セスの重要 な点 は、有機高分子 をゲル膜 に添加す る

ことにより、膜の硬化速度 を制御 し、型プレスによ

る微細加工 を可能に しているところにある。

〔4)本 微細加工プ ロセスによ り、光 ディスクに必要 な

ピッチ1.6μmの プ リグループ を直径130mmの ガラ

ス基板全面に形成す ることに成功 した。作製 したプ

リグループ付 ガラス基板 が、光デ ィスク基板 として

の規格 を満足 し、 さらに優れた機械 的特性 と耐候 性

を有することを明 らかに した。

(5)薄 膜 をコーティング したガラス基板 の劣化が、基

板中のアルカ リが膜中を拡散 して膜表面で炭酸塩 を

形成することによ り進行 することを明 らか にした。

上記の機構 によるガラス基板 の劣化に対 し、 ゾルー

ゲル法 によ り作製 した。Tio、-Sio2系 薄膜 が有効 な

基板保護膜 として作用す ることを見いだ した。

(6)ゾ ルーゲル法によ り作製 した薄膜 は、高温高湿環

境下において も基本的 には優れ た安定性 を有 してい

ることを確認 した。 しかし、Tio2-Sio2系 薄膜 にお

いては、高温高湿環境下でTi-O-Sire合 が水蒸 気の

攻撃 によって解離 し、 アナターゼTio、微 結晶が析出

するとい う構造変化 の起 こる ことを見いだした。

ノアシルタウリン誘導体 を合成 した。

② 合成 したN-acア ミノア シル タウ リン誘 導体 は、

タウリンを認識 する抗体 と強い免疫交差性 を持 つ こ

と、 またC一末端 に4一ア ミノ酪酸 残基 を持 つ ジペ プ

チ ド類 も免疫交差性 を持つ ことを見 いだし、 タウ リ

ンおよび4一ア ミノ酪酸 のN一α一ア ミノアシル誘 導体

は免疫組織化学上有用 な試薬である ことを示 した。

(3)電 場 と磁場 の連動走査 による2次 イオ ン質量 分析

法 を用い る と、極微量 のN一γ一グルタ ミルタ ウリン

とそのα一異性体が容 易 に判別 で きるこ とを見いだ

し、牛 の脳 に存在 す るグルタ ミル タウ リンが γ一ペ

プチ ドである ことをはじめて明 らかに した。 また こ

の分析 法 は、N一末端 に酸性 ア ミノ酸残 基 を持っ一

般 のペプチ ド類 の分析 に適用 できることを示 した。

(4)α 一ア ミノ酸 か ら2一置換 タウ リン誘 導体 を効 率良

く合成す る方法を確立 し、 この合成法 を応用 して、

L一セ リンか ら生理活性 な海洋産天然物D一システ ノ

ール酸 を高収率で合成 した。

⑤ 過ギ酸がアセチルチオ基をスルホン酸 まで酸化す

ることを見いだ し、 この反応 を利用 して、2一置換 タ

ウリン誘導体の合成法 を確立 し、 この合成法が従来

の方法に比べて安全性、後処 理の簡便性 において優

れてい ることを示 した。 また、合成 した2一置換タウ

リン誘 導体が心筋保護作用 を示す ことを見いだ した。

(6)α 一ア ミノ酸か ら2一置換 タウ リン誘導体 へ の変換

法 を応用 して、N一α一ア ミノアシルー2一置換 タウリン

誘 導 体 の新 しい 合成 経路 を確 立 した。 さ らに、

S一アセチル システア ミンがN-a'ア ミノア シルタウ

リン誘導体 の合成 に有 用であることを見 いだした。

圏SyntheticStudiesonBio-ActiveTaurine

Derivatives(生 理 活 性 タ ウ リ ン 誘 導 体 の 合

成 研 究)

東 浦 邦
生年月日

最終学歴

勤 務 先

彦

授 与 年 月 日

本論文 は、宮能基変換 による生理活性 なタウリン誘

導体の一般 的合成法の開発 に関す る一連 の研究結果 を

まとめた ものであ り、次の成果 を得ている。

(1)生 理活 性 な天然物質N一 γ一グルタ ミルタウ リンの

合成法 を検討 し、合成中間体 や目的物 の単離、精製

に煩雑 な操作 を必 要 としない簡便 な合成法を確立 し

た。 また、 この合成 法を応 用 して多種 のN一α一ア ミ

昭和3!年9月24日
大阪府立大学大学院工学研

究科応用化学専攻修士課程
修了
日本臓器製薬株式会社

平成4年12月20日
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lllllllllllllllllllllllllllllllll被顕 彰 者lllllllllllllllllllllllllllllllll

大阪府立大学で は、平成元年度か ら毎年創立記念 日(6月1日)に 、過去1年 間に学会等か ら学術研究の業績 を認

められ賞 を受 けた教員 を称 えるため、学長か ら盾 を贈 って顕彰 している。

平成4年 度の被顕彰者 は、次の とお りであ る。

所 属 職 名 氏 名 受 賞 名 称 表 彰 者 名

機械工学科第1講 座 助 教 授 東 健 司 論文功労賞 軽金属学会関西センター

機械工学科第10講 座 教 授 小 野 敏 郎 論文賞 計測自動制御学会

応用化学科第2講 座 教 授 南 努 山崎賞 日本素材物性学会

応用化学科第2講 座 助 教 授 峠 登 山崎賞 日本素材物性学会

応用化学科第2講 座 講 師 辰 巳 砂 昌 弘 山崎賞 日本素材物性学会

応用化学科第4講 座 教 授 岩 倉 千 秋 IBAResearchAward
IntemationalBattery

MaterlalAssociation

化学工学科第1講 座 教 授 向 阪 保 雄 山崎賞 日本素材物性学会

金属工学科第1講 座 教 授 中 山 豊 論文功労賞 軽金属学会関西センター

金属工学科第3講 座 教 授 伊 藤 太 一 郎 論文功労賞 軽金属学会関西センター

金属工学科第3講 座 助 教 授 大 西 忠 一
功労賞
論文功労賞 軽金属学会関西 センター ・

金属工学科第4講 座 教 授 岡 村 清 人 研究功績賞 粉体粉末冶金協会

金属工学科第5講 座 教 授 小 川 宏 二 技術賞 表面技術協会

金属工学科第5講 座 助 手 井 上 博 之 技術賞 表面技術協会

金属工学科第6講 座 教 授 川 本 信 論文功労賞 軽金属学会関西センター

経営工学科第2講 座 助 手 乾 口 雅 弘 椹木記念賞奨励賞 システム制御情報学会

経営工学科第3講 座 教 授 田 中 英 夫 日本IE文 献賞
日本インダス トリアル ・

エンジニアリング協会

!94



llllllMllUMIIIMIIMIIMI講 座IMIIIIIHIIIIIIillll川llllllll

水 曜 講 座(平 成4年 度)

邑遠 くて近きは一近似の話一

工学部 教授 早川款達郎,4月22日

■家電製品にみ られる騒音低減技術

一購入時に考慮 してほしいこと一

工学部 教授 藤井昭一,6月3日

■暮 らしの中のエアロゾル(微 粒子分散系)

工学部 教授 向阪保雄,7月15日

■環境問題 と太陽光発電

工学部 教授 奥田昌宏,9月16日

幽高温超伝導体のはな し

工学部 教授 伊藤太一郎,11月4日

府 民 講 座(平 成4年 度)

幽独創力の育成

工学部 教授 姫野洋司,9月19日

■顧客満足について

工学部 教授 太田 宏,

■渦 の は な し

工学部 教授

9月26日

西岡通男,10月3日

■酸性雨のはな し

工学部 教授 池田有光,10月17日

■バ イ オ テ ク ノ ロジ ー と暮 ら し

工学部 教授 石 川 治 男,10月31日

■こ こ ろ と か らだ の コ ン トロー ル

エ学部 教授 小 野 敏 郎,12月9日
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111ulllll川1川Ill}llll田lIIl外 国 か らの 来 訪 者

(1992年)

Illlllllllll川111111111111111111

氏 名 職 名 国 籍 勤 務 先 講 演 題 目 講 演 日 世話人

ウラ ジ ミー ル ・

ロマ ノ フ

教 授 ロシア ロシア科学アカデミー

ノボシビルスク数学研

究所

マックスウェル方程式に対する逆問題とイン

テグラル ・ジオメトリー

2月6日 早 川

KU.Ingold 副 所 長 カナダ 国立研究所 抗酸化剤の化学 2月12日 前 田

趙 江来 教 授 韓国 延世大学校 韓国の大学教育とターボ機械の翼列内の流

れ

3月2日 木 田

Elio

GiameUo

助 教 授 イタリア トリノ大学 固体表面上の吸着酸素のESR 4月8日 安 保

GeirMoe 教 授 ノルウェー トロントハイム大学 ViscousForcesactingonCylinders 4月10日 池 田

〔良)

Norman

Jones

教 授 英国 リバプール大学 リバプール大学インパクトリサーチセンターで

のストラクチャル ・クラッシュワースネスに関

する最近の研究の発展

4月14日 谷 村

T.A.Hatton 教 授 米国 マサチューセッツ工科

大学

屈曲性高分子と球状コロイドの相互作用
一水性二相系におけるタンパク質の分配一

5月6日 片 岡

1.B.Turksen 教 授 カナダ トロント大学 ファジィ理論の経営工学への応用 5月1旧 田 中

(英)

Richard

Weber

講 師 ドイツ アーヘン工科大学 AutomaticKnowledgeAcquisitionby

MachineLeamingTechniques

5月15日 田 中

(英)

富塚誠義 教 授 日本 カリフォルニア大学

バークレー校
米国における機械制御工学の動向 5月19日 大須賀

Leonardo

Palmisano

助 教 授 イタリア パレルモ大学 水溶液中の有機有害物の光触媒分解 5月23日 安 保

Adriano

Zeechina

正 教 授 イタリア トリノ大学 Cu十/ZSM-5触 媒の調整、キャラクタリゼー

ションと触媒活性

5月26日 安 保

W.Karwowski 準 教 授 米国 ルイスビル大学 ApplicationsofCatastropheTheoryto

ModelingofMusculoskeletalInjury

5月29日 久 米

姜 文柄 教 授 中国 北京理工大学 中国と日本の生産管理方式 6月25日 西 山

RodericR.

Kunz

教 授 米国 マサチューセッツ工科

大学

高エネルギー吸収用フォトレジストの化学 7月20日 角 岡

黄 弘明 教 授 中国 同済大学 中国における日本学研究の動向 7月23日 杉 山

BrettJ.

Pokines
助 手 米国 ニ ューヨーク州立大 学

バ ツフアロー校

ActiveandPassiveMethodsofVibra・

tionControlUsingaSmartStructure

ApproachatSUNYBuffalo

8月5日 室 津

UdoKragl 主任研究員 ドイツ 生物化学工学研究所 アセチルノイラミン酸の酵素法による生産 8月10日 石 川

JohnM.
Olson

教 授 デンマーク オーデンセ大学 緑色光合成細菌のクロロゾームおよびモデル

系でのクロロフィルークロロフィル相互作用

8月17日 上 原

AnnaM.

Eremenko

教 授 ウクライナ 国立科学研究所 表面光化学一シリカ表面での光電子稼働一 9月10日 安 保

朴 寧弼 教 授 韓国 延世大学 韓国における振動研究の最近の動向 9月11日 杉 山

G伽ther

Schmidt

教 授 ドイツ ミュンヘン工科大学 先進的無人誘導車の誘導と航法 9月21日 大久保

K.CPark 教 授 米国 コロラド大学 制御と構造物の融合における挑戦と進展 9月21日
,

室 津
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氏 名 職 名 国 籍 勤 務 先 講 演 題 目 講 演 日 世話人

RJ.Exton 分光計測研

究 室 長

米国 NASAラ ングレー研

究センター

航空宇宙機エンジンとレーザー計測 10月1日 藤 井

Volker

Graefe

教 授 ドイツ ミュンヘン国防大学 無人高速道路走行車 10月8日 津 村

面.

Kogelschatz

主任研究員 スイス アジアブラウンボーバ

リ研究所

エキシアー発光の発現機構に関する研究 10月13日 安 保

ポリスV.

カピタノフ

教 授 ロシア ロシア科学アカデミー

シベリア地区数学研

究所

発展方程式系に対する境界制御理論 10月16日 早 川

IoanPOP 教 授 ルーマニア クルージュ大学 多孔質物体中の対流における諸問題 11月10日 佐 野

王 小如 教 授 中国 厘門大学 MarineAnimalAnalysiswith

ICP-AESfortheStudyofCoastaI

WaterPollution

11月25日 中 原

張 展霞 教 授 中国 中山大学 AbsoluteAnalysisinGraphiteFurnace

AtomicAbsorptionSpectrometry

11月25日 中 原

HungT.

Nguyen

教 授 米国 ニューメキシコ州立

大学

ラフ集合と条件付論理 11月27日 市 橋

JohnR.

Chaplin

教 授 英国 ロンドン大学 海洋構造物に働く粘性流体力について 12月7日 池 田

(良)
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※以下 のペ ー ジの 内容 は、平 成5年11月1日 現在



共同研 究制度等の説明

大阪府立大学では、他大学及び試験研究機関等との共同研究や民間企業等から

の受託研究、研修員の受入れも積極的に行っています。

また、研究奨励のための寄付金の受入れについても制度化されています。

これらに関する規程を掲載しましたので、ご利用の向きは研究内容に応 じて各

講座担当教授又は工学部事務部までご連絡 ください。

1)大 阪府立大学共同研究員の受入れ及び取扱いに関する規程

2)大 阪府立大学受託研究等取扱規程

201

3)大 阪府立大学研修員規程

202

4)大 阪府立大学教育 ・研究奨励寄附金取扱規程

203

204
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大 阪 府 立 大 学 共 同 研 究 員 の 受 入 れ 及 び 取 扱 い に 関 す る 規 程

(趣旨)

第1条 この規則 は、本学において共同研究(附 属研究所 の生物資源開発 センターにおいて行 う共同研究 を除 く。以

下同 じ。)を しようとす る者 の受入れ及 びその取扱い についての必要な事項 を定める もの とする。

(定義)

第2条 この規則 において、次の各号 に掲 げる用語 の意義 は、当該各号 に定め るところによる。

(1)共 同 研 究 本学教員が、学外研究者 と本学 において、専門知識 を提供 しあって行 う研 究をいう。

② 共同研究員 共同研究 に参加 する学外研究者 をい う。

③ 部 局 長 各学部、附属研究所及び総合情報セ ンターの長 をいう。

(受入基準)

第3条 共同研究 は、本学 の教育研究上有意義な ものでなけれ ばな らない。

(手続)

第4条 共同研究 をしよう とす る本学教員 は、その所属する部局長を経 由して学長 に共同研究 申請書(別 記様式)を

提 出しなけれ ばな らない。

2部 局長は、前項 の申請書 を学長 に送付する ときには、副 申書を添 えるもの とす る。

3学 長 は、第1項 の申請 を適当 と認 めた ときには、承認す る旨を部局長 を経 由 して申請者 に通知する ものとす る。

(施設 ・設備等 の利 用)

第5条 共同研究員 は、共 同研究 に必要 な範囲 内で本学 の施設 ・設備等(附 属研 究所の生物 資源開発セ ンターの施

設 ・設備等 を除 く。)を 利用することがで きる。

(客員教授)

第6条 共同研究員 のうち、本学教授に準ず る資格 を有す る者 を客員教授 とす ることが ある。

2部 局長 は、前項 の基準に該 当す る者が あるときには、教授会(附 属研究所にあっては附属研究所委員会、総合情

報セ ンターにあっては総合情報セ ンター管理委員会)又 は これに代 わるべ き会議 の議 を経て学長 に推薦する ものと

す る。

3学 長 は、前項の推薦があった ときには、評議会の議を経 て客員教授 の名称 を付与す る。

(その他必要な事項)

第7条 この規則 に定めるもののほか、必要な事項 は学長が定める。
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大阪府立大学受託研究等取扱規程

(趣旨)

第1条 この規則 は、大阪府立大学(以 下 「本学」 という。)の 各学部及び附属研究所 における研究、試験、試作及

び調査等(以 下 「研究等」 という。)の 受託に関し必要な事項 を定める。

(受託 の基準)

第2条 本学において受託す る研究等 は、本学の教育研究上有意義であ り、かつ本学 の教育研究業務に支障 を及ぼさ

ない ものでなけれ ばな らない。

(受託 の制限)

第3条 研究等 を受託する場合 において、次の条件が付され てい るものについては、 これ を受 け入れる ことがで きな

い。

(1)研 究等 に要す る経費(以 下 「受託研究費」 とい う。)に よって取得 した設備等 を返還すること。

(2)研 究等 の結果生 じた工業所有権等の権利 を委託者に対 し無償 で使用 させ、又 は譲渡 すること。

(3)受 託 した研究等の成果 の公表 を委託者 が行 うこと。

2前 項の規定 にかかわ らず、研究等 を国、地方公共団体又 は法律 によ り設置され た特殊法入か ら受託 する場合の条

件 は、双方協議の うえ定 めることがで きる。

(委託願)

第4条 委託者 は、研 究等委託願 を作成 し、委託 しようとす る学部又 は附属研究所 の長(以 下 「学部長等」 とい う。)

を経 由して学長 に提出 しなければな らない。

(承認)

第5条 学部長等 は、前条 の委託願 を受理 した ときは、教授会(附 属研究所にあって は附属研究所委員会)等 の意見

を聞 き、適 当 と認めた ときは、必要 な書類 を添付 して学長 に送付 するもの とす る。

2学 長 は、前項の文書 を受理 した ときは、その内容 を審査 し適当 と認めた ときは、承認 する旨を学部長等及び委託

者 に通知す るもの とする。ただ し、委託者 に対す る通知 は学部長等 を経由するものとする。

(契約手続)

第6条 学部長等 は、前条第2項 の通知を受 けたときは、契約手続等 を行 うもの とす る。

(受託研究費の納付等)

第7条 委託者 は、第5条 第2項 の通知を受 けたときは、指定期間内に受託研究費 を納付 しなければならない。

2い ったん納付 した受託研究費 は、 これを返還 しない。 ただし、本学の責に帰すべ き事 由により研究等 を進めるこ

とが で きない場 合は、 その一部又 は全部 を払 い戻 す ことが ある。

(契約 内容等の変更)

第8条 学部長 等は、受託 した研究等の内容 を変更す る必要が生 じた ときは、あらか じめ学長の承認 を得て これ を行

わなければな らない。

(研究等の結果報告)

第9条 学長は、受託 した研究等が完了 し又 は研究等の一部若 しくは全部 を取消 し若 し くは中止 した ときは、速やか

に委託者に報告 しな ければな らない。

(実施 に関 し必要 な事項)

第10条 この規則 の実施 に関 し必要な事項 は、学長が別 に定 める。
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大阪府立大学研修員規程

(趣旨)

第1条 本学 にお ける研修員の取扱 いについては、 この規則の定 めるところによる。

(定義)

第2条 この規則において、次の各号に掲 げる用語の意義 は、当該各号に定 めるところによる。

(1)研 修員 大学その他の団体か ら研究 のため本学 に派遣 された者 をいう。

② 部 局 各学部、附属研究所及び総合情報センターをい う。

③ 部局長 前号 に規定する部局の長 をい う。

(研修願)

第3条 研修員 を派遣 しようとするものは、研修願(様 式第1号)に 研修員 として派遣 しようとす る者の最終学校の

卒業証明書、履歴書(様 式第2号)、 国公立 病院の作成 した健康診断書 その他必要 な書類 を添付 して研修 を希望す

る部局の部局長 を経 て学長に提 出しなけれ ばな らない。

2研 修願 の提出 は、研修の許可 を受 けようとする1月 前 までにしな ければならない。

(選考)

第4条 学長 は、前条 の願い出を受理 した部局の教育及び研究 に支障のない範囲において、学部 においては教授会、

附属研究所 においては附属研究所委員会、総合情報セ ンターにおいては総合情報 センター管理委員会の選考 に基づ

き研修を許可す る。

(研修期 間)

第5条 研修期間 は1年 以内 とする。ただし、必要が あると認 めた ときは、 これを延長す ることが ある。

2研 修期間の延長 の許可を受 けようとするものは、研修継続願(様 式第3号)を 期間満了1月 前 までに当該部局の

部局長 を経て学長 に提出 しなければな らない。

(助言 ・指導教員)

第6条 研修員 を受 け入れた部局 の部局長 は、研修員 の希望 を考慮 し、指導又 は助言 すべ き教員 を指定する。

(研修料)

第7条 研 修料 の額及 び納付方法 は、大阪府大学条例(昭 和24年 大阪府条例第18号 。以下 「条例」 とい う。)第8条

及び大阪府大学条例施行規則(昭 和25年 大阪府規則第69号 。以下 「規則」 とい う。)第18条 の定 めるところによる。

2既 納 の研修料 は、条例第12条 本文 の定め るところにより、還付 しない。ただ し、特別の理由が あると認 められ る

ものについては、同条ただ し書の定 めるところによ り、その全部又 は一部 を還付 することがある。

(研修料 の免除)

第8条 特別の理 由があ ると認 められる もの については、条例第13条 、規則第20条 第1項 及び大学 の授業料等 の減額

又 は免除 に関する規程(昭 和40年 大阪府訓令第11号)第4条 の定め るところにより、研修料 は免除す ることが ある。

2研 修料の免除 を受 けよう とす るものは、研修料免除申請書(様 式第4号)を 研修額の提出の際 に併せて学長 を経

て知事 に提出 しなければならない。

(遵守事項)

第9条 研修員 は、本学 の規則 を守 らなければな らない。

(研修許可の取消 し)

第10条 学長 は、研修員 がこの規則 に違反 し、又 は病気その他 の事由によ り研修を継続す ることが できない と認 める

ときは、部局長 の申出に基づ き研修 の許可を取 り消す ことができる。

(委任)

第11条 この規則に定めるもののほか、研修員の取扱いに関 し必要な事項は、学長又は学長の承認を経て部局長が定 める。
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大阪府立大学教育 ・研究奨励寄附金取扱規程

(趣旨)

第1条 この規程 は、大阪府立大学 にお ける教育 ・研 究奨励寄附金(以 下 「奨励寄附金」 とい う。)の 取扱いに関 し、

必要な事項 を定める。

(定義)

第2条 この規程で、「奨励寄附金」 とは、本学 における教育 ・研究を奨励す るため寄附 され る寄附金で、学長 が次

の各号に掲 げる経費に充て ることを目的 として受入れ を決定 した寄附金をいう。

(!)学 術研究 に要する経費

② 教育 ・研究 に供する図書 ・機械 ・器具及び標本等の購入費

③ その他 、教育 ・研究 に要する経費

(受入れ制限)

第3条 次の各号 に掲げる条件が付 されている寄附金は、奨励寄附金 としてこれ を受入れ ることがで きない。

(1)寄 附金によ り取得 した財産 を無償で寄 附者 に譲与す ること。

② 寄附金による研究の結果得 られた特許権 ・著作権 ・商標権及 び実用新案権 その他 これらに準ずる権利 を寄附者

に譲渡 し、また使用させ ること。

(3)寄 附金による研究の成果 を寄附者 に報 告す ること。

(4)寄 附金の使用 について寄附者 が検査 を行 うこと。

⑤ 寄附申込後、寄附者 が寄附金の全部又は一部 を取 り消す ことがで きること。

(6)そ の他学長が教育 ・研究上支障が あると認 める条件

(寄附の申込み)

第4条 奨励寄 附金 の申込 みは、寄附 申込書(様 式第1号)に よ り、奨励 しようとす る教 育 ・研 究を行 う部局 の長

(以下 「部局長」 とい う。)を通 じて学長 に行 うものとす る。

(申込 みの受諾)

第5条 寄附申込書 は部局長が受理 し、適 当と認めた ときは、寄附金受入承認 申請書(様 式第2号)に 寄附金使途計

画書(様 式第3号)そ の他必要 な書類 を添付の上、事務局長 を経由 して学長 に受入れの承認 を申請す るもの とする。

2学 長 は内容を審査 し適 当 と認 めたときは、寄附金受入承認書(様 式第4号)を 部局長へ送付 の上、寄附 申込者へ

寄附金受入受諾書(様 式第5号)に より通知す るもの とす る。

(経費への充当)

第6条 奨励寄附金 は予算 の範囲内 において教育 ・研究 に必要な経費 に充 当す るもの とす る。

2前 項の規程 によ り充当する場合 は、その手続 は本学の予算 の執行手続 に準ず るもの とす る。

(雑則)

第7条 この規程 の実施に関 し必要な事項 は、別 に定 める。
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愈ゆゆ 編 集 後 記 ゆ倉愈

平成5年 度 に工 学部広報委員会が設置 され、工学部広報活動 の一環 として、工学部年報

(1992年)の 編集を担当することになった。年報の編集方針はこれまでとほほ伺 じだが、構成

員の研究活動によって年々増加する研究成果 を網羅 しつつ、ページ数の増加 を抑えて取扱いや

す くすることを心がけた。そのため論文のアブス トラクトを削除し、かわ りにキーワー ドを掲

載することにした。

最近の若者 はサメている、やる気がないと世間では言われている。工学部 は毎年優秀な学生

を迎え、最近では卒業者の半数が大学院博士前期課程に進学 している。 ここに掲載 した研究成

果をはじめ大学の研究活動には、 とくに大学院学生の寄与するところが大 きい。学部 を卒業 し、

あるいは大学院を修了して社会に巣立ってい く学生たちが、在学中に高等学校 までの受け身の

教育か ら脱却 して個性 を伸ばし、自ら考え判断し、問題 を解決 してい く能力 を身に付けること

がで きるかどうか、教員の指導力 と資質が問われるところである。(伊 藤太一郎)
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